
郡
部
の
動
向

第
一
節

維
新
以
降
の
行

政
管
轄
の
変
化

維
新
変
革
と
地
域
社
会

第
一
次
兵
庫
県
の
成
立

こ
こ
で
は
明
治
維
新
後
の
開
港
場
で
あ
る
抑
戸
と
兵
路
津
以
外
の
市
域
の
動
き
を
み
て
い
く
。

明
石
郡
・
笑
蕗
郡
に
ま
た
が
っ
て
い
た
。
こ
の
内
矯
磨
悶
内
の
町
村
は
明
石
藩
領
で
あ
り
、
入
部
郡
城
で
は
幕
府
館
・
旗
本
領
、

岡
山
（
加
支
）
の
よ
う
に
、
現
在
の
神
戸
市
は
、
東
は
摂
津
国
菟
原
郡
・
有
店
内
部
・
八
部
郡
、
部
は
播
磨
悶

菟
原
郡
城
で
は
幕
府
領
と
尼
崎
藩
領
、
有
馬
郡
域
で
は
一
一
一
回
藩
領
・
間
安
家
領
・
幕
府
領
が
多
か
っ
た
。

明
治
維
新
に
よ
り
、
幕
府
僚
は
、
新
政
府
の
行
政
機
構
で
あ
る
府
や
燃
の
管
轄
と
な
っ
て
い
く
。
市
域
に
お
け
る
こ
れ
ら
の

所
領
は
、
慶
応
閉
（
明
治
一
冗
）
年
（
一
入
六
八
）
一
月
二
十
四
日
、
兵
庫
市
中
に
置
か
れ
た
兵
庫
銀
台
の
管
轄
と
な
っ
た
。
兵
庫
鎮

ム
ロ
は
同
年
一
一
月
一
一
日
兵
庫
裁
判
所
と
改
称
、
さ
ら
に
、
五
月
二
十
三
日
に
は
兵
庫
県
（
第

次
）
と
改
称
さ
れ
た
。

丘
ハ
膝
裁
判
所
は
は
じ
め
、
摂
津
・
湾
内
・
播
磨
の

の
幕
府
領
の
町
村
を
管
轄
し
た
が
、
兵
庫
県
と
改
称
さ
れ
た
直
後

の
悶
年
六
月
十
七
日
、
幕
府
鍛
に
加
え
て
、
摂
津
・
播
磨
の
二
閏
中
の
旗
本
領
お
よ
び
社
寺
領
を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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そ
し
て
八
月
に
は
い
る
と
、
管
内
旗
本
の
家
小
学
（
執
事
）
な
県
庁
に
出
頭
さ
せ
、
年
買
収
納
以
外
の
統
治
業
務
は
す
べ
て
県
が
行

う
こ
と
を
通
達
し
た
。
実
際
の
管
轄
持
え
は
、
こ
れ
よ
り
早
か
っ
た
よ
う
で
、

入
部
部
の
旗
本
館
、
の
う
ち
御
崎
村
は
、

q4
ヨJ
こ

れ
νト
，
z
gノ
ヤ
U
Z

は
兵
庫
裁
判
所
管
轄
に
入
っ
た
。

方
、
市
域
内
の
大
名
領
は
そ
の
ま
ま
存
続
し
た
が
、
市
域
関
係
で
は
、
有
馬
郡
の
旧
安
領

が
明
治
一
一
一
年
は
じ
め
に
兵
庫
東
の
管
轄
に
入
っ
た
。

明
治
問
年
七
月
十
四
日
の
廃
葎
底
県
に
よ
り
、
務
が
解
体
さ
れ
、
武
士
に
よ
る
統
治
が

、
官
僚
に
よ
る
一
元
的
な

統
治
を
行
な
う
と
の
決
定
が
中
央
政
府
で
な
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
市
域
で
も
こ
の
錯
綜
し
た
行
政
管
轄
は

充
化
し
て

い
く
。
廃
藩
置
県
と
同
時
に
、
市
域
に
所
領
を
も
っ
毘
崎
帯
・
明
石
簿
・
一
一
一
回
藩
な
ど
各
藩
も
他
藩
同
様
、

は
上
京
を
命

じ
ら
れ
、
そ
の
領
域
は
政
府
立
轄
の
県
（
尼
崎
終
・
明
石
膝
・
一
一
一
回
県
）
と
な
っ

こ
の
各
滞
の
県
へ
の
移
行
は
一
時
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
全
顕
的
な
整
理
統
合
の
な
か
で
、
明
治
問
年
十
一
月
二
十
日
、
第

二
次
の
兵
庫
県
が
摂
津
五
都
（
入
部
・
菟
涼
・
武
隊
・
有
馬
・
川
辺
）
全
域
を
対
象
と
し
て
成
立
し
、
市
域
の
摂
津
部
分
は
す
べ
て

こ
の
管
轄
に
入
っ
た
。
こ
こ
に
近
役
に
お
け
る
錯
綜
し
た
所
領
は
、
行
政
管
轄
と
し
て
一
元
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

維新変：.＇1＇，：と地域社会

播
際
に
つ
い
て
は
、
十

月
a

一
日
、
器
廃
一
一
限
の
諸
所
領
、
を
吸
収
し
て
第
二
次
の
姫
路
県
が
成
立
、
さ
ら
に
同
月
九
日
に
飾

経
路
と
改
称
さ
れ
た
。
飾
磨
県
は
、
姫
路
に
県
庁
を
泣
き
、
さ
ら
に
旧
米
の
諾
地
域
の
事
務
整
浬
、
機
構
統
廃
合
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、

四
カ
所
の
出
張
所
を
置
い
た
。
市
域
の
謡
際
部
分
は
明
石
薄
儀
か
ら
明
石
県
管
館
、
さ
ら
に
、
明
石
に
お
か
れ
た

飾
磨
県
第
一
出
張
所
の
管
轄
と
な
っ
た
。

人
引
が第

明
治
九
年
八
月
二
十

段
、
政
府
の
全
国
的
な
府
県
統
合
の
一
環
と
し
て
、
播
縦
断
全
域
、
淡
路
全
域
、
但
馬
全
域
、
丹
波
二

郡
（
氷
上
・
多
紀
）
を
合
わ
せ
、

の
兵
庫
燥
が
成
立
し
た
。
こ
こ
に
現
在
に
い
た
る
兵
跨
県
域
は
ほ
ぼ
確
定
し
、
市
域
は

近代・現代歴史謀議IV109 



一
つ
の
県
の
管
轄
と
な
っ

第
一
次
兵
庫
県

の
村
落
統
治

維
新
政
府
は
、
地
方
統
治
を
進
め
る
た
め
、
地
域
の
実
態
把
握
に
つ
と
め
て
い
っ
た
。
と
く
に
出
幕
，
府
倣
・

旗
本
領
に
つ
い
て
は
、
こ
の
こ
と
は
急
務
と
さ
れ
た
。

そ
れ
ば
、
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
所
領
が
新
た
に
政

府
の
院
結
領
と
な
っ
た
こ
と
、
第
二
に
は
、
庶
結
節
、
が
各
葎
の
所
領
運
営
に
お
い
て
見
習
う
べ
き
基
準
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る

（
た
と
え
ば
市
域
尼
崎
滞
僚
の
村
々
で
は
、
地
附
か
ら
の
布
令
と
同
時
に
、
大
阪
府
の
布
令
が
通
達
さ
れ
て
い
る
）
。

氏
（
路
裁
判
所
は
、
は
や
く
も
凌
応
問
年
五
月
十
日
、
御
用
達
の
大
坂
際
源
古
・
山
城
屋
権
左
衛
門
に
命
じ
て
、
金
札
な
ど
の

紙
幣
の
流
通
状
況
の
制
夜
を
開
始
し

兵
路
県
へ
と
改
称
さ
れ
た
前
後
の
六
月
、
本
格
的
な
実
情
調
査
の
た
め
に
、
小
林
一
時

成
・
伊
東
十
郎
に
命
じ
て
、
武
時
・
菟
原
・
八
郎
・
有
馬
問
郡
の
旧
幕
府
倣
・
旗
本
領
の
諸
村
を
廻
村
さ
せ
た
。

…
方
旧
幕
府
領
の
村
々
の
僻
も
、
新
た
な
権
力
に
対
し
て
す
ば
や
く
対
応
し
て
い
っ
た
。
慶
応
四
年
三
月
、
旧
幕
府
領
の
総

代
庄
屋
は
連
名
で
、
兵
路
裁
判
所
に
対
し
て
、
新
政
府
の
統
治
へ
の
全
間
的
な
協
力
を
条
件
と
し
て
、
前
字
、
な
与
え
て
く
れ
あ

」
と
を
願
い
出
た
。
こ
れ
ば
、
慶
応

一
月
、
幕
府
が
統
治
へ
協
力
の
功
績
と
し
て
総
代
庄
屋
に
与
え
る
こ
と
を
約
束
し

て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
各
村
庄
屋
も
、
所
揺
す
る
組
単
位
に
総
代
庄
屋
を
通
じ
て
、
御
用
提
灯
の
新
た
な
下
げ
渡
し
を

願
い
出
た
。
御
用
提
灯
は
、
一
久
秘
の
上
納
の
際
に
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
に
下
げ
渡
し
を
願
い
出
た
こ
と
は
、
新
政
府

の
管
時
下
に
入
る
こ
と
を
れ
ら
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
な
味
し
て
い
た
。

総
代
庄
屋
の
市
川
子
山
氏
周
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

苦
－
H
H
H
r
f
J
一、ロ
j
hぽベ
l

J

宵

H

、
工
、

1
1
1
b
f］
十

V
L
E
L
l
現
年

月
の
再
度
の
府
、
い

出
な
受
け
て
許
可
さ
れ
た

lリj
t合

年
に
入
る
と
地
域
の
状
況
を
二
応
つ
か
ん
だ
兵
隊
県
は
、
地
域
運
営
に
関
す
る
法
令
を
次
々
に
布
告
し
た
。
同
年
づ
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維新変革と地域社会第一節

明治H手2月兵庫県の郡村に関する規則

！尽の役人が村へ1l::宿した場令， 1 y自につき，県が下げ渡す2朱ですべて賄うこ

と。

県役人旅宿へ，村役人が「御用Jで詰めるときは，弁当持参のこと。

村役人の旅費は，村内で示談のよ：，日当として渡すこと。ただし「村周」のと

きは村内，「組合周」のときは組合村，「郡j召」のときは郡レベノレて、割当て賦謀。

大I阪その他への！±民米納の擦の旅授は，従米貿米に｜附属して集めた「欠米J中

の残余米から支出していたが，以降旅授から支出。

庄屋給は，これまでのしきたりによらず，村中相談の上，決定。

「御用」「村用Jで村氏集会の；場合の食事代は自分持ち。

村入用は，村氏が疑念、を持たないように，わかりやすくi際簿に記載すること。

また臨時の「君担割（君~レベルの費用）」「総合割（組合村レベルの投烈）」を村内

に賦課する場合，燥のtfi図を受けること。
村入用車長は村内保管，村の総寄lj長（総計娠）を組合村の総代に提出，総代は;ft

村総、容中長および組合村限りでまとめた総得帳を燥に提出。

表 11

① 

③ 

①

①

⑦

 

② 

③ 

③ 

河
寸
J

－」ふ刷、

ノ

7
を

f
v

「
部
村
焼
則
」
を
制
定
し
、
訴
事
務
の
費
用
に
つ

い
て
県
と
村
と
の
関
係
を
、
表
口
の
よ
う
に
縮
か
く
規
定
し

た
。
こ
こ
で
は
、
支
出
の
明
確
化
と
村
に
関
す
る
費
用
の
村

民
へ
の
相
談
と
公
開
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
県
と
村
の
関
係
、

さ
ら
に
は
村
運
営
自
身
に
お
い
て
、
村
民
の
同
意
を
得
る
と

い
う
方
法
を
と
る
こ
と
が
、
そ
の
施
策
に
お
い
て
意
識
さ
れ

f

！、、芦ヤ
O

V

｝
V
ふ
／
」
れ
は
同
月
に
出
さ
れ
た
庄
撞
年
寄
選
出
に
閉
山
す
る
裁
定

で
、
よ
り
明
確
化
さ
れ
た
。
こ
の
競
定
で
は
、
庄
屋
年
容
を

相
川
小
の
「
御
用
い
や
村
自
身
の
対
外
的
な
職
務
、
さ
ら
に
は
村

内
の
事
務
止
な
取
り
扱
う
主
要
な
役
職
で
あ
る
と
述
べ
、
山
家
格

や
駅
採
で
な
く
、
小
前
（
村
氏
）
一
向
の
入
札
で
多
数
を
得
た

も
の
を
、
小
前
述
印
に
よ
り
銅
山
へ
候
補
者
と
し
て
上
申
し
、

資料： r兵庫県史料J 28 

県
が
さ
ら
に
人
柄
を
調
べ

で
こ
れ
を
任
命
す
る
と
さ
れ

た
。
こ
の
法
令
で
は
、
家
格
や
問
番
と
い
う
っ
旧
弊
L

に
従

っ
て
い
る
村
に
対
し
て
特
に
そ
の
改
善
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
た
。
兵
路
県
は
、
村
氏
の
間
意
を
基
磯
と
し
て
、
運
営
能

近代.~晃代E霊史編NIII 



菟ml・入部郡の兵庫県管轄下の組合村表 12

駒ケ林村商代村板宿村大手村西須磨村

東尻池村

東須磨村

間尻池村

組i難下

荒田村中宮村花熊村奥平野村石井村烏原村

口妙法寺村奥妙法寺村王手村尚JII村
北野村

~野村

組測i中

坂本村東下村中村原野村東小部村上谷上村下谷上村

小河村与左衛門新田

組回111 

立会新郎脇浜村筒井村中尾村小野新出生岡村熊内村組内熊

徳井村岩屋村料問村味泥村畑原村鍛冶屋村

水王手新回

河際村

篠原村

組間稗

御影村住吉村魚崎村

予定青木村深江村（打出村

石農村

青木村

東明村

問中村

新在家村

西青木村

大石村

機農村

芦屋村）

新在家総

〔芦屋組〕

神戸田了走水間了ニツ茶屋町生国営村北野村北野村新田

宇治野村坂本村兵隊津地方兵庫津岡方

神戸・兵庫

（注） 下潔組は，板宿主立とも記載されている。

中滋総は，石井総および烏銀総にさらに分かれていた。

熊内・稗路・芦屋・新在家・板宿・石井・烏原の各事且の名称は，総代！工［£のj古村名によると恩われ

る。（ ）内は市域外の村＠

資料：「武井報主主会文書J

力
を
も
っ
者
を
選
び
出
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
町

村
を
運
営
す
る
こ
と
な
制
度
化
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。

近
世
の
組
合
村
の

継
続
と
そ
の
変
化

こ
の
よ
う
な
第
一
次
兵

庫
県
の
村
に
対
す
る
統

治
は
、
維
新
以
前
と
同
様
、
総
代
庄
屋
と
そ
れ

が
管
轄
す
る
組
合
村
を
通
し
て
行
わ
れ
た
。
第

一
次
兵
庫
県
が
成
立
し
た
時
、

八
部
郡
・
菟
原

郡
の
幕
府
館
、
は
、
表
口
の
よ
う
な
総
合
村
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
各
組
合
村
に
は
、
組
合
内
各

村
茂
愚
か
ら
選
出
さ
れ
た
総
代
庄
屋
が
置
か
れ

て
い
た
。
な
お
明
治
二
年
に
、
旗
本
知
行
所

引
制
寺
領
な
ど
の
管
轄
が
兵
庫
県
に
移
管
さ
れ
た

の
を
受
け
、
県
は
こ
れ
か
一
組
合
村
に
組
み
込
ん

だ
。
た
と
え
ば
旗
本
旬
、
で
あ
っ
た
御
崎
村
は
、

隣
接
す
る
下
灘
組
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。

市
村
規
則
L

で
は
、
村
入
用
帳
は
総
代
庄
屋
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に
差
し
出
し
、
総
代
任
屋
が
こ
れ
を
ま
と
め
県
に
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
し
、
明
治
一
一
年
十
月
の
県
布
告
に
よ
れ
ば
、

県
か
ら
の
布
告
は
ま
ず
総
代
庄
屋
に
お
ろ
さ
れ
、
紺
内
各
村
庄
屋
は
こ
れ
を
写
し
取
っ
た
上
で
、
日
付
時
刻
を
記
入
の
上
、
次

村
へ
送
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
各
村
庄
麗
と
県
の
中
間
に
総
代
庄
原
を
泣
く
と
い
う
統
治
の
あ
り
方
は
、
県
の
方
針
に
ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ
た
の
か
、

先
の
布
告
の
直
後
、
明
治
一
一
年
十
月
二
十
四
日
、
総
代
庄
屋
は
廃
止
さ
れ
、
村
々
は
鍛
何
な
直
接
県
に
申
し
出
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
た
だ
、
こ
の
廃
止
は
か
な
り
名
目
的
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
総
代
庄
屋
が
な
く
て
は
不
便
な
地
域
に
つ
い
て
は
、

県
の
認
可
の
上
、
総
代
を
誼
く
こ
と
が
例
外
規
定
と
し
て
こ
の
法
令
で
許
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
実
際
廃
止
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
、

板
宿
組
（
下
灘
組
）
で
は
、
旧
総
代
庄
屋
が
、
総
代
鹿
屋
と
い
う
名
称
は
使
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
組
内
へ
の
県
か
ら
の
布
告
の

通
述
、
な
扱
う
な
ど
組
合
村
全
休
業
務
を
行
っ
て
い
た
。

こ
の
幕
府
領
の
総
代
庄
屋
と
同
様
に
、
各
藩
領
で
も
、
村
と
領
主
の
中
間
に
大
庄
康
を
泣
い
て
い
た
。
市
域
明
石
藩
領
各
村

は
、
表
口
の
よ
う
な
大
庄
屋
組
に
属
し
て
い
た
。
こ
の
大
庄
屋
総
は
ほ
ぼ
川
筋
や
台
地
な
ど
の
地
形
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ

維新変1j'i「と地域社会

ま
た
菟
原
郡
の
尾
崎
藩
領
の
各
村
は
、
表
リ
け
の
よ
う
に
郡
家
総
に
属
し
て
い
た
。

幕
府
領
の
総
代
庄
震
が
、
村
氏
に
対
す
る
人
望
や
職
務
遂
行
能
力
を
基
準
に
進
退
が
決
ま
る
の
に
対
し
て
、
明
石
藩
の
大
度

の
場
合
は
、
特
定
の
家
の
者
が
代
ヲ
セ
れ
を
引
き
継
い
で
い
た
ο

板
宿
組
の
総
代
庄
屋
の
怠
子
で
あ
っ
た
武
井
伊
右
衛
門
は
、

後
年
こ
れ
に
つ
い
て
「
組
合
の
八
ケ
村
が
庄
屋
の
内
で
入
札
し
て
推
薦
す
る
が
幕
府
時
代
の
制
じ
ゃ
て
、
人
望
の
あ
る
も
の
に

第一節

入
札
す
る
の
じ
ゃ
、
所
謂
地
方
の
共
和
政
治
で
庄
患
の
中
か
ら
推
す
の
で
あ
る
、
姫
路
領
や
明
石
髄
は
大
庄
屋
株
と
て
代
々
大

庄
屋
が
子
孫
に
伝
わ
っ
て
あ
る
か
ら
急
に
平
庄
農
が
大
庄
屋
に
成
る
こ
と
は
ゆ
る
さ
ぬ
、
天
領
（
幕
府
僚
の
こ
と
）
は
そ
う
で
な

近代・現代歴史昔話IVII3 



表 13 明石球の大庄展組（神戸市I或l乙関係するもの〕

＊浦辺組：山間村多聞村凶室主水村東垂水村坂屋村下知！＼村東名村

［！§名村？I＇！村中山村奥知 l村布施州l村門前村小寺村

東皆発村下皆発村長坂村 lltl点す吹上新出村池上村永JI二
村北別府村南別府村漆山村役悶村！会水村井出村

東河原村（大蔵谷村大明石村中ノ誌やt)

新方村池野村間河原村高津橋村宗~；友村東王封印村南吉

田村中古田村上主主回村下手幹橋村問中村居住村如意：寺

村小山村新村今津村水谷村ニ屋村松本村官野村

谷口村栃木村；長谷村池谷村福谷村友清村守谷村

J可1 部総！漆間村鴨谷村金屋村熱田村繁関村大畑村営前村
向井村慶明村大野村芝崎村街中村下村向］路村関戸

沼J付常木村果関村和田村雨村東村田井村北村

小神村勝成新村五百球新村細岡村凶村福住村小村

杓l部村栄村木津村木見村近江寺村性海寺村高利村

新国組！北rl:i新岡村荷台新田村天ケ岡村新々田村池下村吉生村
広谷村山西村神納村野中上村 t最新村野中下村北'If);ヶ
附村南竜ケj潟村秋隠村福吉村赤坂村池医！村 （長池村

の一部清水村の一部）

淡河組；東下村西下村中村淡河町南荻原村北荻原村木津村

行原村東畑村中山村野瀬村神間村強！t石村石i保守村

1は岡村雨僧尾村北僧F色村 （三洋凶村大戸間村小戸間村）

（自主） （ ）内は， ilf域外の村。
｛也の大！主主設総として野々 i組（うちJ:Jll綴村・中村は現市域） . llli11官i立総・小川l総があった。

資料：「大在!i~長女誘J

表 14 明治初年の尼崎落傾君主家総の音吉村

君~~反村王子野村野容村附本村田辺村北畑村小路村中野村森村； i笥>fl

村人隠村 :Ii毛村上野村森村〔都賀〕原EEi村中村都賀村 （三条村 ~11:

知村）

（注） （）内はiii域外
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く
し
て
総
代
庄
麗
は
其
人

代
切
じ
ゃ
、

い
や
そ
の
足
農
が
其
村
で
五
ヶ
年
の
年
期
が
有
っ
て
五
年
し
て
其
村
で
人
望
が
な
く

成
っ
て
他
に
庄
屋
が
変
る
と
組
合
の
総
代
庄
屋
も
砕
し
て
仕
舞
う
の
で
あ
る
」
（
「
武
弁
報
数
人
公
文
努
」
）
と
回
想
し
て
い
る
。

武
井
は
さ
ら
に
、
幕
府
綴
に
お
け
る
総
代
庄
屋
は
民
選
で
あ
る
か
ら
、

つ
ね
に
村
氏
に
対
し
て
、
穏
や
か
で
あ
り
、
村
氏
か

ら
も
敬
服
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
藩
領
の

は
、
村
氏
に
対
し
て
権
威
を
も
っ
て
臨
み
、
綴
主
に
対
し
て
忠
勤
を
励

む
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
総
代
庄
問
胞
を
お
く
一
許
制
で
き
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
総
代

皮
屋
選
出
の
伝
統
は
、
維
新
流
後
の
地
域
社
会
の
動
揺
へ
の
対
処
の
な
か
で
、
兵
庫
県
政
に
引
き
継
が
れ
、

よ
り
整
備
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

2 

地
域
社
会
の
動
揺
と
藩
・
県
の
対
応

維新変革と地域社会

維
新
直
後
の
地

域
社
会
の
動
揺

幕
末
は
、
天
候
が
瓶
め
て
不
問
で
、
何
度
も
州
凶
作
に
み
ま
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
入
部
郡
の
幕
府
領
各
村

で
は
、
凶
荒
に
備
え
て

て
て
い
た
社
倉
の
金
殺
を
、
慶
応
二
年
に
す
べ
て
使
い
切
っ
て
以
降
、
積
み

立
て
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
社
合
は
そ
の
機
能
な
は
た
し
え
な
く
な
っ
て
い
た
。

維
新
以
降
も
天
候
の
不
顕
は
つ
づ
い
た
。
明
治
元
年
は
水
市
首
な
ど
で
気
候
不
問
で
、
有
潟
郡
や
明
石
郡
で
不
穏
な
状
況
が
生

ま
れ
た
。
翠
明
治
二
年
も
、
摂
津
で
は
互
の

秋
の
冷
申
請
の
た
め
、
米
収
は
例
年
の
半
作
と
い
う
状
況
と
な
り
、
農
村
で

公

μ
ん
同
”
が第

は
村
民
の
動
揺
が
広
が
っ
て
い
た
。

幕
末
以
米
、
郷
学
校
設
問
、
祭
柁
の
仏
式
か
ら
神
式
へ
の
転
換
、
郷
践
の
藩
に
よ
る
管
理
た
ど
の
落
政
改
本
を
行
っ
て
い
た

近代・現代歴史続INII5 



一
一
一
回
藩
で
は
、
藩
政
改
革
へ
の
反
感
と
凶
作
が
結
び
つ
き
、
同
年
十
一
月
中
旬
、
大
規
模
な
一
撲
が
起
こ
っ
た
。
農
民
た
ち
は
、

年
賀
の
六
割
引
、
米
籾
の
年
賦
に
よ
る
借
用
、
郷
蔵
の
農
民
管
理
、
郷
学
校
の
廃
止
、
葬
式
の
神
式
導
入
廃
止
、
寺
院
保
護
な

ど
を
藩
庁
に
要
求
し
た
。

藩
庁
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
年
買
を
五
割
引
に
す
る
こ
と
、
五
年
賦
に
よ
り
米
籾
を
貸
し
出
す
こ
と
、
葬
儀
の
方
法
に
つ
い

て
は
段
民
の
自
由
と
す
る
こ
と
、

一
撲
の
首
謀
者
を
特
定
し
な
い
こ
と
（
こ
の
約
束
は
の
ち
撤
回
さ
れ
、
首
謀
者
と
し
て
五
名
が
掠
ら

え
ら
れ
、
辰
巳
屋
宗
兵
衛
が
死
罪
と
さ
れ
て
い
る
）
な
ど
を
認
め
た
た
め
、

一
段
は
終
息
に
む
か
つ
た
。

し
か
し
、
向
様
の
状
況
は
、
他
領
へ
述
鎖
的
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
十
一
月
末
に
は
丹
波
篠
山
藩
や
摂
津
川
辺
郡
の
麻
間
藩

領で、

撲
が
起
こ
り
、

小
作
料
の
減
免
や
年
武
の
半
減
を
要
求
し
、

村
役

十
二
月
初
め
に
は
猪
名
川
下
流
域
一
八
カ
村
で
、

人
・
地
主
な
ど
が
打
ち
こ
わ
さ
れ
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
県
吏
が
出
張
し
て
い
る
。

市
域
内
で
は
、
大
規
模
な
騒
動
は
な
か
っ
た
が
、

不
穏
な
状
況
は
広
が
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
三
回
の
朝
野
家
の
日
記
に

は
、
十
一
一
月
一
一
一
日
の
暮
れ
に
間
安
領
の
農
民
が
道
場
川
原
に
集
結
す
る
と
の
噂
が
広
ま
り
、
同
村
で
動
揺
が
起
こ
っ
た
こ
と
、

灘
に
つ
い
て
も
不
穏
な
状
況
で
、

い
つ
騒
動
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
た
。
兵
庫
県
も
、
こ

の
状
況
を
つ
か
ん
で
い
た
よ
う
で
、
大
規
模
な
騒
動
が
起
こ
る
直
前
の
十
月
十
八
日
の
布
令
で
、
最
近
小
作
人
が
集
団
で
、
地

主
に
対
し
て
小
作
米
の
減
額
な
ど
を
追
っ
て
い
る
状
況
を
指
摘
し
、
村
内
社
寺
で
の
集
会
飲
食
を
禁
じ
た
。

こ
の
騒
動
以
降
も
、
治
安
状
況
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
県
は
明
治
一
一
一
年
一
月
十
七
日
の
布
令
で
、
盗
賊
が
横
行
し
「
石
割
L

と
称
し
て

ロ
を
打
ち
破
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
て
い
る
状
況
を
指
摘
し
、
盗
賊
が
出
た
場
合
、
近
隣
の
家
々
で
申
し
合
わ

せ
、
鏡
や
太
鼓
な
ど
を
合
間
と
し
て
、
話
口
や
巴
首
（
あ
い
く
ち
）
な
ど
で
武
装
し
、
こ
れ
な
捕
縛
す
る
こ
と
（
な
お
抵
抗
し
た
場
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合
は
殺
害
を
許
可
）
を
命
じ
て
い
る
。

一
撲
と
い
う
形
を
取
ら
な
い
合
法
的
な
訴
願
は
、
市
域
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
。

入
部
郡
大
手
村
で
は
、
明
治
二
年
四
月
八

日
、
村
民
か
ら
の
年
貢
免
除
要
求
を
抑
え
き
れ
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
村
役
人
は
定
免
（
年
実
定
額
納
）
で
あ
る
が
、
特
別

に
年
貢
を
免
除
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
顕
い
出
た
。
ま
た
同
年
十
月
十
四
日
に
は
、
出
幕
府
領
下
灘
組
の
諸
村
は
、
年
賀
上
納

の
俵
詰
が
五
斗
俵
か
ら
凶
斗
抜
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
俵
が
小
さ
く
な
る
こ
と
よ
り
輸
送
手
数
が
か
か
り
、
負
担
が

増
加
す
る
と
し
て
、
こ
れ
を
従
来
ど
お
り
と
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
。

ま
た
間
的
治
一
一
一
年
六
月
、
下
灘
組
（
旧
幕
領
に
く
わ
え
て
御
崎
村
・
交
問
村
・
池
回
村
）
は
、
兵
庫
津
へ
の
助
郷
金
廃
止
を
願
い
出
た
。

明
治
元
年
十
一
月
、
維
新
政
府
に
よ
っ
て
下
灘
組
は
兵
庫
・
神
戸
の
宿
駅
の
矧
属
村
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
兵
療
津
の
宿

駅
の
費
用
は
基
本
的
に
兵
庫
津
で
賄
な
い
、
下
灘
組
か
ら
は
若
干
の
助
郷
金
を
出
す
と
い
う
維
新
以
前
の
慣
行
は
廃
止
さ
れ
た
。

間
属
村
は
高
割
で
助
郷
金
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
下
灘
組
各
村
の
助
郷
金
の
額
は
増
額
し
た
こ
と
が
そ
の
理
由

で
占
め
っ
た
。

維新変革と地域社会

兵
庫
県
は
、
こ
の
願
い
出
を
認
め
な
か
っ
た
。
村
役
人
達
は
、
七
月
に
な
る
と
今
度
は
兵
庫
津
尿
尿
代
の
鑑
段
の
引
き
下
げ

を
県
に
要
求
し
た
。
そ
の
理
由
に
は
、
先
に
述
べ
た
助
郷
金
の
負
担
が
前
一
く
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
の
に
、
汲
み
取
り
人

足
の
費
用
が
か
さ
み
、
肥
料
代
と
し
て
干
鰯
の
値
段
を
上
回
っ
た
こ
と
、
兵
庫
と
異
な
り
神
戸
で
は
廃
尿
代
が
下
が
っ
て
い
る

こ
と
、
兵
庫
津
の
衛
生
を
担
う
役
割
も
果
た
し
て
お
り
、
兵
庫
津
の
利
益
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
、
前
年
以
来
村
氏
の
強
い
婆

第一節

求
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

兵
庫
県
は
、
こ
の
嘆
願
を
う
け
て
、
兵
庫
津
と
こ
れ
ら
の
諸
村
と
の
斡
旋
を
行
い
、
期
以
年
に
は
一
不
談
が
成
立
し
た
よ
う
で
あ

近代・5晃代隆史編lVrr7 



る
。
こ
の
と
き
一
一
小
談
内
縁
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
維
新
以
前
に
お
い
て
は
、
人
加
に
登
録
さ
れ
た
者
一
人
に
つ
き
、

年
に
も
ち
米
五
升
・
麦
六
升
で
あ
っ
た
も
の
が
、

一
升
強
値
下
げ
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
六
年
の
調
査
で
は
、
さ
ら
に
値

下
げ
さ
れ
て
お
り
、
も
ち
米
一
一
升
・
安
二
升
五
合
と
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
る
。

各
地
で
不
穏
な
状
況
が
続
く
な
か
、
川
辺
郡
で
の
騒
動
を
ま
の
あ
た
り
に
し
て
、
県
は
こ
れ
に
対
す
る
対

な
ん
じ
ゅ
う

「
不
作
難
渋
な
唱
え
、
騒
立
つ
る
村
々
も
こ
れ
有

不
穏
な
状
況
へ

の
県
の
対
応
策
を
い
そ
い
だ
。
騒
動
の
箆
後
、
明
治
二
年
十
二
月
、

み
M
M
C

て

い

、

も

っ

て

の

ほ

か

り
右
体
の
風
習
押
し
移
り
候
様
に
て
は
以
之
外
」
と
し
て
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
村
役
人
・
重
立
ち
が
し
っ
か
り
村
氏
を
説

論
す
る
よ
う
命
じ
、
村
役
人
か
ら
請
印
を
取
っ
た
。
こ
の
時
、
菟
原
郡
魚
崎
村
で
は
、
村
役
人
ら
が
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
を
村

民
に
伝
え
、
村
氏
か
ら
請
印
を
取
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
救
済
も
始
ま
っ
た
。
十
二
月
十
一
日
、
県
は
救
済
の
た
め
に
管
内
各
村
に
対
し
て
、
食
糧
に
つ
い
て
闘
っ
て
い
る

者
の
書
き
上
げ
を
命
じ
た
。
こ
の
調
査
は
、
向
日
近
隣
の
大
阪
府
・
生
野
県
に
も
照
会
さ
れ
て
お
り
、
直
結
府
県
の
閣
で
救
済

政
策
が
同
時
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
相
互
に
調
整
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
調
査
に
た
ず
さ
わ
っ
た
村
役
人
た
ち
は
、
救
済
の
対
象

と
し
て
多
数
の
間
窮
者
を
書
き
上
げ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
県
は
救
済
者
を
身
寄
り
の
な
い
老
人
や
子
供
、
凍
死
寸
前
の
者
と

い
う
狭
い
範
聞
に
限
定
し
よ
う
と
し
た
。
翌
明
治
一
一
一
年
一
月
、
県
は
村
役
人
に
よ
る
調
査
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

県
官
が
直
接
村
を
回
っ
て
再
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
二
月
に
村
役
人
に
通
達
さ
れ
た
。
結
局
こ
の
事
調
査
を
う
け
て
、

県
H
政
府
が
直
接
救
済
し
た
の
は
、

の
ち
大
阪
府
に
管
轄
替
え
と
な
る
控
嶋
郡
も
含
め
た
摂
津
の
管
轄
区
域
で
わ
ず
か
に
六
七

人
救
済
石
高
で
二
五
四
斗
と
非
常
に
狭
い
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
対
象
者
を
で
き
る
だ
け
し
ぼ
る
と
い
う
県
の
意
図
が
そ

の
ま
ま
反
映
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

II8 近代芸評卵期の神戸第一家



維新変卒と地域社会第一節

明治2年の以l荒に対する寄付霊長 15 

口妙法寺村 12河 岩農村 29阿2分220文 新在家村 440問

東須磨村 9雨1分110女 71'王手新田 5丙1分30文 f鈴鹿村 50河1分150文

上谷上村 40河 魚崎村 132fili] 住吉村 27丙200文

石井村 18問3分50文 住吉村 74河3分50文 畑原村 6j可72文

西小部村 86問2分100文 東lj)J村 61問2分100文 篠原村 54問1分150文

子花岡村 33丙l分30文 御影村 682問 菟原郡計 1,634筒112文

藍那村 24丙 腎木村 270丙160文

烏原村 50河3分 徳井村 24fili] 船坂村 22丙2分10文

八部郡計 274荷3分903t 石屋村 140丙3分50文 上山口村 60筒240文

打出村 208悶 湯山田丁 121同

稗田村 35肉200文 深江村 191両3分90文 有馬郡計 203両3分

河原村 17阿2分100文 大石村 183肉40文

575丙2分187女5分金934石9斗SfH合
3 _4 5チト

米

変

摂津全体

削
除
は
、
実
際
に
は
多
数
に
の
ぼ
る
悶
読
者
の
救
済
を
、
地

域
で
の
相
互
扶
助
に
よ
っ
て
処
理
し
よ
う
と
し
、
村
役
人
ら

に
そ
の
実
行
を
強
く
求
め
た
ω

撲
に
た
れ
ば
打
ち
こ
わ
し

の
対
象
と
さ
れ
か
ね
な
い
財
産
家
は
、
村
役
人
の
要
請
に
こ

た
え
、
摂
津
の
管
轄
区
域
で
、
多
額
の
寄
付
か
｝
行
っ
た
（
表
日
）
。

県
が
ま
と
め
た
市
域
に
関
連
す
る
各
村
ご
と
寄
付
額
合
計
で

は
、
調
影
村
の
有
志
者
か
ら
の
寄
付
が
一
村
で
六
八
二
時
も

あ
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
菟
際
部
の
酒
造
地
域
の
寄

付
額
が
綴
端
に
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
村
内
に
多
く
の
閤

（注） 村名・数設・合計とも史料百己絞どおI).

資料：「兵日xg立史料J 11 

窮
者
か
一
抱
え
、
不
穏
な
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
摺
造

業
者
の
対
応
が
う
か
が
え
る
。
な
お
政
府
は
明
治
一
一
一
年
十
月
、

寄
付
者
に
対
し
て
、
寄
付
の
割
合
に
応
じ
て
慰
労
金
を
渡
し

た
。
救
済
政
策
を
進
め
る
一
方
で
、
県
は
不
穏
な
状
況
が
生

ま
れ
る
根
本
的
な
原
因
の
一
つ
に
、
村
入
用
の
扱
い
が
村
役

人
の
専
断
の
も
と
に
あ
り
、

か
れ
ら
が
「
私
慾
」
に
よ
っ
て

こ
れ
を
運
用
し
て
い
る
点
に
求
め
た
。

明
治
コ
一
年
に
入
る
と
県
は
村
役
人
の
専
断
を
防
ぐ
た
め
の

近代・現代際交綴NII9 



村

入

用

1長

何

年

金

村

小

入

用

是
ハ
庄
屋
給
定
使
紛
非
人
番
給
築
設
紙
蛾
燭
代
自
営
一
日
刷
所
修
復
入
用

諸
人
足
食
英
外
鋲
市
寸
祭
礼
入
用
等
年
々
諸
入
用
村
役
人
出
役
入
用

是
ハ
御
用
村
間
川
ニ
付
村
役
人
御
役
所
其
外
へ
出
役
務
入
国
出

郡

中

割

入

用

金金

是
ハ
御
役
所
ヨ
リ
申
逮
鉄
都
中
割
諮
入
用

郷

入

一
金

助

思
甘
ん
ハ
駅
所
助
郷
入
用

右
ハ
去
例
年
村
入
用
村
内
一
向
加
世
間
中
分
割
合
候
処
書
面
ノ
逸
相
違
無
御
座
候
、
尤
際

限
委
細
ノ
普
訳
ハ
村
方
自
一
一
段
帳
有
之
供
向
、
何
時
一
一
テ
モ
御
入
用
ノ
節
ハ
差
出
可
申

候
、
器
不
正
路
ノ
割
合
於
有
之
ハ
村
役
人
共
御
答
可
被
仰
付
候
、
以
上

年

号

月

日

村

役

人

述

印

用

措
援
を
次
々
、
と
と
っ
て
い
っ
た
。

月
十
九
日
、
家
格
や
身
分
と
深
く
結

明治3年兵庫県の村入用帳雛形

び
つ
い

の
帯
刀
を
禁
止
、
同

月
、
庄
屋
年
寄
入
札
を
村
が
願
い
出

た
場
合
、
不
正
が
な
い
よ
う
に
県
庁

へ
入
札
し
た
箱
を
封
印
し
た
ま
ま
運

び
、
そ
こ
で
開
票
す
る
こ
と
を
規
則

と
し
て
制
定
、
二
月
十
七
日
に
は
郡

関 4

村
に
関
す
る
規
則
を
改
定
し
、
規
定

を
綿
密
化
し
、
燥
が
村
入
用
銀
の

式
様
式
を
作
成
し
（
閉
山
4
て
そ
れ
に

し
た
が
っ
て
各
村
が
入
用
帳
を
直
接
県
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
県
は
こ
の
改
正
に
よ
り
、
村
役
人
に
よ
る
村
入
用
帳

一
般
農
民
へ
村
入
用
帳
簿
念
公
開
し
よ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
十
月
に
は
、
名
主
庄
屋
年
寄
だ
け
で
な

簿
の
非
公
開
を
是
正
し
、

く
百
姓
代
の
任
命
に
つ
い
て
も
、
小
前
入
札
の
上
で
選
出
し
、
認
可
を
県
に
願
い
出
る
こ
と
を
命
じ
た
。

諸
藩
領
の
窮
乏

と
そ
の
救
済

尼
崎
藩
で
も
、
こ
の
不
作
に
よ
る
町
村
の
動
揺
を
お
さ
え
る
た
め
の
施
策
が
進
め
ら
れ
た
。
明
治
二
年
七

さ
ら
に
悶
年
十
一
月
に
は
、

月
、
滞
は
農
民
の
負
担
と
な
る
助
郷
を
な
る
べ
く
減
ら
す
こ
と
を
達
し
た
。

不
作
に
よ
る
貧
民
の
調
査
を
行
う
こ
と
を
布
達
し
た
。
菟
原
郡
郡
家
組
で
は
、
こ
れ
を
受
け
、
す
ぐ
に
調
査
を
行
う
と
同
時
に
、

!20 近代築現期の事jl戸第一主主



藩
に
対
し
て
米
の
拝
借
を
願
い
出
た
c

尼
崎
藩
領
の
各
村
で
も
窮
乏
は
激
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
審
は
各
村
が
賓
民
調
査
の
擦
に
非
常
に
多
く
の
貧
民
数
を
書
き

上
げ
る
こ
と
を
予
想
し
、
事
前
に
貧
民
の
数
を
全
戸
数
の
一
一
一
分
の
一
ま
で
に
止
め
る
こ
と
を
指
令
し
た
。
そ
し
て
こ
の
調
査
を

も
と
に
、
翌
年
四
月
、
藩
か
ら
各
村
の
窮
乏
者
に
対
し
て
御
救
米
が
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
兵
庫
県
の
救
済
と
悶

時
期
に
行
わ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
近
憐
の
府
簿
燥
の
街
接
な
連
絡
の
も
と
に
と
り
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

明
石
藩
域
で
も
天
候
不
順
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
押
部
組
で
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
水
擦
に
よ
っ
て
、
明
石
川
が
氾
濫
、

組
内
の
い
く
つ
か
の
村
の
問
地
に
砂
が
入
り
、
荒
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
天
候
不
傾
の
年
が
多
く
、
さ
ら
に
天
災
に
加
え

て
、
明
治
一

は
疫
病
が
は
や
り
、
人
口
が
大
き
く
減
少
す
る
と
い
う
事
態
に
立
ち
い
た
っ
た
。

揺
中
村
で
は
、
一
一
一

O
年
程
前
に
は
、
二

O
粁
を
数
え
た
家
数
が
、
明
治
四
年
に
は
、
わ
ず
か
に
七
軒
へ
と
減
少
し
た
。

ま
た

栄
村
で
は
、
か
つ
て
七

O
軒一一一八

O
人
で
あ
っ
た
の
が
、
明
治
四
年
に
は
四
八
軒
ニ
六
五
人
に
な
り
、
し
か
も
こ
の
う
ち
五
五

軒
は
、
新
た
に
稲
を
植
え
付
け
る
資
金
さ
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

維新変革と地域社会

村
宏
単
位
と
し
て
年
震
の
納
入
を
行
な
う
村
語
制
で
は
、
た
と
え
人
口
減
で
耕
作
さ
れ
な
い
土
地
が
で
て
も
、
村
は
そ
の
土

地
の
年
買
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
も
っ
と
も
荒
れ
た
岡
地
を
村
の
総
作
地
と
し
て
村
民
全
体
で
耕
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
人
口
が
減
少
す
る
と
総
作
地
を
満
足
に
耕
作
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
年
貢
の
滞
納
や

人
足
役
に
出
る
こ
と
が
さ
ら
に
閤
難
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
う
え
村
外
か
ら
そ
の
村
へ
入
作
し
て
い
る
者
の
負
担
も
霊
く
な
り
、

第一節

そ
の
こ
と
は
村
外
の
人
間
が
出
作
を
引
き
上
げ
、

い
っ
そ
う
耕
作
を
困
難
に
す
る
と
い
う
悪
循
潔
を
生
み
だ
し
、
こ
れ
が
さ
ら

に
人
口
減
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

近代・現代歴史審議NI2I 



明石務｝市部総内国務村に対する務の救済額表 16

明治4年嘆願

18石

25石

19石

( 1玄白）

3石

額済救済年次

～明治H手

不詳

明治31j二

文久2～明治HT:
安政2～元治1年

慶応1～明治3年

議中村

栄村

繁町村

繁田村入作者

神出南村（一部）

名村

(l'J:〕 明治4年はt申昔話組内で一括して嘆願されたもの（昔話回村入作者のみWl凶村独自に喫願）で， 9月28日
明石原への政駁が却下されたあと，孫自主， 10月7司峻駁した際の書誌である。なお｛漢際が受け入れら

れたかどうかは不明。

資料：「池田家文香J

明治2年兵隊県の宗門人別改五人組帳前訟の内容

①

①

③

⑦

③

①

⑬

 

表 17

政府から出されるti琳しゃ布告を竪く守ること。
五人組は， i町では家主主，村は主主語）－でつくり，慈惑をおこなわないよう！監脅しあ

うこと。

父母に孝を尽くし家内親族は家業に励むこと，特別の孝行者や勤労者は届け

出ること。

変死や兵変があれば届け出ること。

田畑永代売買の禁止。

賭博，勝負事：禁止。

衣類・諸道兵については出所不分明のものは資わないこと。

新規の社寺建立や祭典の続行は禁止。

社人・僧侶・山伏への｛昔宅禁止， j県の免許を持たない鋭化や配宇Lの禁止。

村入用の削減。

① 

② 

③ 

!22 

資料：「武井報主主会文勢J

近代務明期の神戸第一章



倒
難
な
状
況
に
文

っ
た
制
中
村
・
栄
村
・
繁
出
村
・
神
山
山
市
村
（
一
部
）
で
は
、
滞
に
対
し
て
、
御
救
米
の
付
与
を
求
め

た
。
こ
れ
に
対
し
て
明
石
藩
は
廃
滞
ま
で
米
な
下
げ
渡
し
つ
づ
け
た
。
ま
た
繁
出
村
で
は
出
作
人
を
総
保
す
る
た
め
、
出
作
人

へ
の
救
助
在
滞
に
求
め
て
お
り
、
藩
は
こ
れ
に
対
し
て
も
、
毎
年
銀
札
一
抗
日
を
慶
応
元
年
以
来
下
げ
渡
し
た
（
渓
凶
）
。

維新3l'.i＇！＇，：と；地域社会第一節

新
た
な
県
の
統
治
に
と
っ
て
、
地
域
社
会
の
把
握
が

宗
門
人
別
改
五

人
組
犠
と
一
戸
籍

況
要
視
さ
れ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る

明治3年波書［i村宗門人7J1J笈入品目帳記載例

が
、
そ
の
十
日
…
で

の
作
成
は
♂
一
慰
安
な
意
味
を
も
っ
た
。

兵
庫
県
は
明
治

月
、
そ
れ
ま
で
の
宗
門
人
別
改
帳
お
よ
び
冗
人

組
帳
を
合
体
し
、
さ
ら
に
内
務
を
全
市
的
に
改
め
、

J
r山
門
人
別
改
五
人

組
帳
い
な
つ
く
る
こ
と
を
命
じ

幕
末
の
入
部
部
監
那
村
の
宗
門
人
別
帳
・
五
人
的
船
帳
に
は
、
そ
れ
ま
で

前
書
が
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
表
口
の
よ
う
な
内
務
を
守
る

と
い
う
前
告
を
も
っ
形
式
に
改
め
ら
れ
た
コ

ま
た
藍
那
村
の
桁
駅
前
に

W
A
J
H
H
の
よ
う
に
生
業
を
家
を
単
位
に
と
ら
え
よ
う
と
し
て
、
使
用
し
て

写真 14

い
る
大
工
や
木
挽
（
こ
び
き
）
を
一
つ
の
家
の
内
に
記
載
さ
せ

こ
れ
は

維
新
以
前
の
宗
門
人
別
改
め
に
は
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
県
は
、
こ
の
形

式
に
よ
る
宗
門
人
加
改
五
人
組
帳
を
三
月
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
、
県

内
各
村
も
こ
れ
に
従
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
な
お
完
全
に
こ
の
形
式
が
と
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明治H「‘宗門人別改五人組l恨の前議で新たに付加されたてJr項

百姓に似合わない風体で遊業を行い，被爆口論を行う者を訴え出ること。

衣服については簡素にすること，ネL式においても問機。

盗賊・苦、党人や変死や異変があれば訴え出ること。

土地の笈入については，年限証文に庄度・年寄・五人組加判のこと。

捨て子が出ないよう五人組で殴祝せよ，捨て子を見つけたら，見捨てず，村で

養育した上で県へ訴え出ること。

社人・｛曽侶・ 111伏・えた・非人へのf片宅禁止。

他所者の｛昔宅は， Ill所・家苦笑を調べ，たしかな詩人の手形を取ること。なお帯

刀人の借宅禁止。

行方しれずになり， 36カ月たったものは，県へ訴え出て指図をうけること。

往来で倒れた者は養生させ，歩けなくなった者は迎えを呼んで引き取らすこと。

火の用心とくに灰小屋からの出火が多いので注意， Ill火の際は，村中打ち寄っ

て消火すること，とくに郷蔵・高木L場などを大切にすべきこと。

諸作物は，稜を精選すること，田畑の予定れは念入りに手当てすること，なおそ

れでも荒れた時は腐け出ること。

道路・堤防・橋梁などの破損がないように営繕すること。

掘を埋め，道を狭め，稼場やIll林をみだりに伐採することを禁止。

年賞仮免状は， i議中L場・郷蔵のニヵ所に張り出すこと，皆済の場合も同様。

年貢は，確かな米を選び， しっかり俵訪し，日限までに約めること。

役人が村に止宿する際のill血走や金銭の受け渡しの禁止，村氏容合の際の酒肴の

禁止。

庄屋年寄は，家柄でなく，能力で選出すること。

表 18

①

①

③

①

⑤

 

① 

⑦ 

③

⑦

⑬

 

⑪ 

⑫

⑬

⑬

⑬

⑬

 

⑬ 

ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ

う
で
、
藍
那
村
の
根
市
は
、
旧

旗
本
館
で
あ
っ
た
と
き
と
同
様

の
前
世
一
日
が
諮
問
か
れ
て
い
た
。

」
の
形
式
の
人
知
帳
は
、
村

役
人
の
能
力
に
よ
る
選
出
な
ど

明
治
三
年
に
入
っ
て
明
確
化
し

て
く
る
県
の
政
策
を
新
た
な
前

（
表
問
）
と
し
て
加
え
た
上
で

月
に
は
提
出
さ
れ
て
お

り
、
板
宿
組
諮
村
や
藍
那
村
や

魚
崎
村
な
ど
市
域
の
諸
村
で
、

資料：「魚崎財産区文芸雲」

」
れ
に
従
っ
た
人
別
帳
の
控
え

が
残
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
年
末
、
兵
庫
県
は
、

｝
の
人
別
帳
に
か
わ
っ
て
、
全

日
開
的
に
準
拠
す
る
こ
と
と
な
っ
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った。
て
い
た
京
都
府
の
戸
籍
制
度
を
参
考
に
、
独
自
の
戸
籍
制
度
を
つ
く
り
（
兵
庫
県
戸
籍
て
こ
れ
に
基
づ
い
て
戸
籍
の
作
成
に
か
か

こ
の
戸
籍
作
成
は
、
維
新
政
府
の
政
策
に
必
ず
し
も
そ
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
政
府
と
し
て
は
明
治
一
二
年
六
月
に
は
、
そ

維新変卒と地域社会第一節

明治2年魚崎村宗

門人別改五人組中長
（表紙）

写真 15

れ
ま
で
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
た
京
都
府
の
戸
籍
制
度
に
か
わ
る
’
新
た

な
全
思
的
な
統

の
一
戸
絡
を
作
成
す
る
こ
と
を
各
府
県
に
布
達
し
て

お
り
、
各
府
県
の
一
戸
籍
作
成
は
そ
の
実
施
を
待
つ
は
ず
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
人
々
の
流
入
の
多
い
間
滞
場
を
抱
え
、
酒
造
業
を
は
じ
め

と
す
る
諮
産
業
が
発
展
し
、
人
々
の
流
動
が
激
し
い
兵
庫
県
に
お
い

て
は
、
戸
籍
作
成
は
猶
予
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
兵
庫

県
は
、
中
央
の
新
た
な
戸
籍
制
度
を
待
た
ず
、
準
備
し
て
い
た
戸
籍

本
文
と
一
市
部
心
得
条
目
」
と
い
う
前
設
に
あ
た
る
も
の
か
ら
な
る

写真 16 明治3年民主那村宗
内人7JIJ五人組｜｜長（淡絞〕

戸
籍
制
度
を
完
成
さ
せ
実
施
に
う
つ
し
た
。

」
の
制
度
に
よ
る
戸
籍
は
、
翌
年
六
月
に
は
開
港
場
の
近
辺
の
村

で
作
成
さ
れ
た
。
政
府
は
こ
の
事
態
を
う
け
、
開
月
兵
庫
県
の
施
策

を
追
認
し
た
。

こ
の
一
戸
籍
は
、
生
業
全
体
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
点
で
、
兵
問
庫
県

宗
門
人
別
改
五
人
組
帳
を
さ
ら
に
発
燥
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

近代・現代E霊史編N125 



何
回
何
君主
何
村！日I
F' 
f若

年 I±名
寄屋て

何 fnJ鰍
之之
設計ド

当
村田
侭
附
何
一
以
歩

北
町
ぬ
何
間
出

品
侭
反
何
故
歩

比
高
抑
制
悩

何
村
へ
山
凶
作

烈
相
川
町
何
反
歩

此
筒
例
制
制

・
品
何
日
以
何
畝
歩

比
潟
何
程

山
何
附
叫
何
ケ
所

林
何
町
侭
ケ
孫

自
司
望

内
物
内
μ針

γゐ
畿
ぬ

ヨ
問
問
石
絞
何
闘
間

F
侭
石
約
制
何
附
間

牛
同
門
医

開
阿
何
匹
3
2川
山
口
何
間

五
句
奥
行
何
問

土
税
制
仰
ケ
所

抱
問
脱
獄

明
以
AM話
出
川
粁

（
中
間
酔
）

平
日
比
一
戸
籍地主
一
戸
時
間

和I
j尽百年TH
管
内

何
悶

百年名何
姓苦手主郡
2古代 何
学震設村
何

よf＿，.＿部r
f可～
絞れ

l玄15 

何
ノ
何
年
何
月
役
入

何
国
何
郡
何
村
町
何
某
何
女

例
ノ
何
年
何
月
入
嫁

何
ノ
何
年
何
悶
何
郡
何
村
設

へ
嫁
ス

姿
ー

工

己

j

l

 

午
何
歳

千平
fr可
F大
向
歳郎

ー似山ル

た

れ午
何
歳

こ
で
は
記
載
様
式
（
図
5
）
で
わ
か
る
よ
う
に
、
下
段
の
親
族
記
載
に

加
え
て
、
上
段
と
し
て
家
別
の
資
産
調
査
を
き
め
細
か
く
記
載
す
る

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
自
身
が
社
会
鵡
査
的
な
役
割
も
果
し
て

、
n

－。

｝
V
中
ιドさ

ら
に
こ
の
一
戸
籍
は
、
町
村
内
の
す
べ
て
の
’
身
分
を
記
載
す
る
点

明治4年兵隊県戸籍記11究様式

で
特
徴
を
も
っ
て
い
た
。
平
氏
（
地
主
・
借
地
・
借
家
）
・
社
務
人
・
寺

院
・
非
人
詐
・
小
屋
住
非
人
・
え
た
・
一
米
住
人
弁
奉
公
人
仮
ヘ
と

い
う
舶
に
個
別
の
戸
絡
を
あ
わ
せ
、
さ
ら
に
そ
の
合
計
な
記
入
す
る

方
法
を
と
っ
て
お
り
、
身
分
別
編
成
を
抜
け
き
ら
な
い
な
が
ら
も
、

町
村
内
の
す
べ
て
の
人
々
を
戸
籍
と
い
う
形
で
二
万
的
に
把
握
し
た

の
で
あ
る
。

」
の
兵
庫
県
一
戸
籍
の
も
つ
村
内
の
人
聞
の
生
業
を
合
め
た
全
般
的

な
把
握
と
い
う
方
向
は
、
村
内
に
あ
る
複
雑
な
れ
会
関
係
を
整
到
し

て
い
く
側
而
を
も
っ
た
。

入
部
郡
西
尻
池
村
は
、
近
世
の
領
主
と
の

関
係
に
も
と
づ
き
古
検
・
新
検
・
新
料
の

組
に
分
か
れ
、
組
ご
と

に
庄
屋
が
置
か
れ
、
人
別
帳
も
そ
れ
ぞ
れ
別
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

間
尻
池
村
は
、
兵
路
県
戸
籍
作
成
に
あ
た
っ
て
、
明
治
四
年
六
月
、
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戸
籍
を
そ
れ
ま
で
と
同
様
に
加
に
つ
く
る
の
で
な
く
、

村
内
全
体
で
つ
く
る
こ
と
を
願
い
出
た
。

そ
の
理
由
は
、

検
・
新
料
の
一
一
一
つ
が
地
理
的
な
区
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
実
際
の
村
民
の
居
住
・
土
地
所
有
は
捜
雑
に
入
り
組
ん
で
お
り
、
別

古
検
・
新

帳
で
は
人
と
土
地
を
て
岐
に
取
り
調
べ
る
一
戸
籍
法
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

維新変革と地域社会第一節
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第
二
節

廃
藩
置
県
後
の
地
域
社
会
の
変
化

1 

一
戸
籍
に
よ
る
人
民
の
把
握

壬
由
甲
一
戸
籍
と
「
四

民
平
等
L

政
策

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
四
月
、
政
府
は
戸
籍
法
を
公
布
し
、
こ
れ
を
全
国
で
画
一
的
に
実
施
し
た
。
こ

の
法
令
に
よ
る
一
戸
籍
は
、
明
治
五
年
中
に
作
成
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
年
の
干
支

の
名
を
と
っ
て
、
ィ
士
山
中
一
戸
籍
と
よ
ば
れ
た
。

た
だ
し
三
府
（
東
京
・
京
都
・
大
阪
）
お
よ
び
開
港
場
を
も
っ
府
県
は
、
す
ぐ
に
作
成

に
入
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
閲
港
場
神
戸
を
も
っ
兵
庫
県
も
こ
れ
に
従
っ
た
。

八
部
郡
各
村
で
は
、
明
治
四
年
八
月
に

戸
籍
の
作
成
を
具
体
的
に
始
め
た
。
藍
那
村
で
は
翌
年
五
月
に
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
お
り
、
市
域
中
の
兵
庫
県
管
轄
区
域
の
町
村

で
も
、
同
様
に
戸
籍
作
成
が
進
行
し
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
。

こ
の
戸
籍
の
特
徴
は
、
そ
の
前
文
で
間
家
が
保
護
す
べ
き
人
々
な
一
般
的
に
把
握
す
る
と
述
べ
て
い
る
点
に
明
確
に
表
れ
て

い
る
よ
う
に
、
人
々
を
身
分
で
な
く
、
居
住
地
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
こ
の
戸
籍
で
は
、
翠

族
（
旧
大
名
・
公
家
）
・
士
淡
を
含
め
た
す
べ
て
の
人
々
を
居
住
地
の
家
番
舶
に
記
載
し
た
。
こ
の
点
で
こ
の
一
戸
籍
は
、
身
分
に
よ

り
帳
面
を
別
に
す
る
そ
れ
ま
で
の
兵
庫
県
戸
籍
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
人
々
を
国
民
と
し
て
一
般
的
に
把
握
す
る
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こ
と
に
そ
の
主
旨
を
置
い
て
い
た
た
め
、
兵
膝
県
一
戸
籍
に
あ
っ
た
土
地
所
有
や
詳
細
な
職
業
記
載
と
い
う
社
会
調
査
的
な
側
面

は
な
く
な
っ
た
。

七
月
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
統
治
身
分
と
し
て
の
士
族
が
解
体
し
、
政
府
の
官
僚
が
統
治
を
一
一
克
的
に
担
う
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
受
け
て
、
こ
の
戸
籍
を
端
緒
と
し
て
始
ま
っ
た
身
分
に
よ
る
区
別
を
つ
け
な
い
行
政
は
、
全
般
的
に
「
四
民
一
平
等
い
政
策

へ
と
拡
大
し
て
い
く
。

八
月
に
は
、
華
士
族
一
千
民
間
の
通
婚
の
許
可
、
え
た
・
非
人
な
ど
の
称
を
麗
し
、
身
分
職
業
と
も
平
氏
関
様
と
す
る
賎
民
身

分
の
廃
止
（
い
わ
ゆ
る
「
解
放
令
」
）
、

無
礼
打
ち
な
ど
の
武
士
の
特
権
廃
止
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。
ま
た
明
治
五
年
一
月
に

改
正
さ
れ
た
戸
籍
法
で
は
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
住
民
の
土
地
移
動
を
制
制
限
す
る
慌
替
官
庁
の
許
可
制
が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
一
戸
籍
に
お
け
る
身
分
記
載
は
原
則
的
に
廃
止
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
先
に
み
た
臨
那
村
の
宗
門
人
別
改
五
人
組
帳
で
は
、

廃藩援県後の地域社会の変化

大
工
や
木
挽
が
主
人
の
家
に
従
属
す
る
も
の
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
壬
申
一
戸
籍
の
控
え
で
は
、
こ
の
よ

う
な
従
属
身
分
は
い
っ
さ
い
記
載
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

旧
来
、
町
や
村
と
い
う
一
也
分
は
、
町
な
ら
ば
町
人
身
分
の
者
が
居
住
し
、
村
な
ら
ば
主
と
し
て
農
民
か
ら

一
戸
籍
法
と
行
政

組
織
の
変
化

な
る
百
姓
身
分
の
者
が
居
住
す
る
と
い
う
よ
う
に
身
分
と
切
り
離
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
戸
籍
法
は
、

身
分
に
よ
ら
ず
居
住
地
を
基
礎
と
し
て
人
身
把
握
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
身
分
と
誼
結
し
た
町
や
村
と
異
な
る
、
新
た

な
一
戸
籍
業
務
の
た
め
の
ほ
翻
（
一
戸
籍
区
）
と
業
務
を
取
り
扱
う
人
物
（
戸
長
）
を
置
く
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
戸

第二節

籍
ぽ
一
は
、
近
世
以
来
の
村
を
七
、

八
カ
村
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

第
一
次
兵
庫
県
は
、
明
治
四
年
八
月
十
四
日
、
県
内
を
六
回
区
の
戸
籍
区
に
分
け
た
。
市
域
は
、
神
戸
お
よ
び
周
辺
農
村
が

近代・現代歴史綴N129 



第
一

K
か
ら
第
五
区
、
兵
庫
津
が
第
六
一
以
…
か
ら
第
一

O
区、

八
郎
郡
が
第
一
一
阪
か
ら
第
一

有
潟
市
が
第
一
間
足
か
ら

第
二
ハ
在
、
菟
原
郡
が
第
一
八
区
か
ら
第
一
一

O
区
に
屈
し
、
各
…
弘
に

一
人
が
置
か
れ
た
。

こ
の
区
割
は
、
旧
幕
府
鎮
の
組
合
村
を
基
準
と
し
て
こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
一
区
は
下
灘
組
と
同
じ
、

第
一
二
区
は
神
戸
近
郊
を
除
く
中
灘
組
各
村
、
第

は
山
間
組
と
同
じ
、
第
一
八
阪
は
芦
屋
組
、
第

九
区
は
新
在
家
組

と
ほ
ぼ
向
じ
で
あ
り
、
第
二

O
区
は
、
熊
内
’
犯
と
科
回
総
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
戸
籍
区
決
定
に
あ
た
っ
て
、

3
K
斗
im

、

吋
H
－ノ

B
U
‘

下
灘
組
諸
村
と
中
灘
組
の
う
ち
神
戸
近
辺
を
除
く
山
手
の
日
妙
法
寺
・
奥
妙
法

－
率
・
尚
川
の
問
村
を
一
つ
の
一
戸
籍
区
と
す
る
こ
と
を
計
額
し
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
一
ト
灘
組
は
、

八
月
八
日
、
山
手
の
村
と

は
地
源
的
に
離
れ
て
い
る
こ
と
、
寅
租
の
納
入
を
は
じ
め
と
し
て
そ
れ
ま
で
の
組
合
村
が
行
政
上
の
主
要
注
位
践
に
あ
っ
た
こ

と
な
主
張
し
て
分
離
な
岐
願
し
、
こ
れ
を
認
め
さ
ぜ
た
。

そ
の
結
果
山
手
の
山
村
は
第
一
一
一
広
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
み
る

な
ら
組
合
村
と
一
戸
籍
区
と
の
基
本
的
一
致
は
、
川
中
に
県
の
施
策
と
し
て
そ
う
な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
村
の
側
か
ら
も
期

待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
一
戸
籍
区
は
、
第
二
次
兵
庫
県
成
立
に
よ
る
管
轄
区
域
の
変
動
に
よ
り
、
明
治
五
年
二
月
、
五

O
区
に
編
成
を
変
え
ら
れ
た
。

市
域
で
は
尼
崎
寵
領
や
一
一
一
閃
藩
領
を
含
め
た
区
間
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

区
の
呼
称
悉
号
が
変
更
さ
れ
た

（
山
一
氏
関
6
）。

ま
た
同
時
に
、
兵
庫
県
は
一
戸
長
給
与
の
徴
収
方
法
を
、
点
叫
向
田
も
含
め
た
現
人
口
一
人
に
つ
き
年
間
一
銭
と
決
め
た
。

兵
庫
県
の
戸
籍
一
院
が
侶
組
合
村
を
基
本
的
単
位
と
し
、
村
側
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
一
戸
籍
区
に
戸
籍
の
作
成

と
管
理
以
上
の
意
味
を
も
た
ぜ
て
い
っ
た
。

第
一
一
一
院
で
は
、
旧
総
代
庄
屋
で
あ
る
武
井
善
左
衛
門
が
一
戸
長
に
就
任
し
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
総
代
庄
農
は
名
目
的
に
は
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廃
止
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
武
井
の
就
任
は
、

総
代
庄
屋
の
機
能
を
戸
長
に
も
た
せ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。
明
治
四
年
十
二
月
、
武
井
は
…
一
一
色
に
当
た
る
村
々
の
総
代
と
し
て
、
一
戸
長
名
で
旧
滞
へ
の
貸
借
関
係
が
な
い
こ
と
を
県

こ
二
わ
し
こ
o

t
I
J
E
1
、7

翌
明
治

区
の
諸
村
は
、
各
村
の

名
主
・
年
寄
の
連
印
の
も
と
に
瓦
カ
条
に
わ
た
る
「
村

の
一
月
に
は
、
第

々
規
則
」
を
つ
く
り
、
こ
の
状
況
を
制
度
化
し

こ
こ
で
は
戸
長
は
、

け
で
な
く
「
御
用
万
端
」
を
勤
め
る
も
の
と

さ
れ
た
。
ま

の
選
出
は
組
内
村
々
よ
り
見
立
て
、
県
庁
が
決
定
す
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

の
あ
り
方
は
、

際
に
は
ほ
と
ん
ど
出
来
の
総
代
庄
屋
の
あ
り
方
と
変
ら
な
い
も
の
だ
っ

な
お
規
則
川
で
は
、
一
戸
長
の
事
務
の
補
佐
に
、
村
々
で
栴
談
の
上
、
副
長
を
段
く
と
し

こ
の
時
長
設
霞
に
つ
い
て
は
、
羽

治
五
年
間
月
、
武
井
戸
長
か
ら
も
削
除
に
嘆
願
さ
れ
て
い
る
が
、
実
現
し
な
い
う
ち
に
、
後
に
述
べ
る
大
一
弘
小
底
部
と
い
う
抜
本

廃液i置j築後の地域社会の変化

的
な
制
度
改
正
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
戸
籍
法
は
、
明
治
四
年
七
月
に
出
さ
れ
た
大
小
神
社
氏
子
取
調
規
則
と
一
体
の
も
の
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
競
則
に

よ
り
す
べ
て
の
人
民
は
、
ど
こ
か
の
神
社
の
氏
子
と
な
り
、
氏
子
札
を
持
つ
こ
と
が
強
制
さ
れ
た
。

し
か
も
他
所
へ
軽
府
し
た

場
合
、
そ
こ
の
神
社
の
氏
子
札
を
併
わ
せ
持
つ
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
神
社
の
氏
子
で
あ
る
こ
と
は
、
倒
別
の
神
社
へ
の
人
々

の
信
仰
の
問
題
と
は
関
係
な
く
、
む
し
ろ
悶
山
本
の
宗
犯
と
さ
れ
た
伊
勢
神
宮
を
頂
点
と
す
る
神
托
体
系
に
、
一
戸
籍
に
よ
っ
て
把

擢
さ
れ
た
全
開
す
べ
て
の
人
々
を
組
み
込
み
、
彼
ら
が
す
べ
て

に
よ
る
統
治
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
よ
う
と
す

第二節

る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
氏
子
取
調
べ
の
業
務
に
お
い
て
戸
籍
を
扱
う
一
戸
長
の
佼
詫
が
梅
め
て
重
要
で
あ
っ

氏
子
札
の
受
け
渡
し
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壬$戸籍作成に関する第11区内氏神および氏子調査（明治5年3月）表 19

村

長回村・商代村・池田村・西須磨村・東尻池村

fili尻i也村・吉田新町
駒ケ林村・野区！村・板宿村・大手村・東須磨村

御崎村

多弁畑村

子氏

727戸

861戸

19戸

77戸

在

長田村

大手村

御崎村

多井焔村

所社

長田社

吉正誠社

八幡社

八幡社

h
M制
ιa

舟
刈

γ

や
死
亡
し
た
場
合
そ
の
返
還
一
一
は
、
夜
接
本
人
と
神
官
の
間
で
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
必

ず
戸
長
を
介
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

板
宿
組
の
場
合
、
一
戸
籍
取
調
べ
と
氏
子
札
（
守
札
）
お
よ
び
家
番
が
書
か
れ
た
表
札
の
配
布

は
問
時
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
氏
子
札
六
千
六
百
枚
は
、
一
戸
長
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
兵
庫
津

の
指
物
屋
宋
兵
衛
へ
註
文
さ
れ
て
い
る
。
明
治
五
年
三
月
に
第
一
一
区
の
武
井
戸
長
は
、
氏

子
の
謂
査
を
県
に
提
出
し
て
お
り
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
氏
子
取
調
べ
・
戸
籍
作
成
と
も
、

芯
終
了
し
た
よ
う
で
あ
る
（
表
的
）
0

し
か
し
、
特
定
の
神
社
と
深
く
結
び
つ
き
、
祭
礼
の
と
き
の
参
加
権
な
ど
町
や
村
の
構
成

員
の
権
利
に
も
関
係
し
て
い
た
氏
子
の
性
格
を
、
地
域
に
居
住
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
々
を

一
般
的
に
対
象
と
す
る
行
政
の
論
理
に
詑
う
も
の
へ
と
変
え
て
い
く
こ
と
に
は
無
理
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
政
府
に
よ
る
氏
子
取
調
べ
は
、
平
く
も
翌
明
治
六
年
五
月
に
は
中
止
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

資料：「武井線放会文怒J

統
治
身
分
と
し
て
の
武
士
、
な
解
体
し
た
点
で
「
四
民
平
等
」
政
策
は
大
き

「
四
民
平
等
」

政
策
の
影
響

な
意
味
を
も
っ
た
が
、
他
人
で
は
な
く
村
を
単
位
と
し
た
租
税
徴
収
で
あ

る
村
請
制
の
継
続
や
、
士
族
へ
の
秩
禄
支
給
な
ど
、
身
分
に
よ
り
閉
山
本
へ
の
義
務
や
権
利
に

は
な
お
違
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
町
村
の
具
体
的
な
運
営
自
身
も
、
近
世
以
来
の
身
分
的
な
秩

序
を
引
き
継
い
で
い
た
。
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し
か
し
っ
閉
毘
平
等
」
を
統
治
の
原
刻
と
し
た
こ
と
は
、
身
分
的
な
関
係
を
な
お
前
提
と
す
る
村
や
組
合
村
の
運
営
に
も
影

響
を
与
え
た
。

そ
の
一
つ
は
、

い
わ
ゆ
る
「
解
放
令
L

で
あ
る
。
明
治
凶
年
十
…
月
に
提
出
し
た
「
解
放
令
」
に
対
す
る
請
書
で
、
明
石
郡

の
あ
る
か
わ
た
村
は
、
こ
れ
か
ら
は

こ
£
っ
こ
コ
ゃ
ニ
山
屯
つ
、

、f
，T

ふ

J

6

7
カ
Fョ

「
賎
業
」
に
就
か
な
い
よ
う
に
し
て
つ
百
姓
一
遍
大
切

に
相
勤
め
申
す
べ
く
候
」
と
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
「
賎
業
」
に
緊
縛
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
差
別
さ
れ
て
い
る
と
彼
ら
が
考
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
糸
川
加
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
は
、

「
賎
業
」
を
止
め
て
実
態
と
し
て
も
コ
自
姓
」
に
な
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
菟
原
郡
の
村
で
は
明
治
四
年
名
を
「
新
生
村
L

と
変
え
て
い
る
が
、
そ
こ
に

は
同
様
の
意
識
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
考
え
方
を
実
際
に
移
す
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
か
わ
た
村
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
諸
権
利
に
格
差
を
つ
け
て
い

廃混在寵県後の地減社会の変化

た
周
辺
の
村
と
の
緊
張
関
係
な
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
姫
路
県
で
は
、
十
月
神
崎
郡
を
中
心
に
「
解
放
令
」
に
対
す
る
農

民
の
不
満
が
契
機
と
な
っ
て
、
政
府
の
「
四
民
平
等
」
政
策
に
皮
対
す
る
大
規
模
な
一
挟
が
起
こ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
請
書

は
、
こ
の
一
挟
へ
の
対
処
と
し
て
出
か
わ
た
村
に
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
で
、
話
番
で
は
、
隣
村
と
の
関
係
は
慎
重

に
お
こ
な
い
、
み
ず
か
ら
強
引
に
交
わ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
、
職
業
が
自
由
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
隣
村
と
の
口
論
を

引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
慎
ん
で
行
動
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
た
。
住
吉
村
で
は
、
み
こ
し
を
か
つ
ぐ
権
利
の
問
題
と

し
て
こ
れ
が
あ
ら
わ
れ
た
。
住
吉
村
と
近
隣
の
魚
崎
村
・
横
農
村
・
野
寄
村
・
岡
本
村
・
問
中
村
・
西
青
木
村
を
合
せ
た
七

第二節

カ
村
の
氏
神
で
あ
っ
た
住
合
神
社
で
は
、
神
社
の
大
き
な
祭
り
と
し
て
六
月
晦
日
に
行
わ
れ
る
夏
祭
り
が
あ
り
、
そ
の
際
に

は
み
こ
し
が
各
氏
子
村
を
廻
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
み
こ
し
は
、
七
カ
村
が
回
り
持
ち
で
か
つ
い
で
い
た
。
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し
か
し
、
彼
恭
一
切
別
部
落
の
み
は
、
こ
の
間
訴
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
た
。

い
わ
ゆ
る
「
解
放
令
」
を
う
け
て
以
後
の
別
治
五
年

の
祭
礼
に
際
し
て
、
被
差
別
部
落
は
平
等
に
み
こ
し
を
か
つ
ぐ
要
求
を
出
し
た
。

し
か
し
そ
れ
は
、
拒
一
合
さ
れ
た
た
め
実
現
し

な
か
っ
た
。
明
治
十
二
年
ふ
た
た
び
要
求
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
要
求
に
拭
し
き
れ
な
い
と
村
々
が
考
え
た
た
め
か
夏
祭
り
で

の
λ
こ
し
か
つ
ぎ
は
中
止
さ
れ
た
。
さ
ら
に
秋
の
祭
礼
で
も
か
つ
が
せ
る
よ
う
要
求
が
提
出
さ
れ
た
が
、
戸
日
記
が
こ
れ
を
処
理

し
な
か
っ
た
た
め
、
兵
隙
裁
判
所
へ
十
月
ご
ろ
被
差
別
部
落
の
側
か
ら
、
訴
え
が
出
さ
れ
た
。

兵
庫
裁
判
所
は
一
戸
長
を
十
月
十
一
日
呼
び
出
し
て
説
諭
を
お
こ
な
っ
た
。
裁
判
所
か
ら
被
差
別
部
落
の
人
々
に
も
か
つ
が
せ

る
方
向
で
説
諭
さ
れ

は
、
村
内
各
町
に
こ
れ
を
は
か
っ
た
と
こ
ろ
寸
先
例
」
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
こ
れ
を
拍
否
す
る

と
の
返
終
が
戸
長
へ
行
わ
れ
た
。
こ
の
た
め

に
大
阪
上
等
裁
判
所
に
控
訴
が
行
わ
れ
た
。
明
治
十
五
年
二
月
十
六
日
、
上

等
裁
判
所
は
人
こ
し
を
改
装
し
た
際
、
出
金
が
な
か
っ
た
こ
と
、
祭
典
貨
な
出
し
て
い
る
こ
と
は
み
こ
し
を
か
つ
ぐ
政
援
の
恨

拠
と
な
ら
な
い
こ
と
を
理
出
に
、
被
品
川
町
別
部
落
側
の
主
張
を
退
け

そ
こ
で
、
被
差
別
部
落
側
は
さ
ら
に
大
策
院
へ
の
上
告
に
い
た
り
、
み
こ
し
改
装
に
出
金
し
な
か
っ
た
こ
と
は
近
世
に
お
い

て
え
た
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
他
町
で
は
改
装
以
降
移
転
し
て
き
て
出
金
し
て
い
な
い
者
も
み
こ
し
を
か
つ
い
で
い
る
、
「
今

ぞ

う

ほ

う

い

っ

し

ど

う

じ

ん

日
、
明
治
ノ
聖
代
一
一
遭
逢
シ
磯
多
ノ
称
ヲ
廃
セ
一
ブ
レ
一
視
同
仁
権
義
均

ノ
人
民
い
で
あ
る
か
ら
住
民
と
し
て
祭
礼
に
参
加
す

る
の
は

ノ
条
煎
い
で
あ
る
、

ま
た
明
治
四
年
以
降
祭
典
の
費
用
主
平
等
に
負
担
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
負
担
の
義
務
を

負
わ
せ
な
が
ら
権
利
は
与
え
な
い
と
い
う
の
は
不
当
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
明
治
十
五
年
九
月
二
十
六
日
、
大
審
院
は
こ
の
主

張
を
ほ
ぼ
認
め
、
み
こ
し
か
つ
ぎ
に
こ
の
被
差
別
部
落
の
参
加
を
拒
一
合
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
判
決
を
下
し
た
。
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徴
兵
令
の

制
定

身
分
と
し
て
の
士
族
の
解
体
は
、

か
れ
ら
が
軍
事
力
を
担
っ
て
い
た
だ
け
に
、
こ
れ
と
か
わ
る
身
分
に
基
づ
か

な
い
新
た
な
統

的
軍
事
力
の
創
出
を
必
要
と
し
た
。
明
治
六
年
一
月
九
日
、
罰
内
の
治
安
維
持
を
中
心
と
す

る
軍
事
機
構
が
、
東
京
・
仙
台
・
名
古
麗
・
大
阪
・
広
島
・
熊
本
の
六
鋲
合
制
に
整
備
さ
れ
た
。
こ
の
軍
事
力
の
担
い
手
は
、

樹
氏
皆
兵
主
義
に
も
と
づ
く
徴
兵
制
度
に
求
め
ら
れ
た
。

徴
兵
制
度
は
、
明
治
五
年
十
二
月
二
十
八
日
の
全
悶
徴
兵
の
証
書
お
よ
び
｛
徴
兵
告
諭
」
と
、
こ
れ
を
具
体
化
し
た
徴
兵
令

が
明
治
六
年
一
月
十
日
に
発
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
徴
兵
方
法
は
満
一
一

O
歳
の
男
子
を
徴
し
て
徴
兵
検
夜
、
を
お

こ
な
い
、
合
格
者
か
ら
抽
選
で
、
各
鋲
ム
ロ
に
必
要
な
兵
数
だ
け
服
務
さ
せ
る
も
の
だ
っ

服
務
期
間
は
常
術
家

ii三

度
の
短
期
服
務
期
間
が
課
さ
れ
る
二
年
の
第
一
後
備
軍
と
、
特
別
の
招
集
に
そ
な
え
る
第
二
後
備
軍
一

の
合
計
七
年
間
と
さ

れ
た
。
支
た
一
七
歳
か
ら
問
。
成
ま
で
の
男
子
ば
全
員
悶
m
山
市
と
し
て
兵
籍
に
登
録
さ
れ
、
非
常
の

に
は
動
員
さ
れ
る
こ
と

路滞夜j築後の地域社会の変化

こ
£
っ
こ
o

I

T

T

 

徴
兵
令
に
は
、

そ
れ
は
①
肉
体
的
態
巾
（
身
長
不
足
な
ど
て

③
官
吏
や
政
府
の
許
可
し
た

お
お
く
の
免
役
条
項
が
あ
っ
た
。

学
校
生
徒
・
洋
行
者
、

そ
の
相
続
者
（
嗣
子
・
養
子
・
独
予
・
独
孫
な
ど
）
で
あ
り
、
＠
の
条
項
は
徴
兵
に
よ
っ
て
重
要

な
労
働
力
が
う
ば
わ
れ
る
こ
と
で
、

家
業
の
総
持
と
租
税
の
負
担
が
不
可
能
に
な
ら
な
い
よ
う
に
も
う
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
沼
代
人
料
子
七

O
円
を
納
入
す
れ
ば
、
常
備
・
後
備
と
も
免
役
さ
れ
た
。
こ
の
額
は
下
級
官
員
の
年
俸
に
ひ
と
し

く
（
一
三
等
出
仕
で
二
四
O
円
）
、
よ
ほ
ど
の
資
産
家
で
な
け
れ
ば
出
金
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
。

第二節

徴
兵
令
の
随
行
江
、
新
た
な
負
担
を
人
々
に
課
す
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
耐
火
胞
に
対
し
て
各
地
で
一
撲
を
と
も
な
う
抵

抗
を
う
け
た
。
徴
兵
令
の
趣
旨
止
を
開
解
し
な
い
も
の
が
騒
い
で
い
る
と
い
う
認
識
の
下
、
兵
庫
県
は
、
そ
の
実
施
に
お
い
て
直
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接
の
任
に
あ
た
る
各
村
の
戸
長
・
副
一
戸
長
・
什
長
ら
に
徴
兵
令
の
趣
旨
を
徹
底
し
、
そ
の
事
業
に
協
力
す
る
よ
う
説
得
を
つ
よ

め
た
。
兵
庫
県
第
一
一
一
夜
（
泊
板
宿
組
）
で
は
、
明
治
六
年
五
月
、
こ
の
よ
う
な
説
諭
に
対
し
て
、
一
戸
長
・
副
一
戸
長
・
什
長
、
各
村

一
一
一
人
お
よ
び
区
長
代
潔
が
、

rM村
の
村
民
に
対
し
て
徴
兵
令
へ
協
力
す
る
よ
う
説
得
す
る
と
い
う
内
答
の
詩
書
に
印
鑑
合
押
し

て
県
に
提
出
し
た
。

こ
の
の
ち
徴
兵
の
た
め
の
調
査
が
始
ま
り
、

区
で
は
八
月
に
は
終
了
し
た
。
そ
の
結
果
は
国
民
家
に
編
入
さ
れ
る
者

間
山
八
人
、
二

O
歳
の
徴
兵
者
二
ハ
入
、
免
役
願
者
六
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
翌
年
九
月
の
謂
査
で
は
こ

O
歳
の
徴
兵
年
齢
者

一
一
三
八
人
中
・
免
役
該
当
者

三
人
と
な
っ
て
お
り
、
正
倒
的
多
数
が
免
除
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
前
日
記
の
条
件
に
mm
ら
し

て
考
え
る
と
多
く
の
も
の
は
、
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
り
一
戸
主
お
よ
び
そ
の
相
続
人
の
規
定
を
つ
か
い
、
徴
兵
か
ら
逃
れ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

明
治
十
年
に
西
南
戦
争
が
九
州
で
起
こ
り
、
徴
兵
制
の
軍
隊
が
実
戦
に
か
り
だ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
徴
兵
適
格
者
は
次

々
徴
兵
さ
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
戦
場
へ
駆
り
出
さ
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
は
強
か
っ
た
よ
う
で
、
魚
崎
村
か
ら
大
阪
鎮
台
ヘ
エ

兵
と
し
て
徴
兵
さ
れ
た
者
は
、
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
こ
の
よ
う
な
者
へ
の
探
索
を
つ
よ
め
、
親
類
に
対
し
て

見
つ
け
次
第
再
入
営
さ
せ
る
と
の
詩
惑
を
提
出
さ
せ
た
。

徴
兵
忌
避
に
よ
っ
て
免
役
者
が
政
府
の
意
図
を
こ
え
て
拡
大
し
た
た
め
、
兵
員
数
が
不
足
す
る
事
態
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
政

府
は
徴
兵
忌
避
を
防
ぐ
た
め
、
明
治
十
二
年
（
養
子
条
件
の
制
限
な
ど
て
十
六
年
（
代
人
制
の
廃
止
と
免
除
を
や
め
、
猶
予
に
変
更
な
ど
）

一
一
十
二
年
（
猶
予
規
定
の
廃
止
）
と
徴
兵
令
の
改
訂
を
お
こ
な
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
の
改
正
に
よ
り
、
ほ
ぼ
国
民
皆
兵
主
義
の
突

態
が
そ
な
わ
り
、
そ
の
も
と
で
徴
兵
忌
避
者
の
処
分
も
厳
し
く
な
り
、
刑
事
罰
に
処
し
た
う
え
で
優
先
的
に
徴
兵
す
る
こ
と
と
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な
っ
た
。
こ
の
改
正
は
徴
兵
忌
避
へ
の
対
処
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景
に
は
初
鮮
と
の
緊
張
関
係
が
高
ま
っ
た
た
め
起
き
た
壬

午
（
十
五
年
）
、
昭
市
中
（
十
七
年
）
両
事
変
以
降
の
軍
事
力
の
増
強
路
線
が
あ
っ
た
。
軍
隊
の
編
成
の
上
で
も
こ
の
年
に
は
、
菌
内
治

安
を
主
な
釘
的
と
す
る
鎮
台
制
が
、
海
外
へ
の
派
兵
を
基
本
と
す
る
師
団
制
に
改
め
ら
れ
た
。

2 

大
区
小
一
区
制
期
の
地
方
行
政

兵
療
摩
川
の

一
九
区
制

廃
藩
夜
間
除
後
間
支
配
身
分
で
あ
る
士
族
も
ふ
く
め
た
す
べ
て
の
土
地
人
誌
の
把
握
が
一
元
的
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、
戸
籍
業
務
だ
け
で
な
く
、
地
域
運
営
は
全
体
と
し
て
、
身
分
か
ら
間
住
地
に
も
と
づ
く
も
の

に
変
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
明
治
五
年
四
月
九
日
、
政
府
は
農
民
身
分
の
役
職
で
あ
る
庄
屋
・
名
主
・
年
寄
な
ど
を
す
べ
て
廃
止

廃液i亙j県後の地域社会の変化

し
、
土
地
人
民
に
関
係
す
る
一
切
の
事
件
を
あ
っ
か
う
役
職
と
し
て
こ
れ
を
戸
長
・
則
一
戸
長
と
改
称
す
る
こ
と
を
布
告
し
た
。

こ
の
法
令
に
よ
っ
て
、

・
名
主
な
ど
の
良
民
’
身
分
に
も
と
づ
く
役
職
と
、
一
戸
籍
に
も
と
づ
く
一
円
一
長
と
戸
籍
区
が
廃
止
さ
れ
、

新
た
に
身
分
に
関
係
な
く
地
減
全
体
を
統
括
す
る
区
間
・
制
度
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
兵
隊
県
は
、
低
価
に
大
小
が

な
か
っ
た
が
、
飾
磨
県
で
は
、

ほ
ぼ
部
単
位
を
大
一
民
と
し
、
組
合
村
単
位
を
小
区
と
し
た
。
飾
磨
県
の
よ
う
に
区
闘
を
大
夜
・

小
区
の

一
段
階
に
わ
け
た
府
県
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
大
悲
小
区
制
度
と
い
う
。

兵
庫
県
で
は
、
こ
の
年
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
地
方
制
度
の
大
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

間
米
の
一
戸
籍
区
二
、

区
程

第二節

度
の
区
闘
な

区
と
し
、
県
下
を
一
九
一
弘
に
区
分
し
た
た
め
、
こ
れ
な

九
区
制
と
い
う
。
神
戸
市
域
で
は
、
こ
れ
に
よ
り
神

…p
が
第
一
一
弘
、
兵
庫
お
よ
び
旧
中
灘
組
の
村
が
第
二
区
と
な
り
、
八
部
部
の
出
第
一
一
区
が
第
一
一
一
区
に
、
菟
原
郡
の
旧
一
間
庶
・
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五
区
が
第
五
区
、
旧

六
区
・
一
七
誌
が
第
七
区
と
な
り
、
有
馬
郡
の
旧
四
六
区
・
四
七
区
・
閉
八
一
弘
が
第
一
八
区
に
、
旧

四
九
一
弘
・
忍

O
区
が
第
一
九
区
と
な
っ
た
（
図
6
）。

が
設
け
ら
れ
た
。

こ
の
区
ご
と
に
区
長
も
し
く
は
副
区
長
一
名
が
お
か
れ
、
彼
ら
を
中
心
に
区
で
の
諸
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
「
会
議
所
｝

ま
た
各
村
に
は
一
戸
長
と
副
一
戸
長
が
お
か
れ
、
さ
ら
に

村
内
一

O
一
戸
を
標
準
に
什
交
が
お
か
れ
た
。
県
に
よ
る
各
役
員
の
職
掌

は
表
却
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
区
長
（
区
）
i
十
一
戸
長
（
村
）
↓
什
長
と
い
う

県
の
命
令
の
伝
達
遂
行
が
系
統
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
県
全
体
と
し
て

は
、
県
庁
と
は
別
に
総
区
事
務
所
が
お
か
れ
、
こ
こ
に
区
長
の
う
ち
五

名
程
度
が
間
合
区
長
と
し
て
詰
め
、
県
庁
と
各
小
区
と
の
連
絡
に
あ
た

廃昔年程県後の地域社会の変化第二節

「副戸長人選宇L入」
E貫流池村

写真 17

') 

区
長
・
戸
長
の

出
は
、
区
域
内
各
一
戸

に
よ
っ
て
入
札
し
、

そ
れ
を
封
印
し
た
ま

ま
県
庁
に
は
こ
び
、

そ
こ
で
開
票
す
る
と

い
う
方
法
が
と
ら
れ

《
一
幹
－
紘
吋

ト一詩人
1A一
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苧
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齢
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I
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事
一
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戒
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人
戸
ゑ
’

；
ま
五
五
五
車
i
f

世
叡
料
、
尋
常
季

1

y
本

hwふ
額
鯵
4

妻

i

f
p
仲
人
議
ぢ
t
4ヘ
桝

r

l
ぷ
？
ー

k
p
M
V
i
l
b
A

作
事
？
弥
長

M
F
9館料ゑテ
j
i

P
A
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た
。
閥
一
戸
長
は
、
医
長
開
票
の
上
、
県
庁
に
結
果
と
入
札
の
札
が
送
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

什
長
に
つ
い
て
は
、
区
長

一
戸
長
相
談
の
上
で
選
任
す
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
方
法
に
は
、
入
札
に
つ
い
て
途
中
で
探
惑
が
お
こ
る
こ
と
の
防
止
と
、
区
宮
沢
・

一
戸
長
の
最
終
選
任
権
の
mm
に
よ
る
確
保
と
い
う
二
つ
の
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。

な
お
入
札
の
方
法
は
、
「
入
札
規
則
」
（
写
真
日
）
に

よ
れ
ば
、
白
筆
署
名
抜
印
（
代
筆
の
場
合
は
、
代
筆
人
の
名
前
記
載
の
上
捺
印
）
で
、
白
票
お
よ
び
多
数
の
名
前
を
書
く
こ
と
は
禁
じ

ら
れ
て
い
た
。

区
の
運
営

の
あ
り
方

次
に
医
の
運
営
を
財
政
か
ら
み
て
み
よ
う
。
表
れ
は
、
明
治
六
、
七
年
の

一
区
の
各
村
の
民
費
を
症
で
ま
と

め
た
も
の
の
総
額
で
あ
る
（
一
緒
に
か
か
げ
て
あ
る
板
宿
村
の
民
裂
は
各
村
の
一
例
で
あ
る
）
。
こ
こ
か
ら
全
体
と
し
て

政
府
の
新
施
策
遂
行
の
た
め
の
費
用
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
神
社
の
維
持
や
神
宮
の
給
与
や
教
院
の
費
用
が
、
私

的
な
宗
教
の
た
め
の
費
用
で
な
く
、
住
民
全
体
に
か
か
る
費
用
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
小
学
校
の
た
め
の
世

用
が
全
体
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
の
費
用
は
各
村
の
民
投
と
区
別
さ
れ
て
集
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
小

学
校
が
、
村
山
中
位
で
な
く
数
カ
村
単
位
に

mmか
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

明
治
五
、
六
年
の
民
費
の
支
出
の
基
礎
単
位
は
村
で
あ
っ
た
が
、
区
長
給
与
や
区
の
会
議
所
の
費
用
、
お
よ
び
譲
卒
の
給
与

に
つ
い
て
は
、

一
括
し
た
基
準
に
よ
っ
て
区
長
の
も
と
へ
集
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
九
年
以
降
に
は
、
こ
れ
ら
の
技
用

は
、
表
口
の
よ
う
に
狂
内
各
村
の
人
口
・
一
戸
数
・
地
価
の
一
一
一
つ
の
基
準
を
も
と
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い

明
治
六
、
七
年
の
閉
山
由
に
警
察
業
務
を
扱
う
番
人
の
給
与
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
番
人
の
名
称
は
、
明
治
八
年
三
月

再
び
濯
卒
と
改
め
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
年
十
月
巡
資
と
改
称
さ
れ

彼
ら
は
、
県
の
警
察
機
構
の
米
端
に
佼
位
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
近
世
の
非
人
議
制
以
来
の
旧
巾
討
を
引
き
、
そ
の
運
用
に
つ
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第二節 際淡i在日芸後の地域社会の変化

表 21 明治6, 7年兵庫県第3［互の民波文IU (I詳位 [lj) 

'Vl 日 名 明治6年 明治7年 *I板宿村

布告布達入費 208.403 182 15 

燥の命令による区内取調入費 161 171. 50 16 

IEffiU区戸長！±＼頭旅Y1t 231 260 24 

区J及所諸費 28.20 82 ,) ” 

IE測戸長以下給与 1,064.028 856 96 

県主1：郷社村社営終！｛！（ 27.20 1, 080 2 

祭典並立Qt手式'Pl 42.53 98 0.50 

県社郷社村社初旬’給料 l号.75 16 

数院費 6. 751 18 

J倹Ji!.その他の費用 257.05 165 12 

東租米送｛寸及び主主租金取：J&'f'( 279.90 19 25 

山林誠3立政 30.65 38 

主主程調＇｛＇（ 2.25 

戸籍調＇｛~ 111. 25 コ

徴兵下調設 29.50 45 6 

道路堤防修終!f'i 358. 75 565 47 

送路掃除夜 13 14 1 

用水下水'111 89.55 25 4 

7J<.[tli'&( 61. 60 28 3 

水怒り給料 172.60 172 8 

消防入致 17.50 12 ‘，3 、

番人給料及び諸＇｛ l( 321. 888 ネ2250 25 

学校入資 805 1,020 

雨乞主主 51. 80 

務雑周波

主ド’獄賄＇｛~（

（主主〉 本1板宿村の氏霊童は明治6＂手分， *2給料のみ。

資料：「武:it報主主会文書l!'J

I4I 君主史編N 近代・現代



明治10年前半期第3区区入裂の割当方法表 22

区内総地似！
478,574.853円

区内総戸数 1,922戸

阪内総人口 8,556人

合計

（注） 各4すととにこの＊取によって支出。
地制1・戸数・人口による金額は 2: I : I I己なるように鈎怨

されていた。金額は史料記載どおり。

資料： r武井羽詰主究会文勢J

金

内

「
場
銭
）
と
し
て
一
店
に
つ
き
一
一
、

額率来目項

出
し
て
問
い
た
だ
し
た
J

と
こ
ろ
、

で
も
認
め
て
ほ
し
い
と
述
、
べ

い
て
は
、

そ
の
給
与
が
民
世
（
底
抜
・
村
山
以
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

述
べ
た
。

医
の
独
自
性
が
強
か
っ
た

第
一
二
区
の
明
治
九
年
の
仙
診
察
入
初
日
の
帳
簿
に
よ
れ
ば
、
第
三
区
で
は
、

五
名
の
巡

な
出
し
て
ほ
し
い
と
、
県
に
上
小
し
た
。

査
が
、
駒
ケ
林
・
部
須
磨
・
東
須
磨
・
大
手
・
東
尻
池
の
条
件
か
ら
給
料
な
受
け
取

っ
て
お
り
、
ま
た
部
代
村
と
東
須
磨
村
に
屯
所
（
詰
め
所
）
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
巡
夜
は
、
屯
所
や
給
与
支
払
村
の
み
を
約
一
当
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
警
察

間
は
、
区
内
全
判
に
割
り
付
け
ら
れ
て
い
る
託
費
に
よ
っ
て
支
出
す
る
も
の
で
あ
り
、

給
与
支
払
村
は
、

一
時
的
に
繰
り
詩
え
払
い
を
し
た
あ
と
、
利
子
を
ふ
く
め
た
額
を

K
貨
か
ら
受
け
取
っ
て
い
た
。

近
泣
か
ら
の
非
人
需
の
旧
習
は
、
そ
の
名
称
が
再
び
濯
本
と
な
っ
て
も
な
お
存
夜

L
て
い
た
。
明
治
八
年
、
第
一
一
一
区
の
武
井
伊
右
衛
門
区
長
は
、
濯
六
十
が
小
路
天
商
か
ら

三
銭
ず
つ
集
め
て
い
る
と
い
う
医
内
各
村
か
ら
の
苦
靖
宏
う
け
た
の
で
、
濯
卒
を
呼
び

か
れ
ら
は
能
前
か
ら
の
習
慣
で
あ
り
、
他
区
の
区
長
は
こ
れ
を
認
め
て
い
る
か
ら
、

し
が
た
い
し
、
給
与
も
出
し
て
い
る
の
で
、
品
川
区
は
と
も
か
く
も
当
区
で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

武
井
は
、
こ
れ
に
対
し
て
濯
い
や
の
仕
事
は
人
民
保
護
に
あ
り
、
話
人
に
迷
惑
を
か
け
る
の
は

そ
の
上
で
、
同
年
四
月
一
一
十
・
」
日
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
可
訴
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
悶
習
を
破
棄
す
る
よ
う
な
布
達

こ
れ
に
対
し
て
県
は
、

ー！し
1
J
A
A
ト
i

〉

j
一

千

日
、
濯
本
の
旧
叩
中
け
に
も
と
づ
く
弊
脅
か
｝
改
正
す
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廃若年置！果後の；l1h域社会の変化第二節

兵庫県第3区成立時の役員章受 23 

末正久左衛門ム天宅藤右衛門ム

和国平次右衛門ム沢田養右衛門ム

大JIl弥三郎ム栄吉女三郎
務JI！甚右衛門郎光宇兵衛ム庄司武一郎ム
大西与次兵衛ム平井左兵衛ム谷口半兵衛ム

土震基四郎ム秋宗浅右衛門口

武良六右衛門ム

久野木称、三左衛門ム鷲F喜三郎兵衛ム
村上重右衛門ム幣磯右衛門ム

森本菊1E術開ム友間入左衛門ム松浦徳兵衛ム
村弁六左？諮問ム務弁九左衛門ム

｜問団与次兵衛ム藤田清左衛門ム

ill路市兵衛ム

中西護兵衛ム中西九兵絡ム

辰己五兵衛ム西見苦言・三兵衛

土居弥三三右衛門ム

f受

大手村

沼尻池村

長田村

板宿村

戸高1；災

松関学左衛門O
池本勘兵衛O
井上政兵衛O
武井替左衛門O*

戸

東尻池村

名村

：正木太郎兵衛O
恋EEli孫右衛門ム
伊東惣左衛門

藤EEi九郎兵衛ム

多弁畑村

駒ケ林村

東須磨村

西須磨村

室岡六右衛門O
武井義友衛門＊

堀内九右衛門O
沢限在長兵衛O
米正久左衛門O

御崎村

池間村

野聞か！
西代村

王封筒新m

る
方
法
に
つ
い
て
の
見
込
案
を
各
区
に
対
し
て

提
出
す
る
よ
う
布
達
し
た
。

小
区
の
運
営
を
具
体
的
に
み
る
と
、

で
は
、
旧
総
代
庄
鹿
、
出
第

区
一
戸
宮
沢
で
あ

っ
た
武
井
善
左
衛
門
が
そ
の
ま
ま
豆
長
に
選
出

（注） ＊区長の武井怒ft衛門の議｛任。 Cはll'lf:t殴，ムは！日年寄，口はs栓代。
資料：「武井秘主主会文章子J

さ
れ
た
。

ま
た
各
村
に
お
か
れ

副
戸

は
、
表
お
の
よ
う
に
出
来
の
産
屋
・
年
寄
な

ど
村
役
人
隠
が
そ
の
ま
ま
選
出
さ
れ
て
お
り
、

実
態
と
し
て
急
激
に
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
兵
庫
県
の
場
合
、
近
世
の
町
村

運
営
方
式
が
、
開
明
的
と
一
言
わ
れ
た
神
田
孝
平

県
令
の
も
と
で
地
域
運
営
方
式
と
し
て
制
度
化

さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
側
関
が
強
か
っ
た
の
で

あ
る誌

に
は
、
区
長
と
戸
長
ら
が

の
あ
り

方
を
合
議
決
定
し
、
戸
長
が
輪
番
で
ぽ
一
全
体
の

事
務
を
遂
行
す
る
機
構
と
し
て
つ
会
議
所
L

が

近代・現代歴史綴N143 
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劫冬場l
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4’ 

考

省食

山
市
’
守

在
か
れ
た
。
武
井
級
姉
妹
会
文
書
の
中
に
は
、
こ
の
会
議
所
の
建
物
に
つ
い
て
の
陥
商
が
残
さ
れ
て
い
る
（
写

ω）
C

」争

第3区会議所i玄i陛i写J'J;19 

こ
の
間
部
に
よ
り
実
際
に
会
議
所
、
が
建
築
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
建
物
の
悶
一
間
に
は
会
議
所
と
い
う
機
構

の
性
格
が
よ
く
反
映
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
庶
務
・
戸
籍
・
鑑
札
・
雑
務
な
ど
の
諸
掛
が
別
個
に
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
「
会

議
所
」
と
記
載
さ
れ
た
合
議
の
た
め
の
大
き
な
広
間
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
よ
う
な
運
営
方
法
は
、
個
別
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の
村
に
つ
い
て
も
採
り
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
、
長
田
村
で
は
、
村
の
運
営
機
構
に
「
会
議
所
」
と
い
う
名
称
を
付
け
て
い
た
。

兵
庫
県
の

地
方
民
会

｛

i

会
議
所
…
に
も
み
ら
れ
た
住
民
の
合
意
に
よ
る
地
域
運
営
は
、
議
会
の
設
置
へ
と
い
た
る
。
明
治
六
年
九
月
、

兵
庫
県
は
全
割
に
さ
き
が
け
て
、

「
民
会
議
事
方
法
搬
要
」
を
各
村
に
布
達
し
、
県
会
・
阪
会
・
町
村
会
合
｝
向

時
に
開
催
す
る
方
針
を
だ
し
た
。
同
年
十
一
月
二
十
六
日
、
あ
ら
た
に
一
民
会
議
事
ぃ
市
程
略
2

｝

ー
町
村
会
議
事
心
得
」
が
、
各

町
村
に
布
達
さ
れ
、
町
村
会

γ
区
会
i
v県
会
と
、
議
会
を
開
催
し
て
い
く
方
針
に
変
更
さ
れ
た
。

「
章
程
略
」
で
は
、
町
村
会
は
、
住
民
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
事
者
と
議
長
を
つ
と
め
る
戸
長
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
し
、

こ
の
制
度
、
な
制
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、

ひ
ろ
く
会
議
会
｝
ひ
ら
き
、
物
事
を
公
論
で
き
め
る
と
い
う
趣

五
カ
条
の
誓
文
の
、

冒
に
し
た
が
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
本
来
五
カ
条
の
誓
文
は
、
諸
大
名
・
政
府
上
関
レ
ベ
ル
で
の
合
意
を
ね
ら
っ
て
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
念
合
住
民
レ
ベ
ル
の
地
域
運
営
に
ま
で
ひ
ろ
げ
る
の
は
拡
大
解
釈
で
あ
っ
た
。

廃藩置県後の地i或社会の変化

拡
大
解
釈
し
て
ま
で
、
会
議
を
お
こ
そ
う
と
し
た

つ
の
理
由
は
、
町
村
住
民
の
合
意
を
得
る
機
構
を
つ
く
る
こ
と
で
、
教

育
を
は
じ
め
と
す
る
県
の
諸
事
業
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
維
新
以
来
の
村
の
変
化
に
応

じ
て
、
あ
ら
た
な
村
内
合
意
の
た
め
の
機
構
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
地
租
改
正
と
関
連
を
も
っ
た

め
、
の
ち
に
第
三
節
で
の
べ
た
い
。

J
H十
程
略
」
で
は
、
会
議
開
催
が
か
え
っ
て
町
村
の
混
乱
を
ま
ね
く
場
合
は
、
開
催
を
み
あ
わ
せ
て
よ
い
と
さ
れ
た
。
兵
庫

11'1 
71< 

第

で
は
、
議
事
役
の
選
出
が
こ
の
入
札
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
町
村
会
そ
の
も
の
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
兵

第二節

時
伴
県
は
、
明
治
七
年
五
月
八
日
、
町
村
会
が
整
っ
た
と
し
て
「
区
会
議
事
略
則
い
を
布
達
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
ま

で
に
は
、
各
町
村
で
町
村
会
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

近代・滋代歴史編Nr4ラ



臣
会
は
、
各
町
村
一
戸
長
と
各
町
村
会
議
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
（
任
期
二
年
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
年
四
回
開
催

さ
れ
、
議
長
は
夜
長
と
さ
れ
た
。
討
議
内
容
は
、
医
内
開
化
・
郷
社
運
営
・
諸
授
の
検
査
・
小
学
校
取
締
・
病
院
・
区
レ
ベ
ル

の
水
利
土
木
・
治
安
補
助
・
県
会
議
員
の
互
選
な
ど
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
町
村
会
と
ち
が
い
、
窓
会
に
は
、
反
一
を
代
表
す
る
権

限
は
な
か
っ
た
。
毘
会
は
町
村
会
と
問
様
、
そ
の
議
決
に
た
い
し
て
県
が
不
認
可
権
を
も
っ
て
い
た
。

明
治
九
年
十
二
月
、
合
併
後
の
第
三
次
兵
膝
県
は
、

「
議
事
章
程
」
を
布
達
し
た
。
区
会
は
、
年
二
回
開
催
と
な
り
、
議
員

は
各
町
村
一
戸
長
お
よ
び
各
町
村
会
議
員
中
二
名
と
な
り
、
戸
長
に
た
い
し
て
、
町
村
会
議
員
の
比
率
が
た
か
く
な
っ
た
。
区
会

議
長
は
、
議
員
か
ら
の
選
出
も
許
可
さ
れ
、
公
選
議
員
に
よ
る
区
会
運
営
が
、

い
っ
そ
う
進
展
し
た
。

明
治
八
年
間
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
区
長
の
会
議
が
「
県
会
」
と
い
う
名
称
で
開
催
さ
れ
て
い
た
、
が
、
こ
の
年
九
月
っ
県

会
議
員
選
挙
規
則
」
が
だ
さ
れ
、
区
長
お
よ
び
広
ご
と
に
不
動
産
所
有
者
の
互
選
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
公
選
議
員
に
よ
っ
て

梢
成
さ
れ
る
県
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
合
併
後
の

次
兵
康
県
は
、
明
治
十
年
九
月
「
県
会
仮
規
則
」
を
布
述
、

こ
の
月
二
十
五
日
か
ら
県
会
を
予
定
し
た
が
延
期
さ
れ
、
そ
の
後
、
明
治
十
一
年
七
月
、
政
府
が
府
県
会
規
則
を
公
布
し
た
た

め

「
仮
規
則
」
に
よ
る
県
会
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

飾
磨
操
の
大

区
小
区
制

飾
磨
県
は
、
明
治
五
年
の
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
底
割
と
役
員
の
改
正
を
お
こ
な
っ
た
。
郡
を
大
一
弘
と
し
、

明
石
郡
は
第
一
大
区
、
美
袈
郡
は
第
二
大
区
と
さ
れ
た
。
大
区
は
さ
ら
に
小
区
に
分
け
ら
れ
、
明
石
郡
で
は

八
つ
の
小
区
が
お
か
れ
た
。
郡
全
体
が
明
石
簿
領
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
明
石
市
街
を
の
ぞ
い
て
、
大
庄
麗
組
の
範
閉
が
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
小
区
と
な
っ
た
。
市
域
で
は
東
部
部
組
が
第
一
小
区
、
中
里
級
が
第
二
小
区
、
押
部
組
が
第
一
ニ
小
区
、
新
田
畑
胞
が

第
九
小
涯
と
さ
れ
た
。
英
議
郡
の
淡
河
組
は
、
第
二
大
区
第
二
小
区
と
さ
れ
た
（
別
賞
図
6
）。
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飾
磨
路
の
場
合
、
大
誌
は
地
理
的
な
区
倒
わ
け
に

道

、

ノ

‘

P
3

、力
J

大

は
各
小
阪
ご
と
に
一
人
。
す
つ
も
う
け
ら
れ
て
お
り
、

出
明
石
藩
鎮
で
は
、
旧
大
庄
民
が
引
き
続
き
戸
ぼ
討
を
勤
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
第
一
大
区
（
明
万
郡
）
第
三
小
区
、
第
七
小
区
、

第
一
一
大
区
（
美
濃
部
）
第
二
小
限
で
は

に
就
任
し
た
。

こ
の
一
戸
…
い
た
が
｝
補
佐
す
る
も
の
と
し
て
、

よ
び
脱
戸
長
試
補
が
置
か
れ
た
が
、
第
一
一
…
小
区
の
場
合
、
副
戸
長
や
副
一
戸

長
試
補
に
は
出
庄
霞
が
就
任
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
二
大
区
第
二
小
区
で
、
市
淡
河
組
の
際
、
大
庄
屋
に
対

す
る
的
庄
屋
と
し
て
金
穀
会
計
を
あ
つ
か
っ
て
い
た
者
が
、
開
一
戸
長
と
し
て
金
穀
会
計
を
あ
っ
か
う
な
ど
、
副
戸
長
に
つ
い
て

も
大
鹿
屋
組
の
機
構
を
引
き
継
ぐ
簡
が
強
か
っ
た
。

ま
た
村
ご
と

－
ニ
口
択
さ
ζ

こ
土
、

1
’長

j

f
臼
f
t
f
正
」
芳
d

グ
ラ
ス
が
就
任
し
、

さ
ら
に
五
人
組
の
組
頭
が
伍
長
と
改
名
し
て
畏
か
れ
た
。

一
戸
長
が
事
務
を
と
る
場
所
と
し
て
「
集
会
所
」
が
新
た
に
設
註
さ
れ
た
。
兵
庫
県
の
「
会
議
所
L

と
悶
様
に
「
集
会
所
L

に

長老ii普段！察後の地域社会の変化

十土

よ
び
各
村
の
副
戸
長
ら
が
交
互
に
詰
め
、
事
務
を
と
っ
て
い
た
。

飾
臨
府
県
で
は
、
明
治
五
年
八
月
に
県
の
出
長
所
が
廃
止
さ
れ
る
？
／
ス
大
託
ご
と
に
副
一
戸
長
の
う
ら
一
人
が
上
県
し
、
県
庁
内

で

と
し
て
、
自
己
の
小
区
か
ら
の

・
上
山
中
や
除
庁
か
ら
の
指
令
の
通
達
を
扱
っ
た
。
第
一
大
区
（
明
石
郡
）
で
は
、

明
治
七
年
に
は
第
六
小
区
の
剥
戸
長
が
こ
れ
に
あ
た
っ
て
い
る
。

大
区
小
区
制
導
入
後
、
飾
磨
県
で
は
、
徴
兵
令
の
施
行
・
壬
山
中
地
券
発
行
・
初
等
教
育
の
般
進
な
ど
の
政
策
を
す
す
め
よ
う

と
し
た
が
、
こ
の
政
策
は
必
ず
し
も
順
調
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

第二節

例
え
ば
地
券
発
行
事
業
は
、
土
地
と
地
備
の
調
査
が
租
税
の
増
加
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
を
農
民
に
ひ
き
お

こ
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

mm
は
事
業
の
進
展
の
た
め
、
明
治
六
年
三
月
、
地
券
発
行
が
増
租
の
た
め
で
は
な
く
農
民
の
土
地
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所
有
の
公
認
の
た
め
で
あ
り
、

「
悶
悶
（
が
ん
こ
）
之
村
民
」
を
説
諭
す
る
こ
と
が
「
区
内
数
千
人
之
内
よ
り
人
選
L

さ
れ
た
正

副
一
戸
長
の
要
務
で
あ
る
と
の
べ
、
そ
の
成
否
に
よ
っ
て
賞
罰
な
あ
た
え
る
と
正
副
戸
長
に
布
達
し
た
。
県
は
正
誠
一
戸
長
に
対
し

て
、
小
区
全
体
の
行
政
を
行
う
べ
き
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

県
は
、
明
治
六
年
間
月
、
小
涯
を
村
の
迎
合
体
か
ら
県
の
行
政
単
位
に
す
る
と
い
う
急
進
的
な
行
政
制
度
改
本
を
布
達
し
た
。

こ
の
布
達
で
、
県
は
一
小
区
を
一
村
と
み
な
し
集
会
所
を
村
務
扱
所
と
こ
こ
ろ
え
よ
と
述
べ
、
旧
来
各
村
に
あ
っ
た
書
類
を
集

会
所
に
集
め
る
こ
と
、
旧
米
、
村
を
単
位
と
し
て
泣
か
れ
て
い
た
副
一
戸
長
・
保
長
を
、
小
区
の
一
戸
数
に
応
じ
て
そ
の
定
員
を
定

め
る
こ
と
な
ど
を
命
じ
た
。

し
か
し
史
探
に
は
小
区
の
副
一
戸
長
や
保
長
と
村
の
関
係
は
以
前
と
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
か
っ
た
。
建
前
と
し
て
の
小
定
へ
の

一
体
化
と
現
実
の
運
営
の
ズ
レ
は
、
政
府
の
政
策
推
進
に
よ
る
事
務
況
の
附
加
と
も
か
ら
み
あ
い
、
種
々
の
問
題
を
引
き
起
こ

し
た
。
そ
の
最
大
の
事
件
が
出
明
石
藩
領
で
の
騒
動
で
あ
っ
た
。
明
治
七
年
一
一
月
末
、
国
明
石
藩
領
の
各
小
区
で
、
農
民
の
不

穏
な
動
き
が
見
ら
れ
た
。
明
石
郡
の
第
一
一
小
区
、
第
一
ニ
小
医
、
美
嚢
郡
の
第
二
小
区
お
よ
び
市
域
外
の
明
石
部
第
七
小
区
で
は
、

千
人
単
位
の
農
民
が
戸
長
の
金
銭
上
の
疑
惑
の
解
明
を
求
め
て
集
会
所
に
集
ま
り
、
と
く
に
第
三
小
区
で
は
、
集
会
所
や
副
戸

長
宅
に
農
民
が
踏
み
込
み
、
こ
れ
に
対
し
て
飾
磨
県
は
嵐
官
・
避
卒
、
さ
ら
に
明
石
市
中
か
ら
士
族
を
動
員
し
て
、
騒
動
を
鎮

ぷ
材
d

レ
い
ノ
、

h
b
H
r
－－、

凶

O
人
余
り
を
首
謀
者
と
し
て
捕
縛
し
た
。

一
連
の
旧
明
石
藩
領
で
の
騒
動
に
つ
い
て
の
姫
路
始
審
裁
判
所
の
判
決

原
本
お
よ
び
兵
庫
県
側
探
索
来
日
（
以
降
「
探
索
脅
」
と
記
裁
）
を
中
心
に
、
騒
動
お
よ
び
そ
れ
を
引
き
起
こ
し
た
地
域
運
営
の
あ
り

方
を
見
て
み
よ
う
。

r48 第一主主近代数明期の事11戸
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旧
明
石
藩
領
に
お
け
る
騒
動

賞
租
納
入
方

法
の
変
化

明
石
簿
で
は
、
買
米
の
納
入
は
正
米
で
一
度
に
納
入
さ
れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
っ
た
が
、
廃
藩
腔
県
後
、
制

度
的
に
は
一
一
一
度
に
わ
け
て
納
入
す
る
三
約
制
と
な
り
、
現
物
納
で
な
く
金
納
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
。

田
明
石
藩
領
の
各
小
区
一
戸
長
は
、
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
納
期
が
延
び
た
分
だ
け
、
貢
租
米
が
食
糧
や
商
品
の
購
入
に
充

て
ら
れ
て
、
納
入
が
滞
る
こ
と
を
お
そ
れ
た
。

そ
こ
で
後
ら
は
、
従
来
ど
お
り
武
米
数
収
は
年
一
聞
と
し
、
集
会
所
が

揺
し

て
特
定
の
蒔
人
に
売
り
払
い
、
政
府
に
対
し
て
は
金
納
す
る
と
い
う
方
針
で
臨
ん
だ
よ
う
で
、
明
治
五
年
末
の
貢
租
納
入
に
際

し
て
、
少
な
く
と
も
明
石
部
第
二
・

－
第
七
小
…
以
勺
美
翠
郡
第
一
一
小
区
で
は
こ
の
方
法
が
取
ら
れ
た
。
こ
の
方
法
は
原
則

廃若年程！果後の地域社会の変化

と
兵
な
る
だ
け
に
、
米
を
売
り
出
す
農
民
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

は
ま
ず
各
村
保
長
を
説
得
し
、

係
長
は
各
村
民
を
さ
ら
に
説
得
し
て
は
じ
め
て
納
入
が
進
め
ら
れ

こ
の
方
針
に
よ
ら
な
い
小
阪
も
あ
っ
た
。
閉
山
石
郡
第
一
小
区
で
は
政
府
へ
は
金
納
と
す
る
も
の
の
、
農
誌
が
み
ず
か
ら
売
り

一
石
五
円
納
入
、
小
区
で

括
し
て
売
り
払
う
場
合
は
、

一
般
的
な
定
仰
の
二
五
銭
増
し
と
ニ
つ
の
方
法
が
許

払
う
場
合
は
、

さ
れ
た
。

一
括
納
入
す
る
か
ど
う
か
は
、
村
を
単
位
と
し
て
決
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
開
小
夜
一
下
皆
発
村
や
白
水
村
で
は
、
村
役

人
の
主
導
で
、
村
を
単
伎
と
し
て
、

一
闘
で
の
京
租
米
の
納
入
と
小
区
単
位
で
の
一
括
販
売
が
進
め
ら
れ
た
。

第二節

区

括
金
納
と
い
う
方
法
は
、
販
売
を
一
戸
長
の
倒
人
的
な
裁
況
に
ゆ
だ
ね
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
商
人
と
一
戸
長
の
熔
若
な

生
み
や
す
か
っ
た
。
実
際
、
明
石
郡
第
一
一
小
症
で
は
、
明
治
六
年
分
貢
米
の
購
入
に
際
し
て
、
副
一
戸
長
が
親
族
の
商
人
に
便
宜

近代・現代E査災者fi!JV149 



を
は
か
つ
て
い
る
。
ま
た
癒
着
が
な
く
と
も
錠
惑
を
区
民
が
も
っ
原
因
と
な
っ
た
。

県
も
こ
の
状
況
を
察
知
し
て
い
た
。
飾
磨
県
は
、
明
治
六
年
十
一
一
月
、
県
連
で
、
明
治
五
年
の
寅
租
金
納
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、
小
区
の
戸
長
ら
の
部
に
職
務
を
忘
れ
、
自
己
の
私
益
を
は
か
ろ
う
と
す
る
者
が
あ
る
た
め
、
区
内
の
村
が
集
会
所
に
相
談

せ
ず
、
勝
手
に
好
商
と
陰
約
を
結
ん
だ
り
、
売
り
払
っ
た
代
価
を
少
数
の
も
の
が
主
体
と
な
っ
て
融
通
し
た
り
す
る
状
況
を
指

摘
し
た
。

そ
し
て
そ
の
是
正
の
た
め
、
掛
屋
（
銀
行
業
務
者
）
や
身
元
た
し
か
な
人
物
へ
の
絞
売
金
の
預
け
入
れ
と
、
販
売
お
よ

び
預
け
入
れ
を
行
っ
た
場
合
、
各
村
か
ら
選
ば
れ
た
立
会
人
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
一
説
明
書
を
県
に
提
出
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。

第
一
小
区
・
第

小
区
で
の
騒
動

こ
の
燥
の
指
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
わ
ず
か
ニ
カ
月
後
、
出
明
石
藩
領
の
小
区
で
騒
動
が
お
こ
っ

た
。
明
石
郡
第
一
小
区
で
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
買
組
納
入
に
つ
い
て
個
別
の
村
の
独
自
性
が
認
め

ら
れ
て
い
た
か
ら
、
騒
動
は
村
方
騒
動
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
下
皆
発
村
で
は
、
明
治
七
年
二
月
二
十
四
日
、
村
役
人
が
金
納

の
際
、
納
め
す
ぎ
た
分
お
よ
び
村
中
で
決
定
し
た
小
区
一
括
納
入
の
際
の
割
増
金
の
返
還
を
も
と
め
て
、
村
民
主

O
人
ほ
ど
が

村
内
八
幡
社
に
集
合
し
、
同
夜
伍
長
に
対
し
て
い
返
還
を
ぜ
ま
り
、
割
戻
し
ゃ
｝
受
け
た
。

ま
た
白
水
村
で
は
、
二
月
二
十
五
日
、
村
内
の
金
比
羅
識
で
の
飲
食
の
席
で
、
米
の
過
納
分
返
還
の
要
求
が
出
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
そ
の
夜
村
内
地
政
府
鹿
内
で
、

五
人
ほ
ど
で
相
談
し
て
い
る
途
中
で
村
番
人
に
見
つ
か
り
解
散
し
た
が
、
首
謀
者

ニ
人
は
保
長
宅
へ
談
判
に
行
き
、
過
米
分
の
米
代
の
借
用
を
認
め
さ
せ
た
。

明
石
郡
第
一
一
小
一
弘
で
は
、
明
治
六
年
九
月
、
一
戸
長
が
、
納
入
は
金
納
で
一
割
、
た
だ
し
売
り
払
い
は
不
満
が
お
こ
ら
な
い
よ

う
に
各
村
独
自
に
、
と
い
う
方
針
を
決
め
、
区
内
保
交
を
集
め
相
談
し
た
。

H
H
1
人
／
キ
点
、

元

vxrvit

一
間
で
の
金
納
に
つ
い
て
は
承
諾
し

た
も
の
の
、
売
り
払
い
方
法
に
つ
い
て
は
、
村
に
帰
っ
て
村
民
と
相
談
し
て
か
ら
決
定
し
た
い
と
述
べ
た
た
め
決
定
で
き
な
か
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った。十
一
月
に
入
り
、
明
石
郡
の
各
戸
長
は
集
会
し
、

一
回
で
納
入
、
集
会
所
で
売
り
払
う
こ
と
を
決
定
し
た
（
「
探
察
諮
」
で
は
、

曲
一
六
議
郡
の
一
戸
一
長
も
参
加
し
た
と
さ
れ
る
）
。

第
二
小
区
正
副
一
戸
長
も
こ
の
方
針
に
よ
り
、

各
村
に
対
し
て
強
い
態
度
に
で
る
。
副
戸

長
は
、
各
村
か
ら
の
回
答
が
な
い
状
況
の
下
で
、
独
自
に
村
ご
と
の
持
米
を
計
算
、
二
一
一

O
O有
を
、

一
石
定
価
よ
り
ニ
五
銭

の
割
増
金
を
受
け
取
る
こ
と
で
親
族
の
商
人
と
約
定
し
た
。
そ
し
て
区
内
各
村
の
米
夜
売
り
な
禁
氏
し
、
各
村
ご
と
の
納
入
米

の
査
を
各
村
保
長
へ
一
一
小
し
、
そ
の
置
に
不
足
し
た
場
合
は
、
ど
こ
か
で
米
を
買
い
足
し
て
も
持
っ
て
来
る
よ
う
に
と
指
示
し
た
。

そ
の
か
い
が
あ
っ
て
か
、
明
治
七
年
一
月
Jmw
旬
に
は
、
現
米
の
高
人
へ
の
納
入
は
ほ
ぼ
終
了
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
こ
ろ
か

ら
米
師
が
騰
貴
し
、

五
O
銭
の
割
増
金
を
受
け
取
っ
た
者
も
現
わ
れ
た
た
め
、
区
内
の
農
民
の
不
満
が
高
ま
り
、
こ
れ
に
対
応

す
る
た
め
副
戸
長
は
、
売
り
払
っ
た
米
の
半
額
に
つ
い
て
区
内
農
民
の
貸
借
を
認
め
た
。

廃液置県後の地域社会の変化

ニ
月
十
ニ
日
、
明
石
市
中
で
出
会
っ
た
今
津
村
・
高
、
津
橋
村
の
住
人
が
、
割
増
金
下
げ
渡
し
を
集
会
所
へ
集
団
で
嘆
願
す
る

こ
と
を
計
回
し
た
。
彼
ら
は
今
津
村
へ
帰
る
途
中
の
新
方
村
・
西
河
原
村
・
森
友
村
お
よ
び
P

は
村
の
知
人
へ
、
r
凶
村
氏
お
よ
び

隣
村
へ
の
連
絡
を
依
頼
し
た
上
で
、
集
会
所
へ
む
か
つ
た
。

夕
方
に
な
る
と
多
数
の
農
民
が
集
会
所
に
集
ま
り
始
め
た
（
「
探
索
設
」
に
よ
れ
ば
お
よ
そ
一
千
人
）
。
農
民
に
対
し
て
正
副
戸
長

ら
は
、
要
求
の
と
お
り
割
増
金
を
下
げ
渡
す
と
述
べ
た
の
で
、
集
団
は
集
会
所
の
外
へ
引
き
下
が
っ
た
。

日
に
入
る
と
、

区
内
北
部
か
ら
も
人
々
が
集
ま
り
始
め
た
。
こ
の
な
か
で
、
正
副
戸
長
は
、
割
増
金
を
出
せ
る
よ
う
な
取
引
は
し
て
い
な
い
と

第二節

し
て
、
昨
日
約
束
し
た
出
金
を
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
農
民
集
鴎
は
再
び
集
会
所
へ
詰
め
よ
り
（
「
探
索
欺
ど
で
は
お
よ
そ
三
千
人
）
、

割
増
金
を
五

O
銭
だ
す
こ
と
、
明
治
五
年
分
の
納
入
に
つ
い
て
も
疑
い
が
あ
る
の
で
帳
簿
を
公
開
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
翌
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十
四
日
、
多
人
数
で
の
出
願
は
強
訴
に
あ
た
る
と
し
て
第
五
小
区
美
濃
部
寛
戸
長
が
説
議
し
た
結
果
、
退
散
し
た
と
さ
れ
る
。

な
お
「
探
索
書
L

で
は
、
こ
の
説
諭
に
は
、
岡
崎
県
参
事
お
よ
び
斎
藤
中
属
、
後
藤
濯
卒
長
が
あ
た
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

第
三
小
区
で
の
一
戸
長

へ
の
疑
慾
の
拡
大

第
一
一
一
小
区
で
も
、
京
租
納
入
は
、
集
会
所
で
一
括
処
到
し
、

一
聞
で
金
納
す
る
と
い
う
方
針
が
と
ら
れ

た
。
金
納
の
際
、
定
締
よ
り
二
五
銭
割
増
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ヤ
只
米
は
、
明
石
市
中

の
商
人
中
村
斉
一
千
に
販
売
さ
れ
、
六
年
十
二
月
中
に
七
、

八
O
%納
入
を
お
え
て
い
た
が
、
現
年
一
月
か
ら
の
米
師
古
川
騰
で
納

入
が
連
れ
、
中
村
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一方、

賞
租
一
一
一
納
制
と
い
う
規
則
ど
お
り
で
の
処
置
が
願
い
出
さ
れ
始
め
た
。

一
度
の
納

区
内
の
村
か
ら
は
、

レ
し
ょ
叶
4

争
点
、

J
4
e
F
a
l
 

入
で
は
生
活
が
関
難
と
な
る
か
ら
、
規
則
ど
お
り
四
分
の
一
は
四
月
に
納
入
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
嘆
願
を
戸
長
に
提
出
し
た

iJ: 

コ一
H
刈一
3

さ
て
み
i

柄、

1
2
7
j
b－
 

む
し
ろ
反
対
に
早
期
の
納
入
を
求
め

そ
れ
を
い
っ
た
ん
認
め
れ
ば
納
入
体
制
全
体
が
崩
れ
る
と
し
て
、

た。
こ
う
し
た
な
か
、
区
内
人
民
の
疑
問
・
不
満
を
煽
る
本
件
が
起
こ
っ
た
。
印
潟
郡
の
あ
る
商
人
が
米
価
高
騰
に
臼
を
つ
け
、

明
石
部
内
で
米
五

O
Oお
買
い
取
り
た
い
と
考
え
た
。

そ
こ
で
一
石
に
つ
き
二
五
銭
の
手
数
料
を
払
う
こ
と
を
約
束
し
て
、
こ

れ
を
福
知
山
の
士
族
で
当
時
材
木
を
商
っ
て
い
た
中
路
事
義
に
依
頼
し
た
。
中
路
は
知
り
合
い
の
県
官
か
ら
明
石
郡
の
状
況
を

聞
き
、
普
通
の
交
渉
で
は
米
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
、
官
員
の
探
索
を
装
お
っ
て
明
石
郡
に
や
っ
て
き
た
。

明
治
七
年
一
月
十
八
日
、

か
れ
は
第
一
一
一
小
区
の
集
会
所
を
訪
れ
、
正
副
戸
長
に
対
し
て
、
中
村
斉
乎
よ
り
一

五
銭
多
い
五

O

銭
の
割
増
金
を
出
す
鴎
人
が
い
る
か
ら
、
区
内
の
人
々
の
た
め
に
そ
こ
に
販
売
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
正
副
一
戸
長
は
、
す
で
に

中
村
か
ら
定
約
金
一
千
円
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
他
人
に
は
売
り
難
く
、
割
増
金
の
増
額
に
つ
い
て
は
中
村
と
示
談
中
で
あ
る

Iラ2第一主主近代数明j紛の事1r;=;



と
し
て
、
こ
れ
に
難
色
を
示
し
た
。
そ
こ
で
二
十
日
、
中
路
は
集
会
所
に
各
村
保
長
お
よ
び
伍
長
一
人
を
集
め
、

い
ま
だ
出
し

て
い
な
い
米
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
へ
販
売
す
る
こ
と
を
提
起
し
、
各
村
も
一
応
承
認
し
た
。
中
路
が
本
当
に
代
金
を
払
う
か
ど
う

か
各
村
が
不
安
に
思
っ
た
た
め
、
結
局
米
ば
出
さ
れ
ず
、
買
い
付
け
は
失
敗
に
終
わ
る
の
だ
が
、

五
O
銭
の
割
哨
金
の
提
示
が

あ
っ
た
こ
と
、
中
路
が
探
索
を
装
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
戸
長
ら
が
割
冶
金
を
隠
医
し
て
い
る
の
で
な
い
か
と
い
う
農
民

の
疑
惑
は
い
っ
そ
う
深
ま
っ
た
。

二
月
一
日
、
美
嚢
郡
三
木
町
の
中
路
の
街
所
に
細
田
村
の
藤
岡
平
九
郎
・
山
下
石
五
郎
が
や
っ
て
き
て
、

の
割
増
金
取

り
込
み
分
の
返
還
お
よ
び
一
一
一
納
制
の
実
施
な
ど
の
嘆
願
を
県
に
取
り
次
い
で
く
れ
と
新
ん

問
弁
村
の
西
潟
藤
右
衛
門
、
出
問

村
の
平
井
常
三
郎
、
間
一
戸
田
村
の
川
崎
常
太
郊
も
同
様
の
取
次
を
依
頼
し
た
。
中
路
は
こ
れ
に
戯
駆
的
に
応
じ
た
。
問
問
内
か
ら

北
村
係
長
の
分
玉
良
吉
も
同
様
の
意
見
を
持
っ
て
い
る
の
を
開
い
た
中
路
は
、
彼
を
同
伴
し
て
分
五
と
会
い
、
喫
願
書
を
預
か

廃藩置県後の地域社会の変化

っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
分
玉
は
、
印
路
村
の
元
副
一
戸
長
鞍
谷
清
一
千
も
同
意
見
で
あ
る
と
述
べ
た
の
で
、
翌
二
日
、
さ
ら
に
中
路

は
分
玉
と
鞍
谷
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
鞍
谷
は

に
対
す
る
疑
惑
に
つ
い
て

っ
た
っ

鞍
谷
が
述
べ
た
疑
惑
の
内
容
は
、
明
治
五
年
究
租
の
割
増
金
七
百
円
余
の
う
ち
、
一
一
一
二
七
円
余
だ
け
が
村
々
に
割
戻
さ
れ
、

の
こ
り

一
七
一
一
一
円
余
が
不
明
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、
こ
の
金
は
区
民
か
ら
徴
収
し
よ
う
と
し
て
い
た

集
会
所
お
よ
び
小
学
校
建
設
費
に
充
当
さ
れ
な
が
ら
、
決
算
が
小
区
民
に
知
ら
さ
れ
ず
、
未
払
い
の
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
で

あ
っ
た
（
事
件
の
判
決
で
は
、
紋
谷
が
、
明
治
六
年
八
月
免
職
に
な
っ
た
こ
と
を
一
戸
長
池
田
市
太
t

郎
の
し
わ
ざ
と
逆
恨
み
し
、

こ
の
米
払
い
割

第二節

積
金
の
こ
と
を
県
庁
に
出
一
諒
す
れ
ば
市
太
郎
は
免
職
に
な
る
と
考
え
て
そ
の
機
会
を
う
か
が
っ
て
お
り
、

中
絡
の
米
訪
を
利
用
し
よ
う
と
し
た

と
さ
れ
て
い
る
）
。
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一
一
月
五
段
、
航
路
市
中
に
あ
る
飾
磨
県
大
野
大
属
の
宿
舎
へ
、
中
路
は
郎
、
か
つ
て
き
た
喫
願
書
を
差
し
出
し
た
。
そ
の
上
で

二
月
十
六
日
、
分
玉
を
同
伴
し
て
大
野
大
属
の
宿
舎
を
訪
ね
た
。
大
野
は
中
路
に
対
し
て
、
明
石
あ
た
り
で
お
ま
え
に
つ
い
て

よ
く
な
い
噌
が
た
つ
て
い
る
の
で
、

度
住
居
に
帰
っ
た
ら
ど
う
か
と
述
べ
、
退
B

席
さ
せ
た
。
分
五
へ
は
、
お
っ
て
県
庁
で
部

会
す
る
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
を
み
た
分
玉
は
、
嘆
願
で
の
解
決
に
否
定
的
な
見
解
な
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

係
官
へ
の
働
き
か
け
は
他
に
も
あ
っ
た
。
小
村
の
川
崎
林
之
助
は
、
務
売
り
で
諮
方
に
出
て
い
る
う
ち
に
、

一
度
に
寅
租
を

納
入
し
な
い
小
匹
も
あ
る
こ
と
を
知
り
、
第
一
二
小
区
の
処
援
を
不
公
乎
と
お
も
い
、

の
処
置
に
対
す
る
検
査
を
県
に
願
い

出
ょ
う
と
考
え
て
い
た
。
明
治
七
年
一
一
月
十
四
日
、
航
路
市
中
の
街
屋
で
酒
造
の
件
で
桜
井
中
鼠
に
而
会
に
来
て
い
た
街
中
村

藤
田
太
平
次
と
出
合
っ
た
機
会
を
と
ら
え
て
、

か
れ
に
桜
井
へ
願
い
出
て
く
れ
る
こ
と
を
依
頼
し
た
。
藤
田
は
す
ぐ
さ
ま
桜
井

と
会
い
、
こ
れ
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
桜
井
は
出
訴
す
る
こ
と
を
勧
め
た
の
で
、
両
者
は
小
区
に
帰
り
、
木
津
村
の
副
一
戸
長
に
出

訴
を
依
頼
し
た
。
藤
田
は
、
十
七
日
夜
、
関
戸
長
か
ら
の
訴
状
を
も
っ
て
航
路
へ
向
か
っ
た
が
、
こ
の
嘆
願
へ
の
回
答
が
で
な

い
内
に
騒
動
は
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
小
区
で
の

騒
動
の
経
過

二
月
十
七
日
、
分
ま
と
姫
路
に
行
っ
て
い
た
細
田
村
藤
間
平
九
郎
は
、
悶
村
の
山
下
石
五
郎
・
藤
岡
宇
一

と
と
も
に
間
戸
田
村
川
崎
常
太
郎
宅
に
お
も
む
き
、
中
路
を
介
し
て
の
嘆
願
が
成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
を

述
べ
た
。
彼
ら
は
、
嘆
願
、
に
よ
る
戸
長
の
取
り
鵠
ベ
が
急
に
は
行
い
え
な
い
と
判
断
し
相
談
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
の
席
で
川
崎
常
太
郎
は
、
一
福
中
村
藤
間
太
平
次
と
の
間
で
考
え
た
計
画
を
思
い
起
こ
し
た
。
そ
れ
は
戸
長
へ
の
県
の
探
索

を
実
現
す
る
た
め
、
戸
長
へ
の
探
索
を
お
こ
な
わ
な
い
と
騒
動
が
起
こ
る
と
の
状
況
が
一
疑
似
的
に
演
出
す
る
こ
と
で
、
県
へ
の

嘆
願
に
重
み
な
持
た
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
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4

月
七
日
、
彼
が
初
中
村
藤
悶
太
平
次
宅
へ
い
っ
て
、

へ
の
旋
惑
を
諮
っ
た
と
き
、
藤
田
は
、

に
疑
惑
が
あ
る
の

で
各
村
は
集
合
す
る
よ
う
に
と
い
う
張
り
札
を
一
枚
だ
け
、
字
が
ば
れ
な
い
よ
う
に
、
自
分
が
問
崩
事
で
出
か
け
る
航
路

て
も
ら
い
、
こ
れ
を
郵
便
で
川
崎
に
送
っ
て
少
し
の
開
張
り
出
し
て
も
ら
い
、
後
日
こ
れ
を
も
っ
て
日
頃
懇
意
に
し
て
い
る
終

井
中
属
に
掛
け
合
え
ば
、
実
際
に
は
集
団
で
せ
ま
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
く
と
も
、
県
に
よ
る
戸
長
の
取
調
べ
は
す
ぐ
に
行
わ

れ
る
と
述
べ
、
こ
の
計
悶
を
川
崎
と
実
行
に
移
す
こ
と
を
約
し
て
、
二
月
八
日
、
大
野
村
部
一
戸
長
の
借
金
延
滞
に
対
す
る
出
訴

の
た
め
航
路
市
中
へ
出
か
け
た
。

計
闘
の
実
行
を
中
止
し
て
お
り
、
こ
の
集

し
か
し
姫
路
に
来
て
か
ら
藤
田
は
思
い

支
り
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
川
崎
へ
の
張
り
札
の
送
付
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

藤
田
が
計
闘
を
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
実
行
せ
ず
、
嘆
顕
も
関
難
と
な
っ
た
と
考
え
る
中
で
、
川
崎
は
、
こ
の
計
画
な
演
出
で

な
く
実
際
に
す
す
め
よ
う
と
し
た
。

か
れ
は
人
々
を
集
め
、
組
問
村
住
吉
社
へ
ほ
内
村
々
か
ら
集
合
し
、
そ
の
上
で
各
村
保
美
・

B害総i授J築後の地域社会の変化

伍
長
か
ら
副
戸
長
へ
出
訴
す
る
と
の
計
画
止
を
立
て
た
。
藤
岡
宇
一
が
そ
の
計
悶
は
と
が
め
ら
れ
る
の
で
は
と
心
配
し
た
が
、
川

崎
は
深
く
心
配
す
る
に
及
ば
ず
と
し
て
説
得
し
、
集
会
の
張
り
札
を
下
書
き
し
た
。
こ
れ
な
藤
岡
宇
一
が
四
枚
清
書
し
、
藤
岡

以
i

九
郎
ら
が
細
岡
村
に
帰
る
途
中
、
同
一
戸
田

中日
4

八
日
、
藤

国
・
翻
悶
・
和
田
の
凶
カ
村
に
張
り
札
を
お
こ
な
っ

同
一
千
九
郎
ら
は
、
中
路
へ
の
嘆
願
を
一
絡
に
計
闘
し
て
い
た
西
村
の
一
平
井
常
三
郎
に
も
計
闘
を
話
し
、
西
村
か
ら
の
農
民
の
参

加
を
依
頼
し
て
費
問
を
得
た
。

十
八
日
に
入
っ
て
、
一
戸
長
へ
の
疑
惑
と
不
満
が
広
が
っ
て
い
た
院
内
各
村
か
ら
、
細
田
村
住
吉
社
へ
続
々
と
人
が
集
ま
り
始

第二節

め
た
。
集
ま
っ
た
人
々
は
、
さ
ら
に
不
参
加
の
区
内
各
村
へ
の
参
加
を
促
す
た
め
の
伝
令
を
送
っ
た
。
鴨
谷
村
伊
藤
儀
之
助
は
、

十
八
日
夜
組
問
村
か
ら
南
に
下
が
っ
て
、
不
参
加
の
義
岡
村
・
下
村
・
福
中
村
を
ま
わ
り
、
大
野
村
に
入
ろ
う
と
し
て
、
そ
こ

、
｝ト
w
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で
同
村
副
一
戸
長
と
そ
の
父
親
に
、
当
村
は
ほ
か
の
村
の
世
話
に
は
な
ら
な
い
、
集
会
へ
は
一
人
も
参
加
さ
せ
な
い
と
参
加
を
剖

止
さ
れ
た
。
伊
藤
は
こ
の
態
度
に
つ
い
て

々
し
く
お
も
っ
た
が
、
こ
の
あ
と
慶
明
村
・
印
路
村
へ
も
参
加
を
促
し
て
細
凹
村

に
mm
っ
て
い
る
。

大
野
村
だ
け
で
な
く
、
村
役
人
の
多
く
は
、
こ
の
集
会
を
是
認
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
第
三
小
一
色
戸
長
が
大
庄
屋
で
あ

っ
た
こ
ろ
、
金
銭
問
題
で
一
時
領
内
か
ら
追
放
さ
れ
、
一
戸
長
を
逆
恨
な
し
て
い
た
問
弁
村
の
同
市
川
藤
布
衛
門
は
出
席
し
よ
う
と

し
て
、
村
役
人
に
止
め
ら
れ
、
帰
宅
し
て
い
る
。

十
九
日
に
は
い
っ
て
、
そ
の
人
数
は

に
よ
る
と
千
二
、

白
人
に
も
の
ぼ
っ
た
。
四
一
戸
田
村
川
崎
常
太
郎
ら
は
、

削
米
の
方
針
ど
お
り
、
こ
こ
で
保
長
・
伍
長
に
よ
る
副
戸
長
へ
の
出
訴
を
訴
え
た
が
ま
と
ま
ら
、
ず
、
だ
れ
か
ら
と
も
な
く
集
会

所
へ
詰
め
よ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
農
民
集
団
は
彼
ら
の
意
志
を
こ
え
動
き
だ
し
、
設
謀
者
た
ち
は
、
こ
の
集
団
に
向
行
し
成

り
行
き
を
み
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
く
3

こ
の
日
向
和
村
の
集
会
所
へ
詰
め
寄
っ
た
集
団
は
、
わ
ら
じ
の
ま
ま
集
会
所
へ
上
が
り
込
み
、
過
納
米
を
引
き
渡
せ
、
隠
医

し
て
い
る
割
増
金
を
糸
し
出
せ
と
日
々
に
叫
ん

そ
の
後
、
彼
ら
は
近
く
の
押
部
川
の
河
原
に
集
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で

帆
行
村
伊
藤
儀
之
助
は
、
村
々
へ
参
会
を
ふ
れ
ま
わ
っ
た
際
、
大
野
村
で
の
事
件
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
激
高
し
た
集
団
の
一
部

は
、
大
野
村
副
戸
長
宅
の
座
敷
へ
土
足
で
上
が
り
込
み
、
説
一
戸
長
親
子
へ
開
会
を
求
め
た
が
、
間
人
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
高

和
村
の
河
原
へ
引
き
上
げ
て
い
る
。

車
二
月
二
十
日
、
判
決
で
は
県
庁
か
ら
斎
藤
紘
中
印
刷
ほ
か
二
人
の
官
民
が
訪
れ
、
説
諭
し
た
た
め
鎮
的
化
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
実
際
に
は
単
な
る
説
諭
で
は
な
く
、

「
探
索
引
…
円
一
に
よ
れ
ば
、
県
は
明
お
・
姫
路
市
中
か
ら
議
卒
を
繰
り
出
し
、
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こ
れ
に
対
し
て
農
民
集
団
の
側
が
瓦
を
投
げ
る
と
い
う
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
騒
動
が
約
ま
っ
て
以
降
も
、
飾

磨
県
は
、
間
以
官
や
漣
卒
や
明
石
居
住
の
士
族
な
ど
数
名
に
よ
る
小
…
以
一
内
巡
関
を
続
け
た
。

ま
た
、
誠
一
人
選
郡
第
二
小
夜
で
も
同
様
の
騒
動
が
あ
っ
た
（
『
新
修
神
戸
市
史
』
賎
業
経
済
編
l
y

飾
磨
察
の
地

方
制
度
改
革

戸
一
同
氏
の
職
務
、
と
く
に
会
計
処
理
に
対
す
る
住
民
の
旋
惑
は
、
全
県
的
に
あ
ら
わ
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
。
飾

際
問
対
は
こ
れ
を
解
消
し
、
小
学
校
教
育
や
地
租
改
疋
を
推
進
す
る
た
め
、
閉
山
治
七
年
秋
か
ら
抜
本
的
な
制
度

改
革
を
は
じ
め
た
。

十
月
、
小
区
以
下
の
役
員
の
改
正
が
布
達
さ
れ
た

（
突
施
は
翌
年
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
）
。

小
区
に
は
医
長
・
剥
区
長
・
書
役
、

村
に
は
一
戸
長
を
お
き
、
保
庶
民
は
廃
止
さ
れ
た
。

そ
し
て
医
長

の
職
務
は
、
表
刊
け
に
あ
る
よ
う
に
「
区
長
職
制
」

職
制
」
で
綿
密
に
決
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
に

（小区）

i
一
戸
長
（
村
）
と
い
う
行
政
系
統
が
確
立
、

兵
隊
県
と
の
合
併

廃液置県後の地域社会の変化

後
も
縦
続
さ
れ

正
副
区
一
版
文
は
、
小
区
全
体
を
統
括
す
る
も
の
で
、
県
令
の
｛
代
任
」
と
し
て
区
内
住
民
に
対
す
る
と
と
も
に
、
区
誌
を
一
代

盟
一
す
る
も
の
で
も
あ
る
と
佼
程
づ
け
ら
れ
た
。

し
か
し
そ
の
京
点
は
一
戸
長
の
監
督
な
中
心
と
す
る
悶
と
県
の
行
政
事
務
を
行

う
こ
と
に
あ
っ
た
。
県
の
ね
ら
い
は
、
旧
米
の
大
庄
盤
的
な
運
営
に
か
わ
り
、
官
僚
制
的
な
合
理
制
を
も
っ
運
営
へ
と
小
慌
の

運
営
を
転
換
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
と
き
、

正
融
区
長
・
者
役
（
設
記
）
か
ら
な
る
行
政
機
構
に
ふ
さ
わ
し

く
、
小
広
で
の
事
務
を
扱
う
場
所
も
、
集
会
所
か
ら
区
務
扱
所
と
改
め
ら
れ
た
む

第二節

十
一
月
に
入
る
と
、
役
員
改
正
と
連
動
す
る
具
体
的
な
運
営
方
法
の
改
諮
問
が
行
わ
れ
た
。

mm
は
「
民
的
以
受
払
規
則
」
を
設
け

て
、
民
費
（
小
一
弘
お
よ
び
村
の
入
校
）
の
処
理
方
法
を
朔
確
化
し
て
、

小
区
運
営
に
対
す
る
住
民
の
疑
惑
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
会
計

近代・現代！髭史書道IVr57 



lえ防総梁潜さらえ道路の修総，道路掃除・泌さらえの受持ち村の決定。

部内の諸際的害事の審賓と認可（ただし務願伺守：の'l;iJ下の権限はなし）。

部内入技会計の明確化，区授の反別・戸口へのJlli~課の｜際，不公平のないよう

に処置。

rg林官地の把握と区域内伐木，柏木・倒木の処絞（ただし県の許可を得たの
ち）。

部内の社ミ＇I＇の厳密。
孝行善行者および悶窮者の区長へのよI~ と区炎との合言誌の上で、の県へのJ二Iわ。

犯葬者がいる；場合医長へ上申，緊急時には遜卒屯所および番人へ通知。

就学の勧誘。

火災など非常事ー態に対する処i授。
職務t伝免の際の設類全体の後継役人への引き波し。

①

①

①

 

⑦ 

③

①

⑬

＠

⑫

⑬

 

な
中
心
と
し
て
制
度
運
用
を
合
理
化
し

住
民
が
疑
惑
を
も
っ
た
最
大
の
要
悶
は
、
一
戸
長
が
小
区
内
の
事
業
に
使

用
す
る
た
め
の
資
金
を
立
て
待
え
、
年
度
末
に
立
棒
期
間
の
利
子
を
含
め

て
、
各
村
か
ら
金
を
徴
収
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
あ
っ
た
。

そ
こ
で
こ
の
規
郎
で
は
、
各
村
か
ら
先
に
一
定
金
額
を
集
め
、
こ
れ
を

掛
展
（
銀
行
類
似
機
関
）
に
預
け
て
、
小
区
内
事
業
の
運
営
資
金
と
す
る
こ

と
で
、
区
長
の
恋
怠
を
紡
ぐ
と
と
も
に
、
預
け
入
れ
利
子
を
財
源
の
一
部

と
す
る
方
法
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
先
に
集
め
た
金
を
「
民
費
備
金
」
と

い
う
。
ま
た
民
伎
の
項
目
の
統

が
は
か
ら
れ
、
帳
簿
等
の
形
式
が
決
め

ら
れ
た
。

さ
ら
に
一
戸
長
給
与
や
旅
伎
に
一
定
の
基
準
が
設
け
ら
れ

ま
た
氏
費
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
も
、
疑
念
が
生
じ
な
い
よ
う
な
措
置

が
と
ら
れ

伍長一一一、

間
人
を
一
組
と
し
て
、

…
年
ご
と
に
輪
番
で
そ

の
内
一
人
が
鍛
収
に
あ
た
り
さ
れ
を
年
番
伍
長
と
呼
ぶ
て
そ
の
年
番
伍
長

が
村
で
の
入
費
と
小
誌
で
の
入
費
に
分
け
、
村
入
費
は
村
へ
、
小
区
費
用

は
小
区
に
運
び
、
そ
こ
で
彼
ら
の
立
会
い
の
も
と
で
、
現
金
帳
簿
の
駐
査

が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
県
が
承
認
す
る
と
い
う
制
度
が
と
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
一
戸
長
ら
が
直
接
現
金
な
扱
う
こ
と
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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路青年程県後の地域社会の変化第二節

区長・副区長・番役および戸交のi議ilJIJ（安部溶J県）

区長戦jlJIJ

区な総括するものとして下にむかつては県令の「代任J，ょに対しては区民の「代

理」。

① 区内からの諮願・作j届等の県への上迭の認可（均一Fの権限なし）。

② 区の諮役（怒記）および戸長以下の勤務監視。

③ 図録からの布告の区内への伝迷，調査命令を受けた場合の調査。

① 区内の地JlJ!区域のI苅際化，地区iの作成，反別調査。

① 戸籍の力11除，牛馬数確認，徴兵適齢若雪の下調，猟銃の取締。

① 堤防橋梁の修終。

⑦ 孝悌議行者の表賞。貧E弱者の救倣，ヲミ災等によるi濁窮者のよト＼3および処陸。

③ 犯罪者の勘i河と仮供述主役の作成（県へよiや）' 1言論の取締りと蓬~￥－屯所・県へ
の報告。

天災等区内非常事態の処寵，変死・行倒人の処置。

区内児蛍の就学のi足巡。

物産の振興， i段業技術の改良。

租税・諮上納物言ピ遅れなく県に上納するよう戸長を監督・指揮。

区入授の!:I：＼約の監査上中および一覧表の作成と一般への観覧の許可。

区内社寺のmii'＇底。

可決務転免の際の投類引き渡しと事務ヲ！継諮の作成。

表 24

①

⑬

⑪

⑫

⑬

⑬

⑬

 

部区長I都知！

区長の檎!l)Jおよび不在の時の区長職務代理。

設役職11Jil

区内百般の記録および金銭の出納。

戸長戦術j

区内の一部分を分科iし，区交の指揮にしたがって官官内の人民を導びき，事務を遂

行，一村全体に関係するような議務は村の役員と熟議の上処置，容新は禁止。

① 凶.J果の布告番類の部内への低迷，部内において伝達された布告書類の内容

を部内人民が知らない場合は戸長の支任。

部内の耕地反別の把握と租税諸上納の耳元立。

戸口のi衿減の加除と区長への伝迷，無籍者取締，徴兵の下調と区長への室長出，

牛馬数の加除。

② 

③ 
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表 25 明治9年後半

期制EE村氏資的i金

戸数

p 
1 

1 

2 

6 

8 

8 

23 

19 

12 

80 引
削

メう、
に1

」
の
制
度
は
現
実
に
実
行
に
移
さ
れ
た
よ
う
で
、
明
石
郡
細
防
村

資料： r大j?_Ej家文議」

で
は
、
明
治
九
年
に
は
、
年
度
後
山
十
分
だ
け
で
百
問
円
あ
ま
り
の
備

金
が
年
番
伍
長
財
家
吉
右
衛
門
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
県
庁
で
検
閲

を
受
け
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
の
後
払
い
な
先
払
い
に
す
る
だ

備金納入額

4円以上

3円50銭～

3円～

2円50銭～

2円～

I門50銭～

l円～

50銭～

50銭未満

け
に
、
貧
困
者
に
対
す
る
徴
収
は
悶
難
だ
っ
た
よ
う
で
、
細
田
村
で

も
徴
収
に
官
ぃ
服
し
て
い
る
。
個
々
人
の
納
入
鎮
の
算
定
が
い
か
に
お
こ
な
わ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
細
岡
村
で
は
、
表
お

の
よ
う
に
納
入
額
に
か
な
り
の
差
が
つ
け
ら
れ
た
。

明
石
郡
第
一
一
一
小
一
民
で
は
、
騒
動
直
後
の
明
治
七
年
一
一
一
丹
、
村
民
、
が
一
日
五
加
ず
つ
た
め
、
こ
れ
を
伍
長
に
預
け
て
お
い
て
、

こ
れ
を
民
費
と
し
て
使
う
と
い
う
方
向
が
、
戸
長
に
よ
っ
て
模
索
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
こ
の
制
度
の
原
型
と
な
る
よ
う
な
動

き
が
あ
っ
た
。
県
は
こ
の
よ
う
な
動
き
を
取
り
入
れ
て
こ
の
政
策
を
つ
く
っ
た
よ
う
で
、
民
政
受
払
競
則
は
布
達
さ
れ
る
以
前

の
同
年
七
月
に
、
県
下
の
一
戸
長
副
一
戸
長
を
姐
路
に
集
め
て
内
容
説
明
を
お
こ
な
い
、
そ
こ
で
過
半
数
の
賛
同
を
得
て
い
た
。

叩
説
明
治
八
年
七
月
、
飾
磨
県
は
全
県
的
に
小
区
を
統
合
し
、
規
模
を
拡
大
し
た
。
明
石
部
で
も
、
大
規
模
な
合
併
が
行
わ
れ

た
よ
う
で
、
第
二
小
区
と
第
一
一
一
小
底
が
合
併
し
て
、
あ
ら
た
に
第
二
小
区
と
な
っ
た
。
県
は
そ
れ
ま
で
の
大
庇
麗
系
譜
を
ひ
く

も
の
を
遠
隔
地
へ
転
任
さ
せ
た
り
、
士
族
を
登
用
し
た
り
し
て
、
あ
ら
た
な
小
区
の
機
構
を
県
庁
と
結
び
つ
い
た
行
政
機
構
に

と
な
っ
た
。

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。
新
第
一
一
小
区
で
は
、
旧
第
瓦
小
区
一
戸
長
で
、
騒
動
の
鎮
静
化
に
つ
と
め
た
士
族
の
美
濃
部
党
が
区
長

玄60第一議近代繁明期の神戸



飾
磨
県
の

地
方
民
会

一
戸
交
を
中
心
と
し
た
小
区
内
各
村
の
合
議
に
よ
る
地
域
の
運
営
方
法
は
、
飾
’
際
県
が
開
催
し
た
地
方
民
会
の
運

営
方
法
に
も
適
用
さ
れ
た
。
明
治
七
年
七
月
末
か
ら
八
月
の
初
旬
、
飾
磨
県
は
各
小
区
の
戸
長
を
議
員
と
し
て
、

臨
時
の
県
会
同
を
開
催
し
た
。

こ
の
会
開
は
、
こ
の
年
九
月
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
地
方
官
会
議
（
全
閣
の
県
令
や
知
事
を
集
め
た
会
議
）
に
向
け
た
も

の
で
あ
っ
た
。
権
令
で
あ
る
森
悶
呂
純
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
地
方
官
会
議
で
県
民
に
か
わ
っ
て
討
論
を
お
こ
な
う
か
ら
、
前
も

っ
て
県
民
の
意
志
を
明
確
に
す
る
た
め
臨
時
の
県
会
問
を
開
地
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
各
小
区
の
一
戸
長
ら
は
、
議
員
と
し
て
議

場
に
臨
む
と
き
は
、

日
間
以
の
職
掌
や
身
分
に
か
か
わ
り
な
く
、
人
民
の
窓
を
代
弁
し
て
議
員
を
つ
と
め
よ
と
さ
れ

議
案
は
、
第
一
口
す
が
収
純
一
一
一
納
制
の
使
否
、
第
二
号
が
地
租
改
正
の
願
序
に
つ
い
て
、

民
選
議
院
を
開
く
事
の
是

非
、
第
四
号
が
由
民
税
を
経
く
し
、
商
工
税
を
主
く
し
、
租
税
の
一
平
均
を
得
る
方
法
に
つ
い
て
、
そ
し
て
号
外
と
し
て
県
内
の
問

fflJ落賀県後の地域社会の変化

中
学
校
を
廃
止
し
、
航
路
明
石
に
教
別
伝
習
所
（
小
学
校
教
員
養
成
機
関
）
を
設
立
す
る
こ
と
の
是
非
、

お
よ
び
小
学
教
則
の
内
特

の
見
直
し
で
あ
っ
た
。
号
外
・
第
一
一
一
号
議
案
を
除
い
て
、
租
税
の
問
題
が
主
で
あ
り
、
と
く
に
第
一
号
の
寅
租
の
一
一
一
納
制
の

非
な
ど
は
、
一
克
明
石
領
で
の
騒
接
と
も
直
接
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

会
開
は
制
度
的
に
県
令
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
県
民
の
合
意
を
得
て
地
租
改
正
や
初
等
教
育
の
円
前
な
遂
行

を
め
ざ
す
県
は
、
臨
時
の
県
会
問
で
の
決
定
を
そ
れ
な
り
に
重
視
し
た
よ
う
で
あ
る
。
号
外
議
案
は
こ
の

二
月
に
実
施
に

移
さ
れ
、
県
民
は
伝
留
所
建
設
の
た
め
の
資
金
の

部
を
良
資
と
し
て
負
担
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
第
一
か
ら

第二部

第
四
ま
で
の
案
は
、
地
方
官
会
議
終
了
後
に
決
定
を
実
作
す
る
と
臨
時
県
会
開
で
き
め
た
の
に
、
地
方
官
会
議
が
延
期
さ
れ
た

た
め
、
こ
の
会
開
で
の
決
定
は
十
分
い
か
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

近代・現代E査史編IVr6r 



翌
明
治
八
年
六
月
、
延
期
さ
れ
て
い
た
地
方
官
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
飾
磨
路
は
こ
れ
に
先
立
ち
五
月
十
八
日
か
ら
七
日
間
、

地
方
官
会
議
の
議
胞
の
「

眼
下
の
ほ
長
を
集
め
て
臨
時
会
同
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
様
子
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
前
年
と
間
趣
旨
で
開
催
さ
れ
、

川
叶
j

’ノロド
L
v
hザ
ペ

F
い
N
げ
、

机ド
l
－
ド

F
4
M
l
p
J

／
一
一

J
J

、
地
方
ル
診
察
ノ
事
、
第
一
一
一
、
地
方
民
会
ノ
事
、
第

問
、
貧
民
救
助
方
法
ノ

、
道
路
堤
防
橋
梁
ノ
事

お
よ
び
初
等
・
中
等
教
育
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
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第
三
節

地
租
改
正
に
よ
る
町
村
運
営
の
変
化

地
租
改
正
に
よ
る
町
村
運
営
の
変
化

兵
臨
時
時
間
の
地
租

改
正
の
特
質

こ
こ
で
は
地
租
改
正
が
近
位
以
米
の
町
村
の
運
営
に
い
か
な
る
変
化
を
あ
た
え
た
の
か
、
お
よ
び
そ
れ
を

前
提
に
し
て
生
ま
れ
て
く
る
政
治
運
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
（
向
コ
産
業
経
済
編
I
』
参
照
）
。

地租改正干による町村運営の変化

兵
庫
県
に
お
け
る
地
租
改
正
は
、
特
急
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
神
間
県
令
は
、
土
地
の
私
的
所
有
権
確
立
と
そ
れ
を
基
礎
と

ず
る
政
治
制
度
の
導
入
と
い
う
構
想
宏
も
っ
て
お
り
、
県
下
の
区
一
村
氏
（
市
総
代
庄
段
・
茂
盤
）
や
そ
の
子
弟
を
絞
械
的
に
こ
の
理
念

に
よ
っ
て
務
蒙
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
武
井
伊
お
衛
門
は
次
の
よ
う
に
当
時
を
間
想
し
て
い
る
。

こ
の
つ
此
時
分
は
父
の

の
代
理
と
し
て
月
に
五

度
八
度
も
県
庁
に
出
頭
し
て
、

mM令
の
神
間
孝
平
さ
ん
な
ど
に
は
い
つ
も
直
接
に
公
務
の
指
邸
な
ど
を
請
い
て
間
っ
た
か
ら
、

そ
の
官
宅
へ
も
出
て
翻
訳
書
な
ど
を
借
用
し
た
り
、
ま
た
当
時
の
漸
く
欧
米
の
文
明
に
な
ら
う
て
政
度
文
物
の
変
遷
し
て
行
く

第三節

こ
と
や
ら
、
民
権
の
拡
張
せ
に
ゃ
な
ら
ぬ
こ
と
な
ど
か
ら
、
四
民
同
等
の
権
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
学
問
州
の
改
支
ら
に
や

こ

の

あ

な
ら
ぬ
こ
と
種
々
の
珍
説
を
聞
し
て
貰
う
の
が
此
上
も
な
い
楽
し
み
で
有
つ

近代・現代E査3l:縦lV163 



神
間
は
、
あ
ら
た
な
政
治
期
論
と
そ
れ
に
基
づ
く
社
会
運
営
に
関
心
な
も
っ
た
武
井
な
ど
旧
米
か
ら
の
地
域
運
営
の
担
い
手

そ

れ

み

そ

う

に
地
租
改
正
事
業
を
担
当
さ
せ
て
い
っ
た
。
武
井
は
「
夫
か
ら
地
租
の
改
正
条
例
が
出
た
、
十
M
人
目
f

末
曽
有
の
こ
と
で
地
租
の
改

正
を
人
民
か
ら
条
例
に
基
い
て
調
査
し
て
上
る
じ
ゃ
が
、
県
下
の
区
長
も
戸
長
も
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
ぬ
、
ま
た
際
庁
の
地
租
改

と

こ

ろ

し

ら

べ

正
掛
り
も
ど
う
し
て
よ
い
や
ら
方
角
が
わ
か
ら
ぬ
て
、
ま
づ
試
み
に
誰
か
県
下
の
器
用
な
者
会
］
選
抜
し
て
模
範
に
調
さ
し
て
見

ゃ
う
と
い
う
の
で
、
其
年
（
明
治
六
年
）
の
五
月
か
に
新
任
の
区
長
の
我
殺
に
仰
什
か
っ
た
（
中
路
）
夫
は
神
田
孝
平
さ
ん
が
ま
さ
つ

一
一
一
一
ケ
所
模
範
に
遺
ら
し
て
見
る
が
よ
い
と
い
う
の
で
、

試
に
県
下
で

問
中
猿
児
（
第
一
入
区
区
長
）
と
紫
合
佐
一
郎
（
第

区
区
長
）
と
谷
勘
兵
衛
と
我
哉
と
の
四
人
が
選
抜
せ
ら
れ
て
地
租
改
正
の
鵠
査
を
模
範
村
と
し
て
調
べ
た
の
で
あ
っ
た
い
と
凶

関
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
兵
庫
県
で
の
地
租
改
正
は
、
神
田
に
よ
る
新
た
な
社
会
運
営
の
理
念
と
幕
府
領
時
代
か
ら
の
武
井
ら
の
地
域

運
営
の
知
識
と
が
結
合
さ
れ
て
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。

町
村
の
運

営
の
変
化

武
井
ら
地
域
社
会
運
営
の
担
い
手
が
神
田
の
0

フ
ラ
ン
に
ひ
か
れ
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
廃
薄
紅
削
除
以
降
の
変
化

す
る
社
会
へ
、
彼
ら
が
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

兵
庫
県
第

で
は
、
明
治
十
年
一
一
月
十
六
日
、
御
崎
村
内
に
出
作
地
を
も
っ
兵
庫
の
住
民
八
人
が
、
御
崎
村
戸
長
の
偲
人

的
な
負
伎
が
多
額
に
上
っ
て
お
り
、
そ
こ
へ
租
税
を
納
め
る
こ
と
が
不
安
で
あ
る
と
い
う
鹿
山
で
、
租
税
の
区
長
も
し
く
は
県

へ
の
は
納
を
申
し
出
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。

ま
た
…
矢
田
村
で
も
村
入
用
（
村
袈
）
の
納
入
を
め
ぐ
っ
て
、
村
氏
と
正
副
一
戸

長
什
長
の
閣
で
対
立
が
あ
り
、
明
治
十
年
二
月
に
正
融
一
戸
長
が
区
長
に
退
役
を
願
い
出
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、

こ
の
対
立
の
原
因
は
、
他
村
出
作
人
の
村
入
用
納
入
、
悶
悶
街
道
道
路
幅
拡
大
の
費
用
を
だ
れ
が
負
担
す
る
か
な
ど
に
あ
っ
た
。
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地
租
改
正
に
よ
り
租
税
の
偶
人
に
よ
る
納
入
が
縦
定
し
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
政
府
は
村
人
だ
け
の
共
間
体
と
し
て
の
性
絡

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
利
容
を
も
ち
、
異
な
る
意
見
を
も
っ
人
々
が
生
活
す
る
地
域
全
体
を
統
括
す
る
間
体
へ
の
転
換
を
、
村
に
対

し
て
求
め
て
い
っ

そ
し
て
、
地
方
官
の
主
導
に
よ
っ
て
他
村
者
を
ふ
く
む
人
々
の
納
得
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
機
関
と
し

て
、
町
村
会
が
積
械
的
に
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
で
、
第
二
次
兵
庫
県
は
、
全
間
的
に
先
進
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
御
崎
村
や
長
田
村
の
例
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、

そ
れ
は
、
商
品
経
済
が
展
開
し
て
い
る
摂
津
地
域
を
管
理
す
る
兵
庫
県
に
と
っ
て
、
町
村
内
外
の
利
害
関
係
に
対
処
し
う
る
町

村
運
営
方
法
を
導
入
す
る
こ
と
は
猶
予
な
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
れ
に
対
処
す
る
3

フ
ラ
ン
を
示
す
能
力
を
持
つ
神

出
品
不
平
が
県
令
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

兵
庫
県
で
は
、
明
治
六
年
十
一
月
、
県
が
最
初
に
制
定
し
た
町
村
会
の
議
事
項
目
に
す
で
に
町
村
経
費
の
徴
収
・
監
査
、
町

地租改正によるEぜ村述営の変化

村
名
義
の
訴
訟
、
貸
借
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
規
則
で
は
、
こ
の
項
目
を
具
体
的
に
運
用
す
る
方
法
に
つ
い

て
の
規
定
を
欠
い
て
お
り
、
ま
た
必
ず
し
も
町
村
会
を
つ
く
ら
な
く
て
も
よ
い
と
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
法
令
は
十
分
機
能
し
て

い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
つ

そ
の
た
め
百
訳
出
村
の
よ
う
な
村
入
用
（
村
山
武
）
を
め
ぐ
る
村
氏
と
区
戸
長
の
争
い
が
県
内
各
地
で
起
こ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
県

は
、
町
村
名
義
で
の
公
借
・
共
有
物
購
入
売
買
・
土
木
起
功
の
際
、
町
村
一
戸
長
お
よ
び
不
動
産
所
有
者
の
六

O
%以
上
の
連
印

を
必
要
と
す
る
と
い
う
規
則
案
を
作
成
し
、
県
会
（
区
長
会
）
で
議
決
し
た
上
で
、
明
治
八
年
十
二
月
、
そ
の
施
行
を
政
府
に
何

第三島IJJ

い
出
た
。
こ
の
規
則
案
は
、
政
府
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
、
全
国
法
令
と
し
て
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
九
年
十
月
、
各
区

町
村
金
殻
共
有
物
取
扱
土
木
起
功
規
則
と
し
て
全
国
に
布
達
さ
れ
た
。

の
規
則
別
案
で
は
、
夜
一
で
の
公
借
な
ど
は
規
定
さ

近代・汲代Eを史認；：wr65 



明治9年前半期魚崎村の村！｛I(表 26

（単位．悶）く支出＞

z弘
＿，手

道路・堤防・橋梁修燈設

高1戸長3人28.800 書記1人45.000
小使 1人28.800 神安1人4.206

副戸長旅費

布告箱代

備悠i

i司
18.660 

106.806 

9.400 

0.300 

5.639 

0.060 

24.000 

154. 107 

~ 

郵便運搬

三等巡査給与

学区取締給与0.636 教員3人給与96.000

小使1人21.500 借家資6.000 諮絡代消粍資

Z主

土木容t
給料

旅技

術付‘品代

消粍設

運搬夜

警察E史
学校費

日

322.688 計A 
Iコ

く収入＞

が, 術

学校入金

j欧金

地ii!TI割

戸数割

地価31,416.004 100円につき0.2858

戸数309 1戸につき0.2906

(I±) 支出分から学校入金および｛試金を引いた分が，地lui・戸数IC割りかけられた。金額は史料5引退どお
り。

資料・「~｛~崎（j;十g主区文悉J

L

f、
、
工
、
‘
つ
h

－
字
通
、

A
A

マ
L
T
，
刀
、

T
，刀

」
の
規
則

で
は
、
正
副
区
長
お
よ
び
区
内
各

町
村
総
代
一
一
人
の
う
ち
六

O
%
の

連
印
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
町
村
の
連
印
に
つ
い

て
は
、
総
代
を
選
ん
で
そ
れ
に
代

斑
さ
せ
て
も
か
ま
わ
な
い
こ
と
と

工
つ
”
」
。

φ

J

J

J

 

兵
庫
県
は
、
飾
磨
県
な
ど
と
合

併
後
の
明
治
九
年
十
二
月
、
こ
の

焼
則
の
内
容
を
含
み
、

さ
ら
に
庶

町
村
の
一
般
的
な
運
営
の
た
め
の

機
能
を
も
っ
区
会
・
町
村
会
の
議

京
市
程
（
議
会
開
俄
規
定
）
を
新
た

に
布
達
し
た
。

こ
の
章
程
で
は
町
村
会
議
員
は
、

村
内
の
ニ

O
歳
以
上
の
不
動
産
所
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地税改正による町村運営の変化第三節

市域摂津部分での明治20年までの村合併表 27

合併年

14 

8 

8 

8 

9 

不詳

7 

7 

nδ

内

5
0
δ

名

東小部村・西小部村

口妙法寺村・奥妙法寺村

高羽村・王子野村

中村・熊内村・小野新任1・中尾村・生田村・7竜寺村・脇浜村
東青木村・青木村

人総村.EB林新聞

北中大沢村・南l:j:t大沢村

関湯村・切畑村・掘越村・間尾寺村・給場村・馬場村・西

尾村

上浮上村・岩谷村・上津下村

上宅j京芸主減分・問問分・向有弁分・下宅原村

上二郎村・下二郊村

村！日

小部村

妙法寺村

i弱羽村
主事合村

青木村

八幡村

中大沢村

有野村

上津谷村

宅原村

二郎村

新村名

有
者
に
よ
る
互
選
、
区
会
議
員
は
、
各
町
村
ご
と
に
、
町
村
の

お
よ
び
町
村
会
議
員
中
か
ら
二
人
を
す
一
選
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
町

村
会
議
員
は
段
低
一

O
入
、
人
口
一

O
O人
を
越
え
た
場
合
、

五
6 

O
人
ご
と
に
一
人
治
加
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
村
会
や
区
会

で
の
討
議
内
谷
は
誌
や
町
村
の
こ
と
に
限
ら
れ
て
お
り
、
県
政
・
閤

政
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
区
会
・

町
村
会
は
、
討
議
の
権
限
が
あ
る
の
み
で
、
こ
れ
を
執
行
す
る
か
一
台

か
を
判
断
す
る
の
は
県
令
の
裁
量
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
権
限
は
き

わ
め
て
弱
い
も
の
で
あ
っ

討
議
事
項
の
決
定
方
法
は
多
数
決
に
よ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
間
的
な

る
利
容
を
も
っ
地
域
住
民
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
共

資料： r兵員Z県町村合併史aほか。

通
す
る
利
害
に
基
づ
く
全
村
一
致
を
基
本
と
す
る
近
世
以
来
の
決
定

を
明
確
に
変
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
町
村
会
の
規
定
は
、
村
内

の
不
動
産
所
有
を
基
本
と
す
る
各
区
町
村
金
殺
共
有
物
取
扱
土
木
起

功
規
則
の
要
件
を
満
た
す
形
で
作
ら
れ
て
い

そ
の
た
め
兵
庫
県

で
は
金
穀
共
有
物
取
扱
土
木
起
功
に
つ
い
て
独
自
に
町
村
内
で
の
連

印
や
総
代
選
出
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
第
一
一
一

近代・君主代E査51:.綴IV167 



rl'fl或（明石郡策室建ltll部分〕での明治20：年までの村合併表 28

合併年

ハU

ハU

ハu
n
u
n
u
n
U

ハU

ハU

ハU
n
u
n
U

ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

昨
μ新古南

村

・

畑

村

奥

新

境

村

村

・

士

口

山

村

村

帽

間

中

発

村

閉

山

坂

－

皆

原

々

赤

村

村

下

河

新

・

中

消

・

村

東

・

村

・

村

村

府

・

村

村

村

岡

村

村

原

村

発

別

村

村

村

寺

中

市

リ

村

村

村

村

総

ケ

岡

村

寺

萩

名

皆

北

出

山

井

村

窓

海

中

箆

谷

下

神

天

ケ

下

村

路

北

東

東

・

井

淡

永

脇

如

性

・

金

広

池

・

・

竜

問

問

中

石

村

・

・

・

・

・

・

村

・

・

・

田

村

・

・

・

・

村

村

村

府

村

村

村

村

村

村

橋

村

村

村

新

上

村

村

町

村

原

名

前

別

水

m
間
上
上
口
和
、
津
谷
間
企
台
市

T
m
下

向

石

萩

西

門

商

自

生

吹

池

谷

高

上

鴨

山

台

北

野

秋

東

淡

撚

南

名

名谷村

前関村

JJI]府村

j関和村

有mr村
井吹村

上脇村

谷口村

高和村

中津村

監田村

広谷村

紫合村

宝勢村

岩！潟村

古郷村

下村

淡河町

神彩村

荻原村

ホI！日新村名

区
で
は
、
こ
の
区
町
村
会
規
加
に
よ
る

区
会
議
員
を
、
明
治
十
年
九
月
に
選
出

し
た
。」

の
よ
う
な
運
営
の
変
化
は
、
一
肱
や

町
村
財
政
の
あ
り
方
に
変
化
を
あ
た
え

n
v

。

J
Lド

で
は
、
地
租
改
正
後
の
明

治
十
年
に
は
、
表
口
（
旧
東
）
の
よ
う
に

夜
一
費
を
割
り
振
る
際
、
地
価
・
一
戸
数

人
口
氏
別
に
そ
れ
ぞ
れ
二
対
一
対
一
の
訓

ム
口
で
割
り
振
っ
て
、
村
ご
と
に
徴
収
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
州
市
村
陪
住
者
も
含

む
土
地
所
有
者
に
か
か
る
地
価
割
、
閉
店

資料：「武井線放会文芸書J

住
者
に
か
か
る
戸
数
割
・
人
員
制
に
よ

り
、
地
域
内
の
多
様
な
利
害
関
係
を
制

整
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
村
の

資
用
数
収
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
て
い

た
。
た
と
え
ば
魚
崎
村
で
は
、
一
戸
数
割

工68近代数i児期の1111戸2j'）~ijt 



と
地
価
割
安
｝

対
一
の
割
合
で
徴
収
し
て
い
た
（
表
色
。
こ
の
よ
う
な
町
村
の
運
営
方
法
は
、
明
治
十
一
年
七
月
に
、
郡
区
町

村
編
制
法
が
制
定
さ
れ
る
と
い
っ
そ
う
発
展
し
て
い
く
。

地
穏
改
正
前
後

の
町
村
合
併

村
が
地
域
行
政
令
｝
担
う
担
体
へ
と
変
化
し
て
い
く
な
か
で
、
町
村
の
合
併
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
政
府

は
、
明
治
六
年
二
月
、
一
一

O
一
円
以
下
の
小
村
の
合
併
を
指
示
し
、
さ
ら
に
地
租
改
正
事
業
の
円
判
的
な
遂
行

の
た
め
、
土
地
が
入
り
総
ん
で
い
る
村
々
の
合
併
を
臆
駆
的
に
す
す
め
た
。
廃
藩
置
県
以
降
明
治
二
十
年
ま
で
の
陪
に
摂
津
地

域
で
は
、
淡
灯
、
播
勝
地
域
で
は
表
認
の
よ
う
な
合
併
が
行
わ
れ
た
。

表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
町
村
合
併
は
小
部
村
を
酷
い
て
、

ほ
ぽ
地
秘
改
正
事
業
の
進
展
と
伺
時
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
と

く
に
播
‘
陪
で
は
、
明
治
十
年
前
半
期
に
全
域
で
大
規
模
な
合
併
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

地租改正による町村運営の変化

2 

租
税
協
議
権
思
想
と
会
議
方
式
の
浸
透

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
地
租
改
正
事
業
は
、
土
地
の
所
有
権
の
確
立
と
土
地
所
有
者
か
ら
の
租
税
を
徴
収
す

会
議
方
式

の
浸
透

る
こ
と
の
み
で
な
く
、
同
時
に
そ
れ
に
も
と
づ
く
新
た
な
社
会
運
営
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

」
れ
は
、
地
租
改
正
の
作
業
に
も
反
映
し
て
い
た
っ

地
租
改
正
を
約
一
っ
た
区
長
ら
は
、
税
簡
の
基
礎
と
な
る
地
味
の
良
し
悪
し
（
地
位
等
級
）
や
納
入
に
お
け
る
米
側
の
設
定
方
法

第三節

な
ど
に
つ
い
て
、
会
議
方
式
を
と
っ
て
住
民
の
納
得
を
得
よ
う
と
し
た
。
摂
津
・
播
磨
（
摂
津
と
合
併
で
兵
庫
県
の
管
結
と
な
っ
た

橋
脚
府
は
、
合
併
後
も
独
自
に
地
出
制
改
正
宏
遂
行
）
と
も
、

地
租
改
正
に
お
い
て
は
地
位
等
級
の
決
定
や
米
価
の
設
定
基
準
な
ど
が
、

近代・現代歴史編lV169 



（単位：円）

米fl臨調査地 米価 変価 所用地域

兵庫津 5.33 2.27 入預1 ・~原郡内67町村

西宮町 5. 13 2. 92 武庫・菟原郡内741llI村

尼崎町・池国自了 5. 12 2. 94 川辺郡内117町村

西宮町・三国nir 4.83 3.02 有馬郡内37町村

三国町・1也岡町 4.69 3.07 川辺郡内44町村

三田町 4. 52 3. 12 Jll辺・有馬郡内99町村

摂津の地租改正における基準米価IiC 1石）表 29

町
村
で
の
合
意
、
町
村
の
代
表
か
ら
な
る
区
会
で
の
合
意
、
区
長
の
集
会
（
際
会
）
で
の
合

意
、
そ
れ
の
区
や
町
村
で
の
承
認
と
い
う
合
議
の
積
司
令
京
ね
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
次
兵
庫
県
（
摂
津
）
で
は
、
明
治
八
年
六
月
に
は
い
り
、
県
令
と
地
租
改
正
掛
が
臨

席
す
る
場
で
、
各
区
一
民
間
民
に
よ
り
米
畑
の
設
定
方
法
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、

各
区
区
長
は
、
各
一
弘
に
お
い
て
過
去
五
年
閣
の
米
側
の
辺
l

均
相
場
が
異
な
る
こ
と
を
理
由

に
、
区
ご
と
に
兵
庫
・
西
宮
・
尼
崎
・
伊
丹
・
池

m
－
一
一
一
回
な
ど
六
カ
所
の
相
場
で
こ
れ

を
決
定
す
る
と
い
う
方
針
を
決
議
し
た
と
こ
ろ
、
各
区
に
お
け
る
区
会
で
こ
れ
に
反
対
す

る
意
見
が
相
次
ぎ
、
医
内
村
ご
と
の
米
相
場
で
計
算
ぜ
よ
と
い
う
要
求
が
で
た
。
こ
れ
に

対
し
て
区
長
ら
は
、
広
内
の
各
村
の
意
見
の
調
整
が
悶
難
で
あ
る
と
し
て
、
個
別
に
細
か

く
分
け
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
全
県
の
平
均
相
場
で
計
算
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
よ
う

で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
嘆
願
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
こ
の
時
の
基
準
を
若
干
変
更
し
て
突

資料： F府県地積改正紀要』

際
に
は
表
的
の
よ
う
な
六
段
階
の
相
場
で
算
『
定
さ
れ
た
。

播
擦
で
は
、
地
位
等
級
決
定
が
、
町
村
↓
小
区
地
等
会
議
l
y
郡
（
大
区
）
地
等
会
議

v
小

区
地
等
会
議
↓
播
磨
間
中
収
穫
緩
衝
大
議
事
と
い
う
民
議
の
積
み
上
げ
に
よ
っ
て
審
議
さ

れ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
の
会
議
は
基
本
的
に
は
土
地
所
有
者
の
会
議
で
、
議
決
に
は
多
数

決
が
と
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
播
磨
で
は
地
租
改
正
に
つ
い
て
の
村
の
代
表
は
あ
く
ま
で
地
主
（
土
地
所

工70第一主主近代数明郊の神戸



有
者
）
総
代
で
あ
り
、

小
区
レ
ベ
ル
で
の
小
区
会
や
一
弘
長
の
集
ま
り
で
あ
る
県
会
問
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。

方、

焼
津
で
は
、
こ
の
区
別
加
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
先
に
も
見
て
き
た
よ
う
に
区
会
や
県
会
の
レ
ベ
ル
で
は
、
従
米
か
ら

設
定
さ
れ
て
い
た
議
事
機
構
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。

租
税
協
議
機

怒
怒
の
浸
透

こ
の
よ
う
に
地
組
改
正
の
進
行
に
伴
な
い
、
会
議
方
式
が
地
域
社
会
へ
浸
透
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の

会
議
方
式
ば
、
地
秘
改
正
の
最
終
段
階
で
政
府
日
県
の
地
租
街
、
の
押
し
つ
け
や
、
不
当
と
お
も
わ
れ
る
課
税

に
対
す
る
反
対
運
動
の
際
に
も
活
か
さ
れ
た
。

地
程
改
正
は
、
政
府
口
口
県
が
内
達
し
た
収
穫
量
を
各
村
が
承
認
し
、
政
府
に
対
し
て
請
舎
を
提
出
す
れ
ば
終
了
す
る
の
だ
が
、

こ
の
過
程
で
問
題
が
お
こ
っ
た
。

そ
れ
は
、
地
域
に
お
い
て
会
議
の
積
み
上
げ
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
地
位
等
級
お
よ
び
こ
れ

に
基
づ
く
各
村
の
一
一
次
あ
た
り
の
平
均
米
収
と
、
県
が
独
内
の
基
準
で
設
定
し
た
各
村
の
見
込
額
に
大
き
な
食
い

い
が
で
た

地租改正によるi町村巡営の変化

こ
と
に
あ
っ
た
。

削
除
の
示
し
た
額
は
、
従
米
の
交
租
績
を
こ
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
良
氏
自
’
山
河
が
算
定
し
た
額
よ
り
概
し
て
高
瀬
で
あ

っ
た
た
め
、
県
算
定
額
の
引
き
下
げ
よ
な
求
め
る
動
き
が
お
こ
っ
た
。

摂
津
で
は
、
明
治
八
年
末
、
県
か
ら
各
村
に
算
定
額
が
内
示
さ
れ
る
と
、
増
秘
と
な
っ
た
村
々
か
ら
農
民
算
定
額
で
の
地
価

算
定
を
求
め
る
訴
え
が
相
次
い
だ
。
八
部
郡
で
は
、
治
問
村
・
…
長
関
村
・
商
代
村
・
制
ケ
林
村
・
野
田
村
が
県
の
算
J

定
額
の
引

き
下
、
げ
を
嘆
願
し
て
い
た
が
、
県
は
絶
対
引
き
下
げ
な
認
め
な
い
と
の
方
針
を
と
り
、
地
租
改
正
五
年
後
の
明
治
十

第三節

地
調
査
を
お
こ
な
っ
て
再
考
す
る
と
し
て
、
村
氏
の
拘
留
を
ち
ら
つ
か
せ
て

し
出
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
池
間
村
を

除
く
問
カ
村
は
、
明
治
十

月
連
合
し
て
減
租
を
訴
え
、

m
m
A
も
こ
れ
に
対
し
て
一
志
前
む
き
に
対
応
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

近代・現代i姪Ji::事HVI7I 



r!JJ或に関係する各都の子容による皆無反7JIJの状況

地 区 町村数 反 7JIJ 皆無反別 比 率

反 反 % 
摂津第2区（入部都） 9 3,339 677 20.3 

第 3［玄（入部郡） 13 5, 705 1, 674 29.3 

第4区（入部郡） 13 6, 174 1,561 25.3 

第 5 区（~原郡） 19 4,478 2, 287 51. 1 

第 6 区（~原郡） 17 5,527 1,013 18.3 

第18区（有馬郡） 18 11, 591 2, 103 18. 1 

第19区（有馬郡） 13 6, 781 271 4.0 

j番磨明石郡 104 47,385 17, 120 36. 1 

美遊君日 68 23,936 2,828 11. 8 

表 30

政
府
自
身
が
さ
ら
に
五
カ
年
間
地
価
の
修
正
を
凍
結
し
た
た
め
、
こ
の
嘆

顕
は
成
功
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
藍
那
村
で
も
明
治
八
年
末
に
、
水
害
や
獄
容
で
民
費
が
か
か
る
こ

と
を
理
由
に
し
て
、
県
の
算
定
額
で
な
く
自
村
で
の
算
定
額
に
よ
る
許
可

を
県
に
嘆
願
し
、
ね
ば
り
強
い
減
租
運
動
が
行
わ
れ
た
。
明
治
十
九
年
十

月
に
は
、
地
租
改
正
時
の
反
別
調
査
に
誤
り
が
あ
る
と
し
て
、
租
税
の
軽

減
の
嘆
願
を
提
出
し
、
翌
年
二
月
末
、
兵
路
県
か
ら
嘆
願
、
を
認
め
ら
れ
た
。

算
定
を
め
ぐ
る
紛
争
が
つ
づ
く
な
か
で
、
そ
れ
ま
で
県
に
協
力
し
て
地

租
改
正
事
業
を
進
め
て
い
た
市
域
内
の
武
井
伊
右
衛
門
（
第
一
一
一
区
）
・
福
井

（注） 図地のみ。反別はl5i:以下を切り捨て。

資料：「公文章表J

一
右
衛
門
（
第
二
区
）
、
問
中
猿
児
（
第
一
人
区
）
・
紫
合
佐
一
郎
（
第
一
五
区
）
・

松
本
織
之
介
（
第
八
区
）
を
は
じ
め
と
す
る
七
人
の
区
長
は
、
明
治
九
年

月
、
県
に
臨
時
保
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
そ
こ
で
は
地
価
算
定

を
地
秘
改
正
施
行
規
則
の
手
続
き
に
よ
る
こ
と
、
種
肥
料
代
・
利
子
率
に

つ
い
て
は
再
考
す
る
こ
と
、
改
組
確
定
ま
で
旧
税
据
躍
と
す
る
こ
と
な
ど

が
案
件
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
る
臨
時
照
会
は
二
月
十
日
開
催
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
改
和
磯
定
ま
で
旧
税
据
置
と
す
る
こ
と
な
ど
が
い
っ
た

ん
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
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揺
藤
で
は
、
明
治
八
年
の
氷
山
討
に
つ
づ
い
て
、
明
治
九
年
開
日
本
で
お
こ
っ
た
大
子
魁
の
な
か
で
地
租
改
正
が
進
め
ら
れ
た

〈
表
初
）
。

こ
の
年
播
磨
に
お
い
て
は
田
地
の
ほ
ぼ
四
分
の
一
で
収
穫
が
な
い
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。
明
石
郡
で
は
そ
の
商

殺
は
全
白
地
の
一
一
一
六
%
に
も
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
悶
郡
第
ニ
小
区
縮
図
村
で
は
、
必
死
で
収
穫
を
確
保
し
よ
う

と
し
て
隣
村
の
高
和
村
と
激
し
い
水
争
い
を
引
き
起
こ
し
、
雨
ご
い
を
行
っ
た
が
、
結
局
、

岡
地
の
ほ
ぼ
半
分
が
収
穫
が
な
く
、

収
穫
が
あ
っ
た
岡
地
も
収
量
は
か
な
り
低
か
っ
た
。

そ
こ
で
県
に
対
し
て

よ
び
地
租
改
正
の
丈
査
に
よ
る
民
費
負
約
一
の
増
加
を
理
由
に
、
収
護
で
き
な
か
っ
た
分
に
つ
い

て
貰
視
の
務
赦
を
願
い
出
た
。
こ
の
よ
う
な
村
々
か
ら
の
寅
租
の
容
赦
の
嘆
願
を
田
肢
は
認
め
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の

か
わ
り
に
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
無
利
子
の
資
金
貸
与
な
行
っ
た
。

明
治
九
年
末
、
大
規
模
な
農
民
一
授
が

地
租
改
正
費
用
負
担
の
増
大
に
加
え
て
、

・
岐
阜
県
で
お
こ
っ
た
。

地租改正によるOIJ村運営の変化

明
治
八
年
末
か
ら
飾
磨
県
新
県
庁
舎
の
建
設
が
開
始
さ
れ
、
県
民
の
負
担
は
ほ
限
度
に
達
し
て
い
た
播
擦
で
も
不
穏
な
情
勢
は
悶

「
播
州
ノ
如
キ
ハ
地
租
改
正
施
行
一
一
際
シ
民
情
不
穏
」

様
で
あ
っ
た
。

明
治
十
年
一
一
一
月
、

で
あ
る
と
の
報
告
が
兵
庫
県
か
ら
政

府
へ
報
告
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
明
治
十
年
二
月
、
兵
路
県
は
窮
民
救
助
と
し
て
二
八
万
五
千
円
余
の
資

金
の
五
カ
年
無
利
子
貸
出
を
内
務
省
に
願
い
出
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二

O
万
円
が
そ
の
後
認
め
ら
れ
た
。

播
磨
に
お
け
る
不
穏
な
状
況
は
、
建
築
中
の
出
飾
磨
県
庁
舎
が
神
戸
に
兵
庫
県
庁
舎
と
し
て
移
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一

気
に
高
ま
っ
た
。
明
治
九
年
八
月
、
政
府
は
国
庫
支
出
を
抑
え
、
行
政
事
務
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
府
県
の
全
面
的
統
廃

第三節

ん
口
を
断
行
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
一
ニ
府
七
二
燥
を
ほ
ぼ
半
数
の
一
一
一
府
一
一
一
五
県
に
統
合
し
、
こ
の

環
と
し
て
飾
磨
県
も
兵
庫
県
に

統
合
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
移
築
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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の
減
額
を
県
に
認
め
さ
せ
て
い
ゐ
乙

と
こ
ろ
が
こ
の
庁
舎
の
建
築
資
用
中
、
政
府
負
担
は
一
一
一
分
の
…
で
、
残
り
の
一
一
一
分
の
一

は
民
政
負
担
で
あ
っ

そ
の
た
め
に
こ
の
移
築
は
、
税
負
担
に
あ
え
い
で
い
た
幡
熔
の

住
民
の
強
い
反
発
を
生
ん
だ
c

こ
の
住
民
の
動
き
を
う
け
て
地
租
改
正
事
業
を
地
域
で
扱

っ
て
い
た
各
小
区
長
ら
は
、
政
府
へ
の
嘆
顕
運
動
を
は
じ
め

ち
な
み
に
明
石
郡
で
は

兵庫県！？建継何？別、！図

す
べ
て
の
庶
民
文
が
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
。

か
れ
ら
は
連
名
で
嘆
願
書
を
提
出
し
た
が
そ

の
内
特
は
、
地
税
改
正
の
費
用
捻
出
で
住
民
が
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
、
廃
銅
山
に
な
っ
た
以

上
、
県
庁
の
悠
設
授
を
矯
際
私
小
区
の
住
民
が
負
担
す
る
必
袈
は
な
い
と
し
て
県
庁
建
築

践
の
民
費
負
担
分
を
住
民
に
退
還
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
っ

嘆
願
は
政
府
に
よ
っ
て

度
拒
宿
さ
れ
た
。
明
治
十
年
一
月
二
十
九
日
、
民
費
節
減
の

区！？

た
め
地
方
庁
舎
の
建
築
修
繕
授
な
す
べ
て
官
授
と
す
る
こ
と
を
政
府
が
決
め
た
こ
と
を
う

さ
ら
そ
の

け
て
行
わ
れ
た
五
月
五
日
の
二
度
目
の
暁
踏
に
つ
い
て
は
、
政
府
も
「
今
一
史
其
費
用
ヲ
人

は
九
は
は
だ
も
っ
て
し
な
ん

セ
シ
ム
ル
儀
、
英
一
以
湾
難
ノ
情
理
コ
レ

i己

り
一
と
し
て
そ
の
要
求
を
認
め
、

万
双
千
円
余
な
佐
民
に
返
還
し

ま
た
区
長
ら
は
、
明
治
八
年
・
九
年
度
の
租
税
の
減

制
似
を
訴
え
る
嘆
願
も
起
こ
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
明
治
八
年
度
の
租
税
の
ニ
O
%

信
か
ら
二
・
五
d
M

に
変
更
し
、

一
七
%
弱
の
地
租
引
き
下
げ
な
余
儀
な

山
中
央
政
府
も
、
明
治
十
年
一
月
、
地
利
を
地
側
の

以
下
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

｝
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
、
武
井

く
さ
れ
た
つ
ま
た
こ
の
時
、
民
皆
も
地
租
の
五
分
の
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wて
J

せ
し
い

伊
右
衛
門
が
、
神
間
孝
一
千
へ
の
書
簡
の
草
稿
で
コ
月
四
日
五
歩
之
減
和
ノ
勅
許
ハ
人
民
ノ
蘇
生
シ
タ
ル
如
夕
、

あ

ま

ね

ほ

う

そ

し

ゅ

く

あ

り

が

た

し

そ

れ

よ

っ

し

ば

ら

ほ

っ

き

お

も

む

歓
声
普
カ
ラ
ザ
ル
ナ
シ
、
明
治
天
皇
ノ
安
静
万
歳
ヲ
祝
ス
、
難
有
々
々
、
、
其
ニ
間
一
ア
民
情
漸
ク
勃
起
平
穏
一
一
赴
ク
し
と
諮
っ
て

間
企
同
一
戸
ト
シ

い
る
と
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
他
県
・
他
町
村
と
比
較
し
て
不
満
を
持
つ
町
村
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
地
租
改
正

地租改正による町村運営の変化第三節

表 31 摂津・矯擦の耕地宅地地租改正による地租額の変動

0摂津地域

組

明治5年

明治6年

明治7年

上記3カ年平均

新地税

明治10年減租後地租

新地租との比較

99,479門283増

46,489円188j：首

185,531円063減

12,854円198減

綴

272, 902円65

325,892門745

557,912内996

385, 236円131

372, 381円933

310,318内284i 

税7]1] 穏租地

62,063円649減

Oj番磨地域（坂邸宅ピ除く〕

新地租との比絞

342, 336円270域

23,045円757減

847,636門282減

209, 176内679減

184,380円612減

額

975, 475円463I 

1,340,857内490

2, 165,448内015

1, 526,988円412

1,502, 192円345I 

1, 317, 811内733! 

1,098, 176円431

税租

明治5年

明治6年

明治7年

明治8年

上記4カ年平均

新地租

明治10年減税後地租

7]1] 滋租地

219, 635p:j302減

（注） 明治5，品， 7,8年の租税itiは，お代総によるもの。
資料： f公文産量J

に
対
す
る
住
民
の
不
満
止
な
お
さ
え
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
以
降
各
村
の
請
書
提
出

は
急
速
に
進
ん
で
い
っ
た
。

こ
の
結
果
、
政
府
が
侶
貫
租
以
上
の
租

税
を
と
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
た
（
表

ま
た
新
た
な
賦
課
が
可
能
な
場
合

も
、
県
庁
舎
建
築
費
返
還
運
動
で
み
ら
れ

た
よ
う
に
、
俊
民
が
当
然
で
あ
る
と
し
て

納
得
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
課
税
に
は
納
税
者
の
間
意
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
租
税
協
議

権
思
想
と
い
う
が
、
こ
の
よ
う
な
思
想
に

依
拠
す
る
運
動
が
地
域
の
側
か
ら
生
ま
れ

た
こ
と
は
、
こ
の
思
想
に
基
づ
く
地
域
運

近代・1晃代i怪究結HYr75 



営
が
、
農
村
部
で
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
を
窓
味
し
た
。

そ
の
際
神
田
の
周
辺
に
あ
つ
ま
っ
た
近
世
以
来
地
域
運
営
を
担
っ
て
き
た
人
々
が
、
西
欧
の
政
治
制
度
を
体
系
的
に
受
容
し

た
こ
と
も
、
そ
の
新
た
な
地
域
運
営
を
担
う
主
体
を
生
み
だ
し
た
点
で
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
。
武
井
伊
右
衛
門
は
、
令
併
を

契
機
に
兵
庫
県
か
ら
元
老
院
議
官
へ
転
任
し
た
神
田
へ
あ
て
て
兵
庫
県
の
状
況
を
書
簡
で
知
ら
せ
た
。
そ
の
苓
稿
に
は
、
旧
兵

庫
県
（
摂
津
）
の
区
長
ら
が
、
少
し
づ
っ
民
権
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
、

と
く
に
福
井
与
一
右
衛
門
（
第
二
区
）
・
紫
合
佐
一
郎

（
第
一
志
区
）
・
松
本
織
之
介
（
第
八
区
）
が
よ
く
学
ん
で
演
説
会
を
開
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
合
併
後
淡
路
の
区
戸
長
と
懇
親
会
を
お

こ
な
い
民
権
の
問
題
が
話
題
と
な
っ
た
こ
と
、
神
間
、
が
育
成
に
つ
と
め
た
『
神
戸
新
聞
』
の
廃
刊
（
明
治
九
年
十
一
月
）
を
惜
し
む

こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

か
れ
ら
を
中
心
と
し
て
、
明
治
十
年
代
初
め
に
は
民
権
の
伸
張
を
は
か
ろ
う
と
す
る
政
治
的
な

グ
ル
ー
プ
が
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
り
、
や
が
て
こ
れ
は
兵
庫
県
の
自
由
民
権
運
動
の
重
要
な
潮
流
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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第
四
節

地
方
三
新
法
形
成
と
郡
部
の
動
向

地
方
一
一
一
新
法
の
成
立

地
方
三
新

法
の
成
立

明
治
十
一

（
一
八
七
八
）
年
七
月
、
政
府
は
新
た
な
地
方
法
令
と
し
て
、
郡
広
町
村
編
制
法
e

府
県
会
規
則
・
地

方
税
規
則
の
一
一
一
つ
の
法
令
を
制
定
し
た
。
こ
の
一
一
一
法
令
を
総
称
し
て
地
方
三
新
法
と
い
う
。
こ
の
一
一
一
新
法
は
地

地方三新法形成と郡部の動向

方
全
般
に
関
す
る
最
初
の
体
系
的
な
政
府
の
法
令
で
あ
っ
た
。
府
県
会
・
郡
役
所
・
町
村
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
性
格
・
職
務
、
財
政
運
営
の
方
法
が
確
定
さ
れ
た
。
兵
庫
県
で
は
、
明
治
十
二
年
一
月
か
ら
、
一
一
一
新
法
に
基
づ
く
制
度
改
疋

が
進
め
ら
れ
た
。

郡
区
町
村
一
編
制
法
に
よ
り
、
大
一
民
小
症
と
い
う
地
理
的
一
弘
聞
分
け
は
廃
庇
さ
れ
、
あ
ら
た
に
郡
区
・
町
村
と
い
う
区
間
分
け

が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
兵
庫
県
播
際
関
明
石
部
第
一
大
医
第
二
小
区
細
田
村
一
が
、
「
兵
庫
県
播
磨
歯
切
芯
郡
組
問
村
」

と
い
う
よ
う
に
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第四節

摂
津
の
区
（
区
長
）
！
村
（
戸
長
）
と
い
う
制
度
お
よ
び
、

播
臨
肢
の
小
区
（
区
長
）

i
村
（
一
戸
長
）
と
い
う
地
域
運
営
の
制
度
は
、
こ

こ
で

一
元
化
さ
れ
、
県

i
郡
（
郡
長
）

i
村
（
一
戸
長
）
と
変
化
し
た
。
兵
庫
県
の
場
合
、
大
匹
小
一
院
制
期
に
す
で
に
三
新
法
で
実
現

近代・現代隆史語道wr77 



市j戒に関連する郡の役所｛立隠・管結町村数・人口数（明治12年）表 32

ロ

15,842 

27,313 

32,306 

57, 862 

30, 786 

人

入部都

主主原郡

有馬郡

明石郡

美霊童郡

数

3, 552 

6,985 

6,989 

12,808 

6,493 

戸町村数

36 

43 

92 

123 

112 

部書記

3 

*9 

9 

7 

7 

役所位置

町

町

村

町

屋

井

野

村

回

得

福

平
土
口
三
石
木

奥
住
北
開
閉
コ
一

属

鼠

上

上

部

吋

等

↑

介

供

情

情

認
i

之
員
造
二

正

織

矩

三

衛

井

本

崎

松

永

武

松

山

小

宮

長者E名苦日

（筏） （ ）内は郡長就任以前の燥の役験。武井正平は神戸IS廷の兼径。松本綴之介はl"I第八［三区長。
明石君~の人口は，原本では17, 862人となっているが，明治11年・ 13年の統計器B誌により総iE。
郡塁審記数は拐治13年，ネ武Jili'.)Z原郡役所。

資料： r兵隊！思統計概表a

ず
る
施
策
の
先
取
り
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
整
備
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
特
設
が
あ

つん」。
」
／

区
は
さ
ら
に
統
合
さ
れ
、

一
郡
レ
ベ
ル
の
機
構
で
あ
る
郡
役
所
へ
集
中
さ
れ

た
。
ま
た
県
会
に
不
十
分
な
が
ら
も
予
算
審
議
に
関
す
る
権
騒
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

こ
工
っ
こ
。

わ
ぜ
中
J

i

ふ
／

郡
役
所
の

設
霞

ま
ず
あ
ら
た
な
行
政
機
関
で
あ
る
郡
役
所
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

現
在
の
神
戸
市
域
は
、
菟
原
郡
・
八
部
郡
・
有
馬
郡
・
明
石
郡

襲
郡
の
五
郡
に
ま
た
が
っ
て
い
る
が
、

各
都
の
郡
役
所
の
佼
授
お
よ
び
管
戦
町
村

数
・
人
口
数
は
、
表
臼
の
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
十
一
一
一
年
十
二
月
二
十
日
、
菟
原
郡
の
郡
役
所
は
武
庫
郡
役
所
と
合
併
し
、
武

庫
菟
原
郡
役
所
と
し
て
再
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
郡
役
所
は
西
宮
に
授
か
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
菟
原
郡
の
村
々
は
、
こ
れ
に
対
し
て
諸
事
務
に
お
い
て
不
能
で
あ

る
と
し
て
不
服
を
隅
え
た
。
移
転
直
前
に
各
町
村
一
戸
長
か
ら
委
員
四
人
な
選
出
し
、

新
庁
舎
へ
う
つ
る
こ
と
を
延
引
し
て
ほ
し
い
と
菟
原
郡
役
所
へ
願
い
出
た
が
、
訴
え

は
無
視
さ
れ
た
。
そ
こ
で
各
町
村
か
ら
の
議
員
間
五
人
（
ほ
ぼ
一
村
一
人
）
と
先
の
委

悶
民
間
人
に
よ
る
郡
迎
合
会
を
開
催
し
、
そ
こ
で
菟
原
郡
単
独
で
の
郡
長
設
置
の
可
否

を
討
論
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
兵
路
県
は
単
独
郡
長
設
置
を
み
と
め
な
か
っ
た
。

ま
た
八
部
郡
の
郡
長
は
神
戸
区
長
武
井
正
一
千
の
兼
任
で
あ
り
、
間
切
治
十
六
年
武
井
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伊
右
衛
門
が
就
託
す
る
ま
で
、
独
自
の
郡
長
は
お
か
れ
な
か
っ

郡
役
所
は
、
郡
長
・
郡
書
記

・
小
伎
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
給
与
と
役
所
の
費
用
は
、
県
会
で
議
定
さ
れ
る
地
方
税

に
よ
っ
て
支
出
さ
れ
た
。
表
3

（
件
一
氏
）
の
郡
長
の
職
務
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
郡
役
所
は
県
昨
機
構
の
最
末
端
を
担
う
行
政

機
関
で
あ
っ
た
3

部
長
は
八
等
官
相
当
、
郡
山
中
一
向
記
も

ら
一
七
等
相
当
の
官
吏
と
さ
れ

郡
長
の
任
命
は
県
令
が
お

こ
な
い
、
郡
書
記
は
部
長
の
選
任
に
よ
り
県
令
が
怪
命
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
摂
津
の
息
長
や
播
際
の
小
区
役

門
え
に
あ
っ
た
住
民
の
代
表
と
し
て
の
性
絡
は
支
っ
た
く
失
わ
れ
た
。
実
際
、
市
域
に
関
係
す
る
郡
長
は
炎
幻
の
よ
う
に
、

ほ
と

ん
ど
県
の
官
僚
が
就
任
し
た
の
で
あ
る
。

市
域
に
関
係
す
る
各
都
役
所
の
書
記
数
は
、
表
幻
の
よ
う
で
あ
る
c

規
模
の
小
さ
い
八
部
郡
を
除
き
、
各
都
役
所
で
は
、
郡

書
記
が
七
人
か
ら
九
人
程
度
お
か
れ
て
い

彼
ら
は
庶
務
・
一
戸
籍
・
租
税
・
出
納
の
四
掛
を
分
掌
し
た
。
そ
の
も
と
に
は
掛

地方三新法形成と郡部の動向

ご？／｝に

一’
A
＼
可
J
F
z
L
仁寺、。三、品工、

人
／
A
U
舛
斗
正
一
ム
μ
ふ
ィ
，
刀
、
1

の
て
！
で
広
務
な
扱
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
部
役
所
が
こ
の
人
数
で
運
営
で
き
た
、

の
は
、
部
役
所
が
地
域
運
営
の
ほ
援
の
担
い
手
だ
っ
た
の
で
な
く
、
町
村
に
対
す
る
蛇
管
的
な
符
政
機
関
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

出
来
の
区
長
の
多
く
は
郡
長
や
郡
書
記
に
転
任
し
て
い
っ
た
よ
う
で
、
市
域
に
関
係
す
る
範
関
で
は
、
菟
原
郡
長
に
第
八
区

（
現
西
宮
市
域
）
の
区
長
で
あ
っ
た
怯
本
織
之
介
が
、

に
第
二
区
の
区
長
で
あ
っ
た
福
井
与
一
右
衛
門
が
就
任
し
た
。

彼
ら
は
、
ど
ち
ら
も
そ
れ
支
で
の
自
己
の
管
轄
地
域
と
は
す
こ
し
離
れ
た
と
こ
ろ
で
就
任
し
て
い
る
が
、

そ
こ
に
は
、
彼
ら
の

能
力
会
｝
利
用
し
な
が
ら
も
、
地
域
社
会
と
の
宿
援
な
関
係
は
断
ち
切
っ
て
い
く
と
い
う
県
の
方
針
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

第四節

ま
た
そ
れ
ま
で
の
区
会
や
小
区
会
と
い
う
議
事
機
関
は
制
度
的
に
は
な
く
な
り
、
部
役
所
と
対
応
す
る
議
事
機
関
も
常
隠
さ

れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
兵
庫
県
の
町
村
会
規
則
は
、

町
村
が
連
合
し
て
町
村
会
を
開
能
す
る
こ
と
（
連
合
町
村
会
）
を
認
め
て
お

近代・現代EをJi:.続＼N179 



（単位：円）明治12年菟原全郡連合町村会予算案表 33

点
4
4

議員吉田亀之介外3人旅費日当12.30 

会場雑費5.357

世fl在員

17. 657 

金

l区5郡連合会諸費

日主主

13.40 

o. 212 
27.000 

本君~lllT村会用札

難破船入費

医学生補助

明治12年度前半分郡割

医学所生徒2入学費10カ月分

り
、
こ
れ
を
利
用
し
て
菟
原
郡
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
明
治
十
三
年
に
全
郡
連
合
町
村
会

が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
菟
原
郡
で
は
、
一
一
一
新
法
が
実
施
さ
れ
る
明
治
十
二
年
度
か
ら
間
一
一
一
町

村
に
よ
る
連
合
町
村
会
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
、
最
初
の
全
郡
連

合
町
村
会
で
は
、
そ
の
た
め
名
札
や
議
員
番
号
札
の
新
調
費
が
予
算
に
か
か
げ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
時
の
全
郡
連
合
町
村
会
の
議
題
は
、
負
担
す
る
費
用
、
す
な
わ
ち
①
摂
津
五
郡
お
よ
び

神
戸
区
で
維
持
す
る
神
戸
中
学
校
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
の
一
区
五
郡
（
兵
庫
県
の
摂
津
部
分
）

連
合
町
村
会
の
費
用
、
②
先
に
述
べ
た
全
郡
連
合
会
用
の
札
の
費
用
、
⑨
難
破
船
に
つ
い
て

の
費
用
、
④
新
た
に
煤
が
設
置
し
た
係
学
校
へ
の
入
学
生
一
一
人
へ
の
学
資
補
助
の
費
用
で
あ

っ
た
（
表
お
）
。

菟
原
郡
同
様
、
市
域
に
関
係
す
る
他
の
各
都
で
も
連
合
町
村
会
が
閲
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

監
那
村
で
は
明
治
十
二
年
か
ら
村
の
協
議
費
決
算
中
に
、
毎
年
郡
内
連
合
会
費
が
計
上
さ
れ

て
お
り
（
則
一
良
表
持
参
照
）
、

八
部
郡
で
も
一
一
一
新
法
実
施
直
後
か
ら
全
郡
連
合
町
村
会
が
恒
常

資料：「魚崎財産！玄文書~J

的
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

一
一
一
新
法
に
よ
り
全
慣
の
町
村
ご
と
に
戸
長
が
院
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
兵

……一新法下

の
町
村

庫
県
で
は
、
大
区
小
区
制
期
か
ら
一
向
村
二
戸
長
を
原
則
と
し
て
い
た
た
め
、

こ
れ
に
よ
る
戸
長
管
轄
範
開
に
つ
い
て
は
大
き
な
変
化
が
な
か
っ
た
。
な
お
こ
の
法
令
に
よ

っ
て
一
戸
…
い
た
が
事
務
を
行
う
場
所
は
、
一
戸
長
役
場
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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新
法
は
戸
長
の
性
格
を
「
行
政
事
務
ニ
従

事
ス
ル
ト
、
其
町
村
山
一
理
事
者
タ
ル
ト
一
一
様
ノ

性
貿
ノ
者
L

と
し
、

一
方
で
行
政
組
織
の
末
端

の
准
官
吏
と
し
て
「
官
等
外

等
ニ
準
ス
ル
」

と
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
他
方
で
町
村
住
民

の
理
事
者
と
位
置
付
け
た
。
兵
庫
県
は
、
明
治

ート

の
行
政
事
務
に
つ
い

月
八
日
、

て
事
務
章
程
を
布
達
し
た
（
表
り
と
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
町
村
で
の
県
・
政
府
の
事
務
は
す
べ
て

地方三新法形成と郡部の動向

長
の
専
務
と
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
こ
の
よ
う
な

性
格
規
定
に
見
合
っ
て
、

の
給
与
支
出
方

法
も
か
わ
っ
た
。

明治12$における戸j乏の職務

1!l告・布達~管内に示す。

主！！.租および諸税を取りまとめ上納。

戸籍事務。

徴兵下調べ。

地所・建物・船舶の質入れ・設入れ・売J.'1lの説明。

地券合事長事務。

迷子・捨子・行旅病人・変死人その他事変あると

き警察署に報知。

天災または非常の災対Iによる窮迫者を具状。

恭子・節婦その他篤行革去を兵状。

小学校の学資金。

管内人民の印影簿を主主i註。

諸帳簿を保存・管守

官費・府県?{l(に係る河港・道路・堤防・橋梁その

他修繕・保存すべきものについて利害を兵状。

⑬ その他県令・郡長からの委任事務。

半町村の理事者として町村かぎりの協議費で支出す

る事件については県は関与しない。

表 34

①

②

③

①

③

①

⑦

 

③

①

⑬

⑪

⑫

⑬

 

一
戸
長
給
料
と
役
場
費
は
、
そ
れ
ま
で
各
町
村
の
協
議
費
で
支
出
さ
れ
て
い
た
が
、
行
政
事
務
に
関
す
る
経
費
は
地
方
税
支
弁

の
給
与
額

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
ご
聞
で
は
、
村
氏
と
戸
甘
い
択
の
直
接
の
関
係
を
弱
め
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
簡
で

を
安
定
さ
せ
、
政
府
が
求
め
る
行
致
事
務
の
遂
行
を
可
能
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第四節

戸
長
役
場
の
吏
員
の
構
成
は
、
町
村
の
規
模
に
よ
っ
て
異
な
り
、
小
村
の
場
合
は
連
合
し
て
戸
長
を
置
い
て
い
る
場
合
も
あ

り
、
い
ち
が
い
に
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
例
と
し
て
魚
崎
村
の
場
合
を
見
て
お
き
た
い
。
表
お
の
よ
う
に
、
魚
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(lji位： i司）明治13年前半期魚崎村戸長役場設明細表表 35

苦手
ぜ

ヒロ
u
m税
引矧金日後

｝
 
業・

戸長l人

用掛 1人

祭主主 l人

小使 1人

下走l人

協議後 5.142 

戸長租税上納出頭三度分（於神戸）

戸長・用掛・祭生・村委員郡役所出頭

魚
崎
村
に
く
ら
べ
て
半
分
程
度
で
あ
っ
た
（
表
当
。

一
一
一
新
法
に
よ

る
町
村
会 協議費 108.387

月給10

月給3

月給7.50 ( 3カ月） 8. 50 ( 3カ月）

月給5.05 ( 3カ月） 5. 35 ( 3カ月）

日給0.20 20日分

うち地方税 2.4987.64 主主旅

協議費 5.867うち地方税 2.8518. 718 役場資

協議費 3.268うち地方税 1.418 4.686 'Bf t
 

d
w
q
 
j
 

章受 36 明治13年度検屋村

戸長役場役員月給額

同
4. 50 

1. 50 

3. 50 

戸長 1人

m掛 1人
小使l人

崎
村
で
は
、
一
戸
口
氏
松
尾
仁
兵
衛
の
他

資料．「魚崎財産区文芸？」

に
用
掛

小
使
が
一
人
づ
っ

泣
か
れ
、
月
給
が
払
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
う
ち
地
位
的
に
は
上
位
に
あ
た

る
用
掛
よ
り
、
筆
生
の
月
給
が
多
い
。

用
掛
が
2

行
分
の
家
業
の
合
間

うち地方税 52.663161. 05 給

に
職
務
を
こ
な
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
筆
生
は
戸
長
役
場
で

の
事
務
な
仕
事
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
役
場

資料．「魚的財産i笈文諮」

と
村
内
外
の
連
絡
の
た
め
に
、

日
給
で
下
走
が
隠
わ
れ
て
い
た
。

一七

O
人
の
大

村
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
役
員
で
運
用
さ
れ
て
い
る
が
、

隣
村
の
横
屋
村
（
一
戸
数
九
四
戸
・
人
口
四
五
O
人
）
で
は
、
一
戸
長

一
一
一
新
法
則
の
町
村
会
の
特
徴
は
、
建
前
上
は
町
村
が
FH
主
的
に
こ
れ
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
点
に
あ

魚
崎
村
の
場
合
、
一
戸
数
一
一
一
円
七
一
戸
、
人
口
一

用
掛
・
小
使
の
一
一
一
人
で
一
戸
長
役
場
な
構
成
し
て
お
り
、
月
給
、
も

っ
た
。
一
一
一
新
法
は
町
村
を
「
住
民
独
立
ノ
社
会
L

と
位
置
づ
け
、
私
的
な
住
民
集
団
と
み
な
し
た
た
め
、
政

府
は
直
接
町
村
の
運
営
に
関
与
し
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
そ
の
た
め
町
村
会
の
設
置
と
開
催
に
つ
い
て
も
、
町
村
か
ら
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地方三新法形成と郡部の動向第四節

町村会の議員・選挙権者・被選挙権者数

郡 名 町村数 議員数 被選人数 選挙人数 戸数 人口 比率

入部郡
% 

36 384 1 662 2,232 3, 510 15,802 14. 1 

菟原郡 43 481 2,035 2, 536 6, 546 27,670 9.2 

有馬郡 92 922 5,069 5, 285 6, 977 32, 708 16. 2 

明石郡 123 1,498 8, 279 12, 506 12,623 58, 716 21. 3 

美護者5 112 256 4, 559 4,673 6,435 31,032 15. 1 

表 37

(lj:) 笑塁塁2耳目の議j¥数は， I,256人のa;,qりと想、われる。比本は，滋挙人／人口×100。

資料：明治14年度 F兵践j系統計概表a

の
顕
い
に
よ
る
と
の
建
前
を
と
っ
た
。
日
以
（
路
県
は
、
一
ニ
新
法
の
制
定
に
と
も
な
い
明
治

十
二
年
四
月
、
町
村
会
規
則
・
連
合
町
村
会
規
期
を
布
達
し
た
。
建
前
上
は
こ
れ
を
参

考
と
し
て
各
町
村
が
町
村
会
規
則
を
作
成
す
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
こ
の

規
則
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
た
。

問
問
の
町
村
会
規
則
に
よ
る
と
、
選
挙
権
は
満
二
O
歳
以
上
の
男
子
で
、
そ
の
町
村
に

土
地
を
所
有
し
木
籍
及
び
住
居
を
定
め
る
者
、
も
し
く
は
満
一
一
一
年
以
上
連
続
し
て
寄
留

ず
る
者
と
さ
れ
、
府
住
条
件
が
基
本
で
あ
り
、
こ
れ
は
大
区
小
夜
期
の
選
挙
権
よ
り
範

簡
が
拡
大
し
て
い
る
。
被
選
挙
権
は
、
満
一
一
O
歳
以
上
の
男
子
で
、
そ
の
町
村
内
に
木

籍
お
よ
び
住
居
を
定
め
、

そ
の
町
村
に
お
い
て
土
地
（
宅
地
を
含
む
）
を
所
有
す
る
も
の

と
さ
れ
、
以
前
に
く
ら
べ
土
地
所
有
と
い
う
条
件
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
議
員
の
定
数
は

百
戸
未
満
の
村
は
一
O
人
、
以
降

と
に
一
人
増
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

な
お
議
員
の
任
期
は
四
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
規
則
に
よ
る
町
村
会
議
員
お
よ
び
選
挙
権

者
お
よ
び
被
選
挙
権
者
数
の
概
要
は
、
表
幻
の
よ
う
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
ほ
ぼ
規
則
ど

お
り
の
町
村
会
議
員
定
数
が
と
ら
れ
た
こ
と
、
町
場
の
多
い
菟
涼
郡
で
は
、
他
の
郡
が

現
在
人
口
の
一
五
%
か
ら
こ
O
%
が
選
挙
権
者
な
の
に
対
し
て
、

一
O
M
P
弱
と
選
挙
権

を
も
っ
者
の
比
率
が
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。

選
出
さ
れ
た
議
員
は
町
村
会
で
次
の
よ
う
な
こ
と
を
決
定
す
る
権
限
が
あ
っ
た
。
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①
町
村
限
り
の
経
費
（
協
議
費
）
に
よ
る
事
業
の
起
廃
・
伸
縮
、
①
町
村
限
り
の
経
費
の
徴
収
・
支
出
方
法
の
決
定
、
③
地
方
税

（
府
県
の
税
）
戸
数
割
に
つ
い
て
の

の
乗
率
の
決
定
、
＠
町
村
共
同
名
義
に
よ
る
借
金
。
そ
の
中
心
は
村
運
営
の
費
用
で
あ

る
協
議
費
の
支
出
入
に
関
す
る
決
定
で
あ
り
、
県
政
・
国
政
に
関
す
る
こ
と
な
議
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

問
先
は
町
村
会
成
立
に
先
だ
っ
て
、
協
議
賓
の
内
容
に
つ
い
て
規
制
を
加
え
た
。
自
主
的
に
町
村
会
を
作
る
と
い
う
建
前
の
た

め
、
際
は
地
方
税
協
議
裂
に
関
す
る

な
る
も
の
を
rMら
作
成
し
、
各
町
村
に
見
本
を
配
布
し
た
上
で
、
そ
の
と
お

り
に
提
出
さ
せ
た
。
そ
こ
で
は
協
議
授
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

一
つ
は
「
町
村
内
共
有
物
ノ
措
置
及
土
木
起
工
等
、
町
村

之
利
害
ニ
関
ス
ル
」
も
の
で
、
こ
れ
は
町
村
会
の
決
定
の
上
、
郡
長
の
許
可
を
経
て
施
行
す
る
と
さ
れ
た
。
も
う
一
つ
は
「
町

村
内
協
議
ニ
属
ス
ル
経
費
L

で
あ
り
、
こ
れ
は
旧
慣
に
よ
り
町
村
独
自
で
決
め
る
と
さ
れ
た
。
協
議
費
は
県
の
監
督
を
う
け
る

（
形
式
的
に
は
町
村
が
自
ら
郡
長
の
前
可
を
う
け
る
事
を
約
束
し
た
）
町
村
公
共
費
用
と
町
村
内
郊
の
「
私
的
し
な
諸
費
用
と
に

分
さ

－fi、
J

こ。

ヲ
サ
A

v

h

u

J
，t

こ
こ
で
「
私
的
」
と
見
な
さ
れ
る
費
用
の
大
部
分
は
神
社
関
係
の
費
用
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
区
小
産
期
か
ら
徐
々
に
町
村

協
議
費
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
。
飾
磨
県
で
は
、
明
治
九
年
一
月
県
は
神
官
給
与
を
人
民
の
信
仰
上
よ
り
給
与
す
べ
き
も
の
で

あ
る
と
し
て
、
行
政
投
で
あ
る
民
政
か
ら
の
支
出
を
禁
じ
た
。
さ
ら
に

に
は
民
費
全
般
の
節
減
、
を
求
め
る
中
で
、
と
く
に

「
祈
雨
祈
晴
｝
な
ど
祭
典
裂
を
「
私
費
」
で
あ
る
と
し
て
そ
の
減
少
を
求
め
、
他
方
で
そ
れ
以
外
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
行
政

挫
の
一
環
と
し
て
強
制
徴
収
権
を
一
戸
長
に
認
め
た
。

新
法
以
後
、
兵
庫
県
は
寺
社
の
修
織
や
、
祭
典
・
雨
乞
い

の
費
用
は
「
関
係
者
ニ
テ
負
担
シ
、
全
区
町
村
ノ
協
議
費
ヲ

以
一
ア
支
出
ス
ル
限
ニ
ア
ラ
ズ
L

と
し
た
。
魚
崎
村
や
奥
平
野
村
で
は
、
明
治
十
一

の
最
初
の
協
議
費
か
ら
寺
社
関
係
の
項
目

I84 第一家近代数明期の事｜！戸



マ
込

P

ふ
、
‘
っ
こ
。

ヵ・
7
カ

ふ

／

ま
た
播
擦
で
は
明
治
十
五
年
ご
ろ
ま
で
に
祭
典
費
は
町
村
協
議
裂
の
支
出
一
明
白
か
ら
消
え
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。

明
治
十
一
一
一
年
四
月
八
日
、
政
府
に
よ
っ
て
区
町
村
会
の
開
催
基
準
を
定
め
た
区
町
村
会
法
が
制
定
さ
れ
、
町
村
会
を
設
け
る

町
村
会
規
則
を
作
り
、

月
六
日
、
各
町
村
に
こ
れ
に
基
づ
く
町
村
会
一
規
則
お
よ
び
迎
合

基
準
が
明
確
に
さ
れ
た
。
兵
庫
県
は
こ
れ
を
受
け
、
そ
の

五
月
二
十
五
日
ま
で
に
県
へ
提
出
す
る
こ
と
、
そ
れ
以
前
の
規
則
を
廃
止
す
る
こ
と
を
布
達
し
た
。
市

域
各
町
村
も
こ
れ
に
対
応
し
新
た
な
規
則
を
作
成
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
期
限
は
か
な
ら
ず
し
も
守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

ょ
う
で
、
明
石
郡
高
和
村
の
よ
う
に
、
現
年
四
月
十
七
日
に
な
っ
て
は
じ
め
て
町
村
会
規
則
を
制
定
、
提
出
し
た
と
こ
ろ
も
あ

地方三新法形成と郡部の動向第四節

った。

明治12年度奥平野村

協議費予算

表 38
町
村
会
の

逮
営

町
村
会
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
一
一
一
新
法
施
行
後
の
奥
平
野
村
の
最
初
の

村
会
を
例
に
と
っ
て
少
し
兵
体
的
に
見
て
み
た
い
。
ゑ
（
障
問
派
の
町
村
会
規
則
に
よ
れ
ば
町
村
会
の
議
案
の
発
議

（単位．円）く支出＞

金

学校設

教員給料

書籍機械設

消粍星空
戸長役場付属設

戸長以下給料

筆紙幾代

主jg 波

ニヒ水資

道路修総攻

橋梁修総攻

淀防修繕変

溜il!16ヵ所修総裁
井関修繕夜

道路掃除夜

道路取広:f:ff出印式
消防 ~Ji:
国務水沼会守裂

村会議夜

地方税地側割

地方税戸数割

額

5

5

 

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
υ
n
υ
n
v
n
u
n
υ
n
u
n
v
n
u
n
υ
n
v
n
v
n
u
n
u
n
u

ハU
今

4

ハU

A

U

ハU

ハU

《
d
n
u
n
U

〈
d

ハU

ハυ
n
U
A
U
A
U
n
U

ハU
n
u
n
U

ハu
n
U
7
s
〆
O

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

e

－

－

－

－

－

－

－

－

 

n
u
n
δ

咽

A

唱

A
今

4
q
d

ハυ

今

4
0
δ
n
u
n
u
n
U

ハυ

ハυ
0
0

ハU

H

、d
ハU

8
品
寸

f
H
U
f
D

6

3

1

1

2

1

1

3

2

1

3

2

1

3

2

1

4

1

 

ー

El 設

322.83 日予ロ合

く収入＞

129. 132 

193.6ヲ8

樹

容1
数

｛回

jコ

地

322.83 

（注） 戸主主役場m1詰:Ii！とその内訳は史料rra,1詰
のとおり。

資料：「奥平野財産区管現会文芸~J

計;!:>.. 
zコヰ
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明治134.：前半期魚崎村協議費

支出決算

く支出＞

差是 39

(iji佼： fIJ)

額

106.409 

37.975 

3. 50 

14. 16 

2.456 

2.40 

56.354 

8.89 

181. 038 

23.405 

436.857 引引
メL
仁1

く収入＞

日

村中共有物ll叉入
戸数割

地｛｜孤剣

人 1=1 割

436.8573 

（注） 「行政'Ji務外の戸長役場主（J と表30の戸兵役場
明細表中の協議星空会計・とは合わない。

資料：「1員約財産区文塁手J

権
は
一
戸
長
に
の
み
あ
り
、

議
員
は
町
村
会
開
催
一
一
一
日

前
ま
で
に
議
案
に
つ
い
て

の
意
見
書
を
提
出
で
き
る

だ
け
で
あ
っ
た
。
奥
平
野

村
で
は
、

か
ら
提
出

金悶

学校 yJ(

土木 ~J(

消防殺

国tl努および水1rnり務守人技

火葬場資

流行病予防波

共有物諸費

村会費

行政事務外の戸長役場資

地方税不足分協議費補助

在Vi

58‘5000 

189. 1785 

94.5894 

94. 5894 

「
,L>、
五コ

さ
れ
た
議
案
を
討
議
・
決

定
し
、
議
決
表
を
作
成
し

た。

予
算
は
、
表
犯
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
神
官
給
与
や
祭
典
授
な
ど
は
す
で
に
費
目
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
。
一
戸
長

型t

金主主

役
場
貨
は
、
現
在
の
府
削
除
税
に
あ
た
る
地
方
税
か
ら
の
支
出
が
基
本
と
さ
れ
、
町
村
協
議
費
は
そ
の
補
助
と
さ
れ
た
。

し
ち、

し

な
お
町
村
協
議
費
か
ら
の
補
助
が
地
方
税
を
上
回
る
場
合
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
魚
崎
村
で
は
表
日
山
由
貿
）
の
よ
う
に
、
地
方
税

の
二
倍
近
く
の
村
協
議
授
が
一
戸
長
役
場
の
経
費
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
他
の
資
自
は
、
小
学
校
・
消
防
・
村
会
－
土
木
費
中
の
道
路
・
橋
梁
・
堤
防
な
ど
地
域
一
般
に
関
す
る
費
用
と
、
土
木

費
中
の
井
関
費
・
淵
池
持
・
義
水
費
や
養
水
着
守
授
と
い
う
農
業
生
産
に
関
係
の
深
い
も
の
と
に
二
分
さ
れ
て
い
た
。
奥
平
野

村
の
場
合
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
他
に
コ
レ
ラ
を
中
心
と
し
た
流
行
病
対
策
の
衛
生
費
が
魚
崎
村
（
表
ぎ
や
恵
那
村

で
支
出
さ
れ
て
い
る
。
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な
お
奥
平
野
村
の
場
合
、
地
方
税
の
…
戸
数
割
・
地
師
割
の
徴
収
が
協
議
費
予
算
に

こ
斤
一
什
刷
？
人
長
〉
す
者
対
内
工
．
目
前
。

2bA
っ
と
、
二
。

入

l
i
J
4
0
ふ寸一

2
H内
u
T
A
L
H
元
モ
一

括
さ
れ
て
お
り
、
地
方
税
の
徴
収
方
法

般
的
で
は
な
か
っ

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
予
算
処
浬
は
か
な
ら
ず
し
も

た
よ
う
で
、
村
の
協
議
費
の
徴
収
と
地
方
税
徴
収
は
区
別
さ
れ
て
い
く
。

会
議
で
の
決
定
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
五
カ
条
が
あ
る
。
第
一
条
で
は
、
地
方
税
お
よ
び
協
議
費
の
賦
課
方
法
が
決
め
ら
れ

た
。
地
価
割
が

mm会
で
の
決
定
ど
お
り
と
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
戸
数
割
は
じ
等
に
分
け
ら
れ
て
徴
収
さ
れ
た
（
表

ω）
。
地
欄

割
に
お
い
て
は
負
担
額
と
土
仙
拙
か
ら
の
収
穫
が
比
例
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
戸
数
割
の
場
合
、
こ
れ
を
均
等
に
各
戸
に
部
り

奥平野村戸数

割i等級

地方三新法形成と郡古~の動向

表 40明治17年度兵隊県

第一番学区連合村
資戸数割等級表

第四節

表 41

1. 509 

1. 360 

1. 208 

1. 056 

0.900 

0. 751 

0.608 

（注） If,＼会決定の lF当額に
対する采cti,

資料：「災平野財産13:＇託Z
強会文；1主；

明
寸
肱
守
山
智
伊
ザ
伊
千
駄
守
山
肌
寸

1

2

3

4

5

6

7

 

付
け
る
な
ら
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が
主
く
な
る
。
こ
れ
を
調
整
す
る
た
め
に

ど
’
細
か
く
分
け
ら
れ
た
。

級
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
等
級
数
は
、
人
口
や
負
担
額
が
多
い
時
ほ

た
と
え
ば
明
治
十
七
年
度
の
奥
平
野
村
を
含
む
入
部

番
学
区
（
一
戸
数
六

O
さ
と
の
小
学
校
費
の
戸
数
割
負
担
は
、
表
れ
の
よ

部
分3

う
に
一
四
等
に
も
区
分
さ
れ
て
い
た
。
な
お
奥
平
野
村
で
は
設
定
さ
れ
て
い
な

、許、易、
L
カ

住
民
に
顕
割
り
で
か
け
る
人
口
割

戸数

2 

2 

4 

14 

24 

39 

36 

37 

45 

36 

45 

58 

66 

177 

1 

負担額

同
2.350 

2. 209 

2.068 

1. 927 

i. 786 I 
1. 645 

i. so4 I 
1. 363 ' 

1. 222 

1. 077 

0. 921 

0. 771 

0.620 

0.470 

等級

2 

δ 

4 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

免除

（注） 主主怒ifliは1戸あたりの結1
を示すa

資料： f奥平野財産区管沼！会

文書ol'J

と
い
う
賦
課
方
法
を
用
い
る
町
村
も
あ
っ

た
（
表
約
）
。

町
村
会
で
は
等
級
作
成
の
の
ち
、
村
内

全
戸
止
な
等
級
へ
振
り
分
け
て
い
く
。
ど
の

仙
寺
級
へ
振
り
分
け
る
か
は
、
地
租
納
入
額
、

近代・現代E査史謀議Nr87 



な
ど
が
参
考
に
さ
れ
た
が
、
基
本
的
に
は
議
員
の
総
合
的
判
断
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
決
定
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
町
村

会
に
お
い
て
重
要
な
作
業
で
あ
っ
た
。
な
お
戸
数
割
の
一
戸
数
は
本
籍
者
だ
け
で
な
く
、
寄
留
人
な
ど
も
含
ん
で
い
る
た
め
戸
籍

ト
い
の
一
戸
の
数
よ
り
多
か
っ
た
。

第
二
条
は
具
体
的
な
徴
収
方
法
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
奥
平
野
村
で
は
、
こ
の
時
期
な
お
町
村
協
議
費
は
、

一
年
間
支
出
し

た
も
の
を
後
か
ら
住
民
に
か
け
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
照
会
や
町
村
会
で
予
算
を
審
議
し
て
議
定
す
る
た

め
に
は
予
算
額
を
使
用
す
る
前
に
住
民
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
後
徴
か
ら
前
徴
へ
転
換
す
る
と
き
に

は
、
二
間
分
を
二
度
に
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
住
民
の
負
担
は
一
時
的
に
た
い
へ
ん
重
く
な
る
。

そ
こ
で
奥
平
野

村
で
は
、
地
方
税
分
の
み
を
前
徴
、
協
議
費
分
を
後
徴
と
し
た
。

第
一
一
一
条
は
、
営
業
税
の
等
級
設
定
で
あ
り
、
こ
れ
も
議
員
の
総
合
判
断
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
第
四
条
は
、
町
村
会
の
時

問
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
と
決
定
し
て
い
る
。
第
五
条
は
、
一
戸
長
給
料
・
町
村
会
議
員
日
当
な
ど
の
事
務
に
関
す
る

給
与
基
準
の
決
定
で
あ
っ
た
。

注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
町
村
会
と
は
別
に
村
ご
と
の
独
自
の
「
村
会
L

が
あ
っ
た
点
で
あ
る
。

た
と
え
ば
藍
那
村
で
は
、

明
治
十
四
年
六
月
十
六
日
っ
村
会
決
議
之
越
し
と
し
て
回
櫛
え

四
銭
、

国
の
草
取
り

反
一
円
四

O
銭
の
手
間
賃
を
確

反

定
し
た
り
、
悔
雨
の
雨
を
よ
ろ
こ
ぶ
祭
典
の
開
催
期
日
、
地
租
の
納
入
方
法
な
ど
を
決
定
し
た
。
農
作
業
に
関
す
る
「
村
」
全

体
で
の
賃
金
決
定
や
村
の
所
行
事
の
執
行
方
法
は
、
独
自
の
慣
習
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
会
合
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
お
り
、
町

村
会
規
則
に
よ
る
年
二
伎
の
村
財
政
を
中
心
と
す
る
町
村
会
と
、
具
体
的
な
「
村
」
運
営
を
中
心
と
す
る
独
自
の
会
合
の
両
方

に
よ
っ
て
町
村
レ
ヘ
ル
の
地
域
社
会
の
運
営
方
針
は
決
定
さ
れ
て
い
た
。
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第凶節地方三新法形成と郡部の動向

表 42 議書店村における村会合 （明治17年10月～12月）

月 日 出席者 議 題ー

10月10日 総代・什長 小学校巡回授業l±l願に対する指令について
村会議員 村内住民不利についての処援

村氏11人 l菅野村との送路修綴の調整についての方針

10月19日 不明 菅野村との道路修繕の調主主についての方針

自家用瀬についての心得について

（租税）第2J摂取立について
村内養母と養子をめぐる一件について

八幡神社ー永代献供料について

番外となっている邸への諸掛賦課について

10月27日 総代 学校設矧；談について人名と名簿が合わないことにつ

村会議員 いて

10月31臼 村会議員 学校設総代にて取立の件

什：長 戸長役場への願伺代議料について

村内離縁について当事者の；相対とし村方で‘ゐっかわ
なし、こと

合学校設滞納地域の払方について

11月4rヨ 村会議員 学校設徴収についてゐる組の什長の苦情および同級

行·~乏・学校掛 の滞納について

1 1月10臼 村会議長 学務委員・学校街地掛について予備選挙

学校j卦 物産の戸長役場への蒸し出し総代に依頼の件

村の費用l¥'tの閲覧願い，総代に依頼の件
学校費徴収簿戸長役場へ提出を総代に依頼の約二

向日 （村会議員） 1秋臼麗い男女自給決定

11月16日 総代 租税の代米約の可否について

村会議員 。郡町村連合会議員の連合i町村内での議員の予備選挙

11月26El 総代 墓地取調上中の件・地方税取立方の約二

村会議員3人 租税上納の件

12月2rヨ
戸数および寄il人調室t.中一塁山山論の件
鉄砲所有者中出の｛i＼：・八幡宮祭礼新調費用の約二

12月15日 中ー霊山山論の約二・村阪！の年賀の｛牛

総代給料の｛件・事f向三一日休みの件
明治18年奉公人給与の件・務理主人臼当の｛牛

r89 際史編N 近代・現代



独
自
の
会
合
の
具
体
的
な
あ
り
方
は
、

「村
L

に
よ
っ
て
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
臨
那
村
の
会
合
の
あ
り

方
を
例
に
取
っ
て
そ
れ
を
見
て
み
た
い
。
明
治
十
七
年
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
の
一
一
一
カ
月
間
に
藍
那
村
で
は
表
川
町
の
よ
う

な
会
合
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
表
か
ら
、
藍
那
村
で
は
村
を
代
表
す
る
総
代
と
、
大
区
小
区
制
以
来
村
内
の
小
単
位
で
あ
る
紐
を
統
括
す
る
什
長
、
そ

し
て
村
会
議
員
が
村
運
営
の
主
体
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
会
議
の
開
催
の
頗
度
は
高
く
、
十
月
、
十
一
月
は
、
月
に
問

回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
各
会
議
は
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
出
席
者
、
が
異
な
っ
て
い
た
。
村
会
議
員
は
す
べ
て
の
会
議
に

出
席
し
て
お
り
、
学
校
掛
な
ど
伺
別
の
役
職
に
つ
い
て
い
た
者
は
、
そ
の
役
職
に
関
係
す
る
も
の
の
み
に
出
席
し
た
。
重
要
な

問
題
は
、
総
代
・
村
会
議
員
・
什
長
の
連
合
会
や
、
そ
れ
に
村
氏
を
さ
ら
に
加
え
た
会
で
決
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

」
の
よ
う
な

の
会
議
に
よ
る
町
村
運
営
が
な
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
町

ι寸
三
道
、

よ
小
、
刀

一
間
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
利
容
や
異
な
る
意
見
を
も
っ
人
々
が
生
活
す
る
地
域
全
体
を
統
括
す
る
団
体
へ
と
転
換
し
て
い

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
部
で
は
村
有
林
野
な
ど
の
村
有
財
産
や
水
利
権
、
信
仰
、
地
価
の
修
正
の
最
小
共
間
利
害
単
位
で

も
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
前
者
の
機
能
と
関
連
す
る
の
が
町
村
会
規
則
に
よ
る
町
村
会
で
あ
り
、
後
者
と
関
連
す
る
の
が
独
λ

打

の
会
合
で
あ
っ
た
。
第
二
に
は
、
後
に
述
べ
る
明
治
十
七
年
改
正
で
明
確
に
な
る
が
、
町
村
会
規
則
に
よ
る
町
村
会
の
権
限
が

村
山
財
政
の
審
議
決
定
に
限
ら
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
執
行
を
に
な
う
総
織
で
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
藍
那
村
の

例
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
事
務
遂
行
上
日
常
的
に
生
ま
れ
て
く
る
問
題
は
、
法
令
上
の
町
村
会
以
外
の
会
合
で
決
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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2 

連
合
町
村
一
戸
長
役
場
制
の
展
開

明
治
十
三
年
の
連
合

町
村
一
戸
長
役
場
制

明
治
十
五
年
四
月
、
兵
庫
県
は
県
会
で

案
、
こ
れ
に
対
し
て
県
会
は
、
経
費
の
節
減
と
事
務
能
力
に
す
ぐ
れ
た
戸
長
の
雇
用
が
は
か
れ
る
と
し

0
0戸
に
一
役
場
を
置
く
と
い
う
戸
長
役
場
制
の
改
正
を
提

て
提
案
に
反
対
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
同
年
六
月
二
日
迎
合
戸
長
役
場
制
が
布
達
さ
れ
、
七
月

は
、
最
初
県
が
基
準
と
し
た

日
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

市
城
郡
部
の
一
戸
長
役
場
設
置
は
、
概
略
表
ハ
刊
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
戸
長
役
場
あ
た
り
の

0
0戸
よ
り
か
な
り
大
き
く
な
っ
た
。
連
合
一
戸
長
役
場
は
、
菟
際
部
で
は
商
か
ら
東
で
そ
の
他
の
部
で
は
部
役
所
の
近
く
か

地方三新法形成と郡部の動向第四節

明治13年rffJ或関係連合戸長
役場区域

表 43
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不

8
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6
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γ
4
6
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拾
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8
9
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町
巧
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H
4
3
日一u
y
J
H
t
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不

5
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不

不

不
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G
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戸数村数

μ
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今、υ
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H
フ
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u

q
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q
’
白
勾

t
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d
品

T
q
A

勺
d

N

3
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役場所在地
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709 
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699 
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a

今、υ
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n
y
r
z
O

勾

d

ハツ

4
・0
J
n
v
n
t
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今
、
υ

1

1

1

1

 

奥平野村
東尻池村

駒ケ林村

板宿村

東須跨村

下谷上村

中村

1i:合村
務、村

新在家村

東関村

御影村

住吉村

魚崎村

問中村

深江村

道場Jll原村
｝者椴村

ヰ吉野村

西 rm村
中大沢村

西妥E水村

小 ＂＇f' ;jミI
下洋橋村
長谷村

稲｛主村

i浅戸在i村
東村

合郷村

戸間村

木津村

野瀬村

／＼ 

菟

1

2

3

4

5

6

7
一1
2
3
4
5
6
7
8
9
e
3
5
7
8
9
5
6
7
S
9
ω

日
ロ

3

4

5

第
第
第
第
第
第
第
一
第
第
第
第
第
第
第
第
第
一
第
第
第
第
第
一
第
第
第
第
第
第
第
第
一
策
第
第

一部
＼／ 

役場名

〈
八
部
郡
〉

JZ( 

昔日、、／

〈
翁
馬
郡
〉

／＼ 

明

お

cm ！見;c;x部首＞13戸長役滋i豆械にi1liH泌すがBr~話。
戸数は明治24年「後発物件－＇！窓表」による。

資料：兵部j尽；｛[i逮号外（明治13年雪月 9日）
』まカミ
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明治13'.l:f改正による市域関係各都

戸長給与・東員数

月給額（円） 戸長 交員
郡名

12 10 9 8 7 6 5 総数 数

入部郡 2 3 2 7 19 

菟涼郡 132112  10 10 

有馬郡 2 2 3 6 1 14 38 

明石郡 2 5 2 5 1 1 16 60 

美談郡 1 3 8 1 1 14 49 

ら
第
二
戸
長
役
場
、
第
二
戸
長
役
場
と
い
う
ふ
う
に
、
番
号
で
名
前
が
つ
け
ら
れ

Tこ

は
迎
合
町
村
で
一
人
と
な
り
、
役
場
に
は
他
に
数
人
の
用
掛
と
そ
の
下
に

（段〉 JI：員数は戸長役場のmm・m生・mlの総計。
資料：明治14年皮 r兵隊県統計1双差是」

篠
山
生
が
吏
口
氏
と
し
て
お
か
れ
、
さ
ら
に
事
務
が
多
い
時
期
に
は
臨
時
で
手
伝
人
が

お
か
れ
た
。

そ
の

に
対
し
て
兵
庫
県
は
公
選
に
よ
る
選
出
法
を
同
年
六
月

表 44

日
布
達
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
選
挙
権
は

一O
歳
以
上
の
男
子
で
連
合
町
村
内
に

本
籍
を
定
め

被
選
挙
権
は
一
一

O
歳
以
上
の
男
子
で
そ
の
郡
区
内
に
本
籍

を
定
め
、
尚
一
一
一
年
以
上
住
居
し
、
そ
の
職
務
に
耐
え
る
こ
と
の
で
き
る
者
に
与
え

ら
れ
た
。

た
だ
し
、
一
戸
長
が
そ
の
任
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
県
が
判
断
す

れ
ば
、
県
令
が
任
命
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

改
正
夜
後
の
七
月
十
七
日
、
兵
庫
県
は
戸
長
の
出
頭
命
令
に
応
じ
な
い
も
の
に

対
し
て
は
郡
長
が
命
令
を
出
し
、
そ
れ
に
も
応
じ
な
い
場
合
は
、
叫
MU
察
力
で
対
処
す
る
出
向
を
達
し
た
。
個
々
の
町
村
か
ら
離
れ
、

ま
た
給
与
閣
で
も
戸
長
数
が
減
少
し
た
た

数
カ
村
を
担
当
す
る
一
戸
長
に
対
し
て
事
務
上
の
執
行
能
力
の
強
化
が
は
か
ら
れ
た
。

め
、
地
方
税
か
ら
の

人
あ
た
り
の
支
出
分
は
大
幅
に
増
加
し
、
最
高
で
は
月
一
二
円
に
も
な
っ
た
（
表
科
）
。
こ
の
よ
う
な
給

与
の
増
額
は
専
門
的
に
職
務
を
こ
な
せ
る
人
物
を
戸
長
に
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
連
合
町
村
の
事
務
は
、
表
M

刊
に
あ
る
よ

う
に
、
菟
原
郡
以
外
は
各
郡
と
も
戸
長
の
他
に
一
一
一
人
程
度
の
吏
員
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
吏
員
に
は
、
戸
長
の
代
理
を

つ
と
め
る
用
掛
、
事
務
を
扱
う
紘
一
十
生
、
戸
長
役
場
の
雑
務
を
扱
う
小
龍
、
県
庁
・
郡
役
所
や
管
内
各
町
村
な
ど
の
連
絡
に
あ
た
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る
下
走
な
ど
が
置
か
れ
た
。
ま
た
連
合
町
村
全
体
に
関
す
る
町
村
役
場
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
連
合
町
村
会
で
決
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
連
合
町
村
会
は
値
常
的
に

mm地
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
一
戸
長
が

町
村
を
代
表
し
な
く
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
は
、
町
村
を
代
表
す
る
と
と
も
に
町
村
か
ぎ
り
の

諸
事
務
を
お
こ
な
う
も
の
と
し
て
、
総
代
（
も
し
く
は
人
民
総
代
）
を
選
挙
で
選
出
し
た
。
こ
の
総
代
は
、
一
戸
長
か
ら
の
諸
連
合
｝
村

内
に
問
覧
し
た
り
、
戸
長
役
場
の
事
務
を
俄
々
の
村
で
実
際
に
遂
行
す
る
と
い
う
役
割
、
も
は
た
し
た
。
給
与
は
そ
れ
ぞ
れ
の
村

の
協
議
畏
か
ら
支
出
さ
れ
、
村
の
規
模
に
よ
っ
て
そ
の
額
は
異
な
り
、
臨
那
村
の
場
合
、
惣
代
の
給
与
は
年
額
六

O
円
と
さ
れ

て
お
り
、
大
一
弘
小
区
制
の
時
期
に
間
戸
長
で
あ
っ
た
者
が
惣
代
に
就
任
し
た
。

単
独
一
戸
長
役

場
制
の
併
用

こ
の
連
合
一
戸
長
役
場
制
で
は
、

の
ち
単
独
で
行
政
村
に
な
る
住
吉
村
の
よ
う
な
大
村
で
さ
え
も
迎
合
の
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
御
影
村
の
よ
う
に
一
市
街
を
な
す
大
町
村
以
外
、
単
独
で
一
戸
長
役
場
を
誼
か
れ
る
こ
と
は

地方三新法形成と郡部の動向

な
く
、
一
戸
長
役
場
の
名
称
に
も
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
級
め
て
回
一
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
戸
長
役
場
制
を
と
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
関
川
は
経
費
の
節
減
と
と
も
に
有
能
な
一
戸
長
の
選
出
を
そ
の
理
由

と
し
て
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
山
林
原
野
の
地
租
改
正
、
明
治
十
ニ
年
の
コ
レ
ラ
の
大
流
行
へ
の
対
処
、
小
学
校
教
育
の

推
進
な
ど
緊
急
の
課
題
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

コ
レ
ラ
な
ど
の
流
行
病
お
よ
び
小
学
校
教
育
の
問
題
は
後
に
述
べ
る
こ

と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
連
合
町
村
制
の
間
一
的
導
入
と
直
接
関
係
し
て
い
た
山
林
原
野
の
地
租
改
正
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

山
林
の
入
会
は
農
業
経
営
や
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
入
会
林
野
の
権
利
と
使
用
法
に
つ
い
て
は
近

第四節

位
以
来
複
雑
な
慣
習
が
存
在
し
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
十
ニ
年
末
か
ら
本
格
化
し
た
山
林
原
野
の
地
租
改
正
は
、
こ
の
複
雑
な
用

益
権
を
整
理
し
て
所
有
権
者
を
確
定
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
官
有
（
国
有
）
・
民
有
の
区
別
、
府
議
権
を
も
っ
村
々
の
問
で
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の
権
問
恨
の
確
定
な
ど
も
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
が
起
こ
っ
た
（
同
『
産
業
経
済
編
I
』
参
照
）
。

一
村
に
二
戸
長
を
お
く
と
、
村
の
利
益
に
一
戸
長
が
引
き
ず
ら
れ
、
山
林
原
野
の
地
組
改
正
が
円
浴
に
遂
行
で
き
な
い
ば
か
り

か
、
地
域
運
営
全
般
が
停
滞
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
県
は
述
合
町
村
一
戸
長
役
場
制
の
間

的
な
導
入
に
よ
っ
て
、
一
戸
長
を
個
々

の
村
の
利
市
青
か
ら
切
り
離
し
、

mm
の
求
め
る
事
業
を
担
え
る
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

山
林
原
野
の
地
租
改
正
が
終
了
す
れ
ば
悶

的
な
連
合
町
村
一
戸
長
役
場
制
を
と
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
か
ら
、
県
は
そ
の
の

ち
昭
一
的
設
定
を
見
直
し
、
単
独
一
戸
長
役
場
制
と
の
併
用
を
認
め
て
い
く
。
明
治
十
凶
年
四
月
の
県
会
で
、
前
年
に
実
施
さ
れ

Tこ
画

的
な
述
λ

川
口
町
村
一
戸
長
役
場
制
は
地
域
の
実
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
の
意
見
が
多
数
出
さ
れ
、
一
戸
長
役
場
を
連
合
し
て
設
置

す
る
か
単
独
で
設
閉
院
す
る
か
は
地
域
の
住
民
の
希
望
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
建
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
建
議
案

は
、
県
会
で
賛
成
問
。
、
反
対
六
の
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

山
林
原
野
の
地
租
改
正
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
同
年
六
月
九
日
、
県
は
こ
の
建
議
を
受
け
、

0
0戸
以
上
の
町
村
が
単
独
で

長
役
場
を
置
く
こ
と
を
許
可
し
た
。
多
く
の
町
村
で
単
独
役
場
制
へ
の
移
行
を
願
い
出
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
現

突
に
は
表
刊
の
よ
う
に
郡
ご
と
に
異
な
っ
た
対
応
が
と
ら
れ
た
。

入
部
郡
で
は
、
こ
の
施
策
に
か
か
わ
ら
ず
一
戸
長
役
場
区
域
の

変
更
は
ま
っ
た
く
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
放
火
譲
郡
で
も
、
単
独
で
一
戸
長
役
場
を
控
く
こ
と
は
許
可
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市

域
に
関
係
す
る
地
域
で
は
管
轄
区
域
の
変
更
も
な
か
っ
た
。

一
方
、
菟
原
郡
で
は
、
葺
合
村
・
筒
井
村
・
河
原
村
・
新
在
家
村
・
新
生
村
・
石
屋
村
・
御
影
村
・
深
江
村
・
大
石
村
で

独
の
一
戸
長
役
場
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。
明
石
郡
で
も
東
垂
水
村
・
西
霊
水
村
・
版
監
村
・
下
畑
村
・
名
谷
村
・
山
岡
村
・
多
間

村
・
布
施
畑
村
・
池
野
村
・
ム
口
同
和
村
・
細
田
村
・
宝
勢
村
・
池
田
村
・
古
郷
村
・
野
中
下
村
で
単
独
で
の
町
村
設
置
が
認
め
ら
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地方三新法形成と郡部の動向第四節

明治14年改正におし、て述合町村戸長役場1~］をとった町村表 45

戸数

不許2
881 

721 

402 

648 

397 

597 

奥平野予定阪！
炎旧東池尻
！~句ケ林野間
板潟大手西代池関
東須磨間須際多井畑

下谷上上谷上小吉~与をー衛門新田
中原野福地東下商下坂本衡原

名村

石井夢野鳥際

問ilh尻設問新聞 今和田新田

白川

観!II奇

王手妙法寺

名

上灘組
中灘上級

'*' l灘－F;¥';II 
下灘上級
下灘下級
山田上級

111 B=J下組

場役

〈
入
部
都
〉

200 

101 

128 

不詳
不詳
366 

314 

174 

418 

lf,rim 小河

三条）（津知

者E芝原［日
対立原上野五毛
森味泥鍛冶庭料問摩耶山
東明八幡水王手新問高羽徳、:JI二
住吉郡家
青木西青木
北畑田辺小路
｜高j本問中

魚崎機屋

王様中野

組
組

組
組
組
組
線

組
綴

店主
原

明
士
口
木
条
本
附

山
石
畑
森
一
泉
佐
背
三
附
魚

／＼ 

菟

原

若日
v 

326 

608 西対社P手風深谷移II谷
有野二郎
主主尾 附物
下小名凶
神｛す中大沢上大沢
道湯川i際平間余震予

上小名凶
ヰ吉野組
八多庄級

349 

677 
縦
:¥([B=J 

日間原市原
宅)JR 目下部

434 

210 

182 

125 

109 

408 

358 

414 

友情

向井

別府有rJ.~［
lliJ開小手
下洋橋水谷高l'f！橋
小山二度新居住

王吉田 森友
長谷菅野池谷松本寺谷福谷栃木務口
被住栄小木津木兇抑部近江商
ii§戸田裕中下官前大知l常本芝崎
中津印路大堅手！夜明
繁国竪匠！黒田
義国和国

北広谷東
南勝成新

i関和

西河原新方

井吹

今~i主
任11二十1

J
h
H
V
 

γ
2
 

ト」；長坂

組
組原

沢
川
一
府
関
津
山
倒
谷
住

治
ム
吋
J
V－q功。
。

大
道
一
別
前
A
H
f

小
育
長
潟
下

〈
有
馬
郡
〉

組
組
組
級
相
脳
級
組
組

／＼ 

明

石

者名
＼／ 

123 

100 

499 

組
問
脳
級

rn 
rn 

繁

和

神 五百蔵新小＊野EEl:J宇必＂メミ、
ヅh 1'1 小村l

淡河

（注） 八部1l1l・5完遂君j＼では13年主主合町村役場区域と？！＼：］立なし。
戸数については明治24年「徴発物件一覧表」による。

資料：明治14年 F兵f!l19芸統計ー概＊＂ほか

荻原木津行隊
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れ
た
。
有
馬
郡
で
は
、
湯
山
町
・
庶
植
村
・
上
津
谷
村
で
単
独
の
町
村
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の

で
は
、
連
合
戸
長
役

場
区
域
も
そ
れ
ま
で
の
も
の
よ
り
小
さ
く
な
っ
た
。

こ
の
単
独
町
村
役
場
併
用
制
へ
の
転
換
に
と
も
な
っ
て
、
連
合
を
続
け
て
い
る
戸
長
役
場
区
域
は
名
称
を
変
更
し
た
。

)¥. 
f.i~ 

郡
で
は
、
第
一
戸
長
役
場
が
上
灘
組
戸
長
役
場
と
さ
れ
る
な
ど
、
上
灘
・
中
灘
・
下
灘
・
山
聞
な
ど
の
近
位
時
代
の
惣
代
庄
屋

組
の
名
称
が
付
け
ら
れ
た
。
菟
原
郡
で
は
一
戸
田
氏
役
場
の
位
置
す
る
村
名
を
と
っ
て
、
畑
原
組
な
ど
の
名
称
が
と
ら
れ
た
。

戸
長
役
場
分
離

な
ど
の
婆
求

分
離
が
認
め
ら
れ
や
す
、
従
来
の
連
合
区
域
の
変
更
も
な
か
っ
た
入
部
郡
で
は
、
一
戸
長
役
場
の
分
離
を
求
め

る
村
々
の
運
動
が
お
こ
っ
た
。

監
那
村
で
は
、
単
独
町
村
一
戸
長
役
場
制
許
可
を
聞
き
、
村
内
で
協
議
し
た
上
で
、
山
中
に
あ
る
た
め
他
村
と
の
距
離
が
離
れ

て
い
る
こ
と
を
斑
尚
に
、
昭
和
十
四
年
六
月
協
同
令
に
対
し
て
単
独
一
戸
長
役
場
設
置
を
嘆
願
し
た
。
こ
れ
は
郡
長
に
説
得
さ
れ
て
、

い
っ
た
ん
取
り
下
げ
ら
れ
た
。
第
七
一
戸
長
役
場
区
域
各
村
の
一
戸
数
は
少
な
く
、
鹿
那
村
で
一

O
O一
円
、
右
越
え
る
程
度
で
あ
っ
た

こ
と
が
単
独
町
村
一
戸
長
役
場
設
置
を
難
し
く
し
て
い
た
一
つ
の
現
出
で
あ
ろ
う
（
表
“
）
。

臨
那
村
は
単
独
一
戸
長
役
場
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
明
治
十
四
年
九
月
、
村
に
一
戸
長
役
場
の
用
掛
を
常
置
し
て
も

ら
う
と
い
う
上
中
を
県
に
お
こ
な
っ
た
。
明
治
十
四
年
十
月
、

っ
出
張
問
川
掛
」
と
し
て
認
め
ら
れ
、

右
衛
門
が
投
票
の
上

選
出
さ
れ
た
。
監
那
村
で
は
、
こ
の
用
掛
が
事
務
を
と
る
「
照
掛
所
」
を
お
い
て
、
一
戸
長
役
場
の
機
能
を
も
た
せ
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
こ
の
用
掛
設
設
に
か
か
わ
ら
ず
実
質
的
な
使
立
は
な
く
費
用
負
担
が
哨
え
た
だ
け
で
あ
る
と
の
恕
山
で
藍
那
村
は
さ
ら

に
明
治
十
五
年
九
月
、
戸
長
役
場
区
域
の
他
村
の
総
代
の
質
成
な
も
得
て
、
単
独
戸
長
役
場
の
設
置
を
県
に
願
い
出
た
が
、
こ

れ
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
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地方三新法形成と郡部のj動向第四節

入部郡第七戸長役場i玄j或各村戸数表 46

磁那村間下村i坂本村i街原村｜小河村原野村i福地村 l＊下村村中村名

109 38 39 41 21 107 36 145 61 戸数

資料：明治24年rr故発物件一覧表」

入部君II第四戸長役場区域各村戸数表 47

白川村村王手妙法寺村池E日村商代村大手村板宿村村名

52 47 80 25 42 37 67 戸数

中
中
村
・
｛
阿
川
村
・
妙
法
寺
村
の
一
一
一
村
は
、
山
間
部
に
あ
っ
て
海
岸
部
の
板
宿
村
な

ど
閉
カ
村
か
ら
速
く
、
畏
情
も
異
な
る
こ
と
を
理
由
に
、
明
治
十

の
連
合
一
戸
長

役
場
制
実
施
夜
後
の
六
月
末
か
ら
、
一
戸
長
役
場
の
分
離
を
嘆
願
し
て
い
た
。
一
一
一
村
は
、

八
部
部
役
所
の
説
諭
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
嘆
願
を
繰
り
返
し
、

八
月
に
は
郡
役

所
を
介
し
て
県
へ
嘆
願
を
提
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
県
は
、
七
カ
村
で
の
戸
長
選

挙
の
投
票
を
せ
ま
っ
た
が
、
分
離
を
主
張
す
る
一
一
一
村
は
こ
れ
を
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
し
て

分
離
運
動
を
続
け
た
。
明
治
十
四
年
の
単
独
一
戸
長
役
場
設
置
許
可
の
布
達
を
受
け
て
、

三
村
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
戸
長
役
場
設
罷
を
嘆
願
し
た
よ
う
で
、
白
川
村
で
は
明
治
十

間
年
七
月
二
十
七
日
、
村
内
小
部
の
連
印
で
嘆
願
書
を
mm
に
提
出
し
た
。

し
か
し
表

灯
の
よ
う
に
、
一
一
一
村
と
も
県
の
基
準
で
あ
る
一

O
O一
戸
に
は
遠
く
お
よ
ば
ず
、
こ
の

嘆
願
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

資料：明治24年「徴発物件一覧表J

一
方
菟
原
郡
で
は
、
明
治
十
六
年
一
月
、
一
一
一
条
組
の
う
ち
中
野
村
・
小
路
村
・
北

畑
村
・
国
辺
村
は
、
一
一
一
条
村
・
森
村
・
津
知
村
と
分
離
し
て
問
カ
村
で
一
戸
長
役
場
を

設
置
し
た
。

に
あ
た
っ
て
田
村
の
総
代
お
よ
び
各
村
毎
に
設
置
さ
れ
て
い
た
用

掛
は
、
述
印
で
連
合
一
戸
長
役
場
運
営
に
つ
い
て
の
七
カ
条
の
一
戸
長
役
場
規
定
を
つ
く

~.） 

こ
れ
は
、
一
戸
長
を
出
す
村
以
外
の
一
一
一
カ
村
か
ら
は
、
各
村
ご
と
に
用
掛
を
出

す
、
周
掛
給
料
は
各
村
の
地
方
税
納
入
総
額
に
比
例
し
て
支
出
す
る
、
各
村
の
村
氏

近代・琴HI::歴史編W197 



は
用
掛
を
続
出
し
て
租
税
な
ど
を
納
め
る
な
ど
、
各
村
の
独
立
性
を
強
く
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
先
ほ
ど
の
藍
那
村
や
、
こ

の
一
戸
長
役
場
競
定
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
十
間
年
の
改
正
以
降
は
、
用
掛
と
い
う
職
種
を
利
用
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
一
戸
長
役
場
で
な
す
べ
き
事
務
を
各
村
で
お
こ
な
う
と
い
う
傾
向
が
強
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
用
掛
と
村
の
総
代
は
、
監

那
村
で
も
中
野
村
等
で
も
同
一
人
物
で
は
な
か
っ
た
。

一
村
に
一
戸
長
を
置
い
た
場
合
と
異
な
り
、
村
の
代
表
者
と
一
戸
長
役
場
事

務
を
担
う
者
と
は
、
違
っ
た
人
物
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

3 

公
共
事
務
の
展
開

小
学
校
教
育

兵
庫
県
が
、
述
合
町
村
制
を
と
っ
た
の
は
先
に
述
べ
た
山
林
原
野
の
地
租
改
正
の
た
め
の
み
な
ら
ず
小
学
校

教
育
や
コ
レ
ラ
大
流
行
な
ど
の
衛
生
と
い
っ
た
新
た
な
公
共
事
務
の
前
進
を
は
か
る
た
め
で
あ
っ
た
。

政
府
は
、
明
治
五
年
八
月
二
日
に
出
さ
れ
た
学
制
制
定
以
来
、
小
学
校
教
育
の
推
進
を
は
か
つ
て
い
た
が
、
明
治
十
二
年
九

月
の
教
育
令
以
降
、
政
府
や
県
と
い
う
行
政
機
関
が
こ
の
抗
進
を
院
接
担
う
方
式
か
ら
、
町
村
F

悶
’
身
に
こ
れ
を
進
め
さ
せ
る
方

式
へ
転
換
し
た
。

教
育
令
に
よ
り
、
就
学
期
間
は
八
年
か
ら
最
低
四
年
、

一
年
に
四
カ
月
以
上
出
席
す
れ
ば
よ
い
と
…
臓
を
も
っ
た
も
の
と
な
り
、

実
質
的
に
義
務
教
育
の
期
限
短
縮
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
県
令
が
任
命
す
る
学
区
取
締
に
か
わ
っ
て
、

「
町
村
ノ
学
校

心
事
務
ヲ
幹
理
」
す
る
学
務
委
員
が
住
民
の
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
十
一
一
一
年
ニ
月
十
二
日
布
達
さ
れ

た
兵
庫
県
学
務
委
員
選
挙
規
則
に
よ
れ
ば
、
学
務
委
員
の
選
挙
資
格
は
、
選
挙
権
・
被
選
挙
権
と
も
満
二

O
歳
以
上
の
男
子
で
、
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地方三新法形成と郡部の動向第四節

援那村協議後支Ill表 48

16 

円
111. 00 

6.00 

5.50 

12.00 

i弓
128.00 

12.00 

1. 23 

8.32 

32. 73 

94.00 

9.00 

6.00 

60.00 

30.00 

8.00 

9. 50 

1. 70 

0.80 

7.68 

15 

i可
112.00 

12.。。

14 

月
101. 00 

12.。。

13 

liJ 
80.00 

10. 00 

1. 30 

明治12年

6.00 

57.07 

90.00 

15.00 

6.00 

60.00 

30.00 

12.00 

15.00 

1. 16 

3.45 

8.40 

6.00 

57.48 

70.00 

12.00 

5. 50 

60.00 

25.00 

12.00 

15.00 

0.60 

1. 95 

7.40 

52.00 

89. 72 

72. 80 

18.60 

6.00 

60.00 

30.00 

9.50 

24.00 

0.48 

3.61 

6.80 

53. 27 

85.00 

6.00 

12.。。

36.00 

18.50 

12.60 

3.40 

7. 70 

学校設

学務委員給

衛生殺

衛生委員給

協議巡査費

道路修緩袈

橋梁修絡'l/(
Z汗務消耗弘I(

総代給

小使給

村会費

議員ほか羽当

部内迷手会会主主

郡内連合会費

郷村社祭典型t
臨待費

408.96 428.08 437.号3465.08 315. 70 計ぷ》、
lこ1

"' 〆0
34.2 

（注） 臨時＇／！.（の内訳は明治13主獄事村社祭典絞・明治14年11!林原野改正i~.

教育資の千：lj合は（学校E翌十学務委員~v の全体1rr'i めるま＇）合。
資料：「盤那自治会文書'i'J

% 
29.0 

。ζ
／υ 

25.8 
% 
19.4 

% 
37. 1 教育費の割合

そ
の
町
村
に
本
籍
を
持
ち
居
住
す
る

も
し
く
は
寄
留
し
て
い

と
さ
れ
て
お
り
、

ほ
ぼ
男
子
の
普
通

選
挙
に
近
か
っ
た
。

菟
原
郡
で
は
、
こ
れ
に
よ
り
学
務

委
員
を
学
校
組
合
の
組
合
村
ご
と
に

選
出
し
た
。
菟
原
郡
の
場
合
、
公
立

小
学
校
は
一
一

O
校
で
あ
り
、
一
一
村
に

一
つ
の
割
合
で
小
学
校
が
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
が
、
区
分
方
法
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
。
各
校
一
人
の
学
務
委
員

が
段
か
れ
て
い
た
が
、
複
数
の
学
務

委
員
が
選
出
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
（
新
徳
校
二
人
・
丘
集
校
一
一
人
・

魚
崎
校
四
人
・
青
木
校
一
一
一
人
）
。
明
治
十

年
六
月
、
菟
原
郡
内
の
学
務
委
員

は
共
同
で
、
町
村
ご
と
に
学
務
事
務

近代・5晃代j盗民：編W199 



町村協議夜中の教育資およびその比率表 49

郡T:i 明者日原菟君·~部日八

% 
27.5 

26. l 

26.3 

26.9 

33.2 

Eキ1教育費

円
7, 255 

7,437 

8,090 

9,459 

9, 708 

協議費

円
26, 341 

28,451 

30, 774 

35, 134 

29, 270 

2ド

内%
3,236 36.2 

3, 119 • 36. 2 

3, 409 41. 8 

7, 857 • 58. 2 

11,802: 67.0 

教育費協議資

円
8,933 

8,617 

8, 149 

13,497 

17,622 

教育費

Pl % 
l, 500 : 13. 9 

l, 666 • 13. l 

1,912'12.4 

4,463. 35.2 

3, 445 : 41. l 

協議費

円
10, 797 

12, 739 

15,408 

12, 677 

8, 377 

次

明治12

13 

14 

16 

17 

主ド

の
取
扱
い
が
異
な
ら
な
い
よ
う
に
菟
原
郡
学
務
委
員
事
務
取
扱
振
ゅ
ん
円
を
作
成
し
た
。

と
こ
ろ
で
教
育
令
の
制
定
は
、
一
一
一
新
法
に
よ
っ
て
教
育
に
つ
い
て
の
基
本
的
負
担

が
町
村
自
’
身
の
決
定
す
る
協
議
費
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
と

軌
を
一
に
し
て
い
た
。
教
育
の
費
用
負
担
を
住
民
に
求
め
る
た
め
に
は
、
住
民
自
身

の
積
械
的
な
教
育
事
業
へ
の
参
与
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

教
育
に
つ
い
て
の
町
村
の
負
拐
を
藍
那
村
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
表
刊
の
よ
う
で

あ
り
、
村
協
議
費
の
な
か
で
教
育
関
係
の
支
出
額
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。
協
議
費

全
体
に
対
す
る
教
育
関
係
の
費
用
の
割
合
は
、
明
治
十
一
一
年
に
は
一
一
一
O
%
強
、

年
に
一
O
%
に
減
少
す
る
が
、
そ
の
後
ま
た
割
合
は
増
え
、
明
治
十
六
年
に
は
ふ
た

た
び
一
二
O
%
台
と
な
っ
た
。

市
城
に
関
係
す
る
地
域
を
郡
単
位
で
見
た
場
合
、
表
的
の
よ
う
に
か
な
り
郡
に
よ

っ
て
そ
の
比
率
は
迷
う
が
、
少
な
い
入
部
郡
で
一
O
%
強
、
多
い
菟
原
郡
で
は

資料： r兵!111県統計慨表」

ガ
か
ら
四
O
%
も
の
額
を
占
め
、

入
部
郎
、
な
除
く
各
郡
で
は
、
す
べ
て
の
設
問
中
も

っ
と
も
多
額
で
あ
っ
た
（
入
部
郡
は
土
木
授
が
絞
も
多
い
）
。

い
同
玉
、
こ

t
工
、
J
h
y

、
問
M

J
J白
ゆ
み
イ
斗
d
v
b
v
札

V
φ
／

｝

V
ふ

μ

昨
川
ノ

治
十
四
年
度
で
は
、
有
馬
郡
で
ニ
八
・
O
%
、
恭
一
一
〈
喪
郡
で
は
問
。

%
を
占
め
て

、、－
o

t
v
J
Iド

し
か
も
そ
の
割
合
は
年
々
増
加
し
、
菟
原
郡
で
は
明
治
十
七
年
度
に
は
、
全

体
の
ふ
ハ
O
%
を
こ
え
て
い
た
。
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町
村
住
民
が
み
ず
か
ら
教
育
を
行
う
と
い
う
方
向
へ
転
換
す
る
こ
と
は
、
実
際
に
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
教

（
『
文
部
省
第
八
年
報
付
録
』

明
治
十
三
年
）

脊
令
に
よ
る
県
の
監
督
の
弛
緩
は
っ
人
心
既
一
一
援
鑓
一
一
流
レ
、
学
事
漸
ク
弛
緩
ス
ル

と
あ
る
よ
う
に
、
県
に
と
っ
て
は
教
育
事
業
の
後
退
と
み
な
さ
れ
る
事
態
を
生
み
だ
し
た
。
支
持
の
よ
う
に
墜
那
村
で
は
、
明

治
十

く
ら
べ
十
一
一

は
、
村
財
政
に
占
め
る
教
育
費
の
比
率
は
一
時
的
に
減
少
し
た
。
ま
た
表
向
の
よ
う
に
明
治
十

年
に
は
就
学
率
に
つ
い
て
も
統
計
で
み
る
か
ぎ
り
若
手
低
下
し
た
。

地方三新法形成と郡部の動向第四節

兵庫県内！日摂津地域における就学芸名の変遷表 50

の
後
退
」
は
中
央
政
府
自
’
身
も
認
識
し
て
い
た
。
自
由
民
権
運
動
へ
の
対
応
を
含
め
て
、
政
府
は
教
育
へ
の
干
渉
を

% 

33.6 

31. 4 

30.4 

人

不詳

10,404 

10, 411 

10, 572 

% 
40.0 

40.3 

40.0 

44. 1 

非就学

人
18,096 

18, 472 

19, 921 

19,436 

学総人口

人
30, 162 

30, 920 

33, 186 

34, 771 

明治11

12 

13 

14 

1欠年

強
め
る
と
い
う
方
針
を
定
め
、

教
育
令
を
翌
明
治
十

二
月
二
十
八
日
に
改
正
し
た

（
改
正
教
育
令
）
。

町
村
に
教
育
を
推
進
さ
せ
る
と
い
う
方
式
そ
の
も
の
に
は
変
更
は
な
い
が

町
村
に
対
し
て
県
の
監
督
が
強
め
ら
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
学
務
委
員
の
持
つ
教
員
の

（主主） 出席数およびネは，常持tll服務のもの。

資料： F兵路県統計枕表」

任
免
・
俸
給
の
決
定
・
教
則
の
編
成
に
つ
い
て
の
権
限
が
県
に
完
全
に
移
行
し
た
。
ま
た
学

務
委
員
自
体
も
、
公
選
制
か
ら
、
学
務
委
員
の
定
員
の

…
倍
か
ら
一
一
一
倍
の
候
補
者
を
住
民
が

選
挙
で
選
び
、
こ
れ
を
県
令
に
推
薦
し
、
そ
の
中
か
ら
県
令
が
選
択
し
て
任
命
す
る
と
さ
れ

た
。
推
薦
の
さ
い
の
選
挙
権
者
も
、
土
地
も
し
く
は
建
物
を
も
っ
者
と
な
り
、
寄
問
問
者
は
排

除
さ
れ
た
。

ま
た
こ
の
改
正
に
よ
っ
て

学
務
委
員
と
し
て
直
接
学
校
運
営
に
加
わ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
連
合
町
村
制
下
の

町
村
が
組
合
を
つ
く
っ
て
小
学
校
を

全
体
と
し
て
管
轄
し
て
い
く
こ
と
に
対
す
る
法
的
な
裏
付
け
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
改
正
教
育
令
施
行
に
よ
り
急
激
に
町
村
へ
干
渉
を
強
め

近代・現代隆史露首N20I 



な
る
こ
と
を
期
待
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
針
が
と
ら
れ
た
の
は
、

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
連
合
町
村
の
戸
長
や
学
務
委
員
へ
の
歎
督
強
化
に
よ
っ
て
、
町
村
が
積
械
的
に
学
中
引
を
進
め
る
よ
う
に

の
ち
に
自
由
民
権
運
動
と
の
関
連
で
述
べ
る
よ

う
に
、
こ
の
時
期
の
県
の
教
育
行
政
の
中
掘
が
、
極
度
な
干
渉
を
好
ま
ず
、

「
実
地
主
義
L

を
探
勝
し
て
漸
進
的
な
政
策
を
基

地
域
の
側
か
ら
も
、
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
識
が
育
ち
は
じ
め
て
い
た
。

本
と
す
る
本
山
彦
一
学
務
課
長
な
ど
慶
応
義
塾
出
身
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
藍
那
村
と
小
河
村
は
明
治
十
四
年

米
に
県
が
学
区
改
正
を
行
っ
た
と
き
、
学
齢
児
童
の
就
学
を
維
持
す
る
た
め
、
学
区
内
父
兄
集
会
を
行
い
、
そ
れ
ま
で
の
監
那

村
に
本
校
、
小
河
村
に
支
校
と
い
う
体
制
を
存
続
す
る
こ
と
な
郡
長
に
願
い
出
た
。

衛
生
・
治

安
・
通
信

俗
生
事
務
の
展
開
聞
を
見
て
み
よ
う
。

次
に
教
育
と
な
ら
ん
で
町
村
の
新
た
な
公
共
事
務
と
し
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
伝
染
病
対
策
を
基
本
と
す
る

明
治
十
一
一
年
は
全
国
的
に
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
年
で
あ
り
、
兵
庫
県
で
も
こ
の
年
六
月
ご
ろ
か
ら
コ
レ
ラ
が
流
行
し
は
じ

め
、
七
月
に
は
表
引
に
あ
る
よ
う
に
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。

幻
）
、
全
県
で
八
九
九
一
人
の
患
者
安
出
し
、
う
ち
六

二
五
人
も
の
人
が
死
亡
し
た
。

こ
れ
は
明
治
十
年
代
以
降
で
は
も
っ
と
も
流
行
し
た
年
で
あ
り
（
表

こ
れ
へ
の
対
処
の
た
め
翌
年
四
月
、
丘
（
膝
県
は
内
務
省
の
中
央
衛
生
会
開
設
に
対
応
し
て
、
地
方
衛
生
会
を
開
設
、
町
村
に

は
町
村
範
閉
で
の
衛
生
向
上
を
職
務
と
す
る
町
村
衛
生
委
員
を
置
い
た
。
兵
庫
県
衛

生
委
員
設
置
法
に
よ
れ
ば
、
衛
生
委
員
は
町
村
住
民
の
公
選
で
あ
り
、
選
挙
被
選
挙

資
格
と
も
町
村
内
に
本
籍
も
し
く
は
一
一
一
年
以
上
寄
留
し
て
い
る
こ

O
歳
以
上
の
男
子

で
、
郡
内
に
不
動
産
を
所
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
袋
持
の
よ
う
に
、
藍
那
村
で
は

表 51 明治12年

後半期兵庫媒

コレラ発生数

人
4,315 

2,384 

419 

183 

34 

0 

資料：.兵Jtl[l尽統計

概差是』

日
μ
開
刀
日
μ
目
川
田
μ
日
μ

7

8

9

m
山
口
口
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コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
明
治
十
二
年
に
は
、
衛
生
委
員
の
給
与
が
か
な
り
は
出
さ
れ
て
い
る
が
、
翌
年
に
は
出
さ
れ
ず
、
そ
の
後

明
治
十
四
年
か
ら
再
び
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
少
し
ず
つ
拡
大
し
て
い
っ
た
。
な
お
衛
生
委
員
は
明
治
十
五
年
二
月
二
十
四

日
改
正
さ
れ
、
定
員
が
一
戸
長
役
場
ご
と
に
一
一
一
人
と
な
り
、
選
挙
法
も
住
民
の
選
挙
か
ら
町
村
会
で
の
選
挙
へ
と
変
わ
っ
た
。

町
村
衛
生
委
員
は
、
衛
生
の
細
街
な
事
項
を
扱
い
、
伝
染
病
発
生
の
さ
い
に
は
先
頭
に
た
っ
て
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
現
実
の
事
務
は
代
理
者
が
扱
い
、
選
出
さ
れ
た
衛
生
委
員
は
名
前
だ
け
の
場
合
が
か
な
り
あ
っ
た
よ
う
で
、
問
問
は

明
治
十
五
年
九
月
一

白
、
町
村
住
民
の
瞬
望
を
に
な
っ
て
選
出
さ
れ
た
者
が
み
ず
か
ら
事
務
に
あ
た
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
布

達
を
出
し
て
い
る
。

教
育
・
衛
生
の
ほ
か
に
も
、
町
村
は
協
議
費
に
よ
っ
て
公
共
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
財
政
負
担
を
行
っ
た
。

地方三新法形成と郡部の動向第四節

「
協
議
費
巡
査
」
で
あ
る
。

兵庫県コレラ発病者数・

死亡者数

年次 発生数 死亡数 死亡率

人 人 % 
明治12 8,991 6,325 70.3 

13 70 18 25. 7 

14 628 458 72. 9 

15 695 73.6 

36 16 44.4 

17 16 9 56. 2 

18 1, 020 861 84.4 

19 6, 723 5,425 80.6 

20 68 42 61. 7 

21 51 27 52.9 

合計 18, 298 13,693 74.6 

表 52

(i:t) 河時郊の腸チフスの死亡事は29.2%, 

発疹チフス53.3%，苦手議29.8%.

資料： F兵Jtl'lj泉統音1－~l'J

そ
の
一
つ
が

先
に
大
証
小
区
制
期
の
警
察
制
度
の
整
備
の
過
程
に
つ
い

て
述
べ
た
よ
う
に
、
大
区
小
区
制
期
の
警
察
費
は
医
費
を
中

心
と
し
て
支
出
さ
れ
て
い
た
が
、
一
一
一
新
法
に
よ
っ
て
、
地
方

税
で
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ま
で
の
町
村
お
よ
び
そ
の
連
合
組
織
が
雇
用
す
る
と
い
う
性

格
は
制
度
上
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
た
。
明
治
十
二
年
に
お
け

る
市
域
に
関
係
す
る
野
察
一
院
は
表
口
の
よ
う
で
あ
る
が
、
た

と
え
ば
有
馬
一
郡
で
巡
査
が
わ
ず
か
一

O
人
に
し
か
す
ぎ
な

近代・若HI:;日震史編W203 



（明治12年）

塁手察署 所主E地 警部 巡査 管 qri!f ii防関

人6 人事11戸怒祭器 相生町 238 神戸区・3志原郡 l 7UIJ 4村
一丁目 入部君fl

御影分裂 御影村 12 菟原郡 43村

兵庫聖子察署 戸場部］． 6 116 事11戸区・入部郡 41UIJ4村

須磨分署 東須磨村 5 入部郡 16村

原野交番所 E草野村 5 入部君11 13村

三 l:E分袈 三問問1 1 10 有馬郡 4冊J88村

明石怒察！沼 明石町 2 16 明石郡 14田J36村

四戸限交番所 西戸田村 9 明石郡 51村

三木分裂 福1こj二回I 7 美謀者E 4 UIJ65村

rlJJ或を管轄とする塁手察区表 53

か
っ
た
こ
と
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
県
が
配
閉
院
し
た
警
察
署
や
分
響
、

交
接
所
お
よ
び
巡
査
の
数
は
決
し
て
十
分
と
は
い
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

。
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
時
期
、
県
会
で
は
、
町
村
で
の
雇
用
を
求
め
る

意
見
や
警
察
費
の
節
減
論
が
主
流
を
し
め
、
増
額
は
極
め
て
悶
難
で
あ
っ

た
。
実
際
、
明
治
十
一
一
一
年
以
降
地
方
税
野
祭
買
は
一
一
万
円
前
後
で
ほ
と

ん
ど
地
え
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
県
は
、
町
村
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、
関
係
町
村
の
協
議
の
上

で
、
巡
査
の
増
員
や
警
察
分
署
・
交
番
所
の
増
設
を
願
い
出
る
こ
と
を
許

可
し
た
。
そ
し
て
明
治
十
一
一
一
年
六
月
、
各
都
役
所
に
対
し
て
「
協
議
費
巡

資料：明治12年 r兵部9喜統計概至宝』

査
配
置
請
願
者
心
得
L

を
達
し
て
、
各
町
村
へ
そ
れ
を
告
示
す
る
よ
う
に

求
め
た
。

し
か
し
そ
の
際
巡
査
の
明
良
の
た
め
に
は
、

一
人
あ
た
り
の
続

費
と
し
て
一
年
間
に
一
四
七
刊
を
上
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
炎

川
村
（
川
官
民
）
の
捺
mm村
の
協
議
技
中
の
協
議
巡
査
費
の
支
出
は
こ
の
た
め
の

費
用
で
あ
り
、
原
野
交
番
所
の
巡
査
の
経
費
負
担
の
一
部
と
見
ら
れ
る
。

そ
の
額
は
、
設
授
時
に
は
協
議
費
の
一
一

O
V月
に
も
な
る
ほ
ど
で
、

か
な
り

の
負
担
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
治
安
や
衛
生
な
ど
で
重
要
な
役
割
を
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担
う
巡
査
設
置
を
町
村
は
希
摂
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
明
治
十
四
年
間
月
の
内
務
省
速
に
よ
っ
て
、
誌
願
巡
査
制
度

と
い
う
か
た
ち
で
全
額
的
に
整
備
さ
れ
た
。

な
お
市
域
間
関
係
で
は
明
治
十
四
年
ま
で
に
、
明
石
郡
西
一
戸
田
村
交
番
所
が
廃
止
さ
れ
、
あ
ら
た
に
菟
原
郡
新
在
家
村
に
交
番

所
が
お
か
れ
、
一
一
二
カ
村
を
管
轄
、
ま
た
有
馬
郡
で
は
湯
山
町
に
分
署
が
お
か
れ
、
こ
れ
は
一
町
一
一
カ
村
を
管
轄
し
た
。
こ

の
増
設
に
つ
い
て
関
係
町
村
の
請
願
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

あ
る
。 ま
た
商
業
の
発
展
に
と
も
な
う
通
信
手
段
の
発
達
に
し
た
が
っ
て
、
郵
便
局
の
設
置
も
町
村
の
要
求
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で

た
と
え
ば
、
魚
崎
村
で
は
、
明
治
十
凶
年
末
、
自
村
が
酒
造
を
中
心
と
す
る
商
業
地
で
近
年
東
京
等
と
の
取
引
が
増
し
、

そ
れ
に
と
も
な
い
郵
便
物
の
や
り
と
り
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
郵
便
局
が
御
影
村
に
あ
り
不
能
で
あ
る
と
し
て
、

郵
便
局
の
設
置
を
村
会
議
員
の
連
名
で
燥
に
求
め
た
。

地方三新法70成と郡部の動向

i'fj域（神戸区を除く）
を管轄する郵便局

〔明治14年）

表 54

第四節

奥平野村

福地村

入部郡

新在家村

御影村

湯ill自IT

道場河原村

有野村

j；苦綴村

菟原君日

有潟郡

関戸EB村

商:fil7）＜.村
淡河村

明石部

し
か
し
こ
れ
は
結
局
認
め
ら
れ
ず
、
閉
山
は
明
治
十

月
、
郵
便
局

資料：明治14年 r兵隊!fr¥統
奇i根差是a

を
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
魚
崎
村
に
怯
え
た
。
そ
の
潔

山
に
つ
い
て
県
は
具
体
的
に
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
表
山
内
の
よ

う
な
郵
便
局
の
配
置
の
な
か
で
み
る
な
ら
、
菟
原
郡
で
は
全
体

で
一
…
つ
（
御
影
村
と
新
在
家
村
）
し
か
な
く
、

し
か
も
魚
崎
村
と
抑

影
村
の
距
離
が
概
め
て
近
い
こ
と
が
理
由
の
一
つ
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

近代・2晃代i墜]ii.:.編N20ラ



第
五
節

一
一
一
新
法
に
よ
る

県
会
の
開
設

郡
部
の
自
由
民
権
運
動
と
明
治
十
七
年
の
地
方
制
度
改
正

県
会
の
設
置
と
自
治
権
拡
大
要
求

こ
れ
ま
で
一
一
一
新
法
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
郎
お
よ
び
町
村
レ
ベ
ル
で
の
運
営
組
織
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、

議
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
最
初
に
国
家
の
法
に
よ
っ
て
開
催
方
式
が
定
め
ら
れ
た
議
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
議

府
県
レ
ベ
ル
で
は
新
た
に
府
県
会
が
設
註
さ
れ
た
。
府
県
会
は
府
県
限
り
で
の
事
業
の
経
費
（
地
方
税
）
を

会
が
障
会
に
先
だ
っ
て
形
作
ら
れ
た
の
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
廃
藩
置
県
以
降
と
く
に
地
組
改
正
を
経
て
、
府
県

や
町
村
の
内
に
租
税
協
議
機
思
想
が
浸
透
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
と
く
に
兵
庫
県
の
場
合
、
一
一
…
新
法
制
定
以
前
に
県
会
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
さ
き
が
け
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

し
か
し
府
県
会
は
板
め
て
制
限
の
多
い
議
会
で
あ
っ
た
。
県
令
は
議
案
の
提
出
権
を
独
占
し
て
い
た
。
ま
た
府
県
会
が
独
自

に
条
例
を
つ
く
る
権
限
は
な
く
、
府
県
や
政
府
に
建
議
し
う
る
だ
け
だ
っ
た
。
ま
た
予
算
の
支
出
・
徴
収
に
つ
い
て
も
審
議
す

る
だ
け
で
具
体
的
な
施
行
方
法
を
き
め
る
権
眼
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
府
県
会
の
決
定
を
県
令
が
不
当
と
し
た
時
に
は
、
内
務

卿
の
許
可
が
あ
れ
ば
こ
の
決
定
を
否
定
し
、
県
令
の
提
示
し
た
原
案
を
そ
の
ま
ま
執
行
す
る
権
限
が
県
令
に
認
め
ら
れ
て
い
た

206 第一挙近代署警明湖の神戸



郡部の自由民権運動と明治十七年の地方制度改正第五節

市域関係各都におけるj祭会議長選挙権者および被選挙権者

入部郡 芸道原郡 有馬郡 明石郡 美護者日
:ti::次
被選選挙 被選選挙 被選 選挙 被選 選挙 被選 選挙

明治12 548 1, 138 630 1, 689 1,823 2,925 2, 757 3,973 1 953 2,994 

13 647 1, 011 583 1,060 1,974 2,912 2,828 4 130 1, 974 3, 016 

14 634 849 668 1,060 1, 929 2, 873 2,820 4,013 2, 116 2, 191 

16 610 1, 013 I 621 6so 1,986 2,802 2,912 4,201 1, 849 2, 117 
17 678 1, 058 531 1, 130 1, 902 2, 831 2, 765 3, 878 1,867 3,224 

18 675 1,052 595 920 1, 740 2,621 2,626 3,819 1, 703 2,665 

19 670 928 594 890 1, 727 2, 301 2,404 3, 545 1, 136 2, 707 

20 626 687 607 951 1, 721 2, 928 1,026 1, 547 1, 504 2,435 

表 SS

Ct主） 明石郡明治14年の選挙人数は，資料上では 5,013人となっているが前後の関係から訂正をくわえた。

の
で
あ
る
。

府
県
会
議
員
は
、
郡
を
選
挙
区
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。
市
域
に
関
係
す
る

府
県
会
議
員
の
選
挙
誌
も
基
本
的
に
は
こ
れ
に
そ
う
も
の
で
あ
り
、

菟
原
・
有
馬
・
明
石
・

T

、、
f
巾
・

5
ノ
J
玄
日

各
郡
と
も
最
初
は
定
員
二
人
、
明
石
郡
に
つ

い
て
は
明
治
一
一
十

年
の
定
数
改
正
で
定
員
一
一
一
人
と
な
っ
た
。

次
に
府
県
会
議
員
の
選
挙
資
格
を
見
て
み
よ
う
。
被
選
挙
権
者
は
、
県
内

に
本
籍
を
も
ち
、
満
一
一
一
年
以
上
賠
住
し
、
地
租
一

O
円
以
上
を
お
さ
め
る
こ

五
歳
以
上
の
男
子
、
選
挙
権
者
は
郡
内
で
地
租
五
円
以
上
を
お
さ
め
る

歳
以
上
の
男
子
と
さ
れ
て
い
た
（
表
日
）
。
市
域
関
係
各
都
で
の
人
口
当
た
り

八
部
郡
・
菟
原
郡
の
よ
う
に
人

の
そ
の
比
率
は
表
向
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

明治12年度県会議員選挙

権者の人口当たり比率

君5 選挙人 被選挙人

。／。，， % 
入部郡 7.2 3.4 

Z塩原郡 5. 0 1. 9 

有馬君［I 9.0 5.6 

明石若II 6.8 4. 7 

美繋君E 9. 7 6.3 

表 S6

q密
集
地
を
か
か
え
る
地
域
は
、
有

資料：明治12年 F兵路j思統計概吉弘

馬
郡
・
愛
護
郡
の
よ
う
な
農
村
部
に

く
ら
べ
て
、
人
口
あ
た
り
の
選
挙
権

者
の
割
合
が
低
か
っ
た
。

ち
な
み
に

兵
庫
県
全
体
で
は
、
選
挙
権
者
は
、

ニ
O
歳
以
上
人
口
の
一

0
・五ゲ声、

被
選
挙
権
者
は
わ
ず
か
五
・
四
%
に

近代・現代歴史綴N
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（明治10年代）

名 日IJ 住 所 議員期間（年・月） j祭会内役職

天宅j蕊コ信衛門 八部郡東尻池村 12. 3～18. 7 
武井伊右衛門 八部都板宿村 14. 3～16.2 郡部会常俊委員

吉田 #1之介 菟原郡住吉村 13. 12～25.2 郡部会常資委員

滝本甚右衛門 菟原君臨？合村 16. 7～22.4 
問中 主主児 有馬郡有野村 12. 3～13.3 16.2～18.4 郡部会')jl;i資委員
福井器官 有馬郡川i徐村 13. 12～17. 5 
有井甚台 有馬君~宅原村 18. 4～21. 3 
小南清三郎 有馬郡上津谷村 18. 4～25.2 
海妥京次郎 明石郡黒田村 13. 11～17. 5 
主主回 寛救 明石郡大蔵谷村 14. 3～17.8 
石間寅之助 美護部渡瀬村 12. 3～23. 7 県会議長

前回熊市 美護者5野瀬村 13. 11～17.5 19.1～21. 1 

市j或関係郡部選出j県会議員中の改進党入党者表 57

資料： r兵部集会史a第一綴，「立慾改進党の地方分布」（東京大学r社会科学研究.9巻4号）

す
ぎ
ず
、
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

市
城
関
係
各
部
の
県
会
議
員
は
、
巻
末
の
付
表
の
よ
う
に
選
出
さ

れ
た
。
付
表
4
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
明
治
十
二
年
の
最
初
の
選

挙
で
選
ば
れ
た
議
員
は
、

て
一
一
年
程
度
の
任
期
の
短
い
も
の
が
多

い
が
、
や
が
て
特
定
の
人
間
が
託
期
を
継
続
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
く
。

市
城
に
お
け
る
明
治
十
年
代
の
削
除
会
議
員
は
、
表
引
の
よ
う
に
改

進
党
に
加
盟
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
明
治
十
六
年
末
に
は
、
市
域

関
係
各
都
に
つ
い
て
は
、

八
部
郡
選
出
の
村
田
平
左
衛
門
以
外
す
ベ

て
を
改
進
党
員
で
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く

理
由
は
、
兵
庫
県
会
が
進
め
て
い
た
地
方
自
治
拡
大
を
求
め
る
運
動

と
関
係
し
て
い
た
。

開
催
さ
れ
た
県
会
で
議
員
連
は
地
方
自
治
の

時
間
会
に
お
け
る
地

方
自
治
拡
大
要
求

拡
大
を
求
め
る
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

明
治
十
二
年
六
月
‘
一
十
九
日
、
第
一
回
の
兵
庫
県
会
は
郡
匹
会
の
開

設
と
郡
区
に
関
連
す
る
地
方
税
支
出
経
費
の
郡
区
会
へ
の
移
管
お
よ

び
戸
長
と
そ
の
事
務
費
の
町
村
会
へ
の
移
管
を
求
め
る
建
議
を
内
務
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胸
仰
に
提
出
し
た
。
そ
の
主
た
る
理
由
は
、
地
方
自
治
の
精
神
に
基
づ
く
な
ら
、
県
・
郡
区
・
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に
関
係
す
る
事
業

と
そ
の
経
費
負
担
は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
議
会
で
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
り
、
実
際
に
一
一
一
新
法
以
前
の
大
区
小
区
制
の
時
期
に

は
そ
の
よ
う
な
地
域
運
営
の
方
法
が
取
ら
れ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
十
一
一
一
年
の
県
会
は
、
郡
部
と
区
部
（
神
戸
区
）
の
社
会
の
状
況
が
著
し
く
異
な
る
こ
と
を
理
由
に
、
県
会
を
全
体
会
と
灰
一

部
会
・
郡
部
会
に
分
離
せ
よ
と
い
う
建
議
と
、
郡
一
口
択
を
住
民
の
公
選
に
せ
よ
と
の
建
議
が
あ
ら
た
に
出
さ
れ
た
。
郡
長
公
選
の

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方制度改正

建
議
は
、
美
嚢
郡
選
出
の
石
田
貫
之
助
（
賠
住
は
渡
瀬
村
で
市
域
外
）
に
よ
っ
て
、
出
席
四
七
人
の
議
員
中
一
一
二
人
の
賛
成
を
得
て

提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

か

か

も

と

こ
の
郡
長
公
選
建
議
は
、
三
日
株
会
は
）
地
方
税
ニ
懸
ル
費
目
及
卒
業
ハ
元
公
共
ノ
資
金
ヲ
以
テ
公
共
ノ
事
業
－
一
周
ユ
ル
ガ
故

そ

の

み

も

つ

な

ぺ

つ

と

め

一
一
、
其
事
業
ヲ
興
廃
ス
ル
モ
威
ナ
人
民
ノ
与
カ
ツ
テ
以
テ
為
ス
可
キ
ノ
務
タ
リ
し
と
、
地
方
税
は
住
民
の
公
共
の
費
用
で
あ
り
、

こ
の
経
費
を
使
う
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
徴
収
か
ら
執
行
ま
で
住
民
が
責
任
を
負
う
と
い
う
考
え
方
を
示
し
た
。
そ
し
て
地
方

税
支
出
の
郡
医
長
給
料
も
住
民
の
公
共
費
用
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
選
任
は
住
民
の
公
選
に
よ
る
べ
き
で
あ

る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
県
会
は
、
地
方
税
に
つ
い
て
の
審
議
機
の
み
を
与
え
る
と
い
う
政
府
の
方
針
を
乗
り
越
え
て
、
地
方

自
治
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

県
会
で
、
地
域
社
会
の
運
営
を
地
方
自
治
に
よ
っ
て
行
う
と
い
う
構
想
が
生
ま
れ
て
く
る
前
提
条
件
と

交
謁
社
・
改
進
党

系
の
政
治
運
動

し
て
は
第
一
一
一
節
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
七
・
八
年
以
来
、
秘
税
協
議
権
思
想
が
浸
透
し
は
じ
め
て

第五節

お
り
、
さ
ら
に
こ
の
考
え
方
に
よ
っ
て
人
々
を
組
織
し
よ
う
と
す
る
集
団
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し

て
こ
の
動
向
は
、
明
治
十
年
代
に
入
っ
て
い
っ
そ
う
拡
大
し
て
い
っ
た
。
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明治14年関西府県会議員懇親会兵庫県参加者

。fl］域関係郡区
神間兵ti衛門（神戸区） 島チLAf案友総門（神戸IZ:) 川西洋f兵衛（事ft戸区） 小寺泰次郎
（神戸区） 武弁伊右衛門（入部郡） 吉田む之介（菟E支部） 愛国究我（明石郡）
前回熊－mc美護郡） 石間質：之助（美護者日）
。それ以外

乾忠右衛門(JJI辺郡）船津吉太郎（印南郡）高瀬d長次郎（加東郡）内藤利八（神束郡）

三輸啓造（揖西郡） ミ字国左次平（赤穂郡） 阿曽義近（宍粟郡） 森JII純一（津名郡）

~野方自［l(三原郡） 藤井一郎（三原郡） 安倍誠五郎（三原郡）

表 58

先
の
建
議
の
提
出
者
で
あ
っ
た
石
田
ら
は
、
近
県
の
県
会
議
員
た
ち
と
府
県
を
越

え
て
交
流
し
始
め
て
い
た
。
明
治
十
四
年
一
一
月
一
日
・
一
一
日
に
大
阪
の
府
会
議
事
堂

で
行
わ
れ
た
関
西
（
大
阪
・
堺
・
兵
隊
・
京
都
・
滋
賀
・
三
重
）
の
府
県
会
議
員
の
懇
親
会

を
皮
切
り
に
、
何
年
十
一
月
五
日
に
は
、
開
閉
府
県
会
議
員
懇
親
会
の
名
前
で
、
静

岡
以
西
二
二
県
か
ら
九

人
の
参
加
を
え
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
集
会
に

兵
膝
県
は
こ

O
人
と
い
う
全
参
加
者
中
最
多
の
議
員
を
送
っ
た
。
兵
庫
県
か
ら
の
参

加
者
は
表
犯
の
よ
う
で
あ
り
、

の
ち
に
改
進
党
に
結
集
し
て
い
く
人
々
を
中
心
に
、

入
部
郡
の
武
井
伊
右
衛
門
な
ど
の
神
田
県
政
以
来
の
グ
ル
ー
プ
や
神
戸
区
部
の
県
会

議
員
な
ど
が
、
す
で
に
ゆ
る
や
か
な
政
治
的
な
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
た
。

こ
の
組
織
化
に
あ
た
っ
て
は
、
福
沢
諭
吉
を
中
心
と
す
る
知
識
人
グ
ル
ー
プ
が

要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
開
港
場
を
抱
え
る
兵
庫
県
は
、
そ
の
事
務
処
理
の
た

め
県
の
官
僚
に
梅
沢
の
慶
応
義
識
で
洋
学
を
修
め
た
人
物
を
一
極
一
周
し
て
い
っ
た
。
森

資料：「武井報主主会文殻J

同
権
令
は
、
赴
任
後
の
明
治
十
年
に
臨
応
出
身
の
県
勧
業
課
長
牛
場
卒
蔵
に
命
じ
て

商
業
講
習
所
を
設
置
さ
せ
た
。
牛
場
は
、
慶
応
義
紘
一
と
教
師
の
派
遣
を
契
約
し
、
間

年
十
一
月
義
塾
か
ら
甲
斐
織
衛
ら
一
一
一
人
の
教
師
が
派
遣
さ
れ
た
（
校
長
は
明
治
十
三
年

七
月
俊
応
出
身
の
箕
浦
勝
人
に
交
替
）
。
ま
た
牛
場
の
後
任
と
な
っ
た
本
山
彦
一
学
務
課

長
兼
勧
業
課
長
も
義
塾
出
身
者
で
あ
り
、
さ
ら
に
師
範
学
校
の
校
長
で
あ
る
津
間
純
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一
も
慶
応
出
身
者
で
あ
っ
た
。

か
れ
ら
は
、
慶
応
出
身
者
を
中
心
と
す
る
知
的
な
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
交
拘
社
に
、
兵
庫
県
と
く
に
市
域
を
中
心
と
し
た
地
域

市
域
の
郡
部
で
は
表
的
の
よ
う
に
有
馬
郡
・
美
譲
郡
に
社
員
が
お
り
、
と
く
に

の
人
々
を
組
織
し
て
い
っ
た
日
頁
表
4
）。

誕
郡
の
県
議
で
あ
る
前
回
熊
市
は
、
運
動
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方制度改正第互主節

交
詞
社
を
拠
点
と
す
る
致
治
的
な
グ
ル
ー
プ
は
、
懇
親
会
・
演
説
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
で
地
域
に
く
い
込
ん
で
い
っ
た
。

市域関係、郡部の交詞社長表 59

業

温泉街業

小学校教員

草車所

有馬郡湯山田I

有馬郡有野村

美繋郡野瀬村

美濃部野瀬村

有馬郡湯山l!lJ

住社ー

13±1三

14年6月

14年11月

昨年11月

16年8月

入

福本新三郎

絢1木喜SjZ

前倒寛一

前田熊市

藤弁文蔵

前名

県会議員

小学校教員

間
円
ム
口
ト
i

r
－－
J
h
吋
J
a

一

一
月
に
は
、
…
長
岡
神
社
で
摂
津
国
一
一
区
五
郡
親
健
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ

は
持
ち
悶
り
で
開
附
附
さ
れ
た
よ
う
で
、
明
治
十
四
年
五
月
に
は
伊
丹
で
、
翌
年
一
月
十
一
日

に
は
諏
訪
山
常
磯
楼
で
、

四
月
に
は
平
野
村
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
明
治
十
凶
年
ニ
月
十
六

日
に
は
、
神
戸
区
の
常
盤
楼
で
阪
神
懇
親
会
が
開
か
れ
、
官
吏
・
長
商
・
学
者
ら
が
数
十
人

資料：後藤総 r自由民fill•期の交絢主i：名簿J

参
加
し
た
。
刻
石
部
で
は
、
切
治
十
四
年
一
月
一

日
、
県
議
の
官
邸
士
口
十
郎
を
中
心
に
、
交

立
会
が
明
石
域
内
で
間
開
催
さ
れ
た
。

立
人
波
日
報
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
播
磨
に
お
け
る
自

由
民
権
を
唱
え
る
最
初
の
結
社
で
あ
る
と
評
価
し
た
が
、
そ
の
名
称
に
は
交
拘
社
の
影
響
が

う
か
が
え
る
。
台
関
ら
は
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
明
石
定
期
演
説
会
を
月
一
度
開
擢
す
る
こ

と
を
決
め
た
よ
う
で
、
明
治
十
四
年
一
一
一
月
か
ら
そ
の
開
催
を
予
定
し
た
。

郡
を
単
位
と
し
た
地
方
自
治
や
民
権
の
伸
張
を
求
め
る
人
々
の
サ
ー
ク
ル
は
、

入
部
郡
・

有
馬
郡

で
も
幅
広
く
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
『
神
戸
新
報
』
は
、

mm

入
部
郡
で
第
八
問
自
由
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
、
同
年
四
月
八
日
、

へコト
1

4
t
↑
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三
回
で
第
五
間
有
潟
郡
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
、
同
年
四
月
三
十
日
に
は
有
馬
・
美
嚢
・
加
東
の
一
一
一
部
第
五
回
有
志
懇
親

会
が
、

四
O
人
の
参
加
で
美
麗
郡
稲
田
村
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
継
続
的
な
会
合
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
会
合
で
は
、
具
体
的
な
政
治
上
の
問
題
に
つ
い
て
も
演
説
が
行
わ
れ
、
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
同
月
五
日
御
影
村
で
お
こ
な
わ
れ
た
菟
原
郡
の
親
睦
会
で
は
、
神
戸
新
報
社
と
結
び
つ
き
が
深
い
大
坂
新
報
社
の
加

う

な

が

い

ま

藤
政
之
助
が
招
か
れ
「
従
来
、
我
国
民
権
ノ
振
ハ
ズ
、
国
会
ノ
起
ラ
ザ
ル
モ
ノ
、
志
士
ガ
之
ヲ
主
張
シ
、
之
ヲ
促
ス
ノ
未
ダ
及

パ
ザ
ル
ヲ
憂
ヘ
ザ
ル
ニ
出
ル
ト
謂
フ
モ
大
過
ナ
カ
ル
可
シ
L

（
『
大
坂
新
報
』
明
治
十
四
年
十

月
九
日
）
と
述
べ
、
国
会
開
設
民
権

伸
張
の
運
動
へ
の
豪
商
農
の
参
加
を
促
す
演
説
を
お
こ
な
っ
た
。

ぷ
仰
一
戸
新
報
”
同
（
明
治
十
五
年
三
一
月
二
十
四
日
）
に
よ
れ
ば
、
有
馬
郡
の
懇
親
会
は
、
神
間
県
政
下
で
区
長
止
な
勤
め
、
民
権
重
視

の
安
勢
を
一
市
し
、
県
会
議
員
と
な
り
、

の
ち
に
改
進
党
へ
入
党
し
て
い
っ
た
問
中
猿
児
ら
に
よ
っ
て
明
治
十
年
に
初
め
て
開
催

さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
五
年
五
月
十
四
日
に
開
か
れ
た
こ
の
懇
親
会
で
は
、

問
中
波
児
ら
に
よ
っ
て
慶
応
義
塾
の
支

校
を
作
る
こ
と
が
議
題
と
し
て
提
出
さ
れ
協
議
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
会
合
に
は
、
兵
庫
県
の
改
進
党
の
中
心
人
物
で
あ
る
安
部

誠
五
郎
や
桐
原
捨
一
一
一
ら
が
出
席
し
て
、
改
進
党
員
の
拡
大
を
お
こ
な
っ
た
。

こ
こ
で
学
校
の
建
設
が
重
要
課
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

か
れ
ら
は
、
学
校
を
子
供
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、

地
域
社
会
全
体
に
新
た
な
思
想
を
浸
透
さ
せ
る
機
関
と
し
て
位
陵
づ
け
て
い
た
。
そ
の
中
心
で
あ
る
神
戸
師
範
学
校
で
は
、
教

自
（
・
生
徒
が
毎
週
土
際
日
に
演
説
会
を
開
催
し
て
い
た
。
こ
の
演
説
会
は
単
に
学
内
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
十
一
一
一

年
十
一
月
二
十
三
日
の
演
説
会
で
は
、
師
範
学
校
生
徒
の
み
で
な
く
、
商
業
講
留
所
の
教
員
、
神
戸
新
報
社
の
社
員
が
弁
士
と

2I2 第一家近代務晩期の神戸



し
て
立
ち
、
一
一

O
O人
を
越
え
る
参
加
者
を
集
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
で
育
っ
た
学
生
が
各
地
の
小
学
校
へ
教

員
と
し
て
赴
任
す
る
な
か
で
、
運
動
は
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
々
の
サ
ー
ク
ル
は
町
村
レ
ベ
ル
で
も
作
ら
れ
た
よ
う
で
、

『
神
戸
新
報
n
h

（
明
治
十
五
年
九
月
二
十
八
日
）
は
、

明
石
郡
印
路
村
で
、
自
治
の
精
神
止
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
す
で
に

の
学
術
演
説
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
政
談

演
説
会
の
開
催
を
計
闘
し
て
い
る
こ
と
を
報
じ
た
。

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方首I］度改正

交
一
詞
社
を
中
心
と
し
た
揺
沢
系
知
識
人
は
国
家
お
よ
び
地
方
自
治
に
つ
い
て
地
域
社
会
の
現
実
に
適
合

地
方
自
治
と
国
家

に
つ
い
て
の
構
想

的
な
思
想
を
も
っ
て
い
た
。
交
拘
社
は
知
識
を
交
換
し
て
、
社
会
に
お
け
る
諮
問
題
を
い
か
に
処
理
し

て
い
く
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
そ
の
目
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
が
、
地
方
自
治
や
諸
法
に
つ
い
て
具
体
的
な
提
起
を
お
こ

な
っ
て
お
り
、
単
な
る
意
見
交
流
機
関
以
上
の
意
味
な
持
つ
結
社
で
あ
っ
た
。
明
治
十
一
一

の
地
方
官
（
府
県
の
長
官
）
会
議
傍
聴

の
た
め
上
京
中
で
あ
っ
た
神
戸
の
交
拘
社
員
で
あ
る
鹿
島
秀
際
ら
の
質
問
に
答
え
る
た
め
に
交
詞
社
は
箕
浦
勝
人
や
津
田
、

屋
純
一
一
一
郎
な
ど
を
弁
士
と
し
た
演
説
会
を
聞
い
た
。
こ
の
演
説
会
で
は
、
福
沢
の
、
欧
米
流
の
住
民
に
よ
る
自
治
の
紹
介
お
よ

び
そ
の
臼
木
へ
の
具
体
的
適
用
が
と
な
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
兵
庫
県
で
の
地
方
自
治
要
求
運
動
の
理
論
的
な
根
拠
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
地
方
自
治
を
要
求
す
る
運
動
は
、
地
方
自
治
の
あ
り
方
か
ら
国
政
全
体
を
構
想
す
る
動
き
を
つ
く
り
だ
し
た
。
交
拘
社
を

中
心
と
す
る
兵
庫
県
の
県
会
議
員
ら
は
、
明
治
十
四
年
の
照
会
終
了
後
の
六
月
末
、
兵
路
県
憲
法
講
習
会
を
結
成
し
、
「
国
憲
私

第五節

考
」
と
い
う
名
前
の
密
法
草
案
を
つ
く
っ
た
。
か
れ
ら
は
、
特
権
議
員
を
中
心
と
す
る
左
院
と
公
選
議
員
か
ら
な
る
お
慌
の
ニ
院

制
を
基
礎
と
す
る
交
拘
社
の
イ
ギ
リ
ス
流
の
諮
法
案
を
基
礎
に
し
な
が
ら
も
、
新
た
に
地
方
自
治
の
項
目
を
感
り
込
み
、
県
令
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を
公
選
と
す
る
条
項
を
つ
け
加
え
て
い
た
。
ま
た
各
府
県
で
府
県
会
議
員
の
中
か
ら
選
挙
人
を

O
人
選
出
し
て
、
そ
こ
か
ら

人
の
左
院
議
員
を
選
出
す
る
こ
と
な
ど
、
彼
ら
の
進
め
て
き
た
地
方
自
治
の
構
想
を
憲
法
草
案
の
基
調
に
掘
え
た
の
で
あ
っ
た
。

兵
庫
県
L

討
身
も
こ
の
地
方
自
治
構
想
を
行
政
の
な
か
で
取
り
入
れ
て
い
っ
た
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
戸
長
の
配
置
改
正

は
、
県
会
の
意
見
を
反
映
し
て
改
正
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
神
戸
区
の
県
議
や
町
議
な
ど
は
、
府
県
会
を
区
部
と
郡
部
に
わ
け
る

と
い
う
運
動
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
十
凶
年
一
ニ
月
政
府
に
区
部
の
み
に
関
係
す
る
も
の
は
区
部
会
、
郡
部
の
み
に

関
係
す
る
も
の
は
郡
部
会
、
全
体
に
関
係
す
る
も
の
は
全
体
会
で
議
定
す
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
た
。
ま
た
郡
会
の
開
設
に
つ
い

賛
成
の
意
見
を
提
出
し
た
。

て
は
、
実
現
し
な
い
も
の
の
先
の
地
方
官
会
議
の
際
、
兵
庫
県
の
少
書
記
官
で
あ
っ
た
原
保
太
郎
（
交
詩
社
員
）
自
身
が
そ
れ
に

か
れ
ら
の
運
動
は
、
明
治
十
年
代
の
イ
ン
フ
レ
状
況
と
そ
れ
に
よ
る
組
税
の
実
質
上
の
軽
減
と
い
う
経
済
状
況
に
支
え
ら
れ

の
改
正
が
出
来
た
。
明
治
七
年
に
始
り
て
明
治
十
年
に
終
っ
て
旧
来
の

て
い
た
。
こ
の
時
期
い
か
に
租
税
が
軽
減
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
武
井
伊
右
絡
門
は
回
顧
録
で
「
我
読
の
一
以
一
交
の
勤
中
に
地
租

年
貢
の
五
分
の
一
伎
に
安
く
成
っ
た
じ
ゃ
。
一
平
均
一
若
位
年
賀
を
納
め

た
も
の
が
弐
斗
位
で
済
む
こ
と
に
成
っ
た
か
ら
、
村
山
叩
が
板
宿
の
村
中

が
大
悦
び
で
大
人
気
で
老
人
も
子
供
も
女
も
何
と
な
く
穏
か
L

で
あ
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
武
井
は
別
の
と
こ
ろ
で
板
宿
村
全
体
で
石
高
で
一
一
一

五
O
石
納
入
し
て
い
た
の
が
、
米
に
換
算
し
て
七

O
石
で
よ
く
な
っ
た
、

と
述
べ
て
い
る
が
、
地
租
改
正
に
よ
る
一
定
の
減
税
の
上
に
、
米
価
が

明治前期の米側の推移表 60

耳害t諮－津

iヰ
5. 5 

7.8 

9.6-9.9 

8.9 9.3 

f菜次ーいS
F
今
A

明治11

12 

13 

14 

q
u
A
U
内

J
e
0
6

1

1

1

1

 
（注） 米自Iiiは粉米1おのff｛［段（内〉。

資料： r兵J[j1）県統計議』
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表

ω
の
よ
う
に
、
明
治
十
一
年
の
二
倍
桂
度
に
も
高
騰
し
た
た
め
、
定
額

金
納
を
と
る
程
税
は
軽
く
な
っ
た
。

イ
ン
フ
レ
に
よ
る
他
の
物
価
の
高
騰

も
あ
り
、
武
井
が
い
う
ほ
ど
の
減
税
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
、
す
こ
し
割

り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
相
当
軽
減
さ
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い

な
か
っ
た
（
向
吋
設
業
経
済
編
』

I
）。

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方fflll度改正

こ
の
よ
う
な
租
税
額
の

の
減
少
に
さ
さ
え
ら
れ
て
、
住
民
は
地

域
の
公
共
に
関
す
る
こ
と
に
対
す
る
支
出
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

実
際
、
兵
庫
県
全
体
で
み
る
な
ら
劉
8
の
よ
う
に
、
明
治
十
四
年
ま
で
は
、

地
方
税
お
よ
び
町
村
協
議
費
は
、
租
税
の
減
額
と
は
反
対
に
明
治
十
一
年

614,645 

644,637 

明治11 13 15 17 19 （年）

図 8 兵庫県の府県範囲の費用負担

ふ
さ
わ
し
い
自
治
な
認
め
よ
と
い
う
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

度
の
一
・
六
倍
に
も
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
交
拘
社
・
改
進
党
系
の
人
々
は
、
負
担
を
お
こ
な
う
か
ら
そ
れ
に

743,404 

724, 563 
（万円）

100 

150 

50 

そ
の
典
型
的
な
事
例
が
、
明
治
十
五
年
六
月
に
県
会
で
内
務
鶏
へ
建
議
さ
れ
た
県
令
公
選
建
議
で
あ
っ
た
。
こ
の
建
議
は
、

県
令
は
地
方
人
民
と
直
接
に
接
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
地
方
の
状
況
に
詳
し
い
も
の
が
選
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の

た
め
に
は
そ
の
地
域
の
住
民
の
公
選
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
…

0
万
円
も
の
闇
負
担
の
県

庁
経
費
を
み
ず
か
ら
地
方
税
に
よ
り
負
担
す
る
か
わ
り
に
、
問
問
令
の
選
出
念
公
選
と
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第五節
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2 

明
治
十
四
年
政
変
後
の
県
政

政
治
状
況

の
変
化

明
治
十
四
年
政
変
に
よ
り
、
政
府
は
天
皇
を
主
権
者
と
す
る
憲
法
確
定
の
方
向
を
確
定
し
、
大
限
系
お
よ
び
揺

沢
諭
吉
門
下
の
官
銃
を
追
放
す
る
が
、
そ
の
影
響
が
兵
庫
県
に
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
明
治
十
五
年
に

入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
年
一
ニ
月
、
中
央
で
大
限
を
中
心
と
し
て
立
話
改
進
党
が
作
ら
れ
る
と
兵
庫
県
で
は
吋
神
戸
新
報
』
が
一
一
一
月
十
九
日
の
社

説
で
、
改
進
党
の
機
関
紙
た
る
こ
と

間
開
会
議
員
を
中
心
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
郡
レ
ベ
ル
で
の
懇
談
会
を
利

用
し
て
の
積
械
的
な
党
員
拡
大
を
す
す
め
た
。

か
れ
ら
は
五
月
は
じ
め
地
方
組
織
の
確
立
を
め
ざ
し
て
、
兵
庫
県
に
「
関
商
改

進
党
第
一
部
」
な
る
組
織
を
設
罰
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

し
か
し
六

日
集
会
条
例
が
改
正
さ
れ
、
地
方
支
部
を
結
成
す

る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
県
会
議
員
ら
は
中
央
か
ら
組
織
形
成
の
た
め
に
米
神
し
て
い
た
前
島
務
・
矢
野
文
雄
・
尾
崎

行
雄
ら
と
相
談
の
上
、
県
独
自
の
政
社
と
し
て
兵
庫
県
立
窓
改
進
党
を
組
織
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
七
月
四
日
、
仮
幹
事
鹿

島
秀
麿
が
県
か
ら
政
社
認
可
の
届
出
を
行
う
こ
と
を
命
じ
ら
れ
、
十
日
に
安
倍
誠
五
郎
外
六

O
人
の
組
織
と
し
て
届
出
が
行
わ

れ
た
が
、
こ
の
政
社
は
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
。

政
社
結
成
に
つ
い
て
県
の
認
可
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
改
進
党
系
の
運
動
に
対

す
る
県
の
態
度
は
弾
圧
の
方
針
に
変
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
予
兆
は
す
で
に
明
治
十
五
年
二
月
、
県
庁
内
に
お
け
る
交
拘
社
系
の

中
心
人
物
で
あ
っ
た
本
山
彦
一
が
辞
任
、
大
阪
新
報
社
へ
移
っ
た
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
政
府
は
同
年
四
月
二
十
五
日
か
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ら
各
県
の
叫
鴨
川
パ
一
部
長
を
集
め
、
第
一
回
の
警
部
長
諸
問
会
を
開
挫
し
、
集
会
条
例
を
改
正
し

集
会
条
例
の
改
正
に
よ
っ
て
地

方
長
官
は
結
社
の
解
散
命
令
権
や
管
内
で
の
一
年
間
の
演
説
禁
止
機
を
持
っ
た
。
兵
庫
県
で
は
、
こ
の
年
六
月
末
か
ら
七
月
は

じ
め
に
か
け
て
、
県
令
が
県
庁
属
官
お
よ
び
部
区
長
に
対
し
て
、
政
党
部
庄
を
厳
達
し
た
。

運
動
へ
の
弾

圧
と
懐
柔

兵
庫
県
の
場
合
、
問
問
令
自
身
を
も
含
め
た
県
庁
中
枢
に
交
詞
社
の
運
動
の
影
響
力
が
及
ん
で
い
た
だ
け
に
、

逆
に
運
動
へ
の
部
圧
も
徹
底
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
ま
ず
組
織
の
中
核
と
な
っ
た
神
戸
新
報
社
が
弾
庄
を
受

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方制度改lE

け
た
。
明
治
十
五
年
五
月
の
新
聞
記
者
の
県
庁
立
入
禁
止
に
は
じ
ま
り
、
六
月
末
に
は
神
戸
新
報
社
の
県
庁
印
刷
刷
業
務
の
取
り

上
げ
、
同
社
員
で
県
議
の
鹿
島
秀
踏
の
も
つ
県
勧
業
課
所
轄
神
戸
商
法
講
習
所
長
職
の
解
任
、
さ
ら
に
七
月
に
は
い
っ
て
県
庁

内
へ
の
新
開
記
者
立
入
禁
止
が
再
度
厳
達
さ
れ
た
。
ま
た
改
進
党
系
の
指
導
者
で
あ
る
郡
部
会
常
置
委
員
中
井
城
太
郎
は
、
開

年
七
月
四
日
、
神
戸
宇
治
川
橋
あ
た
り
を
尚
一
行
中
、
正
体
不
明
の
閥
、

五
人
の
も
の
に
襲
わ
れ
重
傷
を
負
う
と
い
う
事
件
も
発

生
し
た

ま
た
県
庁
か
ら
の
改
進
党
関
係
者
の
排
除
も
は
じ
ま
る
。
同
年
七
月
末
兵
庫
県
は
県
吏
員
の

が
政
府
と
同
様
で
あ

る
か
ど
う
か
の
調
査
を
始
め
た
。
そ
し
て
八
月
九
日
に
は
、
県
吏
員
の
政
社
加
入
・
演
説
・
演
説
会
参
加
を
禁
止
し
、

一
戸
長
役
場
用
掛
、
第
一
十
生
に
も
同
様
の
旨
を
内
達
し

五
月
十
三
日
に
は
、
郡
区
長
へ
郡
区
吏
員
が
政
党
な
ど
へ
一
切
関
係
し

な
い
よ
う
厳
重
に
取
り
締
ま
る
こ
と
を
論
告
し

さ
ら
に
ふ
1

月
十
七
・
十
八
日
に
は
改
進
党
系
と
み
ら
れ
る
吏
員
六
人
を
解

一
履
し
、
政
府
の
方
針
に
し
た
が
う
も
の
一
八
人
を
昇
進
さ
せ
た
。

第五節

教
員
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
五
年
六
月
四
日
付
け
で
苛
立
諸
政
党
新
聞
b

が
、
本
山
の
後
任
の
学
務
課
長
が
自
由
主
義
を
出
向

と
す
る
教
員
に
政
治
活
動
を
や
め
、
教
青
に
専
念
す
る
よ
う
に
忠
告
し
た
こ
と
を
報
道
し
、

八
月
九
日
に
は
、
県
吏
員
同
様
に
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政
治
活
動
へ
の
参
加
が
禁
じ
ら
れ
た
。
九
月

日
に
は
、
師
範
学
校
の
卒
業
生
が
小
学
校
に
就
職
し
な
い
場
合
で
も
、

一
定

期
間
内
に
お
い
て
は
政
治
活
動
を
禁
止
し
、
十
月
二
日
に
は
、
私
立
学
校
教
員
お
よ
び
小
学
校
教
員
の
補
助
者
に
ま
で
政
治
活

動
の
禁
止
の
範
聞
を
広
げ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
改
進
党
系
の
グ
ル
ー
プ
は
前
年
以
来
の
運
動
を
維
持
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
同
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
十

問
日
、
神
戸
で
臨
海
述
合
府
県
会
議
員
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、

一
回
府
県
六
六
人
の
府
県
会
議
員
、
が
参
加
し
た
。
こ
こ
で
は
、

①
地
方
庁
の
費
用
は
地
方
税
負
担
と
し
て
府
知
事
・
県
令
は
公
選
に
す
る
こ
と
、
②
悶
道
・
監
獄
の
経
費
は
悶
庫
負
担
と
す
る

こ
と
、
③
議
員
の
布
喚
拘
引
は
議
会
の
許
可
を
え
る
こ
と
が
全
員
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
①
②
は
、
兵
庫
県
会
が
先
進
的
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
③
は
、
前
年
の
石
川
県
会
で
議
員
が
mm

令
侮
障
に
よ
っ
て
拘
開
罰
金
刑
を
う
け
た
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
兵
庫
県
の
県
会
議
員
ら
は
街
械
的
に
動
い
た
よ
う

で
、
武
井
伊
右
衛
門
は
、
石
川
県
会
へ
の
訪
問
委
員
二
人
を
も
う
け
、
そ
こ
で
の
事
情
聴
取
の
状
況
に
よ
っ
て
は
全
国
的
な
府

開
閉
会
議
員
の
懇
親
会
へ
の
議
題
と
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
動
議
を
提
出
し
て
い
る
。
な
お
こ
れ
を
報
道
し
た
『
神
戸
新
報
』
の

箕
浦
八
郎
右
衛
門
は
石
川
県
令
侮
一
障
の
件
で
重
禁
閤
一
カ
月
、
罰
金
一

O
門
の
特
決
を
う
け
た
。

こ
の
よ
う
な
部
庄
の
影
響
を
う
け
、
こ
の
懇
親
会
は
消
極
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。
前
年
京
都
で
討
議
を
約
束
し
た
憲
法
草
案

の
議
論
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
こ
れ
に
抗
議
し
て
滋
賀
県
か
ら
の
参
加
者
が
会
合
途
中
で
帰
県
し
た
。

ま
た
全
国
的
な
府
県
会
議

員
の
連
合
形
成
と
い
う
方
向
も
、
改
進
党
中
央
か
ら
や
っ
て
き
た
犬
養
毅
な
ど
の
説
符
が
あ
っ
た
も
の
の
実
現
せ
ず
、
開
閉
レ

ベ
ル
で
の
懇
親
会
を
来
年
十
一
月
大
政
で
行
う
こ
と
を
決
め
て
終
了
し
た
。

政
府
は
こ
の
よ
う
な
改
進
党
を
中
心
と
す
る
・
府
県
会
議
員
の
動
ぎ
を
封
じ
る
た
め
、
同
年
十
二
月
二
十
八
日
、
府
県
会
規
則
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を
改
正
し
、
府
県
会
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
府
県
の
経
費
の
議
定
の
み
を
行
う
も
の
と
し
、
府
県
会
議
員
間
の
通
信
・
連
合
・
集

会
を
禁
止
し
た
。

ま
た
こ
の
日
、

に
対
し
て
も
、
身
分
を
判
在
官
に
準
じ
る
こ
と
を
決
め
、
官
吏
と
陀
様
な
形
で
政
府
の

統
制
下
に
お
い
た
。
さ
ら
に
翌
明
治
十
六
年
二
月
二
十
一
日
、
部
長
公
選
建
議
の
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
郡
長
給
与
の
地
方

税
支
弁
を
悶
庫
支
弁
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
進
党
系
の
運
動
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

政
府
と
連
動
す
る
か
た
ち
で
県
は
弾
圧
を
さ
ら
に
強
め
た
。
運
動
の
中
核
で
あ
る
神
戸
新
報
社
は
、
明
治
十
六
年
一
月
に
発

郡部の！＂！也氏権運動と明治十七年の地方制度改正

行
停
止
処
分
を
う
け
、

に
は
仮
編
集
長
村
瀬
喜
一
千
が
法
津
へ
の
誹
諜
に
よ
っ
て
重
禁
問
一

カ
月
、
罰
金
七

O
円
に
処
せ
ら

れ
、
六
月
十
四
日
に
は
治
安
妨
害
で
発
行
停
止
一
カ
月
、
社
主
・
編
集
長
が
処
罰
、
十
二
月
十
一

日
に
も
社
主
・
編
集
人
が
処

罰
を
う
け
た
。
ま
た
社
員
で
県
会
部
議
長
の
安
倍
誠
五
郎
は
、
同
年
一
二
月
十
五
日
に
官
吏
侮
戸
時
間
作
で
、
県
会
議
事
堂
を
出
た
と

こ
ろ
で
逮
捕
、
拘
束
さ
れ
た
。

県
は
統
制
を
末
端
の
戸
長
や
教
員
・
学
務
委
員
に
ま
で
拡
大
し
て
い
く
。

明
治
十
六
年
二
月
、
県
は
、

の
演
説
会
参
加
だ
け
で
な
く
懇
級
会
へ
の
参
加
も
禁
じ
た
。
こ
の
一
戸
長
へ
の
規
制
強
化
に

こ
の
た
び
そ
の

つ
い
て
入
部
郡
長
は
、
管
内
一
戸
長
に
対
し
て
勺
今
度
其
筋
よ
り
…
問
ノ
交
を
判
在
に
準
ぜ
ら
れ
し
に
付
て
ハ
一
一
同
其
御
趣
意
の
あ
る

も
ち
ろ
ん

所
を
体
認
し
政
党
な
ど
に
関
係
し
叉
ハ
関
係
し
た
る
者
と
交
際
す
べ
か
ら
ざ
る
は
勿
論
、
諸
新
聞
等
に
て
も
自
由
改
進
主
義
の

新
聞
は
決
し
て
購
読
せ
ざ
る
や
う
心
得
ら
る
べ
し
い
と
説
諭
曹
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て

の
選
出
も
旧
来
の
住
誌
に
よ
る
公

選
か
ら
、
住
民
が
選
出
し
た
五
人
か
ら
…

0
人
の
者
の
う
ち
か
ら
県
令
が
一
戸
長
を
選
抜
す
る
方
式
に
改
正
し
、
一
戸
長
選
出
へ
の

第五節

県
令
の
権
限
を
強
化
し
た
の
で
あ
る
。

あ
ら
た
な
選
挙
訟
で
は
、
町
村
住
民
が
五
名
か
ら
一

O
人
の
不
完
全
連
記
制
で
選
挙
を
お
こ
な
い
、
そ
の
上
位
者
五
人
、
も
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し
く
は
一

O
人
の
う
ち
か
ら
県
令
が
一
戸
長
を
選
抜
し
て
任
命
す
る
（
た
だ
し
県
令
は
状
況
に
よ
っ
て
選
挙
に
よ
ら
ず
戸
長
を
任
命
す
る

権
限
を
も
っ
）
と
さ
れ
た
。
選
挙
権
者
は
一
一

O
歳
以
上
の
男
子
で
そ
の
町
村
内
に
本
籍
を
持
つ

も
し
く
は
そ
の
町
村
に
土

地
を
所
有
す
る
も
の
（
他
町
村
住
民
で
も
可
）
と
さ
れ
た
。
被
選
挙
権
者
は

一
五
歳
以
上
の
男
子
で
郡
内
に
本
籍
を
も
つ
も
の
と
さ

れ
、
い
っ
さ
い
の
財
政
、
一
戸
主
な
ど
の
条
件
が
な
く
、
郡
内
全
域
か
ら
人
物
を
選
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
六
年
一
月
二
十
五
日
に
再
度
、
教
員
の
政
社
へ
の
加
入
の
禁
止
を
布
達
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
範
聞
を
学
務
委
員
ま
で
拡
大
し
た
。
二
月
七
日
に
は
、
学
校
生
徒
の
学
術
前
説
会
へ
の
参
加
は
部
区
長
の
許
可
制
と
し
、

一
戸
長
・
学
務
委
員
・
学
校
長
に
対
し
て
は
、
政
治
に
関
す
る
集
会
に
生
徒
が
参
加
し
て
い
る
状
況
を
指
摘
し
、
以
後
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
せ
よ
と
布
述
し
た
。

さ
ら
に
二
月
八
日
に
は
、
県
立
の
諸
学
校
の
生
徒
が
教
育
衛
生
な
ど
の
学
術
雑
誌

以
外
の
新
聞
・
雑
誌
を
購
読
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。

附
抑
圧
の
一
方
で
削
除
会
議
員
へ
の
懐
柔
も
進
め
ら
れ
た
。
県
は
県
会
で
地
方
自
治
拡
大
を
要
求
し
て
い
た
議
員
に
県
官
へ
の
就

じ

し

ノ

F
l
dノ
L
d
y
h

ノ、

，4
i
J
’ι可
F
G
J

－U
N
U

間
崎
五
百
頴
や
北
条
夜
正
が
県
御
用
掛
に
就
任
し
た
。
こ
の
誘
い
は
武
井
伊
右
衛
門
に
も
及
び
、
武
井
伊
右
衛

門
は
明
治
十
六
年
二
月
、
そ
れ
ま
で
神
戸
区
長
が
兼
任
し
て
い
た
入
部
郡
長
に
、
単
独
の
部
長
と
し
て
就
任
し
た
。

し
か
し
武
井
の
就
任
な
子
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
単
な
る
懐
柔
と
は
い
い
が
た
い
復
雑
な
背
景
が
あ
っ

民
権

運
動
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
笑
礎
部
の
前
回
熊
市
は
、
こ
の
と
き
武
井
に
書
問
を
寄
せ
、
そ
の
中
で
武
井
の
就
任
が
こ

た
と
え
そ
の

れ
ま
で
神
戸
区
長
の
兼
務
で
あ
っ
た
入
部
郡
長
を
単
独
で
践
き
た
い
と
い
う
郡
民
の
希
壊
に
答
え
た
も
の
で
あ
っ
て
「
仮
令
其

し

そ

う

か

っ

こ

ふ

ば

っ

地
位
ヲ
変
ズ
ル
モ
志
想
ハ
確
乎
不
抜
、
決
シ
テ
圧
制
政
府
ノ
手
数
タ
ル
ノ
御
精
神
一
一
ハ
コ
レ
無
シ
ふ
と
そ
の
就
任
を
祝
っ
た
。

前
回
は
内
治
の
拡
大
と
し
て
武
井
の
就
任
を
み
て
い
た
の
で
あ
る
。
間
年
十
月
七
日
に
は
党
中
止
〈
の
矢
野
文
総
か
ら
武
井
へ
東
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郡部の自由民権運動と明治十七年の地方制度改正第五節

兵庫県における政談演説会の取締ワ状況表 61

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 明治12～＼＼～年次
E貝討 ～～～～ 

若葉題認可

不認可

1002 

16 

183 

4守

345 

27 

17 3 26 

24 

8 

14 

134 

59 

131 

6 

285 

6 

321 

146 

649 

36 

149 

94 

105 

15 

3 

7 

12 

5 

7 

31 

85 

40 

105 

37 

173 

14 

232 

演説会回数

演説者数

3 2 3 9 4 6 9 集会解散数

京
の
改
進
党
の
状
況
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
逆
に
兵
庫
県
の
状
況
を
伝
え
て
く
る
こ
と

を
依
頼
す
る
書
簡
が
送
ら
れ
る
な
ど
、
こ
れ
以
時
も
武
井
と
改
進
党
の
関
係
は
つ
づ
い
て

お
り
、
武
井
の
就
任
は
改
進
党
系
の
運
動
へ
の
附
抑
圧
が
厳
し
く
な
る
な
か
で
と
ら
れ
た
民

権
運
動
側
の
方
策
の
一
っ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
兵
隊
県
で
の
民
権
運
動
は
ほ
ぼ
封
じ
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

資料： E兵路県警安祭史a明治・大IE結i，明治17年 F兵llll9詩統計詩』

の
様
子
を
兵
庫
県
の
政
談
演
説
会
か
ら
み
る
と
、
表
出
の
よ
う
に
明
治
十
六
年
か
ら
急
速

に
減
少
し
、
明
治
十
八
年
に
は
ほ
と
ん
ど
開
催
で
き
な
い
状
況
に

い
込
ま
れ
て
い
た
。

ま
た
神
戸
新
報
の
発
行
数
も
表
臼
の
よ
う
に
明
治
十
四
年
を
最
高
と
し
て
著
し
く
減
少
し

て
い
っ
た
の
で
あ
一
る
。

松
方
デ
フ

レ
の
進
行

こ
の
状
況
に
い
た
っ
た
の
は
、
直
接
的
に
は
部
圧
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
の
だ
が
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
改
進
党
系
の
運
動
の
あ
り

方
そ
の
も
の
が
悶
難
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
改
進
党
系
の
運
動
は
、
財
政

「神戸新報』の

年開発行部数

表 62

発行部数

241, 090 

727, 200 

556,206 

399, 747 

294,082 

108,616 

明治13年

14 

15 

16 

17 

18 

次年

資料：明治18年F兵庫際

統計:tth

上
の
高
負
担
に
基
づ
く
権
利
拡
大
の
要
求
と

い
う
考
え
の
も
と
、
地
方
自
治
を
拡
大
し
、

そ
の
上
で
民
主
的
な
患
家
詩
想
を
実
現
し
ょ

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
明
治

十
六
年
ご
ろ
か
ら
そ
の
財
政
的
な
負
担
そ
の
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明治16年大学j訟による米作

被霧状況

表 63

同右比率

% 
72. 1 

76.8 

22.4 

82.9 

36.9 

（主主） 作付限wは綬米・精米の合計
資料：明、治16年「兵JIJI県統計す！？」

も
の
が
間
難
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
図
は
不
況
と
相
次
ぐ
天
災
に
あ
っ
た
。

明
治
十
間
（

八
八
一
）
年
十
月
の
大
蔵
卿
就
任
以
来
、
絞
方
正
義
は
四
十
問
戦
争
以

UIJ 
1, 034 

804 

883 

3,864 

1, 292 

mr 
1, 434 

1, 047 

3,935 

4,659 

3, 501 

降
の
物
価
騰
貴
・
金
利
高
騰
・
正
貨
流
出
を
お
さ
え
実
質
的
な
増
税
を
は
か
る
た
め
、

デ
フ
レ
政
策
を
遂
行
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
闘
的
な
不
況
と
農
産
物
価
格
の
暴
落
が

W
K
M－
 

務
付

入部君F

Z高原君II
有馬郡

明石郡

美濃郡

お
こ
っ
た
。
こ
れ
を
怯
ガ
デ
フ
レ
と
呼
ぶ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
兵
庫
県
で
は
、

j¥ 

八
O
年
以
時
に
は
じ
ま
る
世
界
的
な
景
気
後
退
の
影
響
を
う
け
神
戸
の
貿
易
哉
の
減

少
が
見
ら
れ
た
。

さ
ら
に
別
治
十
六
年
の
大
卒
魁
（
表
臼
）
と
虫
害
、
翌
年
八
月
二
十

ま

r
寸
先
平
年
之

五
日
の
台
風
と
天
災
が
つ
づ
い
た
。
武
井
伊
右
衛
門
は
明
治
十
七
年
、

六
分
作
ナ
ラ
ン
ト
ノ
想
像
ニ
コ
レ
有
リ
、
昨
年
之
大
子
市
中
山
木
年
之
此
ノ
凶
作
突
一
一
良

し
か

家
之
悶
難
二
一
向
ナ
シ
、
地
主
小
作
品
ル
ハ
一
時
ニ
倒
レ
ン
ト
ス
ル
ノ
景
況
ニ
コ
レ
有
リ
、
然
ル
ニ
米
価
ハ
四
円
一
一
一
、
四
十
銭
之
新
米

な

ら

び

よ

ろ

う

ほ

と

つ

相
場
ト
ノ
夜
、
地
組
並
一
一
地
方
税
其
他
協
議
費
ヲ
支
払
フ
ト
キ
ハ
其
純
益
余
蛾
ノ
殆
ン
ド
尽
キ
ン
ト
ス
ル
也
い
と
述
べ
て
い
る
。

政
府
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
八
年
度
に
兵
庫
県
で
悶
税
お
よ
び
地
方
税
の
未
納
に
よ
っ
て
財
産
を
公
売
処
分
さ
れ
た
も

の
は
約
二
万
人
、
窮
民
数
は
全
保
人
口
一
間

O
万
の
一

Oμ
の
一
四
万
人
に
お
よ
び
、
納
税
余
僚
の
あ
る
も
の
は
わ
ず
か
二
、

。
%
に
す
ぎ
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
明
治
十
六
年
の
県
会
で
は
、
県
会
議
長
が
閉
会
の
際
、
わ
ざ
わ
ざ
費
用
減
額
が
議
定
の
基
本
で
あ
る
と
述
べ
る
に

い
た
っ
た
。
す
で
に
前
年
の
よ
う
に
、
多
額
の
費
用
負
担
を
行
っ
て
も
県
令
の
公
選
を
要
求
す
る
よ
う
な
方
針
を
照
会
は
打
ち

出
し
え
な
く
な
っ
た
。
ま
た
政
府
が
郡
長
公
選
の
根
拠
の
一
つ
で
あ
っ
た
郡
長
給
与
を
国
，
陣
負
担
に
切
り
符
え
た
捺
も
、
品
以
拘
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絞
減
を
訴
え
る
立
場
か
ら
は
反
対
論
を
出
し
に
く
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

飾
磨
摺
一
山
一
得
設

霞
の
逮
勤

播
磨
で
は
改
進
党
系
の
運
動
に
関
連
し
て
、
播
磨
一
国
を
管
轄
す
る
飾
脚
府
県
の
再
設
霞
運
動
が
起
こ
っ
た
。

そ
の
動
き
は
明
治
十

月
、
龍
野
で
全
播
熔
各
部
有
志
大
懇
親
会
の
閲
鑓
が
計
間
さ
れ
た
（
実
際
開
催
さ

れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
）
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
十
四
年
十
一
月
に
は
、
姫
路
木
徳
寺
で
飾
磨
県
一
得
設
置
の
会

議
が
閲
か
れ
、
さ
ら
に
明
石
の
人
々
が
飾
磨
間
以
再
設
置
の
運
動
を
起
こ
す
と
の
風
聞
が
吋
大
坂
日
報
』
十
二
月
四
日
付
で
缶
え

郡部の臼由民権運動と明治十七年の地方jjjlj度改正

ら
れ
た
。

こ
の
飾
－
M
府
県
高
設
置
に
つ
い
て
は
、
当
初
播
a
肢
の
県
会
議
員
の
中
で
も
意
見
が
別
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
十

四
年
末
に
は
、

か
れ
ら
の
間
で
当
否
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
ま
た
神
戸
新
報
社
は
最
初
反
対
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十

四
年
末
か
ら
翌
年
は
じ
め
ご
ろ
に
設
問
派
の
中
心
人
物
で
あ
り
飾
京
都
選
出
の
県
会
議
良
で
あ
る
伊
藤
和
七
郎
を
向
島
官
蔵
記

者
が
訪
問
し
討
論
す
る
に
及
ん
で
資
成
に
態
度
を
変
更
し
た
。

方
鮫
路
の
自
由
党
系
結
社
で
あ
る
共
立
社
は
再
設
置
に
反
対

し
て
い
た
。

明
治
十
五
年
に
入
る
と
飾
磨
保
存
設
授
の
運
動
は
明
確
な
形
を
と
り
は
じ
め
た
。

月
三
日
、
元
県
議
で
姫
路
の
近
藤
茂
…
が

再
設
授
の
件
で
森
岡
県
令
に
町
会
、

八
日
に
は
播
磨
各
部
惣
代
が
姫
賂
長
源
寺
で
集
会
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
再
設
置
派
と

反
対
派
で
意
見
が
戦
わ
さ
れ
て
お
り
、
加
東
部
の
高
瀬
藤
次
郎
、
印
南
部
の
船
津
士
口
太
邸
、
神
束
郡
の
内
藤
利
八
が
賛
成
の

見
を
、
持
西
郡
の
関
村
敦
、
佐
用
郡
の
江
見
徳
夫
、
宍
楽
部
の
問
自
小
説
近
が
反
対
の
意
見
合
｝
展
開
し
た
。

第五ifrj

結
局
こ
の
時
、
再
設
置
賛
成
の
郡
は
播
際
全
十
六
郡
の
内
七
郡
に
と
ど
ま
っ
た
。

た
だ
し
そ
の
内
訳
は
先
の
賛
成
者
の
郡
お

よ
び
飾
束
郡
の
間
部
以
外
は
不
明
で
あ
り
、
明
石
部
お
よ
び
笑
謀
部
の
代
表
に
つ
い
て
も
い
か
な
る
態
度
を
と
っ
た
か
は
不
明
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で
あ
る
。

賛
成
派
の
七
郡
は
、
現
九
日
再
設
置
推
進
の
た
め
の
恒
常
的
な
組
織
を
作
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
ず
賛
同
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
郡
か
ら
支
部
な
置
き
、
各
郡
総
代
委
員
で
本
部
を
設
置
、
本
部
委
員
は
月
に

一
ぃ
没
集
ま
っ
て
運
動
を
す
す
め
る
と
と
も

に
、
各
都
で
も
運
動
を
組
織
す
る
計
闘
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
、
飾
際
県
再
設
置
の
運
動
を
お
こ
な
っ
た
人
々
が
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
明
治
十
閲
年
十
一
一
月
の
一
飾
磨
県
再
設
詮

請
願
理
由
常
一
ど
で
は
、
一
得
設
置
の
理
由
に
は
他
地
域
と
の
民
情
お
よ
び
産
業
の
あ
り
方
の
違
い
、
地
方
税
負
担
が

い
に
も
か

か
わ
ら
ず
利
益
還
元
が
少
な
い
こ
と
、
県
庁
が
遠
く
不
便
な
こ
と
、
民
情
や
産
業
の
あ
り
方
が
違
う
た
め
県
会
で
の
議
事
が
進

ま
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
播
磨
を
単
位
と
し
て
地
方
自
治
を
進
め
る
こ
と
が
「
民
権
ノ

振
起
邦
家
ノ
隆
盛
」
の
基
礎
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
民
情
の
一
致
す
る
範
囲
を
単
位
と
し
て
地
方
自
治
を
す

す
め
る
と
い
う
兵
庫
県
会
の
建
議
と
同
様
の
考
え
方
が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

播
磨
に
次
い
で
淡
路
で
も
独
立
の
動
き
は
あ
っ
た
が
、
政
府
は
兵
庫
県
に
つ
い
て
県
の
分
離
、
一
持
設
置
を
認
め
な
か
っ
た
。

し
か
し
一
方
で
政
府
は
、
明
治
十
六
年
五
月
九
日
、
石
川
県
か
ら
慌
山
県
を
、
長
崎
県
か
ら
佐
賀
県
を
、
鹿
児
島
県
か
ら
宮
崎

mm
宏
分
離
・
独
立
さ
せ
て
お
り
、
分
離
を
一
般
的
に
認
め
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
兵
庫
県
の
場
合
、
も
と
も
と
そ
の

合
併
が
開
港
場
神
戸
を
維
持
し
う
る
財
力
を
持
た
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
と
、
必
ず
し
も
全
郡
の
合
意
と
し
て
運
動
が
展
開

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
分
離
を
認
め
ら
れ
な
い
理
由
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
他
県
で
再
設
置
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
は
飾
磨
県
再
設
置
の
運
動
に
な
お
希
望
を
与
え
た
よ
う
で
、
間
年
十
一
月
末
に
は
、
伊
藤
和
七
郎
ら
は
再
設
置
を
再

び
願
い
出
た
。
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自
由
党
の

浸
透

こ
れ
ま
で
改
選
党
系
中
心
と
し
た
運
動
を
み
て
き
た
が
、
自
由
党
系
に
つ
ら
な
る
運
動
も
市
域
で
存
在
し
た
。

そ
の
一
つ
に
菟
原
郡
佐
官
神
社
の
祭
礼
に
関
し
て
起
こ
っ
た
み
こ
し
か
つ
ぎ
闘
争
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
五
年

に
始
ま
り
、
同
十
五
年
大
審
院
の
判
決
で
、
原
告
側
被
差
別
部
落
が
祭
礼
へ
の
平
等
の
参
加
を
勝
ち
取
っ
た
闘
争
（
第
二
節
1
項）

で
あ
る
が
、
こ
の
裁
判
を
担
当
し
た
代
言
人
（
弁
護
士
）
が
、
自
由
党
常
議
員
で
あ
る
林
和

で
あ
っ
た
。
神
戸
の
代
言
人
は
口
問

川
政
蔵
な
ど
自
由
党
系
と
み
ら
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
く
、
そ
の
よ
う
な
ル
l
ト
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方制度改正

大
審
院
で
の
被
差
別
部
落
側
の

は
、
人
民
と
し
て
の
平
等
お
よ
び
費
用
を
支
出
し
た
も
の
に
は
参
加
の
権
利
が
あ
る
と

い
う
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
人
間
の
平
等
と
秘
税
協
議
権
に
よ
る
権
利
を
主
張
す
る
自
由
党
系
の
民
権
思
想

が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
自
由
党
系
の
運
動
家
は
積
施
的
に
こ
の
裁
判
を
過
し
て
人
々
を
組
織
し
た
よ
う
で
、
こ
の
裁
判
の

勝
利
を
き
っ
か
け
と
し
て
こ
の
部
落
か
ら
明
治
十
五
年
十
月
四
六
人
も
の
人
々
が
白
山
党
に
入
党
し
た
。

民
権
運
動
家
の
被
差
別
部
落
の
組
織
化
は
、
裁
判
を
め
ぐ
っ
て
た
ま
た
ま
行
わ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、

『
朝
野
新
開
』
明
治
十
近
年
二
月
付
は
、
被
差
別
部
落
で
あ
る
明
石
郡
の
あ
る
村
で
も
民
権
運
動
家
に
よ
っ
て
政
治
活
動
が
盛
ん

に
な
っ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
村
で
印
刷
俗
改
善
が
進
ん
で
い
る
と
の
報
道
が
『
朝
野
新
聞
』
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

3 

明
治
十
七
年
の
地
方
制
度
改
正

第五節

自
由
民
権
運
動
へ
の
対
抗
な
底
接
の
前
提
と
し
て

へ
の
統
制
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ

明
治
十
六
年
の
一
戸
長

役
場
制
度
の
改
正

た
と
お
り
で
あ
る
が
、
明
治
十
六
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
兵
庫
県
は
戸
長
へ
統
制
を
さ
ら
に
強
め
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る
と
と
も
に
そ
の
位
置
づ
け
を
大
き
く
変
更
し
た
。

ハ
月
二
十

日

に
よ
る
役
場
吏
員
の
勤
務

評
定
と
そ
の
報
告
を
郡
長
が
毎
月
確
認
す
る
こ
と
が

布
達
さ
れ
、
一
戸
長
役
場
内
の
統
制
も
強
め
ら
れ
た
。

ま
た
七
月
一
日
に
は
「
一
戸
長
准
官
等
並
俸
給
表
」
が

布
達
さ
れ
、
戸
長
の
職
階
的
給
与
体
系
が
硲
立
、
上

級
等
級
の
戸
長
の
場
合
年
給
で
ニ

O
O円
を
こ
え
、

専
門
職
と
し
て
つ
と
め
ら
れ
る
給
与
が
だ
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の

の
専
門
職
化
を
前
提
に
同

旦
戸
長
役
場
区
域
の
拡
大
が
布
達
さ
れ
、
基
本
的
に

単
独
一
戸
長
役
場
は
み
と
め
ら
れ
な
く
な
り
、
県
内
で

は
一
一
九
町
村
を
除
い
て
、
す
べ
て
連
合
町
村
一
戸
長
役

場
制
（
役
場
数
一
一
一
七
六
）
と
な
っ
た
。
一
戸
長
役
場
名
は
、

所
在
町
村
名
を
最
初
に
つ
け
、

0
0組
役
場
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

市
域
で
は
明
治
十
四
年
の
一
戸
長
役
場
広
域
の
改
王

か
ら
大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
（
関
9
）。

八
部
郡
で
は
、
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上
灘
組
に
山
間
上
組
に
属
し
て
い
た
小
部
村
宏
併
せ
て
奥
平
野
総
に
、
そ
れ
以
外
の
山
間
上
・
下
両
組
を
合
併
し
て
中
組
に
、

中
灘
上
・
下
河
組
を
合
併
し
て
東
尻
油
組
に
、
ま
た
下
灘
間
組
を
合
併
し
板
治
組
と
し
た
。

単
独
町
村
一
戸
長
役
場
を
多
く
認
め
た
菟
原
郡
で
は
、
大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
。
葺
A
A
n

村
・
筒
井
村
民
混
合
組
、
岩
屋
組
・
畑

原
組
・
森
総
・
一
川
原
村
は
森
組
、
新
在
家
村
・
大
石
村
は
新
在
家
組
、
八
幡
村
・
水
取
新
田
・
高
羽
村
お
よ
び
篠
原
村
・
新
生

村
は
入
総
級
、
東
明
村
・
徳
井
村
・
五
農
村
で
東
関
組
、
住
吉
組
と
野
寄
村
は
住
吉
組
、
魚
崎
組
・
青
木
組
は
魚
崎
総
、

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方j!JIJ度改正

津
知
両
村
以
外
の
一
一
一
条
組
と
悶
本
総
は
問
中
組
、
深
江
村

津
知
村
は
深
江
組
と
な
り
、
御
影
村
は
引
き

続
き
単
独
で
戸
長
役
場
を
庭
い
た
。

有
田
内
部
は
変
化
が
少
な
か
っ
た
。
道
場
河
原
お
よ
び
湯
山
町
の
役
場
区
域
は
そ
の
支
玄
続
き
、
八
多
庄
組
は
士
口
尾
組
、
大
沢

組
は
中
大
沢
組
と
改
称
さ
れ
、
有
野
組
と
腐
植
村
は
有
野
組
と
な
っ

単
独
一
戸
長
役
場
が
多
か
っ
た
明
石
郡
で
は
変
化
が
大
き
か
っ
た
。
東
霊
水
・
西
垂
水
・

・
下
知
・
名
谷
・
多
聞
・
山
田

の
各
村
は
東
霊
水
組
、

前
開
組
－
t
叩
随
畑
村
は
前
開
組
、
別
府
組
は
そ
の
ま
ま
、

下
津
橋
村
宏
除
く
今
枠
組
と
上
池
村
は
高

ゆ
仲
橋
級
、
小
山
組
・
吉
田
組
・
下
津
橋
村
は
下
津
橋
組
、
長
谷
組
・
下
総
は
そ
の
ま
ま
、
…
福
住
組
と
組
問
村
で
…
福
住
組
、
繁
田

組
・
和
国
組
・
高
和
村
は
和
田
組
、
神
出
組
・
宋
勢
村
・
池
田
村
は
白
井
組
、
者
附
村
・
古
郷
村
・
野
中
下
村
は
岩
間
総
と
な

っ
た
。
な
お
美
繋
郡
で
は
市
域
の
村
す
べ
て
木
津
伺
胞
に
隠
す
こ
と
と
な
っ
た
。

｝
の
よ
う
に
、
あ
ら
た
な
一
戸
長
役
場
ほ
域
は
、
明
治
十

の
迎
合
一
戸
長
役
場
制
と
比
較
し
て
も
な
お
そ
の
規
模
が
大
き
く
、

第五ili1

表
併
の
よ
う
に
千
戸
を
こ
え
る
役
場
区
域
さ
え
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
新
た
な
戸
長
役
場
区
域
設
買
に
対
し
て
は
、
制

度
実
施
の
前
後
、
一
戸
長
時
間
の
動
指
や
合
併
反
対
の
動
き
が
お
こ
っ
た
。

｝笠5た縦IV 近代・現代227 



戸長役場区域の人口戸数

（区部合｜徐く）

口戸数

人戸
6 435 L 297 

4 418 954 

3 970 784 

5, 485 I 1, 630 
2 121 I 432 

2 137 I 433 

1 848 I 403 

1 711 I 387 
3 441 I 900 
3,2731 819 

3, 367 I 903 
2 566 I 607 
2 188 I 401 

1 805 

2 388 

3 969 

2 860 

1,664 

401 

512 

832 

582 

336 

892 

264 

479 

385 

298 

386 

412 

447 

315 

678 

440 

＊況池組

奥平野総

板宿組
中組

fb合組
森総

八幡組

新在家組

東号月組

御影村

住吉級

魚崎級

深江組

問中組

湯山間了

有野組

道場河原組

吉尾組

中大沢組

東垂水組

前倒組

別府総

高津m組
下手ド橋組
長谷組

下組

福住組

手口ITT組

問弁組

岩間組

美護者日木津組 I 4, 159 
3史料： r兵節県統計三11~

4,486 

1,410 

2,408 

1,907 

1, 524 

2, 133 

2, 150 

3, 121 

1, 766 

3, 732 

2, 567 

戸長役場広域

表 64

3お

原

立
μ
諮
れ
判

有
馬
郡

入
部
郡

た
と
え
ば
単
独
で
戸
長
役
場
を
設
置
し
て
い
た
明
石
郡
高
和
村
は
、
県
布
達
叩
二
四
号

で
改
正
が
布
達
さ
れ
た
と
き
、
引
き
続
き
単
独
で
一
戸
長
役
場
を
設
置
す
る
か
、
も
し
く
は

明
治
十
五
年
の
一
戸
長
退
在
後
、
福
住
組
戸
長
に
戸
長
を
兼
務
し
て
も
ら
っ
て
い
た
経
緯
か

ら
福
住
組
へ
合
併
と
な
る
か
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
県
令
に
嘆
願
し
た
。

し
か
し
す
で
に
み

た
よ
う
に
高
和
村
は
別
の
組
と
迎
合
し
て
お
り
、
こ
の
嘆
願
、
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
戸
長
役
場
区
域
の
広
域
化
反
対
の
運
動
は
、
明
治
十
一
二
年
改
疋

の
時
の
よ
う
に
あ
ま
り
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
別
出
は
、
地
方
自
治
を
か
か
げ
た

運
動
が
き
び
し
い
部
庄
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
複
雑
化
し
、
量
的
に
拡
大
す

る
戸
長
の
職
務
を
専
門
的
に
扱
う
者
へ
委
託
す
る
と
い
う
傾
向
が
住
民
側
か
ら
も
生
ま
れ 明

石
（単位．人）戸長数の変化表 65

苦E
17 16 14 明治13

879 

4

1

5

1

8

 

内，ゐ

4
5ム
内
，
h

内、u
e
g
p
A
J

側、d
唱
BB

－
nバ》

ヲ

ゐ

，

aA

内
J
耐

内

t

r

h

u

d

、de
i

H

3

4

2

5

4

1

 

7

9

4

6

4

 

1

1

1

1

 

入部君fl
＊菟原郡

有馬郡

明石郡

美喜筆者日

（注） ネ武w湖lを含む。
'ltl';JSf: r兵同IY尽統計務a

228 近代夜明期の神戸第一挙



て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
役
場
区
域
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
市
域
関
係
各
郡
の

は
、
表
出
の
よ
う
に
美
麗
郡
を
除
い
て
半
分

る。 以
下
と
な
っ
た

方
で
給
与
が
地
額
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
事
務
能
力
を
持
つ
者
を
一
戸
長
と
す
る
条
件
を
作
り
出
し
た
の
で
あ

な
お
複
数
の
町
村
の
上
に
段
か
れ
た
一
戸
長
お
よ
び
戸
長
役
場
な
補
完
す
る
も
の
と
し
て
各
村
に
用
掛
や
総
代
が
置
か
れ
て
い

た
が
、
こ
れ
は
第
六
項
で
述
べ
た
明
治
十

の
改
正
の
状
況
と
向
様
で
、
中
組
戸
長
役
場
広
域
は
、

入
部
郡
各
村
に
用
掛
を

位
き
役
場
事
務
を
分
学
し

郡部の自民i民権運動と明治十七年の地方制度改正

切
治
十
七
年
五
月
七
日
、
政
府
は
一
一
一
新
法
の
下
で
の
町
村
を
大
き
く
変
更
し
た
「
明
治
十
七
年
の
改
正
L

明
治
十
七
年
の

地
方
制
度
改
正

と
呼
ば
れ
る
一
連
の
法
令
を
出
し
た
が
、
こ
れ
は
前
年
に
兵
庫
県
な
ど
で
行
わ
れ
た
改
正
を
全
国
法
と
し

て
猿
備
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
五
カ
村
五

O
O戸
を
基
準
に
連
合
町
村
戸
長
役
場
区
域
を
も
う
け
る
こ
と
、

そ
の
区
成
の
一
戸
口
択
を
官
選
（
住

氏
の
投
紫
に
よ
る
上
位
者
一
一
一
人
も
し
く
は
五
人
の
な
か
か
ら
県
令
が
選
抜
）
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
兵
庫
県
で
は
す
で
に
前
年

？こ に
実
施
済
み
の
も
の
で
あ
っ
た
。
兵
膝
県
で
の
一
審
大
き
な
制
度
的
な
変
更
は
、
区
町
村
会
法
の
改
正
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ

表 66

UIJ村裂のZ翌日

第五節

…
新
法
に
よ
っ
て
政
府
は
町
村
止
を
私
的
な
住
民
団
体
と
み
な
し
、
政
援
に
町
村
の
運
営

戸長役場費

会議費

こと木設

教育費

救助費

災害予防夜

警備投

に
関
与
し
な
い
と
い
う
建
前
を
と
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
町
村
会
に
た
い
す
る
規
制
は
あ

く
ま
で
住
民
に
た
い
す
る
行
政
指
導
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
町
村
会
規
則
の
作
成

も
許
可
制
で
あ
っ

と
こ
ろ
が
明
治
十
七
年
の
改
正
で
は
、
町
村
会
は
政
府
の
機
関
に
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準
じ
る
も
の
と
さ
れ
、
町
村
会
規
則
は
政
府
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
県
令
が
悶

的
に
施
行
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
政
府
は
町

村
協
議
控
の
な
か
か
ら
一
定
の
費
闘
を
公
費
と
し
て
分
離
し
て
こ
れ
を
町
村
授
と
し
（
表
的
）
、
町
村
会
は
そ
れ
の
み
を
議
定
す

る
機
関
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
信
仰
に
か
か
わ
る
費
用
な
ど
は
す
べ
て
私
設
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

政
府
が
町
村
費
を
公
費
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
村
資
の
滞
納
者
に
た
い
し
て
は
「
租
税
未
納
規
則
」
が
適
用
さ
れ
る
こ

で
一
万

二
九
六
人
が
国
税
納
入
の
た
め
に
、
七
九
八

と
と
な
り
、
町
村
資
を
納
め
な
い
も
の
は
裁
判
所
に
よ
り
公
売
処
分
に
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
十
八
年
に
は
、
県
内

人
が
地
方
税
納
入
の
た
め
に
財
産
の
一
部
を
手
放
し
て
い
る
が
、
松

方
デ
ブ
レ
で
、
思
税
・
地
方
税
で
さ
え
納
入
、
が
困
難
な
時
期
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
定
は
町
村
授
を
徴
収
す
る
た
め
の
強
制
力

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
戸
長
は
、
議
案
の
発
議
権
と
議
長
を
独
占
し
、
議
案
が
否
決
さ
れ
て
も
県
令
の
許
可
が
あ
れ
ば
議

案
を
執
行
し
て
も
よ
い
と
さ
れ
、
町
村
会
に
対
し
て
強
い
権
限

を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

町
村
会
と
連

合
町
村
会

兵
庫
県
は
町
村
会
制
度
の
改
正
を
明
治
十
七

年
七
月
ご
ろ
か
ら
開
始
し
た
。
七
月
十
四
日

「
兵
路
県
町
村
会
規
則
」
が
出
さ
れ
、
町
村
会
議
員
数
は
一

O

人
ま
で
と
な
っ
た
3

八
部
郡
中
村
他
一
一
カ
村
戸
長
役
場
広
域

で
は
表
日
の
よ
う
に
一
村
五
人
を
基
に
一

O
O一
戸
以
上
の
村
は

ハ
人
で
あ
っ
た
。

産
那
村
で
は
七
月
二
十
六
日
に
選
挙
が
行
わ

明治17年のlllJ村会主党員IJ

による村会議員数

村 名 人口 戸数 議員数

55人5 
戸 6 人

mと谷上村 187 

下谷上村 448 103 6 

原野村 573 126 6 

福地村 158 33 5 

中 村； 50 5 

東下村 467 110 6 

西下村 101 i 28 5 

衛隊村 170 35 5 

坂本村 173 42 5 

小河村 176 36 5 

援那村 j 459 105 6 

表 67

資料：「慈翌日村文怒J, r兵庫県入部哲lit也

言t」

230 近代幾明知jの神戸tr~ー苦手



戸
」

A
U
叫べつ
n
｝

O

L
V
抗
u
u
i
φ
J

一
O
人
か
ら
六
人
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
市
域
関
係
全
部
と
も
同
様
で
、
表
侃
の
よ
う
に
以
前
の
ほ
ぼ
五
分
の
二
か
ら
半
分

;/1, 、
ま
た
町
村
会
規
則
が
出
さ
れ
た
そ
の
日
に
戸
支
役
場
区
域
の
連
合
町
村
会
で
決
定
す
べ
き
費
闘
を
、

一
戸
長
役
場
お
よ
び
土

木
・
教
育
・
衛
生
・
災
害
予
防
・
警
備
の
費
自
の
う
ち
で
連
合
町
村
会
で
選
択
さ
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
布
達
さ
れ
た
。
九

月
に
は
戸
長
役
場
の
呼
称
が
改
正
さ
れ
「
何
々
組
戸
長
役
場
L

が
っ
何
々
村
外
何
カ
村
戸
長
役
場
L

と
役
場
所
在
地
の
町
村
名

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方ff~］度改IE第五節

町村会の活動状況表 68

明治18年明治16年

24 

41 

76 

106 

108 

議員総数

171 

280 

527 

664 

不詳：

開催

32 

43 

92 

119 

108 

議員総数

197 

357 

915 

1, 232 

1, 017 

開催

35 

43 

92 

122 

111 

郡

部

郡

郡

部

部

原

馬

石

護

入

菟

有

明

美

を
頭
に
ほ
域
内
の
町
村
数
を
表
示
す
る
方
式
に
改
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
明
治
十
八
年

一
月
二
十
三
日
、
新
た
な
戸
長
選
挙
法
が
布
達
さ
れ
た
。
選
挙
権
は

一O
歳
以
上
の

男
子
で
、
そ
の
区
町
村
に
居
住
し
、
そ
の
区
町
村
に
地
租
を
締
め
る
者
と
さ
れ
た
。

被
選
挙
権
は
年
齢
要
件
が
一

五
歳
以
上
で
あ
る
以
外
は
選
挙
権
の
要
件
と
同
じ
で
あ

っ
た
。町

村
会
議
員
お
よ
び
一
戸
長
の
選
挙
権
・
被
選
挙
権
と
も
、
地
域
の
選
挙
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
と
関
誌
を
直
接
つ
な
ぐ
悶
税
で
あ
る
地
租
の
綿
入
が
あ
ら
た

に
選
挙
資
格
と
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
は

判
村
会
議
員
の
選
挙
権
に
つ
い
て
は

資料.~兵路ff芸統計ー設」

居
住
し
て
い
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、
地
秘
納
入
の
有
無
は
条
件
と
な
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
国
家
に
よ
っ
て
公
的
で
あ
る
と
位
絞
づ
け
ら
れ

日
比
や
町
村
会
の
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
規
則
に
よ
る
町
村
会
の
運
営
は
、
表
的
の
よ
う
に
郡
・
連
合
町
村
一
戸
長
役
場

近代・現代E歪史編N231 



区
域
内
・
村
内
と
地
域
の
規
模
に
応
じ
て
初
対
日
が
区
別
さ
れ
、
各
レ
ベ
ル
で
の
連
合
町
村
会
、
町
村
会
で
評
決
さ
れ
た
。
明
治

十
八
年
・
明
治
十
九
年
は
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
年
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
こ
の
決
算
費
闘
の
衛
生
費
と
し
て
現
れ
て
い
る
。

郡
連
合
町
村
会
の
議
員
は
、
一
戸
長
役
場
区
域
内
の
各
町
村
の
議
員
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
。
例
え
ば
中
村
他
一
一
カ
村
一
戸
長

役
場
広
域
で
は
各
町
村
の
町
村
会
議
員
の
な
か
か
ら
、

八
人
が
郡
連
合
会
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
戸
長
役
場
区
域
内

の
連
合
町
村
会
に
は
、
議
員
、
が
す
べ
て
出
席
し
た
よ
う
で
あ
る
。

明治20年皮革主那簡易小学校支出決算

芸空 目 金額 備 考

学校後 149.内984 教員 l人，授業生 1人

会議~ 1. 950 連合村（墜那・小河）会議後

メ山込 計ー 151.934 

表
的
を
見
る
と
、
際
那
村
に
関
係
す
る
町
村
授
に
お
い
て
土
木
費
が
全

松
方
デ
フ
レ
下

の
地
域
逮
営

く
計
上
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

監
那
村
で
は
土
木
関
係
の

負担は，小河村36.058円際B日村98.i52内（総趨金li.14円）

資料：「箆JJB自治会文おJ

は
こ
の
と
き
公
費
で
あ
る
町
村
費
か
ら
区
分
さ
れ
、
私
費
と
さ
れ
た
町
村
協
議
授
に
移
さ

れ
た
。
す
べ
て
の
町
村
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
財
政
負
担
方
式
が
と
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
が
、
明
治
十
八
年
度
以
昨
、
表
向
の
よ
う
に
町
村
費
中
の
土
木
買
は
大
栢
に
削
減
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
動
向
は
松
方
デ
フ
レ
下
の
燥
の
施
策
と
結
び
つ
い
て
い
た
。

明
治
十
八
年
三
月
二
十
八
日
、
県
は
松
方
デ
フ
レ
下
の
窮
民
の
増
加
と
い
う
状
況
に
対
し

な

む

け

い

て
、
窮
民
取
扱
方
心
得
を
布
達
し
、
「
救
済
ノ
五
良
最
善
ト
為
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
慈
恵
者
ノ
力
事

a

、2レ

業
ヲ
起
シ
、
若
ク
ハ
職
芸
ヲ
授
ヶ
、
名
労
力
－
一
役
ス
ル
ヲ
得
セ
シ
メ
パ
二
ハ
以
テ
悶
利
公
益

れ

ん

ち

い

わ

ゆ

る

一
ハ
以
テ
救
助
ノ
実
ヲ
奏
シ
徳
義
廉
恥
共
ニ
相
寄
セ
ズ
、
所
謂
自
営
自
立
ノ
本
旨

ヲ
興
シ
、

ニ
適
ブ
」
と
述
べ
、
土
木
事
業
な
ど
を
興
さ
せ
て
貧
窮
者
や
椛
災
者
の
一
雇
用
を
創
出
す
る
こ

と
が
数
日
併
の
基
本
で
あ
る
こ

し
た
。
そ
の
際
、
こ
の
事
業
を
進
め
る
も
の
と
し
て
、
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郡部の自由民核運動と明治十七年の地方制度改正

明治17年改正以降の村袈の運用表的

明治20年度八部郡各村連合村袈決算

喜量 日 金額 備 考

Pl 
摂主コ主津義レ五蚕ラ郡関関連係係合費費勧な業ど会・共進会勧業費 108.360 

衛生投 55.090 

村主主欠損檎填 34.487 

会議後 14.467 

臨時会議費 14.865 都連合町村会会議費

if 計 227.269 

霊童Z詰関係後の内訳は，喜義務仕立資16.483円・3委主霊見習生派i宣霊堂35.4円。

明治20年度中村他11カ村戸長役場連合村袈決算

額 1

229~1421 うち，定緩小使 2 人70円
9. 700；連合町村会会議費

10. 191 1コレラ関係資

15. ooo Iうち，勧業世話掛給12円
53. 702 

312.仰 i

ご＂＂4手備金目

戸長役場設

会議費

衛生設

勧業技

都内連帯2空

昔十

明治20年度盤那村村袈決算

考

村総代読

会議費

衛生~

教育費

部内連帯夜 戸長役場連合町村資

近代・現代

設

A 
iコ

備

うち，総代手当18内

町村会会議費

E霊史編W

178. 734 計メ九
口

有
力
者
や
寺
社
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
、
町
村
会
な
ど
に
よ
る
救
済
合
行
う
こ
と
と
し
て
い
た
。

綴

円
41. 380 

1. 140 

2.800 

98. 752 

34.662 

こ
の
有
力
者
の
寄
付
な
ど
に
よ
る
土
木
事
業
は
、
実
際
に
は
町
村
の
指
障
の
下
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ

金日資

う
で
、
明
治
十
九
年
一
一
一
月
に
は
、
藍
那
村
と
石
井
村
の
間
の
道
路
部
撃
が
藍
那
村
惣
代
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
一
万
円
も
の
予

第五節

算
で
進
め
ら
れ
た
。
有
馬
郡
中
村
で
は
土
地
を
持
た
な
い
も
の
に
村
の
荒
れ
地
や
共
有
地
を
貸
与
し
て
、
桑
や
ミ
ツ
マ
タ
の
栽

233 

培
を
勧
め
て
い
る
し
、
明
石
郡
前
関
村
で
も
困
窮
者
に
開
墾
や
道
路
修
繕
な
ど
の
仕
事
を
与
え
る
よ
う
に
定
め
た
。
と
く
に
養



(1ド位．内）入部郡町村費支出の変化表 70

19 

4,463 

3, 108 

3,339 

1, 749 

8,828 6,641 8, 377 12,677 額総

蚕
技
術
の
習
得
お
よ
び
薬
栽
培
は
奨
励
さ
れ
た
よ
う
で
、
八
部
郡
中
村
外
一
一
カ
村
一
戸
長
役
場

区
域
（
山
悶
郷
）
の
有
志
懇
親
会
は
、
明
治
二
十

年
一
一
月
、
養
蚕
を
郷
社
の
境
内
で
試
験
的
に

18 

2,671 

2,058 

行
っ
て
み
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
八
部
郡
で
は
桑
苗
養
育
と
養
蚕
見
習
生
派

遣
が
郡
連
合
町
村
会
で
議
決
さ
れ
て
い
た
（
表
的
参
照
）
。

な
お
職
を
失
い
他
町
村
に
浮
浪
し
て
い
る
者
に
対
し
て
は
警
察
が
こ
れ
な
取
り
締
ま
り
、
本

（注） 明治16年度までは町村協；益E塁。
資料： r兵跨j思統計脅a

籍
地
に
送
り
返
し
た
。
酒
造
な
ど
産
業
が
発
達
し
て
い
た
菟
原
郡
で
は
、
浮
浪
し
て
い
る
者
の

数
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
『
神
戸
文
新
日
報
』
（
明
治
十
九
年
十
月
二
十
三
日
）
は
、
同
郡
で

「
乞
食
L

の
取
締
ま
り
が
行
わ
れ
、
警
察
分
署
か
ら
本
籍
地
へ
送
還
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
救
済
と
と
も
に
、
他
方
で
住
民
が
貧
国
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
、
町
村
を
単
位
と
し

て
、
そ
の
住
民
の
倹
約
・
勤
勉
と
貯
蓄
を
す
す
め
さ
せ
る
方
針
が
と
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の

様
子
、
な
監
那
村
の
村
運
営
と
関
連
し
て
見
て
お
き
た
い
。

17 

3,445 

4,087 

す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
村
は
、
区
町
村
会
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
町
村
会
と
町
村
内
独
自
の
会
議
の

明治16

致

;y( 
背

水

教

土

つ
の
会
議
に

よ
っ
て
そ
の
運
営
方
針
を
決
定
し
て
い
た
が
、
明
治
十
七
年
改
正
以
降
も
そ
の
形
は
変
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
と

え
ば
薩
那
村
で
は
、
明
治
十
八
年
一
一
一
月
一
日
に
行
わ
れ
た
「
村
会
議
い
で
二
六
人
の
「
会
議
員
」
が
具
体
的
な
村
運
営
方
法
を

決
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
松
方
デ
フ
レ
を
乗
り
切
る
た
め
村
持
林
野
の
村
内
住
民
へ
の
分
割
、
昨
年
以
来
の
倹
約
の
遵
守
、

議
員
所
の
建
設
の
中
止
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。

政
府
・
県
指
導
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
松
方
デ
フ
レ
期
の
生
活
の
規
制
に
よ
る
倹
約
も
、
こ
の
会
議
に
よ
っ
て
決
定
さ
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れ
た
。
ま
ず
村
内
で
お
こ
な
っ
て
い
た
欽
食
や
旅
行
に
関
連
す
る
講
の
縮
小
廃
止
が
議
決
さ
れ
た
。
伊
勢
講
が
年
四
度
か
ら
初

講
一
度
に
、

日
待
講
が
同
じ
く
年
四
度
か
ら
十
月
の
一
度
に
、
愛
宕
諮
が
年
一
一
一
度
か
ら
秋
講
の
一
度
へ
、
観
音
講
が
一
一
度
か
ら

一
度
へ
、
紙
陸
講
・
ト
キ
講
は
廃
止
さ
れ
た
。
さ
ら
に
村
社
の
春
秋
の
祭
は
廃
止
さ
れ
、
他
村
の
祭
に
い
く
こ
と
も
禁
止
と
な

っ
た
。
村
内
の
寺
で
あ
る
大
中
寺
で
の
虫
送
り
行
事
も
縮
小
さ
れ
た
。
祝
事
は
す
べ
て
廃
止
さ
れ
、
葬
儀
の
際
に
瀬
を
出
す
こ

と
を
禁
止
し
、
葬
送
に
つ
い
て
も
親
類
・
組
内
以
外
の
も
の
が
参
加
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。

ま
た
若
者
組
の
処
年
講
も
廃
止
、

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方制度改正

ま
た
若
者
組
や
友
人
が
集
ま
っ
て
溜
を
飲
む
こ
と
を
禁
止
し
た
。

さ
ら
に
た
め
池
で
魚
釣
り
を
お
こ
な
う
こ
と
ま
で
禁
止
し
た
。

こ
の
よ
う
な
町
村
の
共
同
体
的
規
制
を
利
用
し
、
こ
れ
に
対
す
る
指
導
監
督
を
強
化
し
て
松
方
デ
フ
レ
下
の
不
況
を
乗
り
切

る
と
い
う
政
府
・
県
の
政
策
は
、

い
ま
ま
で
以
上
に
緊
密
に
地
域
社
会
を
つ
か
ま
え
な
け
れ
ば
実
現
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
そ
れ
は
郡
役
所
｜
連
合
町
村
一
戸
長
役
場
の
専
務
能
力
を
拡
大
し
て
い
く
方
向
で
進
め
ら
れ
た
。

の
官
選
化
お
よ
び
権
限
強
化
に
よ
っ
て
、
専
門
的
に
職
務
を
遂
行
す
る
機
関
と
し
て
の
戸
長
役
場

郡
役
所
と
一
戸
長
役

場
機
構
の
整
儀

の
機
能
は
強
化
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
の
方
向
は
明
治
十
七
年
の
改
正
以
降
い
っ
そ
う
進
め
ら
れ
た
。
明

治
一
一
十
年
五
月
末
、

八
部
郡
で
は
郡
吏
員
数
人
が
郡
内
戸
官
民
役
場
の
事
務
改
良
規
察
の
た
め
、
各
戸
長
役
場
を
巡
回
し
た
。
ま

た
有
馬
郡
で
は
、
同
年
に
は
郡
内
一
戸
一
口
氏
を
毎
月
一
回
郡
役
所
に
集
め
、
事
務
打
ち
合
わ
せ
の
会
議
を
定
例
化
し
た
。
一
戸
長
役
場

の
事
務
能
力
拡
大
を
前
提
に
、
政
府
は
人
口
と
土
地
所
有
に
つ
い
て
、
壬
山
中
一
戸
籍
お
よ
び
地
租
改
正
以
来
の
精
密
な
再
把
撞
を

進
め
た
。
松
方
デ
フ
レ
の
下
で
の
人
口
の
流
動
化
や
土
地
移
動
の
進
行
が
、

壬
申
一
戸
籍
や
地
租
改
正
に
よ
る
土
地
所
有
に
つ
い

第五節

て
の
調
査
の
不
十
分
さ
を
あ
ら
わ
に
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

壬
市
中
一
戸
籍
に
つ
い
て
は
徴
兵
事
務
の
遂
行
の
台
帳
た
り
え
な
い
と
致
府
に
よ
っ
て
も
指
擁
さ
れ
る
よ
う
に
さ
え
な
っ
た
。
そ

近代・現代隆史編w23ラ
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こ
で
政
府
は
新
た
に
「
明
治
十
九
年
一
戸
籍
」
を
作
り
、
こ
れ
に
基
づ
く
戸
籍
の
整
備
を

す
す
め
た
。
兵
庫
県
で
は
明
治
ニ
十
年
夏
か
ら
、
戸
長
役
場
に
よ
っ
て
戸
籍
の
大
改
正

が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
守
神
戸
叉
新
日
報
』
は
、
同
年
十
月
二
十
六
日
、
明

沼
郡
の
各
一
戸
長
役
場
が
戸
籍
下
調
で
忙
殺
さ
れ
て
い
る
と
報
じ
た
。

土
地
所
有
の
調
査
は
、
明
治
十
九
年
秋
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
こ
こ
で
は
地
租
改

正
の
際
の
調
査
の
粗
溺
お
よ
び
脱
落
地
の
修
正
を
行
う
「
地
押
調
査
し
と
い
う
形
が
と

ら
れ
た
。
兵
庫
県
で
は
切
治
二
十
一
年
開
月
ご
ろ
に
土
地
台
娠
の
形
式
な
ど
に
つ
い
て

郡
区
長
会
議
が
行
わ
れ
た
。
有
馬
郡
で
は
同
年
九
月
に
戸
長
が
郡
役
所
に
集
ま
っ
て
土

地
台
帳
の
作
成
に
つ
い
て
協
議
し
て
お
り
、
市
域
で
は
こ
の
前
後
に
地
押
調
査
が
進
め

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

コ
γ
〈
新
』
は
、
業
譲
郡
で
八
月
は
じ
め
に
土
地
台
帳
が
ほ
ぼ
完

成
し
た
こ
と
を
倍
え
て
お
り
、
こ
の
頃
、
市
域
各
都
で
土
地
台
帳
が
作
成
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。
次
に
郡
を
見
て
お
く
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
政
府
・
兵
庫
県
は
県
会
で

の
郡
会
設
置
や
郡
長
公
選
の
建
議
を
ま
っ
た
く
み
と
め
や
す
、
郡
を
自
治
体
と
し
て
で
は

資料： r兵庫県統計議」

な
く
、
県
の
行
政
機
関
と
し
て
確
立
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
方
向
は
松
方
デ
フ
レ
下
に

お
い
て
い
っ
そ
う
進
め
ら
れ
、
県
令
の
郡
長
へ
の
認
可
事
項
の
委
任
は
大
幅
に
拡
大
し

た
（
川
刊
頁
表
3
）。

ま
た
こ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
郡
役
所
の
下
級
吏
員
で
あ
る
コ
径
一
」

の
数
も
表
口
の
よ
う
に
噌
加
傾
向
を
示
し
た
。
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さ
ら
に
郡
長
の
任
務
で
あ
っ
た
租
税
収
納
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
九
年
七
月
の
地
方
官
官
制
の
制
定
に
よ
っ
て
県
庁
内
に
収

分
暑
が
置
れ
た
。
市
減
関
係
各
郡
に
つ
い
て
は
、

税
部
が
確
立
し
た
の
に
と
も
な
っ
て
、
明
治
ニ
十
三
年
ま
で
に
は
郡
長
と
は
切
り
放
し
て
、
部
単
位
に
薩
税
分
署
お
よ
び
間
税

入
部
郡
は
神
戸
、
菟
原
郡
は
西
宮
、
有
馬
郡
は
一
一
一
泊
、
明
石
郡
・

明
石
の
、
そ
れ
ぞ
れ
夜
税
分
署
お
よ
び
開
税
分
暑
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
一
一
一
mm
お
よ
び
明
石
の
分
署
は
な
お

部
役
所
内
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
明
治
十
九
年
八
月
登
記
法
が
布
告
さ
れ
、
一
戸
長
役
場
が
お
こ
な
っ
て
い
た
土
地
・
建
物
・
船
船
な
ど
の
譲
渡
・
賀
入
の

郡部の自由民ifri運動と明治十七年の地方制度改正

際
の
公
証
が
治
安
裁
判
所
に
置
か
れ
た
登
記
所
で
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
譲
渡
・
質
入
の
契
約
を
結
ぶ
者
は
治
安
裁
判

八
部
郡
・
菟
原
郡
で
は
神
戸
治
安
裁
判
所
、
有
馬
郡
で

所
も
し
く
は
そ
の
出
張
所
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

は
同
一
ニ
悶
出
張
所
、
明
石
部
・
美
嚢
郡
で
は
明
石
治
安
裁
判
所
に
登
記
所
が
震
か
れ
た
。

郡
も
の
範
閥
の
登
記
帝
国
類
の
移
動

た
と
え
ば
明
石
治
安
裁
判
所
に
は
切
治
二
十
年
一
月
二
十
九
日
ま
で
に
戸
長
役
場
か

第五節

明治19年度八苦G郡各
村臨時聯合会成議録

写真 20

ら
登
記
書
類
が
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、

J
V〈
新
』
は
、

公
証
書
類
は
千
聞
を
こ
え
る
も
の
で
あ
り
、
裁
判
所
の
前
に
山
が

で
き
る
ほ
ど
の
並
と
な
る
だ
ろ
う
と
報
じ
た
。

さ
ら
に
地
押
調
査
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
租
税
の
収
取
の
基
礎
台

帳
と
な
っ
た
土
地
台
帳
も
、
明
治
二
十
二
年
三
月
二
十
二
日
の
土

地
台
帳
規
則
に
よ
っ
て
、
一
戸
長
役
場
か
ら
郡
役
所
の
所
管
に
変
更

さ
れ
た
。
こ
う
し
て
戸
長
役
場
は
、
土
地
登
記
お
よ
び
地
租
収
税

近代・現代
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に
つ
い
て
の
機
能
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
郡
は
、
官
僚
機
構
の
一
端
と
し
て
整
備
さ
れ
た
が
、
住
民
の
連
合
体
的
な
性
格
が
全
く
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
郡
単
位
の
衛
生
・
勧
業
事
業
な
ど
は
重
要
性
を
憎
し
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
技
用
負
担
を
論

議
す
る
部
連
合
町
村
会
は
引
き
続
き
開
催
さ
れ
、

入
部
郡
で
は
明
治
十
八
年
か
ら
は
活
版
刷
り
の
予
算
案
お
よ
び
決
算
が
、
各

村
に
閲
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
内
務
は
表
的
参
照
）
。
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第
六
節

市制町村jlJI］の施行と行政村の成立

籾
治
地
方
自
治

制
と
そ
の
理
念

市
制
町
村
制
の
施
行
と
行
政
村
の
成
立

1 

市
制
町
村
制
の
施
行

明
治
政
府
は
明
治
二
十
二
ご
入
入
九
）
年
、
天
皇
主
権
に
基
づ
く
大
日
本
帝
国
憲
法
を
発
布
し
、
翌
明
治

な
法
の
変
更
を
お
こ
な
う
た
め
、
明
治
十
九
年
ご
ろ
か
ら
具
体
的
な
法
案
作
成
作
業
に
は
い
り
、
明
治
ニ
十
一
年
四
月
一
一

二
十
一
一
一
年
十

月
に
は
、
第
一
回
の
帝
爵
議
会
が
開
設
さ
れ
た
。
政
府
は
地
方
制
度
に
つ
い
て
も
根
本
的

公
布
し
た
。
こ
の

日
に
市
制
町
村
制
を
公
布
（
翌
年
四
月
か
ら
状
況
を
み
て
順
次
施
行
）
し
、
さ
ら
に
明
治
二
十
三
年
五
月
十
七
日
に
は
府
県
制
郡
制
を

連
の
制
度
を
明
治
地
方
自
治
制
と
い
い
、
い
く
つ
か
の
改
正
は
あ
っ
た
も
の
の
、
戦
後
、
日
本
商
憲
法
と

地
方
自
治
法
が
で
き
る
ま
で
の
近
代
日
本
の
地
方
制
度
の
骨
格
を
な
す
も
の
と
な
っ
た
。

の
理
論
を
参
照
し
て
天
皇
主
権
の
憲
法
と
の
整
合
性
を

政
府
は
明
治
地
方
自
治
制
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
、
ド
イ
ツ
の

ば
か
り
、
さ
ら
に
こ
の
憲
法
に
基
づ
く
国
家
体
制
を
社
会
の
底
辺
か
ら
支
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
の
結
果
、
明
治
地
方
自

第六節

治
制
は
、
こ
れ
以
前
の
一
ニ
新
法
に
よ
る
地
方
制
度
に
く
ら
べ
て
格
段
に
体
系
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

ぶ

ん

に

ん

ま

た

こ

れ

も

つ

政
府
は
市
制
町
村
制
制
定
の
目
的
を
つ
政
府
の
事
務
を
地
方
に
分
証
し
、
又
人
民
を
し
て
之
に
参
与
せ
し
め
、
以
て
政
府
の

近代・現代歴史編N239 



は

ぷ

あ

わ

っ

く

繁
雑
を
省
き
、
併
せ
て
人
民
の
本
務
を
尽
さ
し
め
ん
と
す
る
に
在
り
し
と
述
べ
、
新
制
度
に
お
け
る
町
村
自
治
の
性
格
は
、
政

府
の
行
致
事
務
を
地
域
に
分
任
さ
ぜ
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
開
閉
し
た
。
町
村
の
自
治
が
政
府
の
事
務
で
あ
る
以

上
、
こ
れ
へ
の
住
民
の
参
加
は
兵
役
に
服
す
る
の
と
同
じ
く
人
民
の
国
家
へ
の
義
務
と
さ
れ
た
。
天
皇
主
権
を
前
提
と
し
た
自

治
は
、
明
治
地
方
自
治
制
で
は
住
民
の
間
有
の
権
利
と
す
る
こ
と
を
一
合
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
ニ
次
世
界
大
戦
後

の
日
本
国
憲
法
下
の
地
方
自
治
と
の
理
念
に
お
け
る
根
本
的
な
ち
が
い
で
あ
っ
た
。

こ
の
理
念
に
も
と
づ
き
、
町
村
制
は
名
誉
職
制
・
公
民
権
・
等
級
選
挙
制
と
い
う
三
つ
の
特
徴
あ
る
制
度
を
つ
く
り
だ
し
た
。

こ
の
一
一
一
つ
は
こ
れ
ま
で
の
地
方
制
度
に
な
い
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

名
誉
職
制
に
つ
い
て
政
府
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
町
村
住
民
が
本
来
国
政
の

部
で
あ
る
地
方
事
務
に
参
与
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
、
義
務
で
あ
る
と
同
時
に
住
民
に
と
っ
て
の
名
誉
で
あ
る
。
名
誉
で
あ
る
か
ら
、
町
村
長
・
助
役
・
町
村
会
議
員
に
は

基
本
的
に
給
与
を
支
給
せ
ず
、
無
給
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
名
誉
職
制
と
は
具
体
的
に
は
無
給
で
住
民
が
町
村
事
務
を
あ
っ
か

う
こ
と
を
意
味
し
た
。

し
か
も
地
方
自
治
が
住
民
の
義
務
で
あ
る
以
上
、
名
誉
職
へ
の
就
任
も
義
務
で
あ
り
、
住
民
が
正
当
な

理
由
（
疾
病
や
商
用
で
辰
住
地
に
い
な
い
な
ど
）
以
外
で
就
任
を
拒
否
し
た
場
合
、
国
家
へ
の
義
務
を
お
こ
た
っ
た
と
し
て
公
民
権
の

一
定
年
数
の
停
止
・
町
村
費
の
増
加
と
い
う
罰
則
規
定
が
も
う
け
ら
れ
て
い
た
。

公
民
は
こ
う
し
た
名
誉
職
の
選
挙
・
被
選
挙
権
を
も
つ
も
の
な
い
い
、
そ
の
権
利
な
公
民
権
と
よ
ん
だ
。
公
民
は
そ
の
町
村

に
居
住
す
る
住
民
の
う
ち
二
五
歳
以
上
の
男
子
で
ご
ド
を
か
ま
え
（
間
関
者
で
も
家
計
が
別
な
ら
ば
可
）
、

禁
治
産
者
で
な
く
、
一
一

年
以
上
そ
の
町
村
に
居
住
し
、
町
村
の
負
担
（
町
村
費
な
ど
を
納
入
）
を
「
分
任
L

し、

か
つ
地
租
を
納
め
る
か
も
し
く
は
直
接
国

税
一
一
円
以
上
を
納
入
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

地
域
住
民
に
厳
し
い
格
差
な
っ
け
、

悶
家
に
対
し
て
地
租
も
し
く
は
直
接
国
税
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（
資
産
家
を
対
象
と
す
る
所
得
税
）
を
納
入
す
る
半
世
だ
け
に
町
村
政
治
へ
の
’
参
加
権
を
み

と
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
市
域
関
係
各
郡
の
住
民
中
公
民
権
所
有
者
は
、
表
口
の
よ
う
な
数

に
な
っ
た
。
兵
燦
然
全
体
を
見
る
な
ら
、
公
民
権
所
有
者
の
人
口
に
対
す
る
比
率
は
、

明
治
二
十
四
年
で
一

0
・
二
%
で
、
ニ
五
歳
以
上
の
男
子
と
の
対
比
で
み
る
と
四

0
・

八
%
で
あ
っ
た
。
市
域
関
係
各
部
に
お
い
て
は
、
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
八
部
・
菟

療
で
公
民
の
比
率
が
小
さ
く
、
農
村
部
が
多
い
有
馬
・
美
裂
で
は
公
民
の
比
率
が
高

か
っ
た
。
都
市
部
で
は
土
地
所
有
者
が
少
な
く
、

か
つ
流
入
人
口
が
多
か
っ
た
こ
と

rl'iilJIJ町村命ljの施行と行政村の成立

が
そ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

等
級
選
挙
制
は
財
産
の
多
寡
に
よ
っ
て
選
挙
権
に
格
差
を
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
町
村
部
の
場
合
二
級
選
挙
法
が
と
ら
れ
た
。

明治24年町村公民数および

人口当たり比率

表 72

比率

% 
7.9 

6.2 

11. 1 

8.5 

11. 4 

（注） 人口は現住者。

資料：明治45年 F兵隊県統計宅建a

ロ
人

20, 269 

27,455 

35,222 

63,848 

34,282 

こ
れ
は
選
挙
人
（
公
民
）
の
う
ち
、
直
接
町
村
税
の
納
入
額
の
多
い
も
の
か
ら
販
に
そ
の
納
税
額
を
合
計
し
、
選
挙
人
全
員
の
納

人民

人
1,593 

1, 705 

3,925 

5,407 

3,893 

つ
を
選
出
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。

税
額
の
半
額
ま
で
納
め
る
者
、
伊
二
級
選
挙
人
、
そ
れ
以
下
を
一
一
級
選
挙
人
と
し
、
各
級
が
そ
れ
ぞ
れ
議
員
定
数
の
二
分
の
一
ず

r.-.. 
£品、

入部郡

菟原郡

有潟郡

明石郡

美護者E

市
域
に
お
け
る
町

村
制
の
施
行
過
稜

こ
の
新
た
な
理
念
に
基
づ
く
町
村
制
は
、
そ
の
施
行
に
際
し
て
、
町
村
の
規
模
が
、
政
府
が
期
待
す
る

郡

自
治
を
担
え
る
役
場
合
｝
持
ち
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
は
明
治
十
七
年
の

第六節

広
域
は
連
合
町
村
一
戸
長
役
場
区
域
が
そ
の
基
準
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

改
正
以
降
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
連
合
町
村
制
の
も
と
で
の
戸
長
役
場
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
新
町
村
の
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兵
庫
県
で
は
、
市
制
町
村
制
施
行
に
基
づ
く
合
併
に
よ
っ
て
町
村
数
が

七
九
町
村
か
ら
二
市
四
一
一
八
町
村
と
な
り
、
約

八
分
の
一
に
減
っ
た
が
、
そ
の
数
は
出
来
の
連
合
町
村
一
戸
長
役
場
区
域
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
。
市
域
で
は
、
明
治
十
六
年
以

来
の
連
合
町
村
一
戸
長
役
場
広
域
を
基
準
と
し
な
が
ら
、
新
町
村
へ
の
移
行
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
付
表
3
）。

市
域
に
お
け
る
町
村
制
の
施
行
過
程
を
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。
具
体
的
な
準
備
が
始
ま
っ
た
の
は
、
市
制
町
村
制
が
公
布

さ
れ
た
明
治
一
一
十

年
四
月
二

日
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

五
月
に
入
る
と
県
は
県
庁
内
に
市
制
町
村
制
取
調
委
員
を
設

置
し
、
さ
ら
に
中
旬
に
は
郡
医
長
を
召
集
、
市
制
町
村
制
に
つ
い
て
の
研
究
会
を
行
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
準
備
を
経
て
、
六

月
四
日
、
県
は
内
訓

で
各
郡
長
に
対
し
て
、
七
月
一
一
一
十
日
ま
で
に
町
村
制
に
関
す
る
財
政
お
よ
び
新
町
村
の
吏
員
見
込

み
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

こ
の
附
に
つ
く
ら
れ
た
政
府
の
「
市
町
村
制
施
行
順
序
L

に
よ
る
と
、
こ
の
新
町
村
制
定
に
際
し
て
、
町
村
制
の
理
念
を
実

現
で
き
る
行
政
的
財
政
的
基
盤
を
形
成
す
る
た
め
、
町
村
を
合
併
し
、
町
村
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
規
模
拡

大
は
、
市
制
町
村
制
以
前
に
現
行
の
制
度
に
よ
っ
て
町
村
の
合
併
を
お
こ
な
い
、
同
時
に
こ
の
単
位
へ
一
戸
長
を
一
件
設
段
し
、
新

た
に
町
村
会
議
員
を
選
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
村
儲
実
施
の
前
提
と
し
て
基
礎
的
単
位
を
確
立
し
て
お
こ
う
と
す
る
も
の

だ
っ
た
。
同
年
六
月
十
一
一
一
日
に
出
さ
れ
た
内
務
省
の
町
村
分
合
標
準
が
呈
示
し
た
合
併
基
準
は
一
戸
数
一
一
一

O
O戸
か
ら
五

O
O一
円
で
、
従

来
の
一
戸
長
役
場
一
弘
域
で
も
よ
い
と
さ
れ
た
。
先
の
「
市
町
村
制
施
行
順
序
」
で
も
、
新
単
位
は
従
来
の
戸
長
役
場
を
基
本
と
す

る
こ
と
と
さ
れ
、
兵
煉
県
で
は
内
務
省
の
基
準
よ
り
や
や
多
め
の
七

O
O戸
を
基
準
に
合
併
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

県
内
各
都
の
中
に
は
全
県
的
な
動
き
が
進
む
以
前
か
ら
市
制
町
村
制
に
つ
い
て
の
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
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っ
た
。
有
店
内
郡
で
は
、

五
月
九
日
、
郡
役
所
で
戸
長
の
臨
時
の
会
議
を
お
こ
な
い
、
制
度
に
つ
い
て
の
研
究
や
実
施
方
法
に
つ

い
て
議
論
を
お
こ
な
っ
た
。

し
か
し
ほ
と
ん
ど
の
郡
で
具
体
的
な
新
町
村
形
成
の
動
き
が
お
こ
っ
た
の
は
県
庁
で
の
研
究
会
以

降
で
あ
っ
た
。
長
蕗
郡
で
は
六
月
中
旬
に
町
村
制
実
施
の
た
め
の
調
査
委
員
に
郡
誠
一
記
・
麗
を
任
命
し
て
、
さ
ら
に
二
十
二
日

郡
内
各
戸
長
の
忍
集
止
を
決
め
た
。
明
石
郡
で
は
、
七
月
初
め
か
ら
郡
長
が
郡
内
を
十
数
日
に
わ
た
っ
て
巡
回
し
て
お
り
、
お
そ

ら
く
そ
こ
で
新
行
政
町
村
の
区
間
に
つ
い
て
の
調
整
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
八
部
郡
多
井
畑
・
東
須
磨
・
西
須
磨
の

三
村
は
、
こ
の
時
独
立
し
て
新
村
を
結
成
し
よ
う
と
し
た
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
調
整
は
全
体
と
し
て
は
秘
慌
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
、

守
神
戸
叉
新
日
報
』
（
八
月
十
一
日
・
十
二
日
）
は
、
氷
上
郡

以
外
は
秘
密
に
戸
長
会
議
で
一
区
域
の
設
定
を
し
て
い
る
と
報
じ
た
。

そ
し
て
秘
密
主
義
を
や
め
て
、
町
村
で
選
定
委
員
を
選
ん

rlii!,1J町村市lの施行と行政村の成立

で
そ
れ
に
よ
っ
て
区
闘
を
設
定
せ
よ
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
但
馬
以
外
で
は
九
月

上
旬
に
は
ほ
ぼ
新
町
村
の
区
域
の
調
査
が
完
了
し
た
よ
う
で
あ
る
。

新
町
村
設
立
の
動
き
に
対
し
て
市
域
の
町
村
住
民
の
対
応
は
、
当
初
に
お
い
て
は
あ
ま
り
活
発
で
な
か
っ
た
よ
う
で
、

可
マ
〈

（
八
月
十
四
日
）
は
、
記
事
の
中
で
、
人
誌
は
町
村
制
に
つ
い
て
研
究
せ
よ
、
無
関
心
す
ぎ
る
と
の
意
見
を
出
し
、
九
月
十

お

い

お

い

必

つ

ば

く

た

ち

ま

か

か

わ

六
日
の
「
美
嚢
郡
通
信
」
で
も
「
町
村
制
の
実
施
追
々
切
迫
し
其
利
害
恕
ち
己
れ
の
頭
上
に
落
ち
来
る
に
も
拘
ら
ず
我
が
郡
民

む

と

ん

ち

ゃ

く

ど

と

す

こ

ぶ

ゅ

う

り

ょ

向
無
頓
着
な
る
が
如
き
に
付
郡
内
一
一
一
回
の
有
志
は
頗
る
憂
慮
し
居
る
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

新
』

t土
九
月
に
入
り
区
域
設
定
が
終
わ
る
と
、
明
石
部
で
は
同
月
十
八
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
郡
役
所
で
全
都
の

に
よ
る

第六節

市
町
村
制
講
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
住
民
の
側
で
も
関
心
が
高
ま
り
は
じ
め
て
い
た
よ
う
で
、
明
石
郡
で
は
、

九
月
に
改
進
党
系
と
見
ら
れ
る
域
北
同
志
会
、
が
鞍
谷
清
慎
（
印
路
村
）
ら
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
法
津
の
解
釈
な
ど
に
つ
い
て
研
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究
が
一
行
わ
れ
た
。
翌
明
治
二
十
一
一
年
一
月
八
日
に
は
こ
の
会
を
中
心
に
財
産
家
が
間
一
戸
間
村
で
集
会
し
て
町
村
制
準
備
に
つ
い

て
議
論
を
お
こ
な
っ
た
。
向
郡
で
は
一
戸
長
の
聞
で
も
明
治
二
十
一
年
九
月
十
八
日
か
ら
一
一
一
日
間
、
市
町
村
制
講
究
会
が
開
催
さ

れ
た
。
有
馬
郡
で
も
十

月
に
な
る
と
郡
内
に
お
け
る
諸
事
務
に
関
す
る
「
公
会
L

を
有
志
で
結
成
す
る
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
た
。

明
治
二
十
二
年
に
入
る
ま
で
に
二
府

一
九
県
で
市
制
町
村
制
の
施
行
が
政
府
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
兵
庫
県
で
も
町
村
制
実

施
の
具
体
的
な
詰
め
の
た
め
各
郡
主
任
書
記
会
議
を
同
年

月
末
に
開
催
し
た
が
、
航
路
に
お
け
る
市
制
実
施
の
可
否
な
ど
の

決
定
が
遅
れ
た
た
め
、
二
月
末
に
な
っ
て
も
施
行
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
認
可
の
遅
れ
に
よ
り
、
一
一
…
新
法
に
基
づ
い
て

あ
ら
た
な
単
位
、
を
形
成
し
、
そ
の
問
中
伎
で
市
制
町
村
制
を
施
行
す
る
と
い
う
方
針
で
は
、

四
月
一
日
に
市
制
町
村
制
を
施
行
す

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
二
月
二
十
二
日
、
県
は
そ
れ
ま
で
の
方
針
を
放
棄
し
て
、
新
単
位
形
成
と
市
制
町
村
制
施
行
を

同
時
に
行
う
方
式
に
改
め
、
そ
の
た
め
郡
区
長
会
議
を

一
日
に
開
催
し
た
。

問
月
に
入
っ
て
、
新
方
針
の
も
と
町
村
長
や

町
村
会
議
員
の
候
捕
選
定
の
た
め
の
予
備
選
挙
な
ど
の
準
備
が
各
町
村
で
は
じ
ま
り
、
こ
れ
な
う
け
て
、

四
月
二
十
五
日
以
降
、

町
村
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
五
月
の
町
村
会
で
、
町
村
長
・
助
役
・
収
入
役
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

新
し
い
町
村

次
に
新
た
に
つ
く
ら
れ
た
町
村
を
見
て
み
よ
う
（
図

ω）。

入
部
郡
で
は
、
東
池
尻
村
外
七
カ
村
が
林
田
村
、

奥
平
野
村
外
五
カ
村
の
う
ち
小
部
村
を
除
く
四
カ
村
が
撰
村
、
板
宿
村
外
九
カ
村
が
須
磨
村
、
中
村
外

カ
村
お
よ
び
小
部
村
が
山
田
村
を
そ
れ
ぞ
れ
構
成
し
た
。

菟
原
郡
で
は
比
較
的
広
域
の
変
動
が
大
き
か
っ
た
。

八
幡
村
外
四
カ
村
お
よ
び
徳
井
村
で
六
甲
村
、
森
村
外
一
一
カ
村
で
都

賀
野
村
、
新
在
家
村
外

カ
村
で
都
賀
浜
村
、
御
影
村
お
よ
び
徳
井
村
を
除
く
東
明
村
外
二
カ
村
お
よ
び
郡
家
村
が
御
影
町
、

住
士
口
村
外
二
カ
村
の
内
で
住
吉
村
が
単
独
で
、
魚
崎
村
外
一
一
一
カ
村
の
う
ち
で
魚
崎
・
横
庭
の
二
カ
村
が
魚
崎
村
、
残
り
の
脊
木
・
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市制］lllJ村i!JIJの施行と行政村の成立第六節

一一－都市界

一…一一－illT村界
現在の神戸市城

“摂津・議皇室の霞議

商
青
木
と
深
江
村
で
木
産
村
、

問
中
村
外
山
ハ
カ

村
と
野
寄
村
で
本
山
村
な
そ
れ
ぞ
れ
構
成
し
た
。

な
お
明
治
二
十
八
年
十
月
十
一
日
に
、
都
賀
野

村
は
、
都
賀
浜
村
と
名
称
が
類
似
し
て
い
て
支

障
が
あ
る
と
し
て
問
灘
村
、
都
賀
浜
村
は
大
正

明治22年の新市mr村の成立

一
一
一
（
一
九
一
四
）
年
七
月

日
、
町
制
施
行
と
と

も
に
蕗
郷
町
と
改
称
し
た
。

有
馬
郡
で
は
、
湯
山
村
が
そ
の
ま
ま
単
独
で

町
制
を
施
行
し
て
湯
山
町
と
な
っ
た
ほ
か
、
有

野
村
外
二
カ
村
が
有
野
村
、
道
場
川
原
村
外
六

カ
村
が
道
場
村
、
吉
尾
村
外
八
カ
村
が
八
多
村
、

間 10

中
大
沢
村
外
五
カ
村
が
大
沢
村
と
い
う
よ
う
に

出
戸
長
役
場
区
域
が
そ
の
ま
ま
新
村
を
構
成
し

た
。
な
お
道
場
村
の
う
ち
、
上
津
谷
・
宅
原
の

ニ
村
は
、
明
治
三
十
五
年
五
月
に
分
離
し
、
長

尾
村
と
な
っ
た
。

ま
た
湯
山
町
は
、
有
馬
混
泉

と
し
て
全
調
的
に
知
名
で
あ
っ
た
た
め
、
明
治

近代.~晃代百室史説話lV24ラ



市域行政町村の人口・戸数・町村長名表 73

f二： 長

寺田一郎右衛門

高弁主主次

雀部孝治郎

山本吉次郎

。渡辺 徹

0関 金三郎

柴悶長三郎

官級邦三

村ア
JH
 

口

3, 132 

2, 502 

2, 115 

3, 157 

5, 786 

2,625 

2, 249 

2,459 

人数

643 

488 

418 

785 

1,619 

432 

570 

499 

行政村

本庄村

本Jll村

魚崎村

住吉村

御影町

六甲村

都賀浜村

都賀野村

二
十
九
年
に
有
馬
町
と
改
称
さ
れ
た
。

谷口種松

不詳

松田彦右衛門

山本与作

2, 359 

6, 781 

4,878 

4, 764 

587 

1, 702 

998 

994 

淡村

林田村

須磨村

山間村

0有井市左衛門
Of!吉生孫兵衛
金ヂド四郎兵衛

吉岡儀右衛門

O林 儀三郎

4, 289 

1, 716 

1, 824 

2,485 

2,955 

854 

349 

435 

514 

608 

道場村

大沢村

湯山町

有野村

八多村

0織田麻努
丹悶可作

ム笠間市之助

O藤本太右衛門
O佐藤 亘
藤田敏治

O野口宇三郎
O小ill 議平

4,969 

3, 773 

2,305 

3,321 

3,478 

2,864 

3,955 

2,859 

1, 120 

699 

408 

628 

682 

537 

744 

4号3

垂水村

伊川谷村

櫨谷村

押部谷村

玉津村

平野村

祁I出村

岩間村

猶三郎

寛一

磯谷

前回

2, 375 

1,966 

442 

415 

淡河村

上淡河村

（注） 町村長名中，⑤は元郡長， Oは！日戸長，ムは！日都勢認。

資料：明治24＇.年 f徴発物件一覧表J, r兵隊県町村合併史」

村
、
行
原
・
東
畑
・
北
畑
・
中
山
・
野
瀬
・
神
田
・
神
影
の
七
カ
村
で
上
淡
河
村
を
構
成
し
た
。

美
譲
郡
で
は
木
津
村
外
二
一
カ
村
が
二
つ
に
分
か
れ
、
下
・
淡
河
・
荻
原
村
・
木
津
・
南
僧
尾
・
北
僧
毘
の
六
カ
村
で
淡
河

明
お
郡
で
は
、
東
垂
水
村
外
山
ハ
カ
村
が
景
水
村
、
前
関
村
外
ニ
カ
村
お
よ
び
別
府
村
外
五
カ
村
で
伊
川
谷
村
、
高
津
橋
村
外

五
カ
村
お
よ
び
下
津
橋
村
外
七
カ
村
で
玉
津
村
、
長
谷
村
外
入
カ
村
で
櫨
谷
村
、
椋
住
村
外
八
カ
村
お
よ
び
和
田
村
外
五
カ
村
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の
内
の
高
和
・
護
団
・
和
田
の
一
ニ
村
で
押
部
谷
村
、
下
村
外
一

カ
村
お
よ
び
和
田
村
外
五
カ
村
の
内
の
黒
田
・
堅
田
・
繁
田

で
平
野
村
、

出
井
村
外
一
一
カ
村
で
神
出
村
、
岩
岡
村
外
一

カ
村
お
よ
び
印
路
村
・
商
脇
村
の

部
で
岩
岡
村
を
構
成
し
た
。

こ
の
あ
ら
た
な
単
位
は
政
府
の
行
政
上
の
要
請
を
契
機
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
っ
行
政
町
村
」
と
呼
ば
れ
る
（
な
お

そ
れ
ま
で
の
近
数
以
米
の
村
を
、
以
降
「
旧
村
」
も
し
く
は
「
部
落
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
）
。

ま
た
新
た
な
行
政
村
の
戸
数
お
よ
び
人

ロ
は
表
口
の
と
お
り
で
あ
る
。

次
に
行
政
町
村
名
の
由
来
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
御
野
町
・
魚
崎
村
・
道
場
村
・
大
沢
村
お
よ
び
単
独
で
行
政
村
と
な
っ
た
住

吉
村
・
湯
山
町
の
よ
う
に
一
戸
数
人
口
の
お
お
い
中
核
的
な
村
名
を
採
用
す
る
か
、
も
し
く
は
新
村
全
域
を
総
称
で
き
る
名
称
を

つ
け
た
。
な
お
そ
の
他
歴
史
的
由
来
に
基
づ
い
て
庄
名
な
ど
を
使
う
も
の
が
多
か
っ
た
。

市制lllJ村制の施行と行政村の成立

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
村
内
の
田
村
の
名
称
は
大
学
名
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

0
0村
内

O
O村
の
よ
う
に
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

村
会
議
員
選
挙
の
準
備
は
、
複
雑
な
公
民
権
規
定
に
適
合
す
る
住
民
を
選
挙
原
簿
に
記
載
す
る
こ
と
か

議
員
選
挙
方
法
と

町
村
会
の
機
能

ら
始
ま
る
。
こ
の
選
挙
原
簿
は
戸
長
投
場
で
住
民
に
公
開
さ
れ
、
そ
こ
で
間
違
い
が
あ
れ
ば
一
訂
正
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
村
会
議
員
の
選
挙
は
ま
ず
ニ
級
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
。
有
馬
郡
の
行
政
村
大
沢
村
の
村
会
議
員
選
挙
は
、
中

大
沢
村
の
一
万
戸
長
役
場
で
、
明
治
一
一
十
二
年
四
月
二
十
五
日
午
前
七
時
か
ら
一

時
ま
で
、
旧
一
戸
一
長
稲
生
孫
兵
衛
を
選
挙
掛
長

第六節

と
し
て
行
わ
れ
た
。
最
初
の
選
挙
で
あ
っ
た
た
め
か
選
挙
方
法
が
村
民
に
十
分
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
九
人
が
代

理
人
な
立
て
た
た
め
、
ま
た
三
人
が
投
票
籍
封
鎖
後
訪
れ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
投
薬
を
拒
否
さ
れ
た
。
投
票
方
法
は
’
無
記
名
連
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明治22年第 1回大沢村村会議長選挙結果

一 級 選 挙 一 級 選 挙一

氏 名 得票 部落名 氏 名 得票 部苦喜名

当大家栄三郎； 57 上大沢 当岩田亦一郎 37 神付

当和田甚之介 54 中大沢 当主上芥又rP 22 上大沢

当仲津慶治郎 52 中大沢 当山本~左衛門 21 日間涼

当小前字之松 46 市原 当何回滝之助； 19 市原

当淵上作j蔵 38 日西原 当池鍋与市郎 18 上大沢

さ当 来池儀左衛門 当藤本友右衛門 17 日西原

＊池鍋与rP郎 37 上大沢 坂口 彪 17 日間原

＊岩間亦一郎 37 神付 辻井音十郎 14 上大沢

坂口 彪 35 日立草原 辻井仁兵衛 11 上大沢

ネ辻井又市 33 上大沢 乗池勝三郎 11 自主

和田 TI!；治郎 26 中大沢 藤井保太郎 11 中大沢

ネ岡託！滝之助 25 ili 際

辻井音寸d虫日 24 上コミ沢

滝上策T有 17 日西原

鼓回惣市郎 16 中大沢

＊ 山本~左衛門 15 日商原

采池 I路三郎 12 燦

中間弥市良fl 12 中大沢

高山拶j兵衛 11 中大沢

坂井栄介 10 中大沢

ホ 藤本友右衛門 10 日西原

岩田石松 10 事11 付

表 74

記
制
で
、
有
効
投
票
数
は

七
一
二
五
票
で
あ
っ
た
。

一
級
選
挙
は
こ
の
選
挙

結
果
を
み
て
お
こ
な
わ
れ

た
。
投
票
は
そ
の
日
の
午

後
一
一
一
時
か
ら
五
時
ま
で
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
代
理

人
を
立
て
た
も
の
が
一
人

お
り
、
投
票
拒
否
さ
れ
た
。

全
体
の
投
票
結
果
は
表
刊

の
よ
う
で
あ
る
。
二
級
選

(i:t〕 10認未満は記載しなかった。

＊は一級選本で当選。

挙
で
は
一
一
一
七
票
取
ら
な
け

れ
ば
当
選
で
き
な
い
の
に

対
し
て
、

一
級
選
挙
で
は

わ
ず
か
一
七
票
で
当
選
し

何

－

o

φ
ト

こ
の
よ
う
な
状
況
は
他
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の
町
村
で
も
同
様
で
あ
り
、
上
淡
河
村
の
選
挙
で
は

級
当
選

級
当
選
者
の
最
低
得
票
が
五
六
票
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

者
の
最
低
得
票
は

七
票
で
あ
っ
た
。
資
産
格
差
が
大
き
い
町
村
ほ
ど
こ
の
格
差
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
、
御
影
町
で
は
、

級
選
挙
人
が
二
五

一
級
選
挙
人
は
わ
ず
か

2
0人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

そ
し
て
最
下
位
当
選
者

の
得
票
は
、

一
級
で

七
票
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
一
級
で
は。

った。

さ
ら
に
一
級
選
挙
人
は
二
級
選
挙
の
結
果
を
み
て
か
ら
投
票
で
き
る
の
で
、

級
選
挙
で
自
己
の
選
出
し
た
い
人
間
が
す
で

に
当
選
し
て
い
る
場
合
は
あ
ら
た
に
別
の
者
に
た
い
し
て
投
票
で
き
た
。
大
沢
村
の
場
合
、
一
一
級
選
挙
で
は
下
位
で
あ
っ
た
山

本
杢
左
衛
門
や
藤
本
友
右
衛
門
が
一
級
選
挙
の
時
に
当
選
し
、
上
位
に
あ
っ
た
坂
口
艇
や
和
田
清
治
郎
が
落
選
す
る
と
い
う
こ

と
も
お
こ
っ
た
。

市f~J町村精ljの施行と行政村の成立

な
お
他
町
村
者
や
会
社
そ
の
他
の
法
人
も
、
そ
の
町
村
の
公
民
の
上
位
一
一
一
人
中
の
一
人
よ
り
も
多
額
の
直
接
町
村
税
を
そ
の

町
村
に
納
め
る
場
合
、
選
挙
権
を
も
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
財
産
所
有
の
多
寡
が
町
村
運
営
の
原
則
と
な
っ
て
い
た
。

一
ニ
新
法
期
に
は
、
一
戸
長
や
町
村
会
議
員
の
選
挙
権
者
が
、
所
持
し
て
い
る
財
産
の
多
寡
を
基
準
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

政
府
は
等
級
選
挙
制
に
よ
っ
て
、
財
産
の
多
寡
に
よ
り
政
治
的
な
権
利
が
こ
と
な
る
と
い
う
秩
序
を
持
ち
込
み
、
こ
れ
に
よ
っ

て
土
地
の
集
積
を
す
す
め
る
地
主
や
資
本
家
な
ど
の
有
産
者
を
明
治
地
方
自
治
制
の
基
盤
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。な

お
こ
の
よ
う
な
不
平
等
な
等
級
選
挙
制
の
廃
止
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
進
展
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
大
正
十

年
四
月
十
一
日
の
町
村
制
の
改
正
に
よ
り
農
村
部
で
は
じ
め
て
男
子
の
普
通
選
挙
制
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

第六節

し
か
し
町
村
会
議
員
の
選
出
は
必
ず
し
も
有
産
者
だ
け
の
意
向
の
み
で
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
町
村
会
議
員
の
定

近代・現代歴史綴N249 



町村命ljにおける町村会が議決すべき事項

町村条例・規則のf!i-IJ]E・改廃

町村裂支弁事業の決定（悶政委任事務を！徐く）

歳入出予算の決定，予算外支出および予算超過支出の認、定

決算報告の認、定

使用料・手数料・町村税および夫役の賦談徴収法の決定

町村有不動産の売買・交換・譲受・談波および質入警入

基本財産の処分

町村有財産・営造物の管迎方法決定

町村吏員の身元保証金の徴収とその綴の決定

町村に関係する訴訟および和解

歳入出予算で定めるもの以外の義務負担と権利楽却の決定

数
は
、

一
二
人
を
基
本
と
し
て
、
町
村
の
人
口
に
準
じ
て
増
加
す
る
こ

表 75

と
が
き
め
ら
れ
て
い
た
が
、
各
部
落
か
ら
て
二
人
選
出
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
町
村
会
議
員
は
部
落
代
表
的
な
要
素
も
持
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

」
の
た
め
部
落
代
表
に
よ
る
非
公
式
な
協
議
や
役
員
候
補
の
予
備
選

挙
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

た
と
え
ば
明
石
郡
の
神
出
村

（
元
筒
井
村
外
一
一
カ
村
）
で
は
、
村
会
議
員
選
挙
の
直
前
の
問
月
十
四
日
、

間
潟
良
之
外
二
人
の
主
唱
に
よ
り
関
村
閲
光
寺
で
村
内
の
公
民
権
を
所

有
す
る
も
の
六

O
人
あ
ま
り
が
集
ま
っ
て
、
村
長
・
助
役
・
収
入
役

村
会
議
員
に
つ
い
て
予
備
選
挙
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
候
補
者
を
選

定
し
た
。
町
村
会
の
議
決
す
べ
き
事
項
は
表
刊
の
と
お
り
で
あ
る
。
政
府
が
委

任
し
た
事
項
の
外
は
、
そ
の
権
限
は
町
村
事
務
に
眼
ら
れ
て
い
た
。

町
村
会
は
条
例
や
規
則
を
制
定
す
る
権
限
を
も
っ
て
い
た
。
条
例
は
住
民
の
権
利
、
義
務
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
規
則

は
町
村
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
ガ
ス
・
水
道
・
病
院
な
ど
の
組
織
お
よ
び
運
営
方
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
条

例
の
制
定
・
改
廃
に
関
す
る
議
決
の
施
行
は
内
務
大
症
の
許
可
、

の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。

規
則
の
改
廃
は
郡
参
事
会
（
郡
参
事
会
未
開
設
の
場
合
は
郡
長
）
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さ
ら
に
町
村
の
負
債
、
町
村
特
別
税
の
新
設
・
増
額
、
手
数
料
、
地
租
七
分
の
一
以
上
も
し
く
は
直
接
爵
税
一

O
O分
の
五

。
以
上
一
の
付
加
税
を
賦
課
す
る
こ
と
な
ど
は
、
大
蔵
・
内
務
両
大
臣
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
し
、
町
村
の
営
造
物
や
町
村
基
本

財
産
の
処
分
、
町
村
所
有
不
動
産
の
売
却
な
ど
で
さ
え
、
部
参
事
会
の
許
可
が
な
く
て
は
行
え
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
町
村

の
議
決
す
る
重
要
な
事
項
は
上
級
機
関
の
許
可
な
く
し
て
は
実
行
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

、~，

'C 
0) 

町
村
会
の
議
長
は
町
村
長
の
兼
務
で
あ
り
、
町
村
長
は
町
村
会
の
議
決
が
「
公
衆
ノ
利
益
ヲ

ス
」
る
も
の
で
あ

る
と
か
ん
が
え
た
場
合
、
町
村
会
を
停
止
し
、
都
参
事
会
の
裁
定
を
請
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
町
村
会
の
権
問
慨
は
ニ

に
規
則
の
枠
を
は
め
ら
れ
て
お
り
、
著
し
く
制
問
慨
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

rt:ill話I町村］j;l］の施行と行政村の成立

2 

行
政
村
の
成
立

須
勝
村
（
一
冗
板
宿
村
外
九
ケ
村
一
戸
長
役
場
区
域
）
内
の
田
村
、
東
須
磨
村
・
西
須
磨
村
・
多
井
畑
村
は
、
明
治
十

行
政
村
形
成
を

め
ぐ
る
紛
争

年
代
後
半
区
域
内
東
部
の
板
宿
村
か
ら
一
戸
長
役
場
を
東
西
須
磨
村
の
ど
こ
か
へ
移
す
こ
と
を
県
に
出
願
し

て
い
た
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
さ
ら
に
三
村
分
離
要
求
を
出
し
て
い
た
が
こ
れ
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
一
一
村
は
町
村
制
施
行
の
機
会
に
従
来
の
要
求
を
突
現
し
よ
う
と
し
て
役
場
の
位
置
変
更
を
願
い
出
た
。

し
か
し
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
方
針
を
変
更
し
、
村
会
議
員
を
独
占
す
る
こ
と
で
新
行
政
村
を
掌
握
し
よ
う
と
し
て
、
公
民
数
の
多
い
妙
法
寺

第六節

間
村
の
中
心
人
物
た
ち
は
、
選
挙
会
場
で
も
選
挙
掛
長
の
制
止
を
聞
か
ず
投
票

の
誘
導
を
は
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
結
果
、
村
会
議
員
は
す
べ
て
閉
村
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
郡

村
を
取
り
込
ん
で
村
会
議
員
選
挙
に
臨
ん
だ
。
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長
心
得
の
谷
勘
兵
衛
は
、
選
挙
全
体
に
不
当
な
事
態
が
あ
っ
た
と
し
て
こ
の
選
挙
を
取
り
消
し
、
再
選
挙
と
し
た
。
な
お
他
の

ム
ハ
村
か
ら
も
不
正
選
挙
で
あ
る
か
ら
取
り
消
し
て
ほ
し
い
と
の
訴
願
が
な
さ
れ
た
が
、
郡
長
宛
の
訴
願
は
受
理
で
き
な
い
と
し

て
返
却
さ
れ
た
。

御
影
町
で
は
、
町
長
に
元
明
石
郡
長
渡
辺
徹
を
推
す
帝
国
工
業
会
社
支
配
人
牧
野
惟
焔
ほ
か
町
内
上
層
の
酒
造
家
を
中
心
と

す
る
グ
ル
ー
プ
（
渡
辺
党
）
と
町
内
か
ら
町
長
を
選
出
し
よ
う
と
す
る
大
江
清
兵
衛
ら
の
グ
ル
ー
プ
（
大
江
党
）
が
激
し
く
対
立
し

て
い
た
3

円
月
つ
十
五
日
午
前
の
町
会
議
員
選
挙
の
二
級
選
挙
の
際
に
は
、
午
前
八
時
に
渡
辺
党
派
の
も
の
六

O
人
ば
か
り
が
投
票
を

す
ま
せ
た
後
、
午
前

。
時
に
大
江
党
派
の
も
の
一

O
O人
ば
か
り
が
投
票
所
を
一
度
に
訪
れ
、
そ
の
中
の
一
人
が
元
戸
長
の

選
挙
掛
長
に
選
挙
上
の
質
問
、
を
お
こ
な
っ
た
末
に
、
不
正
選
挙
で
あ
る
と
迫
ま
り
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
場
内
で
は
大
江
党
派
の

者
が
「
不
正
選
挙
、

不
正
選
挙
」
と
の
戸
、
を
あ
げ
た
た
め
、
掛
長
は
選
挙
を
中
止
す
る
と
い
う
事
態
に
立
も
至
っ
た
。
結
果
、

」
の
選
挙
会
は
無
効
と
な
り
、

互L
}J 

日
に
あ
ら
た
に
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

…
得
度
の
選
挙
は
平
穏
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
選
挙
結
果
は
渡
辺
党
派
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
、

五
月
十
一
日
の
町
会
で

は
、
議
問
良
か
ら
異
論
が
出
さ
れ
た
も
の
の
渡
辺
徹
を
町
長
と
す
る
こ
と
が
多
数
決
で
採
決
さ
れ
た
。
大
江
党
派
は
、
こ
の
町
長

選
定
の
町
会
そ
の
も
の
に
擬
義
あ
り
と
し
て
、
町
会
の
議
事
録
の
閲
覧
な
要
求
し
、
郡
役
所
と
激
し
い
や
り
と
り
の
末
に
、

月
末
に
や
っ
と
問
閲
覧
し
た
が
、
焼
義
は
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
渡
辺
党
派
の
澗
造
家
は
、
選
挙
で
反
対
に
ま

（
五
月
二
十
二
日
）
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
反
対
派
へ
加

わ
っ
た
も
の
へ
締
め
付
け
を
お
こ
な
っ
た
よ
う
で
、
『
神
戸
又
新
日
報
』

た

ん

や

い

お

約
一
せ
し
も
の
は
以
後
出
入
を
禁
じ
叉
は
取
引
を
止
め
ん
と
謂
ひ
符
る
」
と
報
じ
た
。

2ラ2
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コ
リ
〈
新
』
は
五
月
十
九
日
の
社
説
で
、
兵
庫
県
の
町
村
会
議
員
選
挙
は
全
体
と
し
て
平
穏
で
あ
っ
た
が
、
ニ
大
紛
争
と
し
て

御
影
町
と
姫
路
市
が
あ
げ
ら
れ
る
と
述
べ
、
御
影
町
に
つ
い
て
は
自
ら
の
町
内
で
町
長
を
選
出
せ
ず
、
悶
郡
長
を
充
て
る
こ
と

は
自
治
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
開
題
で
あ
り
、
天
を
仰
い
で
長
嘆
す
る
だ
け
だ
と
述
べ
た
。

『
叉
新
』
が
嘆
い
た
問
題
す
な
わ

ち
自
治
体
と
し
て
設
定
さ
れ
た
町
村
が
首
長
を
み
ず
か
ら
の
範
矧
内
で
選
出
し
に
く
い
と
い
う
問
題
は
、

J
〈
一
新
』
自
身
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
兵
庫
県
で
は
姫
路
市
・
御
影
町
さ
ら
に
は
明
石
町
の
よ
う
に
、
市
街
地
で
か
つ
内
部
に
利
害
対
立
の
多
い
と

こ
ろ
で
起
こ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
形
で
選
出
さ
れ
た
の
で
は
あ
っ
た
が
、
渡
辺
御
影
町
長
は
、
郡
役
所
に
対
し
て
自
治
体
の
独
自
性
を
主
張
し
た
。

菟
原
郡
・
武
庫
郡
で
は
、
戸
長
が
郡
役
所
に
毎
月
五
日
あ
つ
ま
っ
て
事
務
打
ち
合
わ
せ
の
会
開
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
町
村

市制i町村詰ijの施行と行政村の成立

制
施
行
以
降
は
町
村
長
会
を
毎
月
十
日
に
聞
く
こ
と
に
し
た
。
会
長
に
は
渡
辺
が
、
副
会
長
に
は
西
宮
町
長
の
問
沢
熊
江
が
選

ば
れ
た
。

そ
の
最
初
の
会
で
山
崎
郡
長
は
、
自
治
体
の
町
長
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
羽
織
袴
か
洋
服
を
着
用
せ
よ
と
出
戸
長
間
後
に
町

村
長
に
干
渉
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
田
沢
は
公
選
で
選
出
さ
れ
た
自
治
体
の
事
務
員
だ
か
ら
住
民
に
接
し
や
す
い
も
の
で
い

い
と
述
べ
、
渡
辺
も
住
民
の
た
め
に
便
益
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
服
を
着
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
な
い
と
、
郡
長
の
意
見

を
否
定
し
た
。

明
治
十
年
代
を
通
じ
て
市
街
が
拡
大
し
て
い
た
神
戸
区
で
は
、
市
制
施
行
と
前
後
し
て
、
周
辺
の
町
村

路
辺
農
村
の
編
入

を
め
ぐ
る
動
向

の
一
編
入
が
問
題
と
な
っ
た
。
葺
入
門
口
村
は
、
明
治
一
一
十
年
末
か
ら
神
戸
区
へ
の
編
入
を
希
望
し
て
お
り
、

第六節

明
治
二
十

年
一
月
末
に
は
、
こ
の
問
題
で
県
庁
へ
総
代
五
人
が
召
喚
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
編
入
は
諮
単
に
は
認
め
ら
れ
ず
、

近代・現代日霊史繍IV2ラ3



市
制
施
行
夜
前
の
明
治
二
十
二
年
四
月
一
日
に
な
っ
て
、
荒
回
村
と
と
も
に
編
入
さ
れ
た
。

菩
合
村
の
編
入
が
す
ぐ
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
周
辺
農
村
に
は
地
主
が
多
く
、
そ
れ
が
国
税
納
入
額
に
よ
る

制
限
選
挙
制
度
を
と
っ
て
い
た
県
会
議
員
の
選
挙
や
市
会
の
一
ニ
級
選
挙
に
多
大
な
影
響
な
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
苔
A
n
村
の

人
口
は
こ
の
と
き
五
五

O
O人
程
度
で
あ
っ
た
が
、

『
又
新
』
（
明
治
二
十
二
年
一
月
二
十
七
日
）
に
よ
れ
ば
、

こ
の
う
ち
県
会
議

口
県
の
選
挙
権
な
持
つ
者
は

二
七
人
（
被
選
挙
権
者
八
二
人
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
神
戸
区
は
人
口
一
一
一
一
万
程
度
で
、
選
挙

権
者
は
七
二
四
人
（
被
選
挙
権
者
一
一
一
九
八
人
）
で
あ
り
、

人
口
で
神
戸
区
の
一
一

O
分
の
一
程
度
の
菩
合
村
が
選
挙
権
者
で
は
ふ
ハ
分
の

程
度
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
市
街
地
の
拡
大
と
い
う
点
で
は
当
然
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
、
そ
の
こ
と
が

政
治
的
変
動
を
生
み
や
す
い
だ
け
に
、
市
へ
の
編
入
は
簡
単
に
は
進
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

市
制
実
施
後
、

さ
ら
に
入
部
郡
湊
村
・
林
田
村
の
編
入
が
問
題
と
な
っ
た
ο

神
戸
市
と
境
を
接
す
る
湊
村
お
よ
び
林
田
村
の

う
ち
旧
五
カ
村
（
長
田
・
策
尻
池
・
御
崎
・
土
日
間
新
田
・
今
和
問
新
郎
）
は
、
明
治
二
十
一
年
九
月
神
戸
市
へ
の
編
入
を
県
に
願
い
出

た
。
内
海
忠
勝
県
知
事
は
こ
れ
を
妥
当
と
認
め
翌
二
十
ニ
年
、
市
会
へ
諮
問
し
た
。
諮
問
さ
れ
た
市
会
で
は
議
論
が
分
か
れ
た
。

編
入
誇
願
村
か
ら
も
っ
と
も
離
れ
た
神
戸
区
は
時
期
尚
早
を
主
張
し
、
渡
来
区
は
御
崎
・
今
和
田
新
聞
・
奥
平
野
史
一
一
カ
村
の

み
の
編
入
、
境
を
接
す
る
湊
西
区
は
諮
問
ど
お
り
編
入
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
新
村
編
入
に
よ
る
政
治
的
な
位
置

の
低
下
を
神
戸
区
や
湊
東
区
が
恐
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
編
入
を
願
い
出
た
村
の
側
で
も
林
田
村
内
で
は
旧
駒
ケ
林
・
野
田
・
西
尻
池
の
三
村
が
合
併
に
反
対
し
、
一
一
一
村
か
ら
の

議
員
、
が
多
数
を
し
め
る
村
会
で
反
対
を
議
決
し
た
。
反
対
の
理
由
は
旧
三
村
は
も
と
か
ら
編
入
を
望
ん
で
お
ら
ず
、
こ
こ
で
村

が
分
裂
す
る
こ
と
は
不
利
益
が
大
き
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
林
田
村
内
で
対
立
し
あ
う
村
々
は
、
神
戸
市
会
議
員
に
対
し
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て
そ
れ
ぞ
れ
工
作
を
行
っ
た
。
神
戸
市
会
は
八
月
三
日
、
編
入
に
つ
い
て
の
最
終
的
な
可
一
台
を
問
う
た
が
、
意
見
は
ま
と
ま
ら

ず
、
最
終
的
に
こ
の
県
令
の
諮
問
は
否
、
決
さ
れ
、
編
入
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
須
磨
村
も
編
入
を
議
顕
し
た
。
明
治
二
十
二
年
七
月
ニ
十
四
臼
の
『
又
新
』
に
よ
れ
ば
、
須
藤
村
が
一
綿
入
を
希
望

し
た
理
由
は
、
須
磨
に
土
地
や
別
寝
念
も
つ
神
戸
市
民
が
多
く
、
生
活
上
関
連
が
深
い
上
に
、
山
陽
線
開
通
以
来
そ
の
方
向
が

い
っ
そ
う
、
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
お
よ
び
神
戸
市
へ
の
周
辺
農
村
の
編
入
に
よ
っ
て
入
部
郡
が
縮
小
し
、
都
制
施
行
の
時
に
独
立

の
郡
と
し
て
維
持
で
き
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
明
石
郡
や
業
譲
郡
と
の
合
併
さ
え
起
こ
り
か
ね
な
い
こ
と
な
危
倶
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
編
入
の
請
願
は
知
事
が
可
否
を
問
う
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

市街ii］町村儀ljの施行と行政村の成立第六節

明治23年町村長・助役中

名誉職・有給区分（単位・人）

表 76
新
町
村
の

役
場

町
村
長
と
助
役
は
一
ニ

O
歳
以
上
の
町
村
公
民
の
中
か
ら
、
町
村
会
議
員
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
経
期
は

し
か
し
町
村
の
事
情
に
よ
っ

四
年
で
、
名
誉
職
と
さ
れ
、
無
給
で
事
務
を
お
こ
な
う
こ
と
が
基
本
で
あ
っ
た
。

役

有給

助町村長
君E

入部郡

菟原郡

有馬郡

明石郡

美護部

て
は
、
条
例
で
有
給
の
町
村
長
・
助
役
を
お
く
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
町
村

資料：明治22,23年 T兵庫県統計設」

の
会
計
事
務
支
任
者
と
し
て
収
入
役
が
お
か
れ
た
。
任
期
は
問
年
で
、
金
銭
を
あ
っ

か
い
、
事
務
設
が
多
い
こ
と
か
ら
有
給
と
さ
れ
た
。
収
入
役
は
町
村
長
の
推
薦
に
よ

り
町
村
会
が
こ
れ
を
選
任
し
た
。
さ
ら
に
町
村
書
記
や
附
属
口
氏
が
同
様
な
方
法
で
選

便
さ
れ
た
。
な
お
使
了
（
小
使
）
の
選
任
は
町
村
長
が
お
こ
な
っ
た
。
村
長
・
助
役
・

収
入
役
は
市
域
各
村
で
は
当
初
一
人
ず
つ
で
あ
っ
た
が
、

附
属
口
氏
の
数
は
人

口
が
最
少
の
大
沢
村
で
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
っ
、
平
均
的
な
人
口
の

入
、
附
属
員
二
人
で
町
村
の
規
模
に
よ
っ
て
人
数
が
こ
と
な
っ
た
。
村
長
以
下
使
丁

近代・現代歴史総w2ララ



明治23年度大沢村

役場吏員年間報酬

給与予算

表 77

現員と年額

人円
1 報酬72

欠員

1 給料72

1 給料60

1 給料48

1 給料42

ま
で
含
ん
で
町
村
役
場
は
一

O
人
前
後
で
運
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

町
村
制
施
行
時
の
市
域
に
お
け
る
町
村
長
お
よ
び
助
投
は
名
誉
職
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ
た
（
表
向
）
。

し
か
し
名
誉
職
に
対
し
て
も
、
職
務
に
対
す
る
報
酬
な
渡

7
2

村長

助役

収入役

設記

附属員

使丁

が
ゆ
る
さ
れ
て
お
り
、
市
域
の
名
誉
職
就
任
者
は
大
体
報
酬
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

村
長
の
年
間
報
酬
は
、
玉
津
村
で
八
五
円
、
大
沢
村
で
七
一
一
円
で
あ
っ
た
。
大
沢
村

が
ま
と
め
て
渡
さ
れ
て
い
た
。
表
作
の
よ
う
に
大
沢
村
村
長
の
報
酬
が
、
岡
村
の
有
給
の
収
入
役
と
向
額
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

の
場
合
、
こ
の
報
酬
は
三
カ
月
を
一
期
と
し
て
、
そ
の
期
の
二
カ
月
日
に
一
一
一
カ
月
分

日項

わ
か
る
よ
う
に
、
名
誉
職
村
長
・
助
役
の
報
酬
額
は
他
の
有
給
役
場
吏
員
と
同
額
か
そ
れ
よ
り
高
額
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
無

給
で
職
を
つ
と
め
る
名
誉
職
と
い
う
町
村
制
の
理
念
は
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

町
村
の
実
際
の
運
営
に
お
け
る
名
誉
職
と
有
給
の
違
い
は
、
名
誉
職
の
場
合
、
村
内
公
民
が

rH分
の
生
業
の
余
暇
を
利
用
し

て
職
務
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
兼
職
は
当
然
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
有
給
の
場
合
、
生
業
と
し
て
専
門
的
に
そ
の
役
職

を
に
な
う
も
の
で
あ
り
、
兼
業
は
基
本
的
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
専
門
性
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
必
ず
し
も
町
村
公
民
で

な
く
と
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
た
。

村
長
や
助
役
が
役
場
事
務
を
日
常
的
に
役
場
に
つ
め
て
担
う
こ
と
を
想
定
し
た
場
合
、
村
会
は
こ
れ
を
有
給
に
し
よ
う
と
し

た
。
例
え
ば
、
玉
津
村
で
は
名
誉
職
で
選
出
さ
れ
た
村
長
が
、
営
業
の
た
め
常
に
村
内
に
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
理
由

と
し
て
二
年
連
続
で
辞
任
し
た
。
村
会
は
、
村
内
に
適
当
な
人
物
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
有
給
の
村
長
を
村
の
内
外

を
間
わ
ず
選
出
す
る
こ
と
を
決
め
、
内
務
大
臣
の
許
可
な
え
た
上
で
明
治
二
十
五
年
一
月
二
十
八
日
、
有
給
村
長
条
例
を
施
行

2ラ6第一主主 近代事実現期の神戸



し
た
。
ま
た
淡
河
村
で
は
、
事
務
能
力
の
あ
る
助
役
を
探
し
て
、
有
給
で
選
任
す
る
こ
と
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
選
出
さ
れ
た
も

の
が
家
事
の
都
合
で
公
務
に
専
念
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
悶
辞
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
候
補
が
見
つ
か
ら
ず
一
年
間
設
置
を

猶
予
し
た
。

ま
た
上
淡
河
村
で
は
同
様
の
理
由
で
、
事
務
能
力
を
持
つ
も
の
を
有
給
助
役
と
す
る
こ
と
を
決
め
、
蒐
原
郡
田
中
村
外
六
ケ

村
一
戸
長
役
場
筆
生
で
あ
っ
た
肝
陪
福
松
を
明
治
一
一
十
二
年
有
給
助
役
に
選
出
し
た
。

か
れ
は
出
身
の
有
店
内
部
解
風
村
を
離
れ
、

一
戸
長
役
場
に
つ
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
務
吏
員
と
し
て
能
力
を
替
え
、
さ
ら
に
そ
の
能
力
を
生
か
せ
る
場
所
へ
と
移
動
し
、

長
年
助
役
を
つ
と
め
た
後
、
明
治
一
一
一
十

年
村
長
に
な
っ
た
。
行
政
能
力
を
も
っ
吏
員
が
歩
ん
だ
も
っ
と
も
順
識
な
事
例
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

市j~J町村信ljの施行と行政村の成立

旧
連
合
町
村
一
円
長
役
場
や
郡
役
所
の
書
記
な
ど
に
形
成
さ
れ
た
事
務
能
力
を
持
つ
専
門
的
吏
員
宿
は
、
新
し
い
町
村
役
場
の

構
成
員
と
し
て
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

か
れ
ら
が
引
き
続
い
て
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
表
口
（
間
一
気
）

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
市
域
の
町
村
合
と
っ
て
み
て
も
、
有
馬
郡
・
明
石
郡
で
は
、
出
戸
長
が
そ
の
ま
ま
村
長
と
な
る
例
が
半

数－
W
｝
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

専
門
吏
員
的
な
村
長
が
就
任
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
村
内
か
ら
全
体
を
代
表
し
、

か
つ
運
営
能
力
を
も
っ
人
物
を
選
出
し
に

く
い
町
村
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
須
磨
村
で
の
紛
争
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

行
政
村
が
近
世
の
村
の
連
合
体
的
な
性
格
を
も
つ
た
め
、
そ
の
内
部
の
人
々
は
自
村
の
利
害
に
拘
束
さ
れ
て
行
政
村
全
体
を
代

第六節

表
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
、

玉
津
村
の
よ
う
に
能
力
が
あ
り
全
体
な
代
表
し
う
る
人
物
が
存
在
し
て
も
、
自
己
の
経
営

に
忙
し
く
自
村
に
日
常
的
に
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
、
御
影
町
の
よ
う
に
都
市
化
し
て
お
り
利
害
が
錯
結
し
て
内
部
対
立
が
激
し
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い
上
に
事
務
査
が
非
常
に
多
い
た
め
、
村
内
で
適
当
な
人
物
を
見
い
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

街
有
率
務
と

委
任
事
務

町
村
の
事
務
に
は
町
村
独
自
の
事
務
で
あ
る
悶
有
事
務
と
、
間
・
府
県
・
郡
か
ら
町
村
に
委
任
す
る
委
任
事

務
（
教
育
や
勧
業
な
ど
）
が
あ
っ
た
。
町
村
事
務
を
遂
行
す
る
町
村
の
執
行
機
関
は
町
村
長
と
そ
の
補
助
者
で
あ

る
助
役
で
あ
り
、
委
任
事
務
は
助
役
に
分
掌
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

委
任
事
務
は
閑
政
・
府
県
政
・
郡
政
上
の
事
務
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
費
用
は
町
村
の
負
担
で
あ
り
、

町
村
の
予
算
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
政
府
は
、
負
担
さ
せ
た
委
任
事
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
に
、
た
と
え
町
村
が

拒
一
合
し
て
も
経
費
な
町
村
予
算
に
計
上
さ
せ
る
権
限
を
与
え
た
（
強
制
予
算
制
度
）
。

町
村
の
歳
入
は
、
町
村
有
財
産
（
町
村
基
本
財
産
）
・
使
用
料
・
手
数
料
・
町
村
税
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
政
府
は
町
村
基
本

財
産
か
ら
の
収
入
（
例
え
ば
不
動
産
借
地
料
や
積
立
金
殺
な
ど
の
利
子
）
を
町
村
歳
入
の
基
本
と
し
、
こ
れ
に
手
数
料
と
能
用
料
を
加

え
た
も
の
で
町
村
を
運
営
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
は
直
接
住
民
に
た
い
し
て
税
負
担
を
求
め
な
い
「
不
安
公
課
町
村
」

と
い
わ
れ
る
町
村
運
営
の
考
え
方
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
実
際
に
は
こ
の
理
念
は
ま
っ
た
く
実
現
不
可
能
で
あ
っ
た
。
表
河
の
よ
う
に
市
域
の
町
村
の
歳
入
を
郡
別
に
み
る
な

ら
、
菟
原
郡
・
骨
一
一
人
護
郡
で
は
財
産
収
入
・
手
数
料
な
ど
の
収
入
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

入
部
－

mm
お
郡
で
一

O
%強
で
あ
っ
た
。

有
馬
郡
は
例
外
的
に
財
産
収
入
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
額
は
全
県
町
村
の
財
政
収
入
総
額
の
八
割
を
も
占
め
て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
村
財
政
歳
入
平
均
の
四
分
の
一
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
。

歳
入
の
大
部
分
を
し
め
る
町
村
税
は
、
国
税
・
直
税
の
付
加
税
も
し
く
は
直
接
・
間
接
の
特
別
税
か
ら
な
っ
て
い
た
。
そ
の

中
心
は
国
税
で
あ
る
地
租
の
付
加
税
で
あ
る
地
租
割
と
、
府
県
税
戸
数
割
税
の
付
加
税
で
あ
る
戸
別
割
で
あ
っ
た
。
地
租
の
七

2ラ8鈴一家近代数日耳期の事11戸
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明治23年度郡別町村歳入額合計表 78

美喜建都

内円

2 

3,283 

577 

明石郡有馬郡

円
3, 708 

1, 587 

1, 078 

232 

菟際都

Pl 

7 

275 

円
8 

入部郡El 

財接収入

手数料使用料

雑収入

寄付金

項

123 1, 008 

54 

21 

7,948 

6, 358 

303 

467 

213 

9,886 

14,691 

1,429 

114 

50 

232 

6,884 

11, 422 

809 

800 

141 

2,614 

10, 549 

936 

265 

61 

2,650 

3,423 

452 

地方税補助

国路交付金

制
四
割
割
他

倒

別

業

の

地
一
戸
営
そ

14,808 

%

3

4

1

 

4
a
H
D
 

30,662 

%

8

2

3

 

4
・

ミ
υ

f

i

26,802 

%

3

6

5

 

d
斗
白
今
，
ゐ
今
，
“

14,522 

%

3

8

2

 

7

1

 

7,867 

%

4

4

3

 

4
e
句
、

υ
t
A

昔ト

戸数割比率

地価割比率

財産等比率

令

f主主） 比率はそれぞれ総書誌に対するもの。 ltJifil害容の内容は，財産収入・手数料使用料・雑収入・寄付金の合計。

資料：明治24生FP兵隊県統計議3

分
の
一
と
い
う
上
限
が
も
う
け
ら
れ
て
い
て
地
租

の
納
入
を
さ
ま
た
げ
な
い
程
度
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
こ
え
る
こ
と
は
災
害
復
氾
な
ど
特
別
な
と

き
に
し
か
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
町
村

の
財
政
は
戸
別
割
へ
の
依
存
が
大
き
か
っ
た
。
市

街
地
の
多
い
菟
涼
郡
で
は
総
額
の
七
O
%
を
占
め
、

農
村
部
で
あ
る
美
譲
郡
を
は
じ
め
他
郡
で
も
四
五

笠
間
後
、
な
占
め
て
い
た
。
こ
れ
は
兵
庫
県
の
県
税

で
あ
る
地
方
税
の
歳
入
の
中
で
、
地
租
割
が

%
、
戸
数
割
が
八
%
で
あ
っ
た
の
と
対
照
的
で
あ

った。一
戸
別
割
を
徴
収
す
る
に
あ
た
っ
て
、
町
村
会
は

ま
ず

の
認
定
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
戸
別
割
の
「
戸
」
は
、
公
開
問
機
規
定
に
あ
る
独
立

の
生
計
を
も
っ
者
を
指
す
。

し
た
が
っ
て
そ
れ
は

罰
法
上
の
一
戸
主
宏
指
す
わ
け
で
は
な
く
、
現
実
に

税
金
を
負
担
し
う
る
経
済
的
な
単
位
を
意
味
し
て

近代・現代Hを史編N259 



明治23年度大沢村

戸別割等級表

等級 歩合 人（人）

1. 00 

2 0.50 5 

3 0.45 2 

4 0.40 12 

5 0.38 3 

6 0.35 8 

7 0.32 14 

8 0.30 13 

9 0.28 13 

10 0.26 13 

11 0.24 25 

12 0.22 20 

13 0.20 14 

14 0. 18 30 

15 0. 16 16 

16 0. 13 13 

17 0.10 78 

18 0.05 40 

免除 12 

（注） 歩合は，税額の法準を l

としたときの比率

お
り
、
た
と
え
同
居
者
で
も
、
生
計

を
別
に
す
る
者
は
二
戸
と
把
握
さ
れ

た。
町
村
制
以
前
は
、

P
2ふ
戸

」

ず

、
4

7
t
，刀

で
あ
る
か
の
決
定
は
部
務
で
行
わ
れ

B
G
o
o
－

－

2
主
e

拾が

a

2

2

5

8

8

8

9

1

2

2

2

2

2

2

ま
W
｝

吉

町

2

2

2

2

2

2

2

不
i
不

式
に
は
こ
れ
を
町
村
会
に
委
ね
た
（
た
だ
し
こ
の
よ
う

て
い
た
の
に
対
し
て
、
町
村
制
は
公

に
な
っ
て
も
部
落
で
の
予
備
的
な
決
定
は
お
こ
な
わ
れ
て

割
遜
一
数

矧
変
一
艇

一
伊
川
一
串

ホ
勢
一
ー
ー
！
！

沢
級
一

大
等
一

表 79

度

3

4

5

6

7

8

9

0

）
、

3

4

5

6

7

8

9

0

ヲ

ぬ

う

ゐ

今

ゐ

勺

4

ヲ
白
今
’
u

ヴ

ゐ

今

。

一

｛

内
δ

q

u

今、
u

今
δ

2

d

ミ
v
q
u
A
a

治明

おり、

部
務
が
実
質
的
に
「
戸
L

を
決
定
す
る
と
い
う
傾

条
例
で

向
は
な
お
残
っ
た
）
。

別
割
に
お
け
る

そ
こ
で
町
村
会
は
、

に
つ
い
て
の
基
準
を
定
め
た
。

た
と
え
ば
大
沢
村
で
は
、
条
例
第
一
口
マ
で
本
籍
・
寄
留
・
問
居
に
か
か
わ
ら
ず
、
炊
飯
や
寵
を
別
に
す
る
者
に
は
一
戸
別
割
を
か

表 80

年

け
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
玉
津
村
で
は
炊
飯
を
別
に
す
る
者
お
よ
び
生
計
を
別
に
す
る
者
は

な
お
戸
別
割
に
は
、
財
産
の
多
寡
に
よ
っ
て
等
級
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

戸
と
さ
れ
た
。

町
村
制
当
初
の
大
沢
村
で
一
八
等
、

A

U

2

、

〉

3

一M
T
カ
F
J
仰い

玉
津
村
で
一

六
等
の
等
級
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
最
下
層
の
も
の
は
免
除
と
な
っ
て
い
た
。
表
刊
の
大
沢
村
の
等
級
表
か
ら
、

等
級
あ
た
り
の
上
関
の
対
極
に
一
七
等
・
一
八
等
さ
ら
に
は
免
除
者
と
い
う
貧
困
層
が
分
厚
く
堆
積
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

等
級
数
は
、
財
鹿
の
格
差
が
激
し
い
都
市
部
ほ
ど
多
か
っ
た
。
ま
た
こ
の
等
級
数
は
増
加
す
る
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
大
沢
村

260 近代数u時期の神戸第一主主
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明治23年度郡別mr村歳出額合計章受 81 

日

河
3, 196 

136 

185 

3, 502 

677 i 

o, 
4! 

さ建議郡

円
6,871 

356 

705 

4, 785 

264 

82 

1,020 

245 

明石郡

円
11, 774 

495 

2,003 

11, 111 

1,380 

44 

1, 351 

190 

有馬郡

円
7, 526 

382 

4,639 

6,428 

417 

32 

1,209 

388 

4,435 

217 

菟原君［I

同
7,476 

222 

1, 432 I 

3, 886 i 

352 ! 

58 

1, 075 

5 

役場設

会議費

土木費

教育費

衛生 Yi{

救助 Yi{

災害予防費

勧業安

公佼~
財産管理後

諸税負担

積立金

制り戻し

雑支出

入部郡設

976 

0 

61 I 

21 i 79 94 

役場資比率

教育費比率

土木費比率

14,407 

%

8

3

5

 

A
守

勾

δ

29,428 

%

O

S

7

 

4
B
今

δ

26, 743 

%

8

4

7

 

2

2

1

 

7, 782 

%

1

5

2

 

4

4
・

z
r
j
 

】

wru
メL
I=! 

で
は
、
市
夜
間
の
よ
う
に
明
治
問
十
年
に
は

二
九
等
に
も
な
っ
た
。
等
級
の
増
加
は
、

地
域
社
会
に
お
い
て
地
主
制
や
資
本
主
義

の
展
開
に
よ
っ
て
賞
認
の
格
差
の
拡
大
し

て
い
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

新
町
村
の
歳
出
は
、
表
剖
の
よ
う
に
市

域
の
場
合
、
特
加
の
出
裂
の
あ
っ
た
有
馬

郡
を
除
け
ば
、
役
場
裂
が
全
体
の
四

O
M沖

強
、
教
育
賓
が
一
一
一

0
1凶
O
%と
こ
の

つ
の
資
協
の
割
合
が
他
に
比
べ
格
段
に
高

か
っ
た
。
教
育
費
の
町
村
財
政
に
占
め
る

資料：明治24年 r兵感県統計撚」

割
合
は
、
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
例

え
ば
上
淡
河
村
で
は
、
表
白
の
よ
う
に
経

常
費
総
額
に
お
け
る
教
育
費
の
割
合
は
、

就
学
率
お
よ
び
学
校
へ
の
出
席
率
が
向
上

し
て
い
く
な
か
で
、
当
初
の
四

O
%弱
か

ら
、
日
活
戦
争
後
に
な
る
と
五

OVPを
こ

近代・現代E霊史編！IV 26x 



上淡河村経常設に占める

教育費の比率

年度 教育費 総額 比率

円 円 芳b
明治23 340 911 37 

24 372 904 41 

25 384 1, 000 38 

26 405 995 41 

27 461 1, 011 46 

28 740 1, 259 59 

29 706 l，抑； 53 

30 791 1, 447 SS 

31 9S6 1, 7S6 S4 

32 1,082 2,042 S3 

え
る
に
ま
で
い
た
っ
た
。

（注） 諮問寺霊堂明治28年小学校｛臨ま建資 80円

明治29年小学校地築後468円

し
か
も
明
治
二
十
一
二
年
の
学
校
令
の
改
正
に
よ
り
街
易
小
学
校

を
廃
止
さ
れ
、
尋
常
小
学
校
の
み
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
（
実
施
は
明
治
二
十
五
年
四
月
一
臼
か
ら
）
を
受
け
て
、
市
域
の
行

政
村
内
の
小
学
校
は
統
合
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
学

校
移
転
、
新
校
舎
建
築
な
ど
の
た
め
の
巨
額
の
費
用
が
臨
時
費
と

し
て
課
さ
れ
た
。
抑
え
ば
大
沢
村
で
は
明
治
二
十
八
年
の
予
算
で

臨
時
費
と
し
て
小
学
校
新
築
費
二
一
O
O
円
、
役
場
新
築
費
一
一
一
O

表 82
。
円
の
総
計
…
五
O
O
円
を
計
上
し
た
が
、
こ
れ
は
前
年
の
経
常
費
予
算
総
額
の
一
・
五
倍
に
も
の
ぼ
る
額
で
あ
っ
た
。
多
く

の
場
合
こ
の
臨
時
授
支
出
の
た
め
の
資
金
は
、
町
村
税
だ
け
で
は
賄
え
ず
、
寄
付
金
や
村
僚
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。
先
の
大
沢

村
の
支
出
も
寄
付
金
を
予
定
し
て
い
た
が
、
寄
付
だ
け
で
は
足
ら
ず
一
二
O
O
円
を
村
債
に
た
よ
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
土
木
授
の
割
合
は
少
な
く
、
有
馬
郡
を
除
い
て
一
O
%
以
下
で
あ
っ
た
。
同
年
の
兵
庫
県
の
地
方
税
支
出
で

は
土
木
裂
が
一
一
一
C
%
、
町
村
土
木
補
助
費
を
含
め
れ
ば
四
O
%
を
占
め
、
教
育
費
が
一
一
一
%
で
あ
っ
た
の
に
く
ら
べ
て
こ
れ
も
ま

た
対
照
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
歳
出
比
率
と
な
っ
た
の
は
初
等
教
育
が
町
村
に
委
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
土
木
事
業
が
広
域
の
場
合
は
県
｜

起
臨
す
る
。

郡
で
、
日
常
の
道
路
・
用
水
な
ど
は
部
落
日
旧
村
で
担
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
行
政
村
と
し
て
の
事
業
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に

262 近代数明期の神戸第一主主
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（単位：内）

合計
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明治24年度玉津村土木設配当予算表

1. 30 

1. 30 

1. 00 

0. 70 

1. 40 

2. 10 

1. 10 

橋梁

2. 10 

2. 10 

1. 10 

3. 77 

県道

表 83

2. 30 . 

1. 40 

2. 70 

3.50 

部落名

下洋橋

間中

尉住

小 Ill

ニツ産主

新村

今津

水谷

高十jt橋

西 j可!lT{

新方

上池

森友
亡を三 口ゴ
にl 1.u 

（役場）

た
と
え
ば
上
淡
荷
村
で
は
、
明
治
二
十
二
年
に
経
常
費
か

ら
土
木
賀
と
し
て
五
円
支
出
さ
れ
て
以
来
、
明
治
三
十
五
年

ま
で
経
常
裂
と
し
て
土
木
費
は
掲
げ
ら
れ
ず
、
そ
の
聞
の
ま

と
ま
っ
た
土
木
費
支
出
は
明
治
二
十
九
年
の
大
水
市
首
に
対
す

る
綿
時
費
が
そ
の
年
か
ら
三
年
間
二
五

O
円
弱
支
出
さ
れ
た

だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
は
毎
年
旧
村
の
協
議
費
負
担
に

ま
わ
さ
れ
て
お
り
、
行
政
村
は
土
木
を
担
う
単
位
と
し
て
は

ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
土
木
貨
の
処
理
は
、
土
木
践
を
支
出
項
闘
と

し
て
掲
げ
た
村
で
も
舟
様
で
あ
っ
た
。

玉
津
村
は
、
土
木
費

を
大
宇
土
木
授
と
連
帯
土
木
費
の
二
つ
に
分
け
た
。
そ
の
う

ち
大
字
土
木
賀
は
、
行
政
村
内
の
大
学
日
部
落
の
地
租
納
入

額
の
比
率
に
応
じ
て
一
定
の
土
木
費
を
分
配
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
連
帯
土
木
費
は
行
政
村
内
の
河
川

橋
梁
・
県
道
・
塁
道
の
土
木
工
事
に
つ
い
て
、
部
落
の
財
政

負
担
率
と
関
係
な
く
、

の
必
要
に
応
じ
て
町
村
税
か
ら

支
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
表
部
）
。
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そ
し
て
両
土
木
費
の
事
業
と
も
、

工
事
を
担
う
の
は
部
落
と
さ
れ
、
部
落
は
商
工
事
授
を
合
計
し
た
金
額
の
範
間
内
で
適
度

の
工
事
を
村
長
の
舵
替
の
も
と
で
行
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
行
政
村
を
単
位
と
し
た
、
水
中
一
一
日
の
際
の
大
規
模
な
土
木
賢
、
役
場
や
先
に
み
た
よ
う
な
小
学
校
の
建
築
費
、
伝
染
病
対

策
費
な
ど
の
事
業
の
た
め
の
支
出
は
、
臨
時
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
、
通
常
の
歳
入
で
賄
え
な
い
こ
と
が

多
く
、
そ
の
場
合
行
政
村
を
単
位
と
し
て
起
債
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
の
起
債
は
村
財
政
を
圧
迫
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

行
政
村
と

部
洛

市
制
町
村
制
に
お
け
る
行
政
村
と
部
落
の
関
係
は
、
そ
れ
以
前
の
連
合
町
村
戸
長
役
場
・
連
合
町
村
会
と
村
の

関
係
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
町
村
合
併
と
い
う
見
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
村
会
議
員
の
選
出

や
土
木
殺
の
処
理
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
政
村
は
部
落
の
連
合
体
的
な
性
格
が
強
か
っ
た
。
現
実
の
地
域
の
運
営
は
、
行
政

村
と
部
落
と
が
補
完
し
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
り
、
行
政
村
の
運
営
を
円
滑
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
に
直
接
部

落
を
組
み
込
む
必
要
が
あ
っ
た
。

政
府
自
身
も
、
町
村
制
の
条
項
で
、
町
村
の
区
域
が
広
が
っ
た
り
人
口
が
親
密
で
あ
る
場
合
、
行
政
村
内
に
さ
ら
に
小
単
位

の
区
間
を
設
け
る
「
行
政
区
L

ゃ
、
独
自
の
財
産
を
も
っ
団
体
と
し
て
の
「
財
産
区
」
を
認
め
て
い
た
。

行
政
区
と
は
、
町
村
会
が
、
町
村
事
務
の
使
宜
の
た
め
に
、
町
村
区
域
を
数
区
に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
区
に
一
弘
長
お
よ

び
そ
の
代
理
人
を
一
人
ず
つ
町
村
会
も
し
く
は
後
に
述
べ
る
区
会
で
選
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
財
産
区
は
、
町
村
内
に
お
い

て
特
定
の
区
域
が
「
特
別
一
一
財
産
ヲ
所
有
L

す
る
か
営
造
物
を
も
う
け
、
そ
れ
ら
の
費
用
を
負
扱
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

町
村
制
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
特
定
区
域
内
に
居
住
す
る
者
は
そ
の
財
産
・
営
造
物
に
つ
い
て
の
負
担
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と

競
定
さ
れ
て
い
た
。

財
産
や
営
造
物
（
部
落
有
の
道
路
橋
梁
も
入
る
）
を
も
っ
旧
村
は
ほ
ぼ
財
産
阪
と
な
っ
た
。

ま
た
郡
参
事
会
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（
未
開
設
の
場
合
に
は
郡
長
）
は
そ
の
町
村
会
の
意
見
を
聞
い
て
、
行
政
一
弘
や
財
産
院
に
一
弘
会
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
し
政
府
は
、
行
政
村
に
旧
村
を
合
併
し
て
い
く
と
い
う
建
前
上
、
行
政
院
や
財
E

政
広
一
を
積
極
的
に
設
け
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
兵
庫
県
で
は
、
行
政
援
の
設
置
を
認
め
ず
、
財
産
区
の
場
合
も
区
会
の
設
定
お
よ
び
そ
こ
で
匹
長
を
選
出
す
る
こ
と

は
認
め
な
い
方
針
を
と
っ
た
。

し
た
が
っ
て
行
政
村
と
部
落
と
の
関
係
を
条
部
な
ど
に
よ
っ
て
明
確
に
せ
ず
、
村
の
総
代
の
寄
り
合
い
と
い
う
形
を
と
る
町

村
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
町
村
に
よ
っ
て
は
部
落
の
運
営
に
つ
い
て
条
例
を
定
め
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
大
沢
村
で
は
、

町
村
の
行
政
の
事
務
を

部
担
う
こ
と
を
職
務
と
し
た
常
設
委
員
を
泣
く
こ
と
を
町
村
部
が
認
め
て
い
る
こ
と
を
利
用
し
て
、

村
内
各
部
落
か
ら
一
人
づ
つ
の
常
設
委
員
を
選
出
し
た
。
そ
の
職
務
は
、
道
路
・
橋
梁
、
河
川
、
潜
諜
の
修
築
に
つ
い
て
村
長

市制町村制の施行と行政村の成立

へ
報
告
す
る
と
と
も
に
監
督
す
る
こ
と
、
勧
業
・
衛
生
・
学
業
な
ど
村
長
よ
り
委
任
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
と
人
民
へ

の
注
意
、
臨
時
の
令
違
の
趣
旨
に
つ
い
て
人
民
に
貫
徹
さ
せ
る
こ
と
、
職
務
上
必
要
と
お
も
わ
れ
る
事
柄
に
つ
い
て
村
長
へ
報

知
す
る
こ
と
、
墓
地
を
管
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
常
設
委
員
は
毎
月
一
度
役
場
で
職
務
遂
行
や
村
内
外
の
利
害
に
関

ず
る
こ
と
を
協
議
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い

大
沢
村
で
は
、
さ
ら
に
こ
の
常
設
委
員
の
下
に
、
出
来
の
什
長
に
あ
た
る
者
と
し
て
組
頭
を
設
援
し
た
。
組
一
践
は
、
組
中
の

一
戸
籍
の
異
動
に
注
意
を
払
い
、
常
設
委
員
と
気
脈
を
通
じ
て
事
務
を
処
理
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
組
頭
は
明
治
二

の
村
会
で
設
置
さ
れ
た
伝
染
病
対
策
の
た
め
の
衛
生
組
合
の
長
で
も
あ
っ
た
。
総
数
は
神
付
村
で
一
一
組
、
上
大
沢
村
で
六
組
、

第六節

中
大
沢
村
で
五
組
、

日
間
原
村
で
七
組
、
探
村
で
二
組
、
市
原
村
で
三
組
設
け
ら
れ
た
。
組
を
儲
成
す
る
戸
数
は
若
干
の
ば
ら

つ
き
が
あ
る
が
、
お
お
む
ね
一
二
戸
か
ら
一
五
一
円
程
度
で
あ
っ
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淡
河
村
で
は
、
最
初
大
沢
村
と
同
様
の
常
設
委
員
を
選
出
し
て
い
た
が
、
明
治
二
十
一
一
一
年
九
月
限
り
で
こ
れ
を
廃
止
し
、

わ
り
に
各
村
へ
組
長
一
人
を
設
置
し
た
。
組
長
の
任
期
は
二
年
で
、
選
挙
権
・
被
選
挙
権
者
は
町
村
公
民
で
、
選
挙
区
は
部
落

を
単
位
と
し
た
。
常
設
委
員
廃
止
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
常
設
委
員
の
選
出
が
町
村
会
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で

は
部
落
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
部
落
の
意
見
を
よ
り
強
く
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

御
影
町
の
う
ち
旧
制
御
影
村
は
、
も
と
も
と
大
村
で
従
米
か
ら
村
内
は
東
ノ
町
・
弓
場
町
・
中
ノ
町
・
閲
ノ
町
か
ら
成
り
立
つ

て
お
り
、
こ
れ
を
行
政
の
単
位
と
し
て
い
た
。
御
影
町
成
立
と
と
も
に
村
内
の
各
町
お
よ
び
編
入
し
た
東
明
・
石
康
・
郡
家
村

に
組
長
及
び
副
組
長
が
設
置
さ
れ
た
。
政
府
H
H
県
は
こ
の
よ
う
な
市
街
地
に
つ
い
て
は
行
政
区
形
成
を
比
較
的
平
く
か
ら
認
め

て
い
た
よ
う
で
、
明
治
二
十
六
年
四
月
二
十
四
日
の
町
会
で
決
定
さ
れ
た
条
例
で
は
こ
れ
を
行
政
誌
と
し
、
各
灰
一
に
は
区
長
と

区
長
代
理
が
設
置
さ
れ
た
。
区
一
口
氏
・
一
弘
長
代
理
は
ほ
と
ん
ど
従
来
の
組
長
・
部
組
長
が
そ
の
ま
ま
就
任
し
た
。
区
長
の
職
務
は
、

町
内
行
政
事
務
の
補
助
と
く
に
住
民
に
直
接
関
係
す
る
夜
警
や
溝
掃
除
、
伝
染
病
予
防
、
消
防
、
住
民
出
入
り
の
監
視
な
ど
が

強
諒
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
住
民
の
生
活
の
基
礎
的
組
織
で
あ
る
部
落
と
、
そ
の
上
に
形
成
さ
れ
た
行
政
村
と
い
う
二
重
構
造
が
町
村
制
下

の
地
域
社
会
の
自
治
体
の
特
色
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
や
が
て
資
本
主
義
の
発
展
と
臼
清
・
日
露
の
戦
争
を
経
て
大
き

く
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

カ
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